
Solaris 10インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグ

レードの計画)

Sun Microsystems, Inc.
4150 Network Circle
Santa Clara, CA 95054
U.S.A.

Part No: 819–0332–12
2005年 12月



Copyright 2005 Sun Microsystems, Inc. 4150 Network Circle, Santa Clara, CA 95054 U.S.A. All rights reserved.

Sun Microsystems, Inc. (以下米国 Sun Microsystems社とします）は、本書に記述されている製品に含まれる技術に関連する知的財産権を所有しま
す。特に、この知的財産権はひとつかそれ以上の米国における特許、あるいは米国およびその他の国において申請中の特許を含んでいることがあり
ますが、それらに限定されるものではありません。

本製品の一部は、カリフォルニア大学からライセンスされている Berkeley BSDシステムに基づいていることがあります。UNIXは、X/Open
Company, Ltd.が独占的にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標です。フォント技術を含む第三者のソフトウェアは、著作権によ
り保護されており、提供者からライセンスを受けているものです。

U.S. Government Rights Commercial software. Government users are subject to the Sun Microsystems, Inc. standard license agreement and applicable
provisions of the FAR and its supplements.

この配布には、第三者によって開発された素材を含んでいることがあります。

本製品に含まれる HG-MinchoL、HG-MinchoL-Sun、HG-PMinchoL-Sun、HG-GothicB、HG-GothicB-Sun、および HG-PGothicB-Sunは、株式会社
リコーがリョービイマジクス株式会社からライセンス供与されたタイプフェースマスタをもとに作成されたものです。 HeiseiMin-W3Hは、株式会社
リコーが財団法人日本規格協会からライセンス供与されたタイプフェースマスタをもとに作成されたものです。フォントとして無断複製することは
禁止されています。

Sun、Sun Microsystems、Sunのロゴマーク、Solarisのロゴマーク、Java Coffee Cupのロゴマーク、docs.sun.com、JumpStart、Solaris Flash、Sun
One Application Server、Javaおよび Solarisは、米国およびその他の国における米国 Sun Microsystems社の商標、登録商標もしくは、サービスマー
クです。

すべての SPARC商標は、米国 SPARC International, Inc.のライセンスを受けて使用している同社の米国およびその他の国における商標または登録商
標です。SPARC商標が付いた製品は、米国 Sun Microsystems社が開発したアーキテクチャに基づくものです。

OPENLOOK、OpenBoot、JLEは、サン・マイクロシステムズ株式会社の登録商標です。

Wnnは、京都大学、株式会社アステック、オムロン株式会社で共同開発されたソフトウェアです。

Wnn6は、オムロン株式会社、オムロンソフトウェア株式会社で共同開発されたソフトウェアです。©Copyright OMRON Co., Ltd. 1995-2000. All
Rights Reserved. ©Copyright OMRON SOFTWARE Co.,Ltd. 1995-2002 All Rights Reserved.

「ATOK」は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。

「ATOK Server/ATOK12」は、株式会社ジャストシステムの著作物であり、「ATOK Server/ATOK12」にかかる著作権その他の権利は、株式会社
ジャストシステムおよび各権利者に帰属します。

「ATOK Server/ATOK12」に含まれる郵便番号辞書 (7桁/5桁)は日本郵政公社が公開したデータを元に制作された物です (一部データの加工を行
なっています)。

「ATOK Server/ATOK12」に含まれるフェイスマーク辞書は、株式会社ビレッジセンターの許諾のもと、同社が発行する『インターネット・パソコ
ン通信フェイスマークガイド』に添付のものを使用しています。

Unicodeは、Unicode, Inc.の商標です。

本書で参照されている製品やサービスに関しては、該当する会社または組織に直接お問い合わせください。

OPEN LOOKおよび Sun Graphical User Interfaceは、米国 Sun Microsystems社が自社のユーザおよびライセンス実施権者向けに開発しました。米
国 Sun Microsystems社は、コンピュータ産業用のビジュアルまたはグラフィカル・ユーザインタフェースの概念の研究開発における米国 Xerox社の
先駆者としての成果を認めるものです。米国 Sun Microsystems社は米国 Xerox社から Xerox Graphical User Interfaceの非独占的ライセンスを取得
しており、このライセンスは、OPEN LOOKのグラフィカル・ユーザインタフェースを実装するか、またはその他の方法で米国 Sun Microsystems
社との書面によるライセンス契約を遵守する、米国 Sun Microsystems社のライセンス実施権者にも適用されます。

本書で言及されている製品や含まれている情報は、米国輸出規制法で規制されるものであり、その他の国の輸出入に関する法律の対象となることが
あります。核、ミサイル、化学あるいは生物兵器、原子力の海洋輸送手段への使用は、直接および間接を問わず厳しく禁止されています。米国が禁
輸の対象としている国や、限定はされませんが、取引禁止顧客や特別指定国民のリストを含む米国輸出排除リストで指定されているものへの輸出お
よび再輸出は厳しく禁止されています。

本書は、「現状のまま」をベースとして提供され、商品性、特定目的への適合性または第三者の権利の非侵害の黙示の保証を含みそれに限定されな
い、明示的であるか黙示的であるかを問わない、なんらの保証も行われないものとします。

本製品が、外国為替および外国貿易管理法 (外為法)に定められる戦略物資等 (貨物または役務)に該当する場合、本製品を輸出または日本国外へ持ち
出す際には、サン・マイクロシステムズ株式会社の事前の書面による承諾を得ることのほか、外為法および関連法規に基づく輸出手続き、また場合
によっては、米国商務省または米国所轄官庁の許可を得ることが必要です。

原典: Solaris 10 Installation Guide: Solaris Live Upgrade and Upgrade Planning

Part No: 817-5505-12

Revision A

060109@13215



目次

はじめに 13

パート I Solarisのインストールおよびアップグレードの計画の概要 17

1 Solarisインストールの新機能 19
Solaris 10 1/06リリースにおける Solarisインストールの新機能 19
非大域ゾーンをインストールしている場合の Solaris OSのアップグレード 19
x86: GRUBベースのブート 20
Solarisリリースのアップグレードサポートの変更 21

Solaris 10 3/05リリースにおける Solarisインストールの新機能 22
インストール手順の統一を含めた Solarisインストールの変更 22
カスタム JumpStartインストールのパッケージとパッチの機能拡張 24
インストール時に複数のネットワークインタフェースを構成する 24
SPARC: 64ビットパッケージに関する変更点 24
カスタム JumpStartインストール方式による新しいブート環境の作成 25
限定ネットワークソフトウェアグループ 25
Virtual Table of Contentsを使用してディスクパーティションテーブルを変更す
る 26
x86:デフォルトブートディスクパーティションレイアウトの変更 26

2 Solarisのインストールおよびアップグレード (ロードマップ) 29
作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード 29
ネットワークからインストールするか DVDまたは CDを使ってインストールする
か 32
初期インストールかアップグレードか 33
初期インストール 33

3



アップグレード 33

Solarisインストール方法の選択 34

Sun Java System Application Server Platform Edition 8 36

3 Solarisのインストールおよびアップグレード (計画) 37

システム要件と推奨事項 37

ディスク容量とスワップ領域の割り当て 39

ディスク容量に関する一般的な計画と推奨事項 40

ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量 41

アップグレード 43

アップグレードに関する制限事項 44

アップグレードプログラム 44

アップグレードの代わりに Solarisフラッシュアーカイブをインストールす
る 45

ディスク容量の再配置を使用するアップグレード 46

アップグレード前のシステムのバックアップ 47

システムで動作している Solaris OSのバージョンを確認する方法 47

ロケールの値 48

プラットフォーム名とグループ 48

ゾーンのインストールと構成 49

Solarisゾーン区分技術 (概要) 49

Solarisゾーン (計画) 51

SPARC: 64ビットパッケージに関する変更点 53

x86:パーティション分割に関する推奨事項 54

デフォルトブートディスクパーティションレイアウトで保持されるサービスパー
ティション 55

4 アップグレードの前に収集すべき情報 (計画) 57

アップグレード用のチェックリスト 57

5 x86: Solarisインストールのための GRUBベースのブート 67

x86: GRUBベースのブート (概要) 67

x86: GRUBベースのブートの動作 68

x86: GRUBデバイス命名規則 68

x86: GRUBベースのインストールについての情報の参照先 69

x86: GRUBベースのブート (計画) 70

x86:ネットワークからの GRUBベースのインストールの実行 71

4 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



GRUBメインメニューについて 71
x86: GRUB メニューの menu.lst ファイルの検出 (作業) 75

� GRUBメニューの menu.lstファイルの検出 75
�アクティブな menu.lstファイルが別のブート環境にある場合の GRUBメ
ニューの menu.lstファイルの検出 76
� Solais Live Upgradeブート環境がマウントされている場合の GRUBメニュー
の menu.lstファイルの検出 77
�使用しているシステムに x86ブートパーティションがある場合の GRUBメ
ニューの menu.lstファイルの検出 78

パート II Solaris Live Upgradeによるアップグレード 79

6 Solaris Live Upgrade (概要) 81

Solaris Live Upgradeの紹介 81
Solaris Live Upgradeの実行手順 82
ブート環境の作成 84
RAID-1ボリュームファイルシステムを持つブート環境の作成 89
ブート環境のアップグレード 96
ブート環境のアクティブ化 99
元のブート環境へのフォールバック 101
ブート環境の保守 102

7 Solaris Live Upgrade (計画) 103

Solaris Live Upgradeの要件 103
Solaris Live Upgradeのシステム要件 103
Solaris Live Upgradeのインストール 104
Solaris Live Upgradeのディスク容量の要件 107
RAID-1ボリューム (ミラー)を作成する場合の Solaris Live Upgradeの要
件 107

パッケージまたはパッチによるシステムのアップグレード 108
lucreateコマンドを使用したファイルシステムの作成のための指針 109
ファイルシステムのスライスを選択するための指針 110
ルート (/)ファイルシステムのスライスを選択するための指針 110
ミラー化されたファイルシステムのスライスを選択するための指針 111
スワップファイルシステムのスライスを選択するための指針 112
共有可能なファイルシステムのスライスを選択するための指針 114

新しいブート環境の内容のカスタマイズ 114
ブート環境間でのファイルの同期 115

5



/etc/lu/synclistへのファイルの追加 115

ブート環境間での強制的な同期 117

x86: GRUBメニューを使ったブート環境のアクティブ化 117

リモートシステムからの Solaris Live Upgradeの使用 118

8 Solaris Live Upgradeによるブート環境の作成 (作業) 119

Solaris Live Upgradeインタフェースの概要 119

Solaris Live Upgradeメニューの使用 (CUI) 120

作業マップ: Solaris Live Upgradeのインストールとブート環境の作成 121

Solaris Live Upgradeのインストール 121

Solaris Live Upgradeに必要なパッチのインストール 122

�必要なパッチをインストールするには 123

� pkgaddコマンドを使用して Solaris Live Upgradeをインストールする方
法 123

� Solarisインストールプログラムを使用して Solaris Live Upgradeをインストー
ルする方法 124

Solaris Live Upgradeの起動と停止 (キャラクタユーザーインタフェース) 124

� Solaris Live Upgradeメニューを起動する 125

� Solaris Live Upgradeのメニューを終了するには 126

新しいブート環境の作成 126

�ブート環境を作成する (キャラクタユーザーインタフェース) 126

�ブート環境をはじめて作成する (コマンド行インタフェース) 131

�ブート環境を作成しファイルシステムをマージする (コマンド行インタフェー
ス) 134

�ブート環境を作成しファイルシステムを分割する (コマンド行インタフェー
ス) 136

�ブート環境を作成しスワップを再構成する (コマンド行インタフェース) 138

�リストを使用してブート環境を作成しスワップを再構成する (コマンド行イン
タフェース) 139

�ブート環境を作成し共有可能ファイルシステムをコピーする (コマンド行イン
タフェース) 141

�別々のソースから単一のブート環境を作成 (コマンド行インタフェース) 143

� Solarisフラッシュアーカイブ用の空のブート環境の作成 (コマンド行インタ
フェース) 144

� RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境の作成 (コマンド行インタフェー
ス) 147

�ブート環境の作成と内容のカスタマイズ (コマンド行インタフェース) 152

6 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



9 Solaris Live Upgradeによるアップグレード (作業) 157

作業マップ:ブート環境のアップグレード 158
ブート環境のアップグレード 158
アップグレードのガイドライン 158

�ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグレードする
(キャラクタユーザーインタフェース) 160

�ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグレードする (コマ
ンド行インタフェース) 161

�複数の CDを使用してオペレーティングシステムイメージをアップグレードす
る (コマンド行インタフェース) 162

�ブート環境のオペレーティングシステムイメージにパッケージを追加する (コ
マンド行インタフェース) 163

�ブート環境のオペレーティングシステムイメージにパッチを追加する (コマン
ド行インタフェース) 165

�ブート環境にインストールされているパッケージの情報を取得する (コマンド
行インタフェース) 166

JumpStartプロファイルを使用したアップグレード 167

� Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する 167

� Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルをテストする 171

�プロファイルを使用して Solaris Live Upgradeでアップグレードする (コマ
ンド行インタフェース) 173

ブート環境への Solarisフラッシュアーカイブのインストール 174

�ブート環境への Solarisフラッシュアーカイブのインストール (キャラクタユー
ザーインタフェース) 175

�ブート環境へ Solarisフラッシュアーカイブをインストールする (コマンド行イ
ンタフェース) 177

�プロファイルを使用した Solarisフラッシュアーカイブのインストール (コマン
ド行インタフェース) 178

�プロファイルキーワードを使用した Solarisフラッシュアーカイブのインストー
ル (コマンド行インタフェース) 179

ブート環境のアクティブ化 181

ブート環境をアクティブ化するための要件と制限 181

� x86: (省略可能)アクティブ化の前にブート用フロッピーディスクを更新す
る 182

�ブート環境のアクティブ化 (キャラクタユーザーインタフェース) 182

�ブート環境をアクティブにする (コマンド行インタフェース) 184

�ブート環境をアクティブにしてファイルを同期させる (コマンド行インタ
フェース) 185

x86: GRUBメニューを使ったブート環境のアクティブ化 186

� x86: GRUBメニューを使ってブート環境をアクティブ化する (コマンド行イン
タフェース) 187

7



10 障害回復:元のブート環境へのフォールバック (作業) 189

SPARC:元のブート環境へのフォールバック (コマンド行インタフェース) 190
� SPARC:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合のフォール
バック 190
� SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のフォールバック 190
� SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを使って元の
ブート環境にフォールバックする 191

x86:元のブート環境へのフォールバック 193
� x86:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合の GRUBメニューを
使ったフォールバック 193
� x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合の GRUBメニューを使った
フォールバック 194
� x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合の GRUBメニューと DVDまた
は CDを使ったフォールバック 197
� x86:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合のフォールバック 199
� x86:別のディスクに存在するブート環境をフォールバックする 199
� x86:同じディスクに存在するブート環境をフォールバックする 200

11 Solaris Live Upgradeブート環境の管理 (作業) 203

Solaris Live Upgrade管理作業の概要 203
すべてのブート環境のステータスの表示 204

�すべてのブート環境のステータスを表示する (キャラクタユーザーインタ
フェース) 205
�すべてのブート環境のステータスを表示する (コマンド行インタフェー
ス) 205

以前に構成されたブート環境の更新 206
�以前に構成されたブート環境を更新する (キャラクタユーザーインタフェー
ス) 206

�以前に構成されたブート環境を更新する (コマンド行インタフェース) 207

スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り消し 208

�スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)を取り消す (キャラク
タユーザーインタフェース) 208

�スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)を取り消す (コマンド
行インタフェース) 209

ブート環境の比較 209

�ブート環境を比較する (キャラクタユーザーインタフェース) 209

�ブート環境を比較する (コマンド行インタフェース) 210

非アクティブブート環境の削除 211

�非アクティブブート環境を削除する (キャラクタユーザーインタフェー
ス) 212

8 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



�非アクティブブート環境を削除する (コマンド行インタフェース) 212
アクティブブート環境の名前の表示 212

�アクティブブート環境の名前を表示する (キャラクタユーザーインタフェー
ス) 213
�アクティブブート環境の名前を表示する (コマンド行インタフェース) 213

ブート環境の名前の変更 213
�非アクティブブート環境の名前を変更する (キャラクタユーザーインタフェー
ス) 214
�非アクティブブート環境の名前を変更する (コマンド行インタフェース) 215

ブート環境名に関連付ける説明の作成または変更 215
�テキストを使用してブート環境名の説明を作成または変更する方法 216
�ファイルを使用してブート環境名の説明を作成または変更する方法 216
�テキストで記述された説明からブート環境名を確認する方法 217
�ファイル内の説明からブート環境名を確認する方法 217
�名前からブート環境説明を確認する方法 218

ブート環境の構成の表示 218
�非アクティブブート環境の構成を表示する (キャラクタユーザーインタフェー
ス) 219
�ブート環境の構成を表示する (コマンド行インタフェース) 219

12 Solaris Live Upgrade (例) 221
Solaris Live Upgradeによるアップグレードの例 (コマンド行インタフェース) 221
必要なパッチをインストールする方法 222
アクティブブート環境で Solaris Live Upgradeをインストールする方法 223
ブート環境を作成する方法 223
非アクティブブート環境をアップグレードする方法 224
ブート環境がブート可能か確認する方法 224
非アクティブブート環境をアクティブにする方法 224
(省略可能)ソースブート環境へフォールバックする方法 224

RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離してアップグレードする例 (コマンド行イ
ンタフェース) 228
既存のボリュームから Solarisボリュームマネージャー RAID-1ボリュームへの移行例
(コマンド行インタフェース) 231
空のブート環境を作成して Solarisフラッシュアーカイブをインストールする例 (コマ
ンド行インタフェース) 232
空のブート環境を作成する方法 232
新しいブート環境へ Solarisフラッシュアーカイブをインストールする方法 233
新しいブート環境をアクティブ化する方法 234

Solaris Live Upgradeによるアップグレードの例 (キャラクタユーザーインタフェー
ス) 234

9



アクティブブート環境で Solaris Live Upgradeをインストールする方法 234

必要なパッチをインストールする方法 236

ブート環境を作成する方法 237

非アクティブブート環境をアップグレードする方法 237

非アクティブブート環境をアクティブにする方法 238

13 Solaris Live Upgrade (コマンドリファレンス) 239

Solaris Live Upgradeのコマンド 239

パート III 付録 241

A 問題発生時の解決方法 (作業) 243

ネットワークインストールの設定に関する問題 243

システムのブートに関する問題 244

メディアからのブート時のエラーメッセージ 244

メディアからのブート時の一般的な問題 245

ネットワークからのブート時のエラーメッセージ 247

ネットワークからのブート時の一般的な問題 250

Solaris OSの初期インストール 251

� x86: IDEディスクの不良ブロックの検査 252

Solaris OSのアップグレード 253

アップグレード時のエラーメッセージ 253

アップグレード時の一般的な問題 254

�問題発生後にアップグレードを継続する方法 255

x86: GRUBを使用する場合の Solaris Live Upgradeに関する問題 256

� Veritas VxVmの実行中に Solaris Live Upgradeを使用してアップグレードする
とシステムパニックが発生する 258

x86:既存のサービスパーティションが存在しないシステムでは、デフォルトで
サービスパーティションが作成されない 260

�ネットワークインストールイメージまたは Solaris Operating System DVDから
のソフトウェアのインストール 260

� Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはネットワークインストールイメージからのイ
ンストール 261

B その他の SVR4パッケージ要件 (リファレンス) 263

稼働中の OSに対する変更の防止 263

絶対パスの使用 263

10 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



pkgadd -Rコマンドの使用 264

$PKG_INSTALL_ROOT と $BASEDIR の相違点の概要 264

スクリプト作成のガイドライン 265

ディスクレスクライアントの互換性維持 266

パッケージの検証 266

インストール中およびアップグレード中のユーザー操作の回避 267

参照先 268

用語集 271

索引 289

11



12 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



はじめに

このマニュアルでは、SPARC®および x86アーキテクチャーベースの、ネットワーク
に接続されたシステムとネットワークに接続されていないシステムの両方で、
Solaris™オペレーティングシステム (OS)をインストールおよびアップグレードする
方法を説明します。

このマニュアルには、システムハードウェアや周辺装置を設定する方法は記載されて
いません。

注 –このリリースでは、SPARC®および x86系列のプロセッサアーキテクチャー
(UltraSPARC®、SPARC64、AMD64、Pentium、Xeon EM64T)を使用するシステムを
サポートします。サポートされるシステムについては、Solaris Hardware
Compatibility List (http://www.sun.com/bigadmin/hcl)を参照してください。
本書では、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

本書の x86に関連する用語については、以下を参照してください。

� 「x86」は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。

� 「x64」は、AMD64または EM64Tシステムに関する 64ビット特有の情報を指し
ます。

� 「32ビット x86」は、x86をベースとするシステムに関する 32ビット特有の情報
を指します。

サポートされるシステムについては、Solaris 10 Hardware Compatibility Listを参照
してください。
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対象読者
このマニュアルは、Solaris OSのインストールを担当するシステム管理者を対象とし
ています。このマニュアルには、次の 2種類の情報が含まれています。

� ネットワーク環境で複数の Solarisマシンを管理するエンタープライズシステム管
理者向けの上級 Solarisインストール情報

� Solarisのインストールやアップグレードをときどき行うシステム管理者向けの基
本 Solarisインストール情報

関連マニュアル
表 P–1に、Solarisソフトウェアをインストールする際に参考となる関連情報の一覧を
示します。

表 P–1関連情報

インフォメーション 説明

『Solaris 10インストールガイド (基本編)』 グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)を使用した、
OSの基本インストールについて解説されています。

『Solaris 10インストールガイド (ネットワークイ
ンストール)』

ローカルエリアネットワークや広域ネットワークを介して
Solarisのリモートインストールを実行する方法が解説されて
います。

『Solaris 10インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』

無人でのカスタム JumpStart™インストールを実行するため
に、必要なファイルとディレクトリを作成する方法が解説さ
れています。JumpStartインストールの実行時に RAID-1ボ
リュームを作成する方法についても解説されています。

『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』

CDまたは DVDメディアを使用してシステムを Solaris OS
にアップグレードするための計画情報が記載されています。
このマニュアルでは、Solaris Live Upgradeを使用して新し
いブート環境を作成・アップグレードする方法についても解
説されています。

『Solaris 10インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストール)』

Solaris OSを複数のシステムにインストールするために使用
する Solarisフラッシュアーカイブを作成する方法が解説さ
れています。

『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシ
ステム)』の第 24章「ファイルシステムのバック
アップと復元 (概要)」

システムファイルのバックアップ方法など、システム管理タ
スクについて解説されています。
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表 P–1関連情報 (続き)
インフォメーション 説明

『Solarisご使用にあたって』 Solarisリリースに関する、バグ、既知の問題、サポートが中
止されたソフトウェア、パッチなどが解説されています。

SPARC:『Solaris Sunハードウェアマニュアル』 サポート対象のハードウェアについて解説されています。

『Solarisパッケージリスト』 Solaris OSに含まれるパッケージの一覧と説明です。

x86:『Solaris (x86 Platform) Hardware
Compatibility List』

サポート対象ハードウェアの情報とデバイス構成が解説され
ています。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング
SunのWebサイトでは、次のサービスに関する情報も提供しています。

� マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
� サポート (http://jp.sun.com/support/)
� トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–2表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:
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表 P–2表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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パート I
Solarisのインストールおよびアップグ
レードの計画の概要

このパートでは、Solarisオペレーティングシステムのインストールやアップグレード
の計画について説明します。

17



18 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



第 1章

Solarisインストールの新機能

この章では、Solarisインストールプログラムの新機能について説明します。Solaris
OSすべての機能の詳細は、『Solaris 10の概要』を参照してください。

� 19ページの「Solaris 10 1/06リリースにおける Solarisインストールの新機能」
� 22ページの「Solaris 10 3/05リリースにおける Solarisインストールの新機能」

Solaris 10 1/06リリースにおける Solaris
インストールの新機能
この節では、Solaris 10 1/06リリースの次のような新しいインストール機能について
説明します。

非大域ゾーンをインストールしている場合の
Solaris OSのアップグレード
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、Solarisゾーン区分技術により、大域ゾーンであ
る Solarisの単一インスタンス内の非大域ゾーンを構成できるようになりました。非大
域ゾーンはアプリケーション実行環境の 1つで、そこではプロセスがほかのすべての
ゾーンから隔離されます。非大域ゾーンがインストールされたシステムが稼働してい
る場合は、標準の Solarisアップグレードプログラムを使用して Solaris 10 1/06リ
リースにアップグレードできます。アップグレードに使用できるのは、Solarisの対話
式インストールプログラムか、カスタム JumpStartです。非大域ゾーンがインストー
ルされている場合のアップグレードには、若干の制限があります。

� サポートされるカスタム JumpStartキーワードの数には制限があります。サポート
されるカスタム JumpStartキーワードについては、『Solaris 10インストールガイ
ド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照してください。
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� CD-ROMは配布されませんが、DVD-ROMまたはネットワークインストールイ
メージによってアップグレードできます。

� 非大域ゾーンがインストールされているシステムでは、Solaris Live Upgradeを使
用してシステムをアップグレードしないでください。ブート環境は lucreateコ
マンドを使用して作成できますが、luupgradeコマンドを使用して非大域ゾーン
がインストールされているブート環境をアップグレードすることはできません。そ
の場合は、アップグレードに失敗し、エラーメッセージが表示されます。

Solaris対話式インストールプログラムの使用法については、『Solaris 10インストー
ルガイド (基本編)』を参照してください。

x86: GRUBベースのブート
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、オープンソースの GNU GRand Unified
BootLoader (GRUB)が x86システムの Solaris OSに採用されています。GRUBの役割
は、ブートアーカイブをシステムのメモリーにロードすることです。ブートアーカイ
ブは、root (/)ファイルシステムがマウントされる前のシステム起動時に必要とされ
る重要なファイルの集合です。ブートアーカイブを使用して Solaris OSをブートしま
す。

もっとも注目すべき変更点は、Solaris Device Configuration Assistant (デバイス構成
用補助)が GRUBメニューに置き換えられたことです。GRUBメニューにより、シス
テムにインストールされている別のオペレーティングシステムのブートが容易になり
ます。GRUBメニューは x86システムのブート時に表示されます。矢印キーを使用し
て、インストールする OSインスタンスを GRUBメニューから選択できます。OSイ
ンスタンスを選択しないと、デフォルトの OSインスタンスがブートします。

GRUBベースのブート機能により、次の点が改善されます。

� ブート動作の高速化

� USB CDドライブまたは DVDドライブからのインストール

� USBストレージデバイスからブートする機能

� PXEブート用の簡略化された DHCPセットアップ (ベンダー固有のオプションな
し)

� すべての実行時モードドライバの削除

� Solaris Live Upgradeおよび GRUBメニューを使用して、ブート環境をすばやくア
クティブ化およびフォールバックする機能。

GRUBの詳細については、次の節を参照してください。
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作業 GRUBの作業 参照先

インストール GRUBベースのブートの概要 67ページの「x86: GRUBベースのブート (概
要)」

GRUBベースのブートのインストール
計画

70ページの「x86: GRUBベースのブート (計
画)」

GRUBメニューを使用したネットワー
ク経由のブートおよびインストール方
法

『Solaris 10インストールガイド (ネットワークイ
ンストール)』の「DVDイメージを使用した、
ネットワークからのブートとインストール」

GRUBメニューとカスタム JumpStart
インストール方式によるブートおよび
インストール方法

『Solaris 10インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「カスタム JumpStartイ
ンストールの実行」

GRUBメニューと Solaris Live
Upgradeを使用して、ブート環境を
アクティブ化およびフォールバックす
る方法

� 181ページの「ブート環境のアクティブ化」
� 第 10章

GRUBメニューの menu.lstファイ
ルの検出

75ページの「x86: GRUBメニューの menu.lst
ファイルの検出 (作業)」

システム管理 GRUBメニューによるシステム管理作
業の実行方法

� 『Solarisのシステム管理 (基本編)』
� 『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイ
ルシステム)』

� bootadm(1M)
� installgrub(1M)

注 – GNUは、「GNU’s Not UNIX」の再帰的頭字語です。詳細について
は、http://www.gnu.orgを参照してください。

Solarisリリースのアップグレードサポートの変更
Solaris 10 1/06以降のリリースは、Solaris 8、9、または 10リリースからアップグ
レード可能です。Solaris 7リリースからのアップグレードはサポートされていませ
ん。
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Solaris 10 3/05リリースにおける Solaris
インストールの新機能
この節では、Solaris 10 3/05リリースの次のような新しいインストール機能について
説明します。

インストール手順の統一を含めた Solarisインス
トールの変更
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solaris OSのインストールにいくつかの変更が
加えられ、より簡単で統一された方法でインストールできます。

変更内容は次のとおりです。

� 今回のリリースには、1枚のインストール DVDと数枚のインストール CDが付い
ています。Solaris Operating System DVDには、すべてのインストール CDの内容
が含まれています。

� Solaris Software 1 –ブート可能な CDは、この CDだけです。この CDから、
Solarisインストール用グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)またはコン
ソールベースのインストールを利用できます。また、どちらのインストールを
利用する場合でも、選択したソフトウェア製品だけをインストールすることも
できます。

� その他の Solaris Operating System CD –これらの CDには次のものが含まれ
ます。

� Solarisパッケージ (必要に応じてインストールします)
� サポートまたは非サポートのソフトウェアが入っている ExtraValueソフト
ウェア

� インストーラ
� ローカライズされたインタフェースソフトウェアおよびマニュアル

� Solaris Installation CDはなくなりました。

� CDまたは DVDのどちらでインストールする場合も、GUIインストールがデ
フォルトです (十分なメモリーがある場合)。ただし、textブートオプションを使
用してコンソールベースのインストールを指定することもできます。

� インストール手順が単純化され、ブート時に言語サポートを選択し、ロケールを後
で選択できます。

注 – GUIまたはコンソールを使用しない Solarisカスタム JumpStart™インストール方
式には変更はありません。
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OSをインストールするには、Solaris Software - 1 CDまたは Solaris Operating
System DVDを挿入してから、次のいずれかのコマンドを入力します。

� デフォルトの GUIインストールの場合 (システムメモリーが十分にある場合)は、
boot cdrom と入力します。

� コンソールベースのインストールの場合は、boot cdrom - text と入力しま
す。

新しい textブートオプションのある CDま
たは DVDメディアを使用して Solaris OSを
インストールする方法について

『Solaris 10インストールガイド (基本編)』

CDメディアによるインストールサーバーの設
定方法の変更について

『Solaris 10インストールガイド (ネットワー
クインストール)』

GUIインストールまたはコンソールベースのインストー
ルを利用する
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、ソフトウェアのインストールに GUIを使用する
か、ウィンドウ表示環境を使用するか、またはウィンドウ表示環境を使用しないかを
選択できます。メモリーが十分な場合は、デフォルトで GUIが表示されます。メモ
リー不足により GUIを表示できない場合はデフォルトで別の環境が表示されます。
nowinまたは textブートオプションを使用して、デフォルト設定に優先させること
ができます。ただし、システムのメモリー量による制限や、リモートでインストール
する場合の制限があります。また、ビデオアダプタが検出されない場合、Solarisイン
ストールプログラムは自動的にコンソールベースの環境で表示されます。

具体的なメモリー要件については、37ページの「システム要件と推奨事項」を参照
してください。
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カスタム JumpStartインストールのパッケージと
パッチの機能拡張
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、カスタム JumpStartインストール方式を使用し
て Solaris OSをインストールおよびアップグレードした場合、新しくカスタマイズす
ることで次のことが可能になります。

� Solarisフラッシュインストールと追加パッケージ

カスタム JumpStartプロファイルの packageキーワードが拡張され、Solarisフ
ラッシュアーカイブを追加パッケージとともにインストールできるようになりまし
た。たとえば、2台のマシンに同じ基本アーカイブをインストールし、それぞれの
マシンに別のパッケージを追加することができます。これらのパッケージは、
Solaris OSディストリビューションに含まれている必要はありません。

� Solarisディストリビューションに含まれない追加パッケージのインストール

packageキーワードが拡張され、Solarisディストリビューションに含まれない
パッケージもインストールできるようになりました。追加パッケージをインストー
ルするために、インストール後スクリプトを作成する必要がなくなりました。

� Solaris OSパッチをインストールする機能

カスタム JumpStartプロファイルの新しい patchキーワードを使用して、Solaris
OSのパッチをインストールできます。この機能を利用して、パッチファイルに指
定されているパッチをインストールできます。

詳細は、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照して
ください。

インストール時に複数のネットワークインタ
フェースを構成する
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solarisインストールプログラムを使用してイン
ストール時に複数のインタフェースを構成できます。これらのインタフェースは、シ
ステムの sysidcfgファイルに事前に構成できます。また、インストール時に構成す
ることもできます。詳細については、次のドキュメントを参照してください。

� 『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインストール)』
� sysidtool(1M)
� sysidcfg(4)

SPARC: 64ビットパッケージに関する変更点
以前の Solarisリリースでは、Solarisソフトウェアは 32ビットコンポーネントと 64
ビットコンポーネントがそれぞれ別のパッケージで提供されていました。Solaris 10
3/05以降のリリースでは、パッケージが簡略化され、32ビットコンポーネントと 64
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ビットコンポーネントのほとんどが 1つのパッケージで配布されています。統合され
たパッケージでは、元の 32ビットパッケージの名前がそのまま使用されています。
64ビットパッケージは提供されなくなりました。

64ビットパッケージがなくなったことで、インストールが簡素化され、パフォーマン
スも向上します。

� パッケージ数が減ったことで、パッケージのリストが含まれるカスタム JumpStart
スクリプトが簡素化されます

� ソフトウェア機能を 1つのパッケージにまとめるだけなので、パッケージシステム
も簡素化されます

� インストールするパッケージ数が少ないため、インストール時間が短縮されます

64ビットパッケージの名前は、次の規則に従って変更されます。

� 64ビットパッケージに対応する 32ビットパッケージが存在する場合は、その 32
ビットパッケージの名前が 64ビットパッケージに付けられます。たとえば、
/usr/lib/sparcv9/libc.so.1などの 64ビットライブラリは、以前は
SUNWcslxパッケージで配布されていましたが、今後は SUNWcslパッケージとし
て配布されます。64ビットの SUNWcslxパッケージは提供されなくなりました。

� 対応する 32ビットパッケージが存在しない場合は、名前から接尾辞「x」が削除さ
れます。たとえば、SUNW1394xは SUNW1394になります。

このため、カスタム JumpStartスクリプトやほかのパッケージインストールスクリプ
トで 64ビットパッケージを参照している場合は、これらのスクリプトを変更して参
照を削除する必要があります。

カスタム JumpStartインストール方式による新し
いブート環境の作成
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solarisオペレーティングシステムをインストー
ルする場合に、JumpStartインストール方式を使用して空のブート環境を作成できま
す。空のブート環境には、必要なときに備えて Solarisフラッシュアーカイブを格納し
ておくことができます。

詳細については、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の
第 11章「カスタム JumpStart (リファレンス)」を参照してください。

限定ネットワークソフトウェアグループ
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、インストール時に限定ネットワークソフト
ウェアグループ (SUNWCrnet)を選択または指定することにより、有効なネットワー
クサービスが少なくても、よりセキュリティー保護されたシステムを構築できます。
限定ネットワークソフトウェアグループでは、システム管理ユーティリティーとマル
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チユーザーのテキストベースコンソールが利用できます。SUNWCrnetは、ネット
ワークインタフェースを有効にします。インストール時に、ソフトウェアパッケージ
を追加したり、必要に応じてネットワークサービスを使用可能にすることによって、
システムの構成をカスタマイズすることができます。

詳細は、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照して
ください。

Virtual Table of Contentsを使用してディスクパー
ティションテーブルを変更する
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solarisインストールプログラムにより、Virtual
Table of Contents (VTOC)から既存のスライスをロードできます。インストーラのデ
フォルトのディスクレイアウトを使用するのではなく、インストール時にシステムの
既存のディスクスライステーブルをそのまま使用できるようになりました。

x86:デフォルトブートディスクパーティションレ
イアウトの変更
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solarisインストールプログラムの新機能とし
て、ブートディスクパーティションレイアウトが採用されています。ブートディスク
パーティションのデフォルトのレイアウトは、Sun x86ベースのシステムのサービス
パーティションと調和します。このインストールプログラムを使用すれば、既存の
サービスパーティションをそのまま使用できます。

デフォルトのブートディスクレイアウトには、次のパーティションが含まれます。

� 1番目のパーティション –サービスパーティション (システムの既存サイズ)

� 2番目のパーティション – x86ブートパーティション (約 11Mバイト)

� 3番目のパーティション – Solarisオペレーティングシステムパーティション (ブー
トディスクの残りの領域)

このデフォルトのレイアウトを使用する場合は、Solarisインストールプログラムから
ブートディスクレイアウトの選択を要求されたときに、「デフォルト」を選択しま
す。
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注 –サービスパーティションが現在作成されていないシステムに Solaris OS x86ベー
スのシステムをインストールすると、Solarisインストールプログラムは新しいサービ
スパーティションを作成しません。このシステムにサービスパーティションを作成す
るには、最初にシステムの診断 CDを使用してサービスパーティションを作成してく
ださい。サービスパーティションを作成してから、Solarisオペレーティングシステム
をインストールします。

サービスパーティションの作成方法の詳細は、ハードウェアのマニュアルを参照して
ください。

詳細は、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照して
ください。
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第 2章

Solarisのインストールおよびアップグ
レード (ロードマップ)

この章では、Solarisオペレーティングシステム (OS)のインストールやアップグレー
ドを実施する前に行うべき決定に関して説明します。この章の内容は次のとおりで
す。

� 29ページの「作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグ
レード」

� 32ページの「ネットワークからインストールするか DVDまたは CDを使ってイ
ンストールするか」

� 33ページの「初期インストールかアップグレードか」
� 34ページの「Solarisインストール方法の選択」
� 36ページの「Sun Java System Application Server Platform Edition 8」

注 –このマニュアルでは「スライス」という用語を使用しますが、一部の Solarisのマ
ニュアルとプログラムでは、スライスのことを「パーティション」と呼んでいる場合
があります。

x86:混同を避けるため、このマニュアルでは、x86の fdiskパーティションと、
Solaris fdiskパーティション内の分割とを区別しています。x86 fdiskの分割
を「パーティション」と呼びます。Solaris fdiskパーティション内の分割を「スライ
ス」と呼びます。

作業マップ: Solarisソフトウェアのイン
ストールまたはアップグレード
次の作業マップは、任意のインストールプログラムを使った Solaris OSのインストー
ルやアップグレードに必要な作業の概要を示したものです。インストールしようとす
る環境にとってもっとも効率的なインストールを行うためにどういった選択をすべき
かを、この作業マップを参考にして判断してください。
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表 2–1作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード

作業 説明 参照先

初期インストールか
アップグレードかを選択
します。

初期インストールまたはアップグレードのいずれかを
選択します。

33ページの「初期インストー
ルかアップグレードか」。

インストールプログラム
を選択します。

Solaris OSには、インストールまたはアップグレード
用のプログラムがいくつか用意されています。使用し
ている環境にもっとも適したインストール方法を選択
してください。

34ページの「Solarisインス
トール方法の選択」。

(Solaris対話式インス
トールプログラム)デ
フォルトインストールか
カスタムインストールを
選択します。

環境に適したインストールの種類を決定します。
� グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)を使
用する場合は、デフォルトインストールかカスタ
ムインストールかを選択できます。
� デフォルトインストールでは、ハードディス
ク全体がフォーマットされ、事前に選択され
ている一連のソフトウェアがインストールさ
れます。

� カスタムインストールでは、ハードディスク
のレイアウトを変更したり、必要なソフト
ウェアを選択してインストールしたりできま
す。

� グラフィカルインタフェースではないテキストイ
ンストーラを使用する場合は、デフォルト値をそ
のまま使用するか値を編集して、インストールす
るソフトウェアを選択できます。

Solarisインストールプログラ
ムの選択肢については、
第 4章を参照してください。

システム要件を検討しま
す。また、ディスク容量
およびスワップ領域を計
画を立てて割り当てま
す。

インストールまたはアップグレードの最小要件をシス
テムが満たしているかどうかを判断します。インス
トールする Solaris OSのコンポーネントに必要な
ディスク容量をシステムに割り当てます。システムに
適したスワップ領域レイアウトを決定します。

第 3章。

システムをローカル媒体
からインストールするか
ネットワークからインス
トールするかを選択しま
す。

環境に最も適したインストール媒体を選択します。 32ページの「ネットワークか
らインストールするか DVD
または CDを使ってインス
トールするか」。
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表 2–1作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード (続き)
作業 説明 参照先

システム情報を収集しま
す。

� Solarisインストールプログラムの場合は、ワーク
シートを使って、インストールやアップグレード
に必要なすべての情報を収集します。

� カスタム JumpStartインストールの場合は、プロ
ファイルでどのプロファイルキーワードを使用す
るかを決定します。キーワードの説明を確認し
て、システムについて必要な情報を見つけます。

� Solarisインストールプロ
グラムの場合は、次のい
ずれかを参照してくださ
い。
� 初期インストールの場
合:
『Solaris 10インス
トールガイド (ネット
ワークインストー
ル)』の「インストー
ル用のチェックリス
ト」

� アップグレードの場合:
第 4章

� カスタム JumpStartイン
ストールについては、
『Solaris 10インストール
ガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の第
11章「カスタム
JumpStart (リファレン
ス)」を参照してくださ
い。

(省略可能)システムパラ
メータを設定します。

インストールやアップグレードの際に情報を入力する
手間を省くために、システム構成情報を事前に設定し
ておくことができます。

『Solaris 10インストールガイ
ド (ネットワークインストー
ル)』の第 6章「システム構成
情報の事前設定 (作業)」。

(省略可能) Solarisソフト
ウェアをネットワークか
らインストールする準備
を行います。

ネットワークから Solarisソフトウェアをインストー
ルする方法を選択する場合は、次の作業をすべて実行
してください。
� (x86システム)使用しているシステムが PXEをサ
ポートしていることを確認します

� インストールサーバーを作成します
� ブートサーバーを作成します (必要な場合)
� DHCPサーバーを構成します (必要な場合)
� ネットワークからインストールするシステムを設
定します

ローカルエリアネットワーク
からインストールする方法に
ついては、『Solaris 10インス
トールガイド (ネットワーク
インストール)』の第 9
章「CDメディアを使用した
ネットワークインストールの
準備 (作業)」を参照してくだ
さい。

広域ネットワークからインス
トールする方法については、
『Solaris 10インストールガイ
ド (ネットワークインストー
ル)』の第 13章「WANブー
トによるインストールの準備
(作業)」を参照してくださ
い。
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表 2–1作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード (続き)
作業 説明 参照先

(アップグレードのみ)
アップグレード前に必要
な作業を行います。

システムのバックアップをとり、アップグレード時に
ディスク容量の再配置が行われるかどうかを判断しま
す。

43ページの「アップグレー
ド」。

インストールまたは
アップグレードを行いま
す。

選択した Solarisインストール方法を使って Solarisソ
フトウェアのインストールまたはアップグレードを行
います。

インストールプログラムの詳
細な手順を説明している章。

インストールのトラブル
シューティングを行いま
す。

インストールのトラブルシューティングについては、
問題発生時の解決方法を参照してください。

付録A。

ネットワークからインストールするか
DVDまたは CDを使ってインストール
するか
DVD-ROMまたは CD-ROMドライブにアクセスできるシステムへのインストールま
たはアップグレードができるように、Solarisソフトウェアは DVDまたは CDメ
ディアで配布されます。

リモートの DVDイメージまたは CDイメージを使ってネットワークからインストー
ルするようにシステムを設定できます。次のような場合に、この方法でシステムを設
定することができます。

� システムにローカルの DVD-ROMドライブまたは CD-ROMドライブがない場合

� Solarisソフトウェアを複数のシステムにインストールする際に、それぞれのシス
テムに対してローカルドライブにディスクを挿入しない場合

ネットワークからインストールする場合は、どの Solarisインストール方法でも使用で
きます。特に、Solarisフラッシュインストール機能やカスタム JumpStartインストー
ルを使ってネットワークからインストールを行うと、大規模の企業におけるインス
トールプロセスの一元化と自動化が可能になります。各インストール方法の詳細は、34
ページの「Solarisインストール方法の選択」を参照してください。

ネットワークから Solarisソフトウェアをインストールする場合は、初期設定が必要で
す。ネットワークからインストールする場合の準備については、次のいずれかを参照
してください。

32 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



ローカルエリアネットワークからインストー
ルする場合の準備について

『Solaris 10インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の第 9章「CDメディアを
使用したネットワークインストールの準備 (作
業)」

広域ネットワークからインストールする場合
の準備について

『Solaris 10インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の第 13章「WANブートに
よるインストールの準備 (作業)」

PXEを使用してネットワーク経由で x86ベー
スのクライアントをインストールする方法に
ついて

『Solaris 10インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の「PXEを使用したネット
ワーク経由のブートとインストールの概要」

初期インストールかアップグレードか
初期インストールを行うか、アップグレードを行う (Solaris OSがシステム上ですでに
動作している場合)かを選択できます。

初期インストール
初期インストールでは、システムのディスクが Solaris OSの新しいバージョンで上書
きされます。システム上で Solaris OSが稼動していない場合は、初期インストールを
行う必要があります。

システム上で Solaris OSがすでに動作している場合でも、初期インストールを行うこ
とができます。ローカルに行なった変更を維持する場合は、インストールを行う前に
ローカル変更のバックアップをとり、インストールが終わったあとでローカル変更を
復元する必要があります。

初期インストールは、Solarisのどのインストール方法を使っても実行できます。
Solarisのインストール方法については、34ページの「Solarisインストール方法の選
択」を参照してください。

アップグレード
Solaris OSをアップグレードするには、2つの方法があります。標準アップグレード
と Solaris Live Upgradeです。標準アップグレードでは、現在の Solaris OSの既存の
構成パラメータが最大限保存されます。Solaris Live Upgradeでは、現在のシステム
のコピーが作成されます。標準アップグレードを使用してこのコピーをアップグレー
ドできます。リブートするだけで、アップグレード済みの Solaris OSに切り替えるこ
とができます。エラーが発生した場合、リブートして、元の Solaris OSに戻すことが
できます。Solaris Live Upgradeでは、アップグレードの間システムを停止する必要
がなく、新旧の Solaris OS間で切り替えることができます。
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アップグレードの詳細とアップグレード方法の一覧については、43ページ
の「アップグレード」を参照してください。

Solarisインストール方法の選択
Solaris OSには、インストールまたはアップグレード用のプログラムがいくつか用意
されています。それぞれのインストール方法には、特定のインストール要件やインス
トール環境を意図したさまざまな機能があります。使用するインストール方法を選択
するには、次の表を利用してください。

表 2–2インストール方法の選択

作業 インストール方法 各プログラムの特長 参照先

対話式プログラムを使用
して、CD-ROMまたは
DVD-ROMから 1つのシ
ステムをインストールし
ます。

Solarisインストール
プログラム

� このプログラムでは、作業をパネ
ル単位に分割し、情報の入力を求
めるプロンプトを表示して、デ
フォルト値を提供します。

� このプログラムは、複数のシステ
ムをインストールまたはアップグ
レードする必要がある場合には効
率のよい方法ではありません。複
数のシステムをバッチインストー
ルする場合は、カスタム
JumpStartまたは Solarisフ
ラッシュインストール機能を使用
してください。

『Solaris 10インス
トールガイド (基本
編)』

ローカルエリアネット
ワークを介して 1つのシ
ステムをインストールし
ます。

ネットワーク経由の
Solarisインストール
プログラム

このプログラムを使用すると、インス
トールするソフトウェアのイメージを
サーバーに設定し、このイメージをリ
モートシステムにインストールできま
す。複数のシステムをインストールす
る必要がある場合は、カスタム
JumpStartおよび Solarisフラッシュイ
ンストール方式でネットワークインス
トールイメージを使用すると、ネット
ワーク上でシステムを効率的にインス
トールおよびアップグレードできま
す。

『Solaris 10インス
トールガイド
(ネットワークインス
トール)』のパー
ト II「ローカルエリ
アネットワーク経由
のインストール」
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表 2–2インストール方法の選択 (続き)
作業 インストール方法 各プログラムの特長 参照先

複数のシステムのインス
トールやアップグレード
を、作成したプロファイ
ルに基づいて自動化しま
す。

カスタム JumpStart このプログラムを使用すると、複数の
システムを効率的にインストールでき
ます。ただし、システムの数が少ない
場合は、カスタム JumpStart環境の作
成は時間の浪費になる可能性がありま
す。システムの数が少ない場合は、
Solaris対話式インストールプログラム
を使用してください。

『Solaris 10インス
トールガイド (カス
タム JumpStart/上
級編)』の第 6章「カ
スタム JumpStartイ
ンストールの準備
(作業)」

同じソフトウェアおよび
構成を複数のシステムに
複製します。

Solarisフ
ラッシュアーカイブ

� このプログラムを使用すると、
Solarisパッケージすべてを一度に
システムにインストールすること
で時間を節約できます。ほかのプ
ログラムでは、各 Solarisパッケー
ジを個別にインストールし、
パッケージごとにパッケージ
マップをアップグレードします。

� Solarisフラッシュアーカイブはサ
イズの大きいファイルであるた
め、大量のディスク容量が必要で
す。別のインストール構成を管理
したり、使用しているインストー
ル構成を変更したりするには、カ
スタム JumpStartインストールの
使用を検討することをお勧めしま
す。代わりに、JumpStart終了ス
クリプトまたは、組み込まれてい
る Solarisフラッシュ配備後スクリ
プトを使用して、システム固有の
カスタマイズを実行できます。

『Solaris 10インス
トールガイド
(Solarisフ
ラッシュアーカイブ
の作成とインストー
ル)』の第 1
章「Solarisフ
ラッシュ (概要)」

広域ネットワーク (WAN)
またはインターネットを
介してシステムをインス
トールします。

WANブート ネットワーク経由で Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールす
る場合は、このプログラムを使用する
とセキュリティー保護されたインス
トールが可能です。

『Solaris 10インス
トールガイド
(ネットワークインス
トール)』の第 11
章「WANブート (概
要)」
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表 2–2インストール方法の選択 (続き)
作業 インストール方法 各プログラムの特長 参照先

システムを稼働させたま
まアップグレードを行い
ます。

Solaris Live Upgrade � このプログラムを使用すると、
アップグレードするかパッチを追
加して、標準アップグレードに関
連したシステム停止時間が発生す
るのを避けることができます

� このプログラムを使用すると、現
行の OSに影響を与えずにアップ
グレードまたは新しいパッチのテ
ストをすることができます

第 6章

Solaris OSのインストール
後に、隔離されたアプリ
ケーション環境を作成し
ます。

Solarisゾーン区分技
術

このプログラムを使用すると、隔離さ
れた非大域ゾーンが作成され、セ
キュリティー保護されたアプリケー
ション環境が提供されます。このよう
に隔離されているので、あるゾーンで
実行中のプロセスが、ほかのゾーンで
実行中のプロセスから監視または操作
されることがありません。

『Solarisのシステム
管理 (Solarisコンテ
ナ :資源管理と
Solarisゾーン)』の
第 16章「Solaris
ゾーンの紹介」

Sun Java System Application Server
Platform Edition 8
Sun Java System Application Server Platform Edition 8では、アプリケーションサー
ビスやWebサービスを幅広く配置できます。このソフトウェアは、Solaris OSととも
に自動的にインストールされます。このサーバーについては、次のようなマニュアル
があります。

サーバーの起動に関する
マニュアル

インストールディレクトリの /docs/QuickStart.htmlにある『Sun Java System
Application Server Platform Edition 8クイックスタートガイド』を参照してください

Application Serverのマ
ニュアルセット一式

http://docs.sun.com/db/coll/ApplicationServer8_04q2

チュートリアル http://java.sun.com/j2ee/1.4/docs/tutorial/doc/index.html
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第 3章

Solarisのインストールおよびアップグ
レード (計画)

この章では、Solaris OSのインストールやアップグレードに伴うシステム要件につい
て説明します。また、ディスク容量の計画に関しての一般的な指針や、スワップ領域
のデフォルトの割り当てについても説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 37ページの「システム要件と推奨事項」
� 39ページの「ディスク容量とスワップ領域の割り当て」
� 43ページの「アップグレード」
� 47ページの「システムで動作している Solaris OSのバージョンを確認する方法」
� 48ページの「ロケールの値」
� 48ページの「プラットフォーム名とグループ」
� 51ページの「非大域ゾーンを使用している場合のインストールとアップグレー
ド」

� 53ページの「SPARC: 64ビットパッケージに関する変更点」
� 54ページの「x86:パーティション分割に関する推奨事項」

システム要件と推奨事項
表 3–1 SPARC:メモリー、スワップ、およびプロセッサの推奨事項

SPARCシステム サイズ

インストールやアップグレードに
必要なメモリー

推奨サイズは 256Mバイトです。最小サイズは 128Mバイトです。

注 –オプションのインストール機能の中には、メモリーが十分でないと有効に
できないものもあります。たとえば、メモリーが足りないシステムに DVDか
らインストールする場合、Solarisインストールの GUIではなく、テキストイ
ンストーラを使用する必要があります。これらのメモリー要件については、
表 3–3を参照してください。
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表 3–1 SPARC:メモリー、スワップ、およびプロセッサの推奨事項 (続き)
SPARCシステム サイズ

スワップ領域 デフォルトのサイズは 512Mバイトです。

注 –スワップ領域をカスタマイズする必要が生じることもあります。スワップ
領域は、システムのハードディスクのサイズに基づいて決まります。

プロセッサ要件 200 MHz以上のプロセッサが必要です。

表 3–2 x86:メモリー、スワップ、およびプロセッサの推奨事項

x86システム サイズ

インストールやアップグレードに
必要なメモリー

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、推奨サイズは 512Mバイトです。最
小サイズは 256Mバイトです。

� Solaris 10 3/05リリースでは、推奨サイズは 256Mバイトです。最小サイ
ズは 128Mバイトです。

注 –オプションのインストール機能の中には、メモリーが十分でないと有効に
できないものもあります。たとえば、メモリーが足りないシステムに DVDか
らインストールする場合、Solarisインストールの GUIではなく、テキストイ
ンストーラを使用する必要があります。これらのメモリー要件については、
表 3–3を参照してください。

スワップ領域 デフォルトのサイズは 512Mバイトです。

注 –スワップ領域をカスタマイズする必要が生じることもあります。スワップ
領域は、システムのハードディスクのサイズに基づいて決まります。

プロセッサ要件 120 MHz以上のプロセッサを推奨します。ハードウェアによる浮動小数点サ
ポートが必要です。

ソフトウェアをインストールするときに、GUIを使用する方法、ウィンドウ表示環境
を使用する方法、またはウィンドウ表示環境を使用しない方法を選択できます。十分
なメモリーがある場合は、デフォルトで GUIが表示されます。GUIを表示できるだ
けの十分なメモリーがない場合は、ほかの環境が表示されます。nowinまたは text
ブートオプションを使用して、デフォルト設定に優先させることができます。ただ
し、システムのメモリー量による制限や、リモートでインストールする場合の制限が
あります。また、ビデオアダプタが検出されない場合、Solarisインストールプログラ
ムは自動的にコンソールベースの環境で表示されます。表 3–3に、これらの環境の説
明と、環境を表示するための最小メモリー要件の一覧を示します。
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表 3–3 SPARC:表示オプションとメモリー要件

SPARC:メモリー インストールの種類 説明

128～ 383Mバイト テキストベース 画像は含まれませんが、ウィンドウとほかの
ウィンドウを開く機能が提供されます。

textブートオプションを使用している場合でシス
テムに十分なメモリーがあるときは、ウィンドウ
表示環境でインストールされます。tipラインを
介してリモートでインストールする場合や、
nowinブートオプションを使用してインストール
する場合は、コンソールベースのインストールに
限定されます。

384Mバイト以上 GUIベース ウィンドウ、プルダウンメニュー、ボタン、スク
ロールバー、およびアイコン画像が提供されま
す。

表 3–4 x86:表示オプションとメモリー要件

x86:メモリー インストールの種類 説明

� Solaris 10 1/06以降のリリース:
256～ 511Mバイト

� Solaris 10 3/05リリースの場合:
128～ 383Mバイト

テキストベース 画像は含まれませんが、ウィンドウとほかの
ウィンドウを開く機能が提供されます。

textブートオプションを使用している場合でシス
テムに十分なメモリーがあるときは、ウィンドウ
表示環境でインストールされます。tipラインを
介してリモートでインストールする場合や、
nowinブートオプションを使用してインストール
する場合は、コンソールベースのインストールに
限定されます。

� Solaris 10 1/06以降のリリース:
512Mバイト

� Solaris 10 3/05リリースの場合:
384Mバイト

GUIベース ウィンドウ、プルダウンメニュー、ボタン、スク
ロールバー、およびアイコン画像が提供されま
す。

ディスク容量とスワップ領域の割り当て
Solarisソフトウェアをインストールする前に、ディスク容量の計画をたてて、システ
ムに十分なディスク容量があるかどうかを調べることができます。
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ディスク容量に関する一般的な計画と推奨事項
ディスク容量の計画のたて方は、ユーザーによって異なります。必要に応じて、次の
条件に基づいて割り当てる容量を考慮に入れてください。

表 3–5ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画

容量割り当ての条件 説明

ファイルシステム ファイルシステムを割り当てる場合には、将来の Solarisバージョンにアップグ
レードするときのために、現在必要な容量よりも 30%多く割り当ててください。

デフォルトでは、ルート(/)とスワップ領域 (/swap)だけが作成されます。OSサー
ビスのためにディスク容量が割り当てられたときは、/exportディレクトリも作
成されます。Solarisのメジャーリリースにアップグレードする場合は、システムの
スライスを切り直すか、インストール時に必要な容量の 2倍を割り当てる必要があ
ります。Solaris Updateにアップグレードする場合は、将来のアップグレードに備
えて余分のディスク容量を追加しておけば、システムのスライスを切り直す手間を
軽減できます。Solaris Updateリリースにアップグレードするたびに、直前のリ
リースに比べておよそ 10%のディスク容量が追加で必要になります。ファイルシス
テムごとに 30%のディスク容量を追加しておくと、Solaris Updateを数回追加でき
ます。

/varファイルシステム クラッシュダンプ機能 savecore(1M)を使用する場合は、/varファイルシステム
の容量を物理メモリーの倍のサイズに設定します。

スワップ 次のような条件では、Solarisインストールプログラムはデフォルトのスワップ領域
(512Mバイト)を割り当てます。
� インストールプログラムによるディスクスライスの自動配置機能を使用する場
合

� スワップスライスのサイズを手作業で変更しない場合

デフォルトでは、Solarisインストールプログラムは、利用可能な最初のディスクシ
リンダ (SPARCシステムでは通常シリンダ 0)でスワップが開始されるようにス
ワップ領域を割り当てます。この配置によって、デフォルトのディスクレイアウト
時にはルート (/)ファイルシステムに最大のスワップ空間を割り当てることがで
き、アップグレード時にはルート (/)ファイルシステムを拡張できます。

将来スワップ領域を拡張することを考えている場合、次のいずれかの手順を実行し
てスワップスライスを配置することにより、別のディスクシリンダでスワップスラ
イスを開始できます。
� Solarisインストールプログラムの場合、シリンダモードでディスクレイアウト
をカスタマイズして、スワップスライスを目的の位置に手動で割り当てること
ができます。

� カスタム JumpStartインストールプログラムの場合、プロファイルファイル内
でスワップスライスを割り当てることができます。JumpStartプロファイル
ファイルの詳細は、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「プロファイルの作成」を参照してください。

スワップ領域の概要については、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシ
ステム)』の第 21章「追加スワップ空間の構成 (手順)」を参照してください。
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表 3–5ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画 (続き)
容量割り当ての条件 説明

ホームディレクトリファイ
ルシステムを提供するサー
バー

ホームディレクトリは、通常デフォルトで /exportファイルシステムにありま
す。

インストールする Solarisソ
フトウェアグループ

ソフトウェアグループはソフトウェアパッケージの集まりです。ディスク容量を計
画する際には、選択したソフトウェアグループから個々のソフトウェアパッケージ
を個別に追加したり削除したりできることを覚えておいてください。ソフトウェア
グループについては、41ページの「ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容
量」を参照してください。

アップグレード � Solaris Live Upgradeを使用して非アクティブブート環境をアップグレードする
場合、ディスク容量の計画については、107ページの「Solaris Live Upgradeの
ディスク容量の要件」を参照してください。

� ほかの Solarisインストール方法を使用する場合、ディスク容量の計画について
は、46ページの「ディスク容量の再配置を使用するアップグレード」を参照し
てください。

言語サポート 中国語、日本語、韓国語などです。単一の言語をインストールする場合は、約 0.7G
バイトのディスク容量をその言語用に追加して割り当ててください。すべての言語
サポートをインストールする場合は、インストールするソフトウェアグループに応
じて、最大で約 2.5Gバイトのディスク容量を言語サポート用に追加して割り当て
る必要があります。

印刷やメールのサポート 容量を追加します。

追加ソフトウェアやサード
パーティーソフトウェア

容量を追加します。

ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量
Solarisソフトウェアグループは Solarisパッケージの集まりです。それぞれのソフト
ウェアグループには、異なる機能やハードウェアドライバのサポートが含まれていま
す。

� 初期インストールの場合は、システムでどの機能を実行するかを考慮して、インス
トールするソフトウェアグループを選択します。

� アップグレードの場合は、システムにインストールされているソフトウェアグルー
プでアップグレードする必要があります。たとえば、システムにエンドユーザーシ
ステムサポートソフトウェアグループがインストールされている場合には、開発者
システムサポートソフトウェアグループにアップグレードするオプションはありま
せん。ただし、アップグレード中に、インストール済みのソフトウェアグループに
属していないソフトウェアをシステムに追加することはできます。

Solarisソフトウェアのインストール時には、選択した Solarisソフトウェアグループ
に対してパッケージを追加したり、削除したりすることができます。追加や削除する
パッケージを選択する際には、ソフトウェアの依存関係や Solarisソフトウェアがどの
ようにパッケージされているかを知っている必要があります。
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次の図は、ソフトウェアパッケージのグループを示しています。限定ネットワークシ
ステムサポートには、最小限の数のパッケージが含まれています。全体ディストリ
ビューションと OEMサポートには、すべてのパッケージが含まれています。

図 3–1 Solarisソフトウェアグループ

表 3–6に、Solarisソフトウェアグループと、各グループのインストールに必要な推奨
ディスク容量を示します。

注 –表 3–6に示す推奨ディスク容量には、次の項目のための容量が含まれています。

� スワップ領域
� パッチ
� 追加のソフトウェアパッケージ

ソフトウェアグループに必要なディスク容量が、この表に一覧表示されている容量よ
り少ない場合もあります。
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表 3–6ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量

ソフトウェアグループ 説明 推奨ディスク容量

全体ディストリビュー
ションと OEMサポート

全体ディストリビューションのパッケージに加え、追
加のハードウェアドライバが含まれています。これに
は、インストール時にシステムに存在していないハー
ドウェアのドライバも含まれます。

6.8Gバイト

全体ディストリビュー
ション

開発者システムサポートのパッケージに加え、サー
バーに必要な追加のソフトウェアが含まれています。

6.7Gバイト

開発者システムサポート エンドユーザーシステムサポートのパッケージに加
え、ソフトウェア開発用の追加のサポートが含まれて
います。ソフトウェア開発のサポートとして、ライブ
ラリ、インクルードファイル、マニュアルページ、プ
ログラミングツールなどが追加されています。ただ
し、コンパイラは含まれていません。

6.6Gバイト

エンドユーザーシステムサ
ポート

ネットワークに接続された Solarisシステムと共通デス
クトップ環境 (CDE)の起動と実行に必要な最小限の
コードを提供するパッケージが含まれています。

5.3Gバイト

コアシステムサポート ネットワークに接続された Solarisシステムの起動と実
行に必要な最小限のコードを提供するパッケージが含
まれています。

2.0Gバイト

限定ネットワークシステム
サポート

ネットワークサービスのサポートが制限された Solaris
システムを起動および実行するために必要な最小限の
コードを提供するパッケージが含まれています。限定
ネットワークシステムサポートは、テキストベースの
マルチユーザーコンソールと、システム管理ユー
ティリティーを提供します。このソフトウェアグルー
プを使用すると、システムでネットワークインタ
フェースを認識できますが、ネットワークサービスが
アクティブになることはありません。

2.0Gバイト

アップグレード
システムをアップグレードするには、3つの方法があります。Solaris Live Upgrade、
Solarisインストールプログラム、およびカスタム JumpStartです。
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表 3–7 Solarisのアップグレード方法

現在の Solaris OS Solarisのアップグレード方法

Solaris 8、Solaris 9、および
Solaris 10

� Solaris Live Upgrade –稼働中のシステムのコピーを作成
し、それをアップグレードすることでシステムをアップ
グレードします

� Solarisインストール -グラフィカルユーザーインタ
フェースまたはコマンド行インタフェースを使用して対
話形式でアップグレードを行うことができます

� カスタム JumpStart –自動アップグレードを行うことが
できます

アップグレードに関する制限事項

問題 説明

別のソフトウェアグ
ループへのアップグ
レード

システムのソフトウェアグループを、アップグレード時に別のソフト
ウェアグループに変更することはできません。たとえば、システムにエ
ンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループがインストールさ
れている場合には、開発者システムサポートソフトウェアグループに
アップグレードするオプションはありません。ただし、アップグレード
中に、インストール済みのソフトウェアグループに属していないソフト
ウェアをシステムに追加することはできます。

Solaris 10 1/06以降
のリリース:非大域
ゾーンがインストー
ルされている場合の
アップグレード

Solaris OSをアップグレードするときに、非大域ゾーンがインストール
されているシステムをアップグレードできます。Solaris対話式インス
トールプログラムとカスタム JumpStartプログラムにより、アップグ
レードが可能です。アップグレードする場合の制限については、52ペー
ジの「非大域ゾーンがインストールされている場合のアップグレード」
を参照してください。

アップグレードプログラム
Solarisインストールプログラムによる標準の対話式アップグレードか、カスタム
JumpStartインストールによる無人アップグレードを実行できます。Solaris Live
Upgradeを使用すると、稼働中のシステムをアップグレードできます。
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アップグレードプロ
グラム 説明 参照先

Solaris Live
Upgrade

現在稼働中のシステムのコピーを作成することができ
ます。このコピーはアップグレード可能で、リブート
すると、アップグレードしたコピーが稼動システムに
なります。Solaris Live Upgradeを使用すると、Solaris
OSのアップグレードに必要なシステム停止時間を短縮
できます。また、Solaris Live Upgradeでは、アップグ
レードに関連する問題も回避できます。たとえば、
アップグレード中に電源障害が発生すると、アップグ
レードを回復することができなくなります。しかし、
Solaris Live Upgradeでは、現在実行中のシステムでは
なく、コピーをアップグレードするので、この問題は
起こりません。

Solaris Live Upgradeを使用する場
合、ディスク容量割り当ての計画に
ついては、103ページの「Solaris
Live Upgradeの要件」を参照してく
ださい。

Solarisインス
トールプログラ
ム

対話式 GUIのガイドに従ってアップグレードを実行で
きます。

『Solaris 10インストールガイド (基
本編)』の第 2章「Solarisインス
トールプログラムによるインストー
ル (作業)」。

カスタム
JumpStartプログ
ラム

自動アップグレードを行うことができます。プロ
ファイルファイルを使用し、必要に応じてプリインス
トールスクリプトやポストインストールスクリプトも
使用して、必要な情報を指定します。アップグレード
用にカスタム JumpStartプロファイルを作成するとき
は、install_type upgrade を指定します。さら
に、実際にアップグレードを行う前に、システムの現
在のディスク構成およびシステムに現在インストール
されているソフトウェアに対して、カスタム JumpStart
プロファイルが目的どおりのことを実行しようとして
いるかを確認する必要があります。アップグレードし
ようとしているシステム上で、pfinstall - D コマン
ドを実行して、プロファイルをテストします。ディス
ク構成ファイルを使用してアップグレード用プロ
ファイルをテストすることはできません。

� アップグレードオプションのテ
ストについての詳細は、
『Solaris 10インストールガイド
(カスタム JumpStart/上級
編)』の「プロファイルのテス
ト」を参照してください

� アップグレード用プロファイル
の作成についての詳細は、
『Solaris 10インストールガイド
(カスタム JumpStart/上級
編)』の「プロファイルの例」を
参照してください

� アップグレードの実行について
の詳細は、『Solaris 10インス
トールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「カスタ
ム JumpStartインストールの実
行」を参照してください

アップグレードの代わりに Solarisフラッシュアー
カイブをインストールする
Solarisフラッシュのインストール機能では、マスターシステムからインストール全体
のコピーを作成し、これを多数のクローンシステムに複製できます。このコピーは
Solarisフラッシュアーカイブと呼ばれます。アーカイブは、どのインストールプログ
ラムを使用してもインストールできます。
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注意 –非大域ゾーンがインストールされていると、Solarisフラッシュアーカイブは正
常に作成されません。Solarisフラッシュ機能には Solarisゾーン区分技術との互換性
はありません。Solarisフラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイブの配備
条件が次のいずれかの場合は、作成されたアーカイブは正しくインストールされませ
ん。

� アーカイブが非大域ゾーンに作成された場合
� アーカイブが、非大域ゾーンがインストールされている大域ゾーンに作成された場
合

アーカイブのインストールについては、次の表を参照してください。

Solaris Live Upgrade 174ページの「ブート環境への Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール」

カスタム JumpStart 『Solaris 10インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「カスタム JumpStart
インストールを使用して Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする方
法」

Solaris対話式インストール 『Solaris 10インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストー
ル)』の第 4章「Solarisフラッシュアーカイブ
のインストールと管理 (作業)」

WANブートインストール 『Solaris 10インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の第 14章「WANブートに
よるインストール (作業)」

ディスク容量の再配置を使用するアップグレード
Solarisインストールプログラムのアップグレードオプションとカスタム JumpStartプ
ログラムの upgradeキーワードはどちらも、ディスク容量の再配置機能を提供しま
す。この再配置により、ディスクスライスのサイズが自動的に変更されます。アップ
グレードするのに十分な容量が現在のファイルシステムにない場合、ディスク容量を
割り当て直すことができます。たとえば、アップグレードに伴ってファイルシステム
の容量を増やす必要があるのは、次のような場合です。

� 新しいリリースで、システムに現在インストールされている Solarisソフトウェア
グループに新たにソフトウェアが追加されている。特定のソフトウェアグループに
含められる新しいソフトウェアは、インストールの対象となるようにアップグレー
ド時に自動的に選択されます。

� 新しいリリースに、システム上の既存のソフトウェアよりもサイズが大きいソフト
ウェアが存在する。
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自動配置機能を使用すると、ファイルシステムに必要な容量を確保するようにディス
ク容量の再配置が行われます。自動配置機能では、デフォルトの制約にもとづいて容
量の再配置が試みられます。このため、この機能によって容量の再配置が行われない
場合は、ファイルシステムの制約を変更する必要があります。

注 –自動配置機能には、ファイルシステムの容量を増やす能力はありません。自動配
置機能では、次の処理によって容量の再配置が行われます。

1. 変更の必要なファイルシステム上の必須ファイルをバックアップする。
2. ファイルシステムの変更にもとづいてディスクパーティションを再分割する。
3. アップグレードの前にバックアップファイルを復元する。

� Solarisインストールプログラムの自動配置機能が、ディスク容量をどのように再
配置するかを決定できない場合は、カスタム JumpStartプログラムを使用して
アップグレードを行う必要があります。

� カスタム JumpStartによるアップグレードでアップグレード用プロファイルを作成
する際に、ディスク容量が問題になることがあります。現在のファイルシステムの
ディスク容量が不足していてアップグレードできない場合は、キーワード
backup_mediaおよび layout_constraintを使ってディスク容量を割り当て
直すことができます。backup_mediaと layout_constraintキーワードの使
用例については、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「プロファイルの例」を参照してください。

アップグレード前のシステムのバックアップ
Solaris OSのアップグレードを行う前に、既存のファイルシステムのバックアップを
行うことを強くお勧めします。ファイルシステムをテープなどのリムーバブルメ
ディアにコピーすれば、データの損失や損傷、破壊などを防止できます。システムの
バックアップ手順についての詳細は、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイル
システム)』の第 24章「ファイルシステムのバックアップと復元 (概要)」を参照して
ください。

システムで動作している Solaris OSの
バージョンを確認する方法
システムで動作している Solarisのバージョンを確認するには、次のどちらかのコマン
ドを入力します。

$ uname -a

catコマンドを使用すると、より詳細な情報が得られます。
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$ cat /etc/release

ロケールの値
インストールの一部として、システムで使用するロケールの事前構成を行うことがで
きます。「ロケール」によって、オンライン情報を特定の言語と地域で表示する方法
が決まります。また、日付と時間の表記、数字や通貨、綴りなどの地域的差異を表す
ために、1つの言語に対して複数のロケールが存在することもあります。

システムのロケールを事前構成するには、カスタム JumpStartプロファイルか
sysidcfgファイルを使用します。

プロファイルでのロケールの設定 『Solaris 10インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「プロファイルの作
成」

sysidcfgファイルでのロケールの設定 『Solaris 10インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の「sysidcfgファイルによ
る事前設定」

ロケール値の一覧 『国際化対応言語環境の利用ガイド』

プラットフォーム名とグループ
ネットワークインストールでクライアントを追加するときには、システムアーキテク
チャー (プラットフォームグループ)を知る必要があります。カスタム JumpStartイン
ストールで rulesファイルを作成するときには、プラットフォーム名を知る必要があ
ります。

プラットフォーム名とプラットフォームグループの例を下記の表に示します。SPARC
システムの完全な一覧については、『Solaris Sunハードウェアマニュアル
』(http://docs.sun.com/)を参照してください。

表 3–8プラットフォーム名とプラットフォームグループの例

システム プラットフォーム名 プラットフォームグループ

Sun Fire T2000 sun4v

Sun Blade™ SUNW,Sun-Blade-100 sun4u
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表 3–8プラットフォーム名とプラットフォームグループの例 (続き)
システム プラットフォーム名 プラットフォームグループ

x86ベース i86pc i86pc

注 –システムが動作している場合、システムのプラットフォーム名は uname -iコマ
ンドで、システムのプラットフォームグループは uname -m コマンドで、それぞれ調
べることもできます。

ゾーンのインストールと構成
ここでは、大域ゾーンと非大域ゾーンの大まかな計画について紹介します。概要と計
画情報、および具体的な手順については、『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ
:資源管理と Solarisゾーン)』の第 16章「Solarisゾーンの紹介」を参照してくださ
い。

Solarisゾーン区分技術 (概要)
Solaris OSをインストールした後、ゾーンをインストールして構成できます。大域
ゾーンは稼働中のオペレーティングシステムの単一インスタンスであり、各 Solarisシ
ステムに 1つ含まれています。大域ゾーンは、システムのデフォルトのゾーンであ
り、システム全体の管理に使用されるゾーンでもあります。非大域ゾーンは仮想化さ
れたオペレーティングシステム環境です。

Solarisゾーンはソフトウェア区分技術で、オペレーティングシステムサービスを仮想
化し、安全で隔離されたアプリケーション実行環境を提供します。ゾーンを作成する
と、そのアプリケーション実行環境で実行されるプロセスは、ほかのゾーンから隔離
されます。このように隔離されているので、あるゾーンで実行中のプロセスが、ほか
のゾーンで実行中のプロセスから監視または操作されることがありません。非大域
ゾーンで実行中のプロセスは、スーパーユーザー資格で実行されていても、ほかの
ゾーンの活動を監視したり操作したりすることはできません。大域ゾーンでスーパー
ユーザー資格で実行されるプロセスは、任意のゾーンの任意のプロセスを操作できま
す。

大域ゾーンと非大域ゾーンについて
非大域ゾーンの構成、インストール、管理、およびアンインストールは、大域ゾーン
からのみ行うことができます。システムハードウェアから起動できるのは、大域ゾー
ンだけです。物理デバイス、ルーティング、動的再構成 (DR)といったシステムイン
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フラストラクチャーの管理は、大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで
実行されるプロセスは、適切な権限が付与されていれば、ほかのどのゾーンに関連付
けられているオブジェクトにもアクセスできます。次の表に、大域ゾーンと非大域
ゾーンの特性をまとめます。

大域ゾーン 非大域ゾーン

システムによって ID 0が割り当てられます ゾーンの起動時にシステムによってゾーン ID
が割り当てられます

システムで起動され実行される Solarisカーネ
ルの単一のインスタンスを提供します

大域ゾーンから起動される Solarisカーネルの
下で処理を共有します

Solarisシステムソフトウェアパッケージの完
全なインストールが含まれています

Solarisオペレーティングシステムソフト
ウェアパッケージの完全なインストールの一
部が含まれています

追加のソフトウェアパッケージや、パッケー
ジを通してインストールされない追加のソフ
トウェア、ディレクトリ、ファイル、その他
のデータが含まれている場合もあります

大域ゾーンから共有された Solarisソフト
ウェアパッケージが含まれています

大域ゾーンにインストールされているすべて
のソフトウェア構成要素に関する情報を格納
した、一貫性のある完全な製品データベース
を提供します

大域ゾーンから共有されたものではない、イ
ンストールされた追加のソフトウェア
パッケージが含まれていることもあります

追加のソフトウェア、ディレクトリ、ファイ
ル、非大域ゾーンで作成されたその他のデー
タなど、パッケージを通してインストールさ
れないもの、あるいは、大域ゾーンからの共
有でないものが含まれていることもあります

大域ゾーンのホスト名やファイルシステム
テーブルなど、大域ゾーンのみに固有の構成
情報を保持します

非大域ゾーンのホスト名やファイルシステム
テーブルなど、その非大域ゾーンのみに固有
の構成情報を保持します

すべてのデバイスとすべてのファイルシステ
ムが認識される、唯一のゾーンです

ゾーンにインストールされているすべてのソ
フトウェア構成要素に関する情報を格納し
た、一貫性のある完全な製品データベースを
持ちます。非大域ゾーンに置かれている構成
要素と、読み取り専用モードで大域ゾーンか
ら共有される構成要素があります

非大域ゾーンの存在と構成が認識される、唯
一のゾーンです

ほかのゾーンの存在を認識できません

非大域ゾーンの構成、インストール、管理、
またはアンインストールを行うことができ
る、唯一のゾーンです

自身を含め、ゾーンのインストール、管理、
アンインストールを行うことはできません

詳細については、以下を参照してください。
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� 『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源管理と Solarisゾーン)』の第 16
章「Solarisゾーンの紹介」

� 49ページの「ゾーンのインストールと構成」

Solarisゾーン (計画)
Solaris OSをインストールしたあと、ゾーンをインストールして構成できます。大域
ゾーンは稼働中のオペレーティングシステムの単一インスタンスであり、各 Solarisシ
ステムに 1つ含まれています。大域ゾーンは、システムのデフォルトのゾーンであ
り、システム全体の管理に使用されるゾーンでもあります。非大域ゾーンは仮想化さ
れたオペレーティングシステム環境です。

注意 –次の条件がいずれも成立する場合は、コマンドに -Rオプションまたは同等のオ
プションを使用して代替ルート (/)ファイルシステムを指定してはいけません。

� コマンドが大域ゾーン内で実行される。
� 代替ルート (/)ファイルシステムが非大域ゾーンにあるすべてのパスを参照する。

たとえば、pkgaddユーティリティーに -R root_pathオプションで非大域ゾーンの
ルート (/)ファイルシステムへのパスを指定して、大域ゾーンから実行する場合で
す。

代替ルート (/)ファイルシステムが指定可能なユーティリティーの一覧およびゾーン
の詳細については、『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源管理と Solaris
ゾーン)』の「大域ゾーンから非大域ゾーンにアクセスする際の制限」を参照してくだ
さい。

非大域ゾーンを使用している場合のインストールとアップ
グレード
Solaris OSがインストールされている場合、大域ゾーンにインストールされたソフト
ウェアグループのパッケージはすべての非大域ゾーンで共有されます。たとえば、全
体ディストリビューションをインストールした場合、これらのパッケージはすべての
ゾーンに含まれます。デフォルトでは、大域ゾーンに追加パッケージをインストール
すると、これらも非大域ゾーンに追加されます。アプリケーション、ネームスペー
ス、サーバー、NFSや DHCPなどのネットワーク接続、その他のソフトウェアを、
非大域ゾーンに分離できます。それぞれの非大域ゾーンは、ほかの非大域ゾーンを認
識せず、それぞれ独立して動作可能です。たとえば、大域ゾーンに全体ディストリ
ビューションをインストールし、個々の非大域ゾーンでは Java Enterprise System
Messaging Server、データベース、DHCP、およびWebサーバーを実行することがで
きます。非大域ゾーンをインストールするときは、各ゾーンで実行されるアプリケー
ションのパフォーマンス要件に留意してください。
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注意 –非大域ゾーンがインストールされていると、Solarisフラッシュアーカイブは正
常に作成されません。Solarisフラッシュ機能には Solarisゾーン区分技術との互換性
はありません。Solarisフラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイブの配備
条件が次のいずれかの場合は、作成されたアーカイブは正しくインストールされませ
ん。

� アーカイブが非大域ゾーンに作成された場合
� アーカイブが、非大域ゾーンがインストールされている大域ゾーンに作成された場
合

非大域ゾーンがインストールされている場合のアップグレード

Solaris 10 1/06以降のリリースでは、Solaris OSをアップグレードするときに、非大
域ゾーンがインストールされているシステムをアップグレードできます。 Solaris対話
式インストールプログラムとカスタム JumpStartプログラムにより、アップグレード
が可能です。

� Solaris対話式インストールプログラムで、「「アップグレード」または「初期」
インストールの選択」パネルで、「アップグレードインストール」を選択して、非
大域ゾーンにあるシステムをアップグレードできます。インストールプログラムが
システムを分析してアップグレード可能かどうかを判定し、分析の概要を表示しま
す。その後インストールプログラムは、アップグレードの続行を求めるプロンプト
を表示します。このプログラムを使用する場合には、次の制限事項があります。

� アップグレードのカスタマイズはできません。たとえば、追加のソフトウェア
製品のインストール、追加のロケールパッケージのインストール、または
ディスクレイアウトの変更を行うことはできません。

� Solaris Operating System DVDまたは DVDに作成したネットワークインス
トールイメージを使用する必要があります。Solaris SOFTWARE CDを使用し
てシステムをアップグレードすることはできません。このプログラムによるイ
ンストール方法については、『Solaris 10インストールガイド (基本編)』の第 2
章「Solarisインストールプログラムによるインストール (作業)」を参照してく
ださい。

� カスタム JumpStartインストールプログラムでは、アップグレードに使用できる
キーワードは install_typeおよび root_deviceのみです。

いくつかのキーワードは非大域ゾーンに影響を与えるため、これらのキーワードは
プロファイルに含められません。たとえば、パッケージを追加するキーワード、
ディスク容量を再配置するキーワード、またはロケールを追加するキーワードを使
用すると非大域ゾーンに影響を与えます。これらのキーワードを使用すると、キー
ワードが無視されるか JumpStartアップグレードが失敗します。これらのキーワー
ドの一覧については、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「非大域ゾーンでアップグレードする際のプロファイルキーワードの制
限」を参照してください。
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注意 –非大域ゾーンがインストールされている場合は、Solaris Live Upgradeを使用し
てシステムをアップグレードすることはできません。lucreate コマンドでブート環
境を作成できますが、luupgradeコマンドを使用するとアップグレードに失敗しま
す。エラーメッセージが表示されます。

非大域ゾーンのディスク容量要件
大域ゾーンをインストールするときには、作成するすべてのゾーンに十分なディスク
容量を必ず確保してください。非大域ゾーンごとに、ディスク容量要件は異なる場合
があります。ここでは、計画情報の概略を示します。計画の要件と推奨事項の詳細
は、『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源管理と Solarisゾーン)』の第 18
章「非大域ゾーンの計画と構成 (手順)」を参照してください。

1つのゾーンで消費できるディスク容量に制限はありません。容量制限は大域ゾーン
の管理者が行います。単一プロセッサの小規模なシステムでも、多数のゾーンを同時
に実行できます。

非大域ゾーンを作成するときの容量要件は、大域ゾーンにインストールされた
パッケージの種類によって異なります。パッケージ数と容量要件がその要因になりま
す。ディスク容量に関する一般的なガイドラインを次に示します。

� 大域ゾーンに Solarisの標準パッケージをすべてインストールした場合は、ディス
クに約 100Mバイトの空き容量を確保することをお勧めします。大域ゾーンに追加
パッケージをインストールした場合は、この量を増やしてください。デフォルトで
は、大域ゾーンに追加パッケージをインストールすると、これらも非大域ゾーンに
追加されます。非大域ゾーンでこれらの追加パッケージが格納されるディレクトリ
は、inherit-pkg-dirリソースで指定されます。

� システムに十分なスワップ領域がある場合は、1つのゾーン当たり 40Mバイトの
RAMを追加します。各ゾーンが正常に稼働できるように、この追加をお勧めしま
す。システムサイズを計画するときは、この RAMの追加を考慮してください。

SPARC: 64ビットパッケージに関する変
更点
Solaris OSの以前のリリースでは、32ビットコンポーネントと 64ビットコンポーネ
ントがそれぞれ別のパッケージで提供されていました。Solaris 10 OSではパッケージ
が簡略化され、32ビットコンポーネントと 64ビットコンポーネントのほとんどが単
一のパッケージで提供されています。統合されたパッケージでは、元の 32ビット
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パッケージの名前がそのまま使用されています。64ビットパッケージは提供されなく
なりました。この変更によってパッケージ数が減り、インストールが簡単になりま
す。このため、カスタム JumpStartスクリプトやほかのパッケージインストールスク
リプトで 64ビットパッケージを参照している場合は、これらのスクリプトを変更し
て参照を削除する必要があります。

64ビットパッケージの名前は、次の規則に従って変更されます。

� 64ビットパッケージに対応する 32ビットパッケージが存在する場合は、その 32
ビットパッケージの名前が 64ビットパッケージに付けられます。たとえば、
/usr/lib/sparcv9/libc.so.1などの 64ビットライブラリの場合、以前は SUNWcslx
で提供されていましたが、現在は SUNWcslで提供されます。64ビットの
SUNWcslxパッケージは提供されなくなりました。

� 対応する 32ビットパッケージが存在しない場合は、名前から接尾辞「x」が削除さ
れます。たとえば、SUNW1394xは SUNW1394になります。

x86:パーティション分割に関する推奨事
項
x86システムで Solaris OSを使用する場合は、次のガイドラインに従ってシステムの
パーティション分割を行ってください。

Solarisインストールでは、デフォルトブートディスクパーティションレイアウトが使
用されます。これらのパーティションは、fdiskパーティションと呼ばれます。fdisk
パーティションは、x86ベースのシステム上にある特定のオペレーティングシステム
専用のディスクドライブの論理パーティションです。x86システム上に Solarisソフト
ウェアをインストールするには、1つ以上の Solaris fdiskパーティションを設定す
る必要があります。x86ベースのシステムでは、1台のディスクに最大 4つの fdisk
パーティションを作成できます。これらのパーティションは、個別のオペレーティン
グシステムをインストールして使用できます。各オペレーティングシステムは、独自
の fdiskパーティション上に存在しなければなりません。個々のシステムの Solaris
fdisk パーティションの数は、1 台のディスクにつき 1 つに限られます。

表 3–9 x86:デフォルトのパーティション

パーティション パーティション名 パーティションサイズ

第 1パー
ティション (一
部のシステムの
み)

診断・サービスパー
ティション

システムに既存のサイズ
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表 3–9 x86:デフォルトのパーティション (続き)
パーティション パーティション名 パーティションサイズ

2番目のパー
ティション (一
部のシステムの
み)

x86ブートパー
ティション

Solaris 10 3/05リリースの場合: x86ブートパー
ティションが作成されます。サイズはシステムの
既存サイズです。

Solaris 10 1/06以降のリリースでは、次のように
なります。
� 初期インストールの場合は、このパー
ティションは作成されません。

� アップグレードするときに、使用しているシ
ステムに既存の x86ブートパーティションが
ない場合は、このパーティションは作成され
ません。

� アップグレードするときに、システムに x86
ブートパーティションがある場合:
� あるブートデバイスから別のブートデバ
イスにブートストラップするためにパー
ティションが必要な場合は、x86ブート
パーティションがシステムに保持されま
す。

� 追加のブートデバイスのブートにパー
ティションが不要な場合は、x86ブート
パーティションは削除されます。パー
ティションの内容は、ルートパー
ティションに移されます。

第 3パー
ティション

Solaris OSパー
ティション

起動ディスクの残りの領域

デフォルトブートディスクパーティションレイア
ウトで保持されるサービスパーティション
Solarisインストールプログラムは、デフォルトのブートディスクパーティションレイ
アウトを使って、診断・サービスパーティションに対応することができます。システ
ムに診断・サービスパーティションが含まれている場合、デフォルトブートディスク
パーティションレイアウトを使用して、このパーティションを保持できます。

注 –診断・サービスパーティションを含まないシステムに x86版 Solaris OSをインス
トールする場合、インストールプログラムは、デフォルトでは新たに診断・サービス
パーティションを作成しません。システムに診断・サービスパーティションを作成す
る場合は、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

第 3章 • Solarisのインストールおよびアップグレード (計画) 55



56 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



第 4章

アップグレードの前に収集すべき情報
(計画)

この章には、システムのアップグレードに必要な情報の収集に役立つワークシートが
含まれています。

アップグレード用のチェックリスト
Solaris OSの標準アップグレードに必要な情報を収集するには、次のチェックリスト
を使用します。チェックリストに記載されているすべての情報を収集する必要はあり
ません。使用するシステムに関連する情報だけを収集してください。アップグレード
をネットワークを使用して行う場合は、インストールプログラムが現在のシステム構
成から情報を取得します。

ホスト名や IPアドレスのような、システムの基本的な識別情報は変更できません。イ
ンストールプログラムによってシステムの基本的な識別情報を入力するように求めら
れる場合がありますが、元の値を入力する必要があります。Solarisインストールプロ
グラムを使用してアップグレードする場合は、そのような値のいずれかを変更しよう
とするとアップグレードは失敗します。

表 4–1アップグレード用のチェックリスト

アップグレード用の情報 説明/例
答 -アスタリスク (*)はデフォルト
を示す

ネットワーク接続 このシステムはネットワークに接続されてい
ますか。

接続されている/接続されて
いない*
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表 4–1アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 -アスタリスク (*)はデフォルト
を示す

DHCP このシステムでは、DHCP (Dynamic Host
Configuration Protocol)を使ってネットワー
クインタフェースを構成しますか。

DHCPはインストールに必要なネットワーク
パラメータを提供します。

はい/いいえ*

DHCPを使用
しない場合
は、ネット
ワークアドレ
スを書き留め
ます。

IPアドレス DHCPを使用しない場合は、このシステムの
IPアドレスを指定します。

例: 172.31.255.255

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# ypmatch host-name hosts

サブネット DHCPを使用しない場合、このシステムはサ
ブネットの一部ですか。

「はい」の場合は、サブネットのネットマス
クを指定します。

例: 255.255.255.0

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# more /etc/netmasks

IPv6 このマシンで IPv6を使用可能にしますか。

IPv6は TCP/IPインターネットプロトコル
の 1つで、より強固なセキュリティーを追加
し、インターネットアドレスを増やすこと
で、IPアドレスの指定を簡単にします。

はい/いいえ*

ホスト名 このシステムのホスト名。

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# uname -n
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表 4–1アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 -アスタリスク (*)はデフォルト
を示す

Kerberos このマシンに Kerberosセキュリティを構成
しますか。

「はい」の場合は、次の情報を収集します。

はい/いいえ*

デフォルトのレルム:

管理サーバー

一次 KDC:

(省略可能)追加 KDC:

Kerberosサービスは、ネットワーク経由で
のセキュリティー保護されたトランザク
ションを提供するクライアントサーバーアー
キテクチャーです。

システムで
ネームサービ
スを使用する
場合は、次の
情報を指定し
ます。

ネームサービス このシステムではどのネームサービスを使用
しますか。

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# cat /etc/nsswitch.conf

ネームサービスの情報は 1か所に保管されて
いるので、ユーザー、マシン、およびアプリ
ケーションはネットワーク上で相互に通信で
きます。たとえば、ホスト名とアドレスまた
はユーザー名とパスワードなどの情報が保管
されています。

NIS+/NIS/DNS/ LDAP/使
用しない*

ドメイン名 システムが属するドメインの名前を指定しま
す。

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# domainname
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表 4–1アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 -アスタリスク (*)はデフォルト
を示す

NIS+および NIS ネームサーバーを指定しますか、それともイ
ンストールプログラムにネームサーバーの検
索を任せますか。

ネームサーバーを指定する場合は、次の情報
を指定します。

指定/検索*

サーバーのホスト名:

� NISクライアントの場合、サーバーのホ
スト名を表示するには次のコマンドを入
力します。

# ypwhich
� NIS+クライアントの場合、サーバーの
ホスト名を表示するには次のコマンドを
入力します。

# nisping

サーバーの IPアドレス:

� NISクライアントの場合、サーバーの IP
アドレスを表示するには次のコマンドを
入力します。

# ypmatch nameserver-name hosts
� NIS+クライアントの場合、サーバーの

IPアドレスを表示するには次のコマンド
を入力します。

# nismatch nameserver-name
hosts.org_dir

ネットワーク情報サービス (NIS)は、マシン
名やアドレスなどのさまざまなネットワーク
情報を 1つの場所で管理することによって、
ネットワーク管理を容易にするためのサービ
スです。
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表 4–1アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 -アスタリスク (*)はデフォルト
を示す

DNS DNSサーバーの IPアドレスを指定します。
DNSサーバーの IPアドレスを少なくとも 1
つ、最大 3つまで指定します。

サーバーの IPアドレス:

サーバーの IPアドレスを表示するには、次
のコマンドを入力します。

# getents ipnodes dns

DNS検索を行うときに検索するドメインの
リストを入力できます。

検索ドメイン:

検索ドメイン:

検索ドメイン:

ドメインネームシステム (DNS)は、イン
ターネットが TCP/IPネットワーク用に提供
するネームサービスです。DNSは、ホスト
名から IPアドレスに変換するサービスを提
供します。DNSは、数字の IPアドレスの代
わりにマシン名を使用することで、通信をよ
り簡単にすることに焦点を合わせています。
また、メール管理用のデータベースとしての
働きもします。

LDAP LDAPプロファイルに関する次の情報を指定
します。

プロファイル名:

プロファイルサーバー:

LDAPプロファイルでプロキシ資格レベルを
指定した場合、この情報を収集します。

プロキシバインドの識別名:

プロキシバインドのパスワード:

LDAPは、TCP/IPを介して実行するディレ
クトリの更新と検索のための、比較的単純な
プロトコルを定義します。

第 4章 •アップグレードの前に収集すべき情報 (計画) 61



表 4–1アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 -アスタリスク (*)はデフォルト
を示す

デフォルトルート デフォルトルート IPアドレスを指定します
か、それとも Solarisインストールに IPア
ドレスの検索を任せますか。

デフォルトルートは、2つの物理ネットワー
ク間のトラフィック転送用のブリッジを提供
します。IPアドレスは、ネットワーク上の
各ホストを識別する一意の番号です。

次のうちから選択できます。
� IPアドレスを指定できます。指定された

IPアドレスを使用して
/etc/defaultrouter ファイルが作成
されます。システムをリブートすると、
指定された IPアドレスがデフォルトルー
トになります。

� Solarisインストールプログラムに IPア
ドレスを検出させることができます。た
だし、システムは、ICMPルーター発見
プロトコルを使用して自らを通知する
ルーターの存在するサブネット上になけ
ればなりません。コマンド行インタ
フェースを使用している場合は、システ
ムの起動時に IPアドレスが検出されま
す。

� ルーターが存在しない場合、または今回
はソフトウェアに IPアドレスを検出させ
ない場合は、「なし」を選択します。リ
ブート時に、ソフトウェアが自動的に IP
アドレスの検出を試みます。

指定/検索/なし*

時間帯 デフォルトの時間帯をどのように指定します
か。

地域*

GMTとの時間差

時間帯ファイル

ルートパスワード システムのルートパスワードを指定します。
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表 4–1アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 -アスタリスク (*)はデフォルト
を示す

非大域ゾーンがインストールされ
ているシステムのアップグレード

Solaris 10以降のリリースでは、Solaris 10
DVDまたは DVDベースのネットワークイ
ンストールイメージを使用して、非大域ゾー
ンがインストールされているシステムを
アップグレードできます。非大域ゾーンがイ
ンストールされているシステムのアップグ
レードを選択する場合は、アップグレードを
カスタマイズすることはできません。

注 – Solaris 10リリースでは、Solaris
SOFTWARE - 1 CDまたは Solaris Live
Upgradeインストールを使用して非大域
ゾーンがインストールされているシステムを
アップグレードすることはできません。

使用しているシステムに複数のルート (/)
パーティションまたはディスクが存在する場
合、アップグレードするルートパー
ティションを選択するように求めるプロンプ
トがインストールプログラムによって表示さ
れます。

はい/いいえ

アップグレードするルート (/):

デフォルトインストールまたはカ
スタムインストール

デフォルトのインストールを実行しますか、
それともインストールをカスタマイズします
か。
� デフォルトインストールを選択すると、
ハードディスク全体がフォーマットさ
れ、事前に選択されている一連のソフト
ウェアがインストールされます。

� カスタムインストールを選択すると、
ハードディスクのレイアウトを変更した
り、必要なソフトウェアを選択してイン
ストールしたりできます。

注 –テキストインストーラでは、「デフォル
トインストール」か「カスタムインストー
ル」かの選択は表示されません。デフォルト
インストールを実行するには、テキストイン
ストーラに表示されるデフォルト値をそのま
ま使用します。カスタムインストールを実行
するには、テキストインストーラの画面で値
を編集します。

デフォルトインストール*/カ
スタムインストール

ロケール どの地域のサポートをインストールします
か。
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表 4–1アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 -アスタリスク (*)はデフォルト
を示す

SPARC:電源管理 (電源管理システ
ムをサポートする SPARCシステム
の場合のみ)

電源管理システムを使用しますか。

注 –使用するシステムが Energy Starバー
ジョン 3以降に対応している場合、このプロ
ンプトは表示されません。

はい*/いいえ

自動的なリブートまたは CD/DVD
取り出し

ソフトウェアをインストールした後に自動的
にリブートしますか。

ソフトウェアをインストールした後に
CD/DVDを自動的に取り出しますか。

はい*/いいえ

はい*/いいえ

ディスク容量の再割り当て Solaris OSに対応するだけの十分なディスク
容量がない場合は、ディスクレイアウトの変
更を求めるプロンプトが表示されることがあ
ります。ディスク容量は、次のいずれかの方
法で再割り当てできます。
� インストールプログラムに、ディスク上
のシステムを自動的に再配置するように
指示します。

� 新しいディスクレイアウトを手動で入力
します。

デフォルトでは、インストールプログラムに
より手動レイアウトが選択されます。

はい/いいえ*

tipラインを介してインストール
を行う場合の指示

ウィンドウ表示が横 80桁、縦 24行以上ある
か確認します。詳細は、tip(1)のマニュア
ルページを参照してください。

tipウィンドウの現在の大きさを調べるに
は、sttyコマンドを使用します。詳細につ
いては、stty(1)を参照してください。

Ethernet接続の確認 システムがネットワークに接続されている場
合は、Ethernetコネクタまたはそれに類似し
たネットワークアダプタがシステムに装着さ
れていることを確認します。

Solaris Live Upgradeの使用 � 新しいブート環境を作成してそれを
アップグレードするためのリソース要件
を調べます。詳細は、第 7章を参照して
ください。

� RAID-1ボリュームを使用している場合
は、要件を調べます。詳細は、110ペー
ジの「ファイルシステムのスライスを選
択するための指針」を参照してくださ
い。
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表 4–1アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 -アスタリスク (*)はデフォルト
を示す

Solaris Live Upgradeをインストー
ルする前のパッチの適用

注意 – Solaris Live Upgradeを正しく操作す
るためには、指定の OSバージョン用の特定
のパッチリビジョンのセットがインストール
されている必要があります。Solaris Live
Upgradeをインストールまたは実行する前
に、これらのパッチをインストールする必要
があります。

http://sunsolve.sun.comで最新のパッチリ
ストを確認してください。SunSolveSMの
Webサイトで、infodoc 72099を検索してく
ださい。

x86のみ –このパッチのセットがインストー
ルされていない場合、Solaris Live Upgrade
は失敗し、次のエラーメッセージが表示され
ることがあります。次のエラーメッセージが
表示されなくても、必要なパッチがインス
トールされていない場合があります。Solaris
Live Upgradeのインストールを試みる前
に、SunSolveの infodocに記載されたすべ
てのパッチがすでにインストール済みである
ことを必ず確認してください。

ERROR: Cannot find or is not
executable: </sbin/biosdev>.
ERROR: One or more patches required
by Live Upgrade has not been
installed.

Prestoserveソフトウェアがシステ
ムに存在するかの確認

Prestoserveソフトウェアを使用している場
合、init 0 コマンドを使ってシステムを
シャットダウンしてからアップグレードプロ
セスを開始すると、データが失われることが
あります。シャットダウンについての説明
は、Prestoserveの資料を参照してくださ
い。

必要なパッチの確認 最新のパッチリストは
http://sunsolve.sun.comから入手できま
す。
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表 4–1アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 -アスタリスク (*)はデフォルト
を示す

計画の章とほかの関連マニュアル
の確認

� 計画について、第 3章の全体または特定
のセクションを参照します。

� 『Solarisご使用にあたって』やベンダー
のリリースノートを参照して、使用する
ソフトウェアが新しい Solarisリリースで
サポートされていることを確認します。

� 『Sunハードウェアマニュアル』を参照
して、使用するハードウェアがサポート
されていることを確認します。

� システムに添付されている資料を参照し
て、使用するシステムやデバイスが
Solarisリリースでサポートされているこ
とを確認します。
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第 5章

x86: Solarisインストールのための
GRUBベースのブート

この章では、Solarisインストールに関連する、x86システムでの GRUBベースのブー
トについて説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 67ページの「x86: GRUBベースのブート (概要)」
� 70ページの「x86: GRUBベースのブート (計画)」
� 75 ページの「x86: GRUB メニューの menu.lst ファイルの検出 (作業)」

x86: GRUBベースのブート (概要)
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、オープンソースのブートローダーである GRUB
が、Solaris OSのデフォルトのブートローダーとして採用されています。

注 – GRUBベースのブートは、SPARCシステムでは使用できません。

ブートローダーは、システムの電源を入れたあと最初に実行されるソフトウェアプロ
グラムです。x86システムの電源を入れると、BIOS (Basic Input/Output System)に
より、CPU、メモリー、およびプラットフォームハードウェアが初期化されます。初
期化フェーズが完了すると、BIOSが構成済みブートデバイスからブートローダーを
ロードし、システムの制御をブートローダーに移します。

GRUBは、簡単なメニューインタフェースを備えたオープンソースのブートローダー
で、メニューには構成ファイルに定義されたブートオプションが表示されます。ま
た、GRUBはコマンド行インタフェースも備えており、メニューインタフェースから
アクセスしてさまざまなブートコマンドを実行できます。Solaris OSでは、GRUB実
装はマルチブート仕様に準拠しています。マルチブート仕様について詳細
は、http://www.gnu.org/software/grub/grub.htmlを参照してください。
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Solarisカーネルはマルチブート仕様に完全に準拠しているため、GRUBを使用して
Solaris x86システムをブートできます。GRUBを使用すると、さまざまなオペレー
ティングシステムのブートおよびインストールがより簡単にできます。たとえば、1
つのシステムで次のオペレーティングシステムを別々にブートできます。

� Solaris OS

� Microsoft Windows

注 – GRUBはMicrosoft Windowsのパーティションを検出しますが、OSがブート
可能かどうかは確認しません。

GRUBの主な利点は、ファイルシステムおよびカーネル実行可能ファイルの形式に対
して直観的であるため、ディスク上のカーネルの物理的位置を記録せずにオペレー
ティングシステムをロードできることです。GRUBベースのブートでは、カーネルの
ファイル名、ドライブ、およびカーネルがあるパーティションを指定することでカー
ネルがロードされます。GRUBベースのブートは Solaris Device Configuration
Assistant (デバイス構成用補助)を置き換え、GRUBメニューによってブート処理を簡
略化します。

x86: GRUBベースのブートの動作
GRUBがシステムの制御を取得すると、コンソールにメニューが表示されます。
GRUBメニューでは次の操作を実行できます。

� エントリを選択してシステムをブートします
� 組み込まれている GRUB編集メニューを使用してブートエントリを変更します
� コマンド行から手動で OSカーネルをロードします

デフォルトで登録されている OSブートでは、設定可能なタイムアウトを利用できま
す。いずれかのキーを押すと、デフォルトの OSエントリのブートが中止されます。

GRUBメニューの例については、71ページの「GRUBメインメニューについて」を
参照してください。

x86: GRUBデバイス命名規則
GRUBが使用するデバイス命名規則は、以前の Solaris OSバージョンの場合と若干異
なっています。GRUBデバイス命名規則を理解すると、使用しているシステムで
GRUBを構成するときに、ドライブとパーティションの情報を正しく指定できます。

次の表に、GRUBデバイス命名規則を示します。
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表 5–1 GRUBデバイスの命名規則

デバイス名 説明

(fd0), (fd1) 最初のフロッピーディスク、2番目のフ
ロッピーディスク

(nd) ネットワークデバイス

(hd0,0), (hd0,1) 最初の biosディスクの 1番目と 2番目の
fdiskパーティション

(hd0,0,a), (hd0,0,b) 最初の biosディスクの 1番目の fdiskパー
ティションの Solaris/BSDスライス 0および
1

注 – GRUBデバイス名はすべて括弧で囲む必要があります。パーティション番号は、1
からではなく 0 (ゼロ)から数えます。

fdiskパーティションの詳細については、『Solarisのシステム管理 (デバイスと
ファイルシステム)』の「fdiskパーティションの作成上のガイドライン」を参照して
ください。

x86: GRUBベースのインストールについての情報
の参照先
変更内容の詳細については、次の関連情報を参照してください。

表 5–2 GRUBベースのインストールについての情報の参照先

トピック GRUBメニューでの作業 参照先

インストール Solaris OS CDまたは DVDメ
ディアからインストールする
方法

『Solaris 10インストールガイド (基本編)』

ネットワークインストールイ
メージからインストールする
方法

『Solaris 10インストールガイド (ネット
ワークインストール)』のパート II「ローカ
ルエリアネットワーク経由のインストー
ル」

ネットワークインストールの
ために DHCPサーバーを構成
する方法

『Solaris 10インストールガイド (ネット
ワークインストール)』の「DHCPサービ
スによるシステム構成情報の事前設定 (作
業)」
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表 5–2 GRUBベースのインストールについての情報の参照先 (続き)
トピック GRUBメニューでの作業 参照先

カスタム JumpStartプログラ
ムでインストールする方法

『Solaris 10インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「カスタム
JumpStartインストールの実行」

Solaris Live Upgradeを使用し
てブート環境のアクティブ化
またはフォールバックを行う
方法

� 181ページの「ブート環境のアクティブ
化」

� 第 10章

システム管理 GRUBおよび管理作業につい
ての詳細

『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 11
章「GRUBベースのブート (手順)」

x86: GRUBベースのブート (計画)
この節では、GRUBベースのブートの基本と、GRUBメニューについて説明します。

Solaris OSのインストール時に、デフォルトで 2つの GRUBメニューエントリがシス
テムにインストールされます。最初のエントリは Solaris OSエントリです。2番目の
エントリはフェイルセーフブートアーカイブで、システムの回復に使用されます。
Solaris GRUBメニューエントリは、Solarisソフトウェアのインストールおよび
アップグレード処理の一環として自動的にインストールおよびアップグレードされま
す。これらのエントリは OSによって直接管理されるため、手動で編集しないでくだ
さい。

Solaris OSの標準インストール中に、システム BIOSの設定を変更せずに GRUBが
Solaris fdiskパーティションにインストールされます。この OSが BIOSブート
ディスクにない場合は、次のいずれかの操作を行う必要があります。

� BIOSの設定を変更します。

� ブートマネージャーを使用して Solarisパーティションでブートストラップするよ
うにします。詳細については、使用しているブートマネージャーの使用方法を参照
してください。

ブートディスクに Solaris OSをインストールする方法をお勧めします。マシンに複数
のオペレーティングシステムがインストールされている場合は、エントリを
menu.lstファイルに追加できます。これらのエントリは、システムを次にブートし
たときに GRUBメニューに表示されます。

複数のオペレーティングシステムの詳細については、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBブート環境で複数のオペレーティングシステムをサポートする方法」
を参照してください。
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x86:ネットワークからの GRUBベースのインス
トールの実行
GRUBベースのネットワークブートを実行するには、PXEクライアント用に構成され
た DHCPサーバーと、tftpサービスを提供するインストールサーバーが必要です。
DHCPサーバーには、DHCPクラスである PXEClientと GRUBClientに応答する
機能が必要です。DHCP応答には、次の情報が含まれている必要があります。

� ファイルサーバーの IPアドレス
� ブートファイルの名前 (pxegrub)

注 – rpc.bootparamdは、通常、ネットワークブートを実行する場合にサーバー側
で必要とされるファイルですが、GRUBベースのネットワークブートでは不要です。

PXEも DHCPサーバーも使用できない場合は、CD-ROMまたはローカルディスクか
ら GRUBをロードできます。次に GRUBでネットワークを手動で構成し、ファイル
サーバーからマルチブートプログラムとブートアーカイブをダウンロードできます。

詳細については、『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインストー
ル)』の「PXEを使用したネットワーク経由のブートとインストールの概要」を参照し
てください。

GRUBメインメニューについて
x86システムをブートすると、GRUBメニューが表示されます。このメニューには、
選択可能なブートエントリの一覧が表示されます。「ブートエントリ」は、使用して
いるシステムにインストールされている OSインスタンスです。GRUBメニューは、
構成ファイルの menu.lstファイルに基づいています。menu.lstファイルは、
Solarisインストールプログラムによって作成され、インストール後に変更できます。
menu.lstファイルには、GRUBメニューに表示される OSインスタンスの一覧が記
述されています。

� Solaris OSをインストールまたはアップグレードすると、GRUBメニューが自動的
に更新されます。これにより、Solaris OSが新しいブートエントリとして表示され
ます。

� Solaris OS以外の OSをインストールする場合は、menu.lst構成ファイルに変更
を加えて新しい OSインスタンスを含める必要があります。新しい OSインスタン
スを追加すると、システムを次にブートしたときに、新しいブートエントリが
GRUBメニューに表示されます。

例 5–1 GRUBメインメニュー

次の例では、GRUBメインメニューに SolarisオペレーティングシステムとMicrosoft
Windowsオペレーティングシステムが表示されています。また、Solaris Live
Upgradeブート環境も second_diskという名前で一覧に表示されています。各メ
ニューの項目については、続く説明を参照してください。
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例 5–1 GRUBメインメニュー (続き)

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)
+-------------------------------------------------------------------+
|Solaris |
|Solaris failsafe |
|second_disk |
|second_disk failsafe |
|Windows |
+-------------------------------------------------------------------+
Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press
enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before
booting, or ’c’ for a command-line.

Solaris Solaris OSを指定します。

Solaris failsafe Solaris OSが損傷した場合に、回復のために使用できるブートアー
カイブを指定します。

second_disk Solaris Live Upgradeブート環境を指定します。second_disk
ブート環境は、Solaris OSのコピーとして作成されました。
luactivateコマンドによってアップグレードおよびアーカイブ
されています。ブート環境は、ブート時に使用できます。

Windows Microsoft Windows OSを指定します。GRUBはこれらのパー
ティションを検出しますが、OSがブート可能かどうかは確認しま
せん。

GRUB menu.lstファイルについて
GRUB menu.lstファイルには、GRUBメインメニューの内容の一覧が記述されてい
ます。GRUBメインメニューには、Solaris Live Upgradeブート環境を含め、使用し
ているシステムにインストールされているすべての OSインスタンスのブートエント
リが一覧表示されます。Solarisのソフトウェアアップグレード処理では、このファイ
ルに対して行なった変更内容がすべて保持されます。

menu.lstファイルに対する修正は、Solaris Live Upgradeエントリと一緒に、すべ
て GRUBメインメニューに表示されます。ファイルに対する変更点はすべて、システ
ムを次にリブートしたときに有効になります。このファイルは、次の目的で変更でき
ます。

� Solaris以外のオペレーティングシステム用の GRUBメニューエントリを追加する
ため

� GRUBメニューでのデフォルトの OSの指定など、ブート動作をカスタマイズする
ため
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注意 – GRUB menu.lstファイルを使用して Solaris Live Upgradeエントリを変更し
ないでください。変更により、Solaris Live Upgradeの実行に失敗する可能性があり
ます。

menu.lstファイルを使用してカーネルデバッガによるブートなどのブート動作をカ
スタマイズできますが、カスタマイズする場合は eepromコマンドを使用する方法を
お勧めします。menu.lst ファイルを使用してカスタマイズすると、ソフトウェアの
アップグレード時に Solaris OSエントリが変更される可能性があります。これによ
り、ファイルに加えた変更内容が失われます。

eepromコマンドの使用法については『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「eepromコマンドを使用して Solarisブートパラメータを設定する方法」を参
照してください。

例 5–2 menu.lstファイル

次に menu.lstファイルの例を示します。

default 0
timeout 10
title Solaris
root (hd0,0,a)
kernel /platform/i86pc/multiboot -B console=ttya
module /platform/i86pc/boot_archive

title Solaris failsafe
root (hd0,0,a)
kernel /boot/multiboot -B console=ttya -s
module /boot/x86.miniroot.safe

#----- second_disk - ADDED BY LIVE UPGRADE - DO NOT EDIT -----
title second_disk
root (hd0,1,a)
kernel /platform/i86pc/multiboot
module /platform/i86pc/boot_archive

title second_disk failsafe
root (hd0,1,a)
kernel /boot/multiboot kernel/unix -s
module /boot/x86.miniroot-safe

#----- second_disk -------------- END LIVE UPGRADE ------------
title Windows
root (hd0,0)
chainloader -1

default
タイムアウトした場合にブートする項目を指定します。デフォルトの設定を変更す
る場合は、番号を変更して一覧の別の項目を指定できます。最初のタイトルを 0と
して数えます。たとえば、デフォルトを 2に変更すると、second_diskブート環
境が自動的にブートします。
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例 5–2 menu.lstファイル (続き)

timeout
デフォルトのエントリをブートするまで、ユーザーの入力を待つ時間を秒単位で指
定します。タイムアウトを指定しない場合は、エントリを選択する必要がありま
す。

title OS name
オペレーティングシステムの名前を指定します。

� これが Solaris Live Upgradeブート環境の場合、OS nameは新しいブート環境
の作成時にその環境に指定した名前です。前の例では、Solaris Live Upgrade
ブート環境の名前は second_diskです。

� これがフェイルセーフブートアーカイブの場合、このブートアーカイブは主 OS
が損傷したときの回復処理に使用されます。前の例では、Solarisフェイルセー
フと second_diskフェイルセーフが Solarisおよび second_diskオペレー
ティングシステムの回復用ブートアーカイブです。

root (hd0,0,a)
ファイルのロード先となるディスク、パーティション、およびスライスを指定しま
す。GRUBは、ファイルシステムの種類を自動的に検出します。

kernel /platform/i86pc/multiboot
マルチブートプログラムを指定します。kernelコマンドのあとに、必ずマルチ
ブートプログラムを指定する必要があります。マルチブートのあとの文字列は、解
釈されずに Solaris OSに渡されます

複数のオペレーティングシステムの詳細については、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBブート環境で複数のオペレーティングシステムをサポートする方法」
を参照してください。

GRUBメニューを変更するための menu.lstファイルの検出

GRUBメニューの menu.lstファイルを検出するには、常に bootadmコマンドを使
用する必要があります。アクティブな GRUBメニューを見つけるには、list-menu
サブコマンドを使用します。menu.lstファイルには、システムにインストールされ
ているすべてのオペレーティングシステムが一覧表示されています。このファイルの
内容は、GRUBメニューに表示されるオペレーティングシステムの一覧を記述したも
のです。このファイルに変更を加える場合は、75ページの「x86: GRUBメニューの
menu.lst ファイルの検出 (作業)」を参照してください。
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x86: GRUBメニューの menu.lst
ファイルの検出 (作業)
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューを更新することができます。た
とえば、デフォルトの OSがブートするまでのデフォルトの時間を変更できます。ま
た、別の OSを GRUBメニューに追加することができます。

通常、アクティブな GRUBメニューの menu.lstファイルは
/boot/grub/menu.lstに置かれています。場合によっては、GRUB menu.lst
ファイルが別の場所に置かれていることもあります。たとえば、Solaris Live Upgrade
を使用するシステムの場合は、GRUB menu.lstファイルが現在稼働中のブート環境
ではないブート環境に存在することもあります。また、x86ブートパーティションが
あるシステムをアップグレードした場合、menu.lstファイルは /stubbootディレ
クトリに置かれている場合があります。システムのブートには、アクティブな GRUB
menu.lst ファイルのみが使用されます。システムのブート時に表示される GRUB
メニューを変更するには、アクティブな GRUB menu.lstファイルに変更を加える必
要があります。それ以外の GRUB menu.lstファイルに変更を加えても、システムの
ブート時に表示されるメニューに影響はありません。アクティブな GRUB menu.lst
ファイルの場所を特定するには、bootadmコマンドを使用します。list-menuサブ
コマンドを実行すると、アクティブな GRUBメニューの場所が表示されます。次の手
順で、GRUBメニューの menu.lstファイルの場所を特定します。

bootadmコマンドの詳細については、bootadm(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

� GRUBメニューの menu.lstファイルの検出
次の手順では、システムに次の 2つのオペレーティングシステムが含まれています。
Solaris、および Solaris Live Upgradeブート環境である second_diskです。Solaris
OSはブート済みで、GRUBメニューが含まれています。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. menu.lstファイルを検出するには、次のように入力します。

# /sbin/bootadm list-menu

ファイルの場所と内容が表示されます。

The location for the active GRUB menu is: /boot/grub/menu.lst
default 0
timeout 10

手順
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0 Solaris
1 Solaris failsafe
2 second_disk
3 second_disk failsafe

� アクティブな menu.lstファイルが別のブート環
境にある場合の GRUBメニューの menu.lst
ファイルの検出
次の手順では、システムに次の 2つのオペレーティングシステムが含まれています。
Solaris、および Solaris Live Upgradeブート環境である second_diskです。この
例では、現在稼働中のブート環境には menu.lstファイルは存在しません。
second_diskブート環境がブートされています。Solarisブート環境には GRUB
メニューが含まれています。Solarisブート環境はマウントされていません。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. menu.lstファイルを検出するには、次のように入力します。

# /sbin/bootadm list-menu

ファイルの場所と内容が表示されます。

The location for the active GRUB menu is: /dev/dsk/device_name(not mounted)
The filesystem type of the menu device is <ufs>
default 0
timeout 10
0 Solaris
1 Solaris failsafe
2 second_disk
3 second_disk failsafe

3. menu.lstファイルを含むファイルシステムがマウントされていないため、
ファイルシステムをマウントします。UFSファイルシステムとデバイス名を指定
します。

# /usr/sbin/mount -F ufs /dev/dsk/device_name /mnt

device_nameは、マウントするブート環境のディスクデバイスにあるルート (/)
ファイルシステムの場所を指定します。デバイス名は、/dev/dsk/cwtxdyszの
形式で入力します。次に例を示します。

# /usr/sbin/mount -F ufs /dev/dsk/c0t1d0s0 /mnt

GRUBメニューには /mnt/boot/grub/menu.lstでアクセスできます。

手順
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4. ファイルシステムをマウント解除します。

# /usr/sbin/umount /mnt

注 –ブート環境またはブート環境のファイルシステムをマウントする場合は、使用
後に必ずファイルシステムをマウント解除してください。これらのファイルシステ
ムをマウント解除しないと、その後 Solaris Live Upgradeを同じブート環境で実行
したときに失敗する可能性があります。

� Solais Live Upgradeブート環境がマウントされて
いる場合の GRUBメニューの menu.lstファイル
の検出
次の手順では、システムに次の 2つのオペレーティングシステムが含まれています。
Solaris、および Solaris Live Upgradeブート環境である second_diskです。
second_diskブート環境がブートされています。Solarisブート環境には GRUB
メニューが含まれています。Solarisブート環境は /.alt.Solarisにマウントさ
れています。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. menu.lstファイルを検出するには、次のように入力します。

# /sbin/bootadm list-menu

ファイルの場所と内容が表示されます。

The location for the active GRUB menu is:
/.alt.Solaris/boot/grub/menu.lst
default 0
timeout 10
0 Solaris
1 Solaris failsafe
2 second_disk
3 second_disk failsafe

GRUBメニューを含むブート環境がすでにマウントされているため、
/.alt.Solaris/boot/grub/menu.lstで menu.lstファイルにアクセスでき
ます。

手順
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� 使用しているシステムに x86ブートパー
ティションがある場合の GRUBメニューの
menu.lstファイルの検出
次の手順では、システムに次の 2つのオペレーティングシステムが含まれています。
Solaris、および Solaris Live Upgradeブート環境である second_diskです。
second_diskブート環境がブートされています。システムはアップグレードされて
おり、x86ブートパーティションが残されています。ブートパーティションは
/stubbootにマウントされ、GRUBメニューが含まれています。x86ブートパー
ティションについては、54ページの「x86:パーティション分割に関する推奨事項」を
参照してください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. menu.lstファイルを検出するには、次のように入力します。

# /sbin/bootadm list-menu

ファイルの場所と内容が表示されます。

The location for the active GRUB menu is:
/stubboot/boot/grub/menu.lst
default 0
timeout 10
0 Solaris
1 Solaris failsafe
2 second_disk
3 second_disk failsafe

menu.lstファイルには、/stubboot/boot/grub/menu.lstでアクセスでき
ます。

手順
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パート II
Solaris Live Upgradeによるアップグ
レード

このパートでは、Solaris Live Upgradeを使って非アクティブブート環境を作成し
アップグレードする方法について説明します。このブート環境は、アクティブブート
環境に切り替えることができます。
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第 6章

Solaris Live Upgrade (概要)

この章では、Solaris Live Upgradeの実行手順について説明します。

注 –このマニュアルでは「スライス」という用語を使用しますが、一部の Solarisのマ
ニュアルとプログラムでは、スライスのことを「パーティション」と呼んでいる場合
があります。

Solaris Live Upgradeの紹介
Solaris Live Upgradeを使用すると、稼動中のシステムを停止することなくシステム
をアップグレードできます。現在のブート環境を動作させたまま、ブート環境のコ
ピーを作成し、それをアップグレードできます。アップグレードする代わりに、
Solarisフラッシュアーカイブをブート環境にインストールすることもできます。環境
をアップグレードしても、アーカイブをインストールしても、元のシステム構成は影
響を受けずに支障なく機能します。準備ができたところでシステムをリブートする
と、新しいブート環境がアクティブになります。障害が発生した場合は、リブートす
るだけで元のブート環境に戻ることができます。このように切り替えが可能なので、
テストや評価処理のためにサービスを停止する必要がなくなります。

Solaris Live Upgradeを使用すると、現在動作しているシステムに影響を与えずに、
ブート環境のコピーを作成して、次のような作業を行うことができます。

� システムをアップグレードします。

� 現在のブート環境のディスク構成を、新しいブート環境のディスク構成（ファイル
システムのタイプ、サイズ、および配置）に変更します。

� 異なるイメージを持つ複数のブート環境を保守します。たとえば、現在のパッチを
持つブート環境を作成すると同時に、Updateリリースを持つ別のブート環境を作
成できます。
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Solaris Live Upgradeを使用するには、システム管理についての基礎的な事柄を理解
しておく必要があります。ファイルシステムの管理、マウント、ブート、スワップの
管理など、システム管理作業に関する基本的な情報については、『Solarisのシステム
管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

Solaris Live Upgradeの実行手順
次に、現在のブート環境のコピーを作成してこのコピーをアップグレードし、アク
ティブなブート環境になるように切り替える作業の概要を示します。元のブート環境
に切り替えるフォールバックの手順についても説明します。図 6–1に、この Solaris
Live Upgrade処理の全体を示します。
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図 6–1 Solaris Live Upgradeの実行手順
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次の節で、Solaris Live Upgradeの実行手順について説明します。

1. 物理スライスまたは論理ボリューム上での新しいブート環境の作成

� 84ページの「ブート環境の作成」
� 89ページの「RAID-1ボリュームファイルシステムを持つブート環境の作成」

2. 96ページの「ブート環境のアップグレード」

3. 99ページの「ブート環境のアクティブ化」

4. 101ページの「元のブート環境へのフォールバック」

ブート環境の作成
ブート環境を作成すると、クリティカルファイルシステムをアクティブなブート環境
から新しいブート環境にコピーできます。必要であれば、ディスクを編成し直して、
ファイルシステムをカスタマイズし、クリティカルファイルシステムを新しいブート
環境にコピーします。

ファイルシステムのタイプ
Solaris Live Upgradeでは、次の 2種類のファイルシステムを区別します。クリ
ティカルファイルシステムと共有可能ファイルシステムです。次の表に、これらの
ファイルシステムのタイプを示します。

ファイルシステムの
タイプ 説明 例と詳細

クリティカル
ファイルシステ
ム

クリティカルファイルシステムは、Solaris OSに必須の
ファイルシステムです。これらのファイルシステム
は、アクティブなブート環境と非アクティブなブート
環境の vfstabにおいて別々のマウントポイントを持
ちます。これらのファイルシステムは、必ずソース
ブート環境から非アクティブブート環境にコピーされ
ます。クリティカルファイルシステムのことを「共有
不能」と呼ぶこともあります。

root (/)、/usr、 /var、/opt な
どがクリティカルファイルシステム
の例です。
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ファイルシステムの
タイプ 説明 例と詳細

共有可能ファイ
ルシステム

共有可能なファイルシステムとは、/exportのよう
に、アクティブなブート環境と非アクティブなブート
環境の両方の vfstabにおいて同じマウントポイント
を持つユーザー定義ファイルのことです。した
がって、アクティブなブート環境内の共有ファイルを
更新すると、非アクティブなブート環境のデータも更
新されます。新しいブート環境を作成するとき、共有
可能なファイルシステムはデフォルトで共有されま
す。しかし、コピー先のスライスを指定した場合、そ
のファイルシステムは (共有されずに)コピーされま
す。

たとえば、/exportが共有可能
ファイルシステムの例です。

共有可能なファイルシステムについ
ての詳細は、114ページの「共有可
能なファイルシステムのスライスを
選択するための指針」を参照してく
ださい。

スワップ スワップは、特殊な共有可能ファイルシステムです。
ほかの共有可能なファイルシステムと同様に、すべて
のスワップスライスはデフォルトで共有されます。し
かし、スワップ用のディレクトリを指定した場合、ス
ワップスライスは (共有されずに)コピーされます。

スワップを再構成する手順について
は、次の節を参照してください。
� 「ブート環境を作成する (キャラ
クタユーザーインタフェース)」
の手順 9

� 138ページの「ブート環境を作成
しスワップを再構成する (コマン
ド行インタフェース)」

ファイルシステム上の RAID-1ボリュームの作成
Solaris Live Upgradeでは、ファイルシステム上に RAID-1ボリューム (ミラー)を持
つブート環境を作成できます。概要については、89ページの「RAID-1ボリューム
ファイルシステムを持つブート環境の作成」を参照してください。

ファイルシステムのコピー
新しいブート環境を作成するには、まず、クリティカルファイルシステムをコピーで
きる未使用のスライスが存在することを確認します。スライスが使用できないかある
いは最小限の要件を満たしていない場合は、新しいスライスをフォーマットする必要
があります。

スライスを定義した後、ファイルシステムをディレクトリにコピーする前に、新しい
ブート環境上のファイルシステムを再構成できます。ファイルシステムを分割および
マージすることによってvfstabを簡単に編集でき、ファイルシステムを再構成する
ことができます。ファイルシステムは、同じマウントポイントを指定して親ディレク
トリにマージすることも、異なるマウントポイントを指定して親ディレクトリから分
割することも可能です。

非アクティブブート環境でファイルシステムを構成した後、自動コピーを開始しま
す。クリティカルファイルシステムは、指定された宛先ディレクトリにコピーされま
す。共有可能なファイルシステムは (それらの一部をコピーするように指定しない限
り)、コピーされずに共有されます。ファイルシステムをアクティブなブート環境から
非アクティブなブート環境にコピーする時、ファイルは新しいディレクトリにコピー
されるので、アクティブなブート環境は変更されません。
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ファイルシステムの分割やマージの手順 � 「ブート環境を作成する (キャラクタユー
ザーインタフェース)」の手順 7または手
順 8

� 134ページの「ブート環境を作成しファイ
ルシステムをマージする (コマンド行イン
タフェース)」

� 136ページの「ブート環境を作成しファイ
ルシステムを分割する (コマンド行インタ
フェース)」

RAID-1ボリュームファイルシステムを持つ
ブート環境の作成の概要

89ページの「RAID-1ボリュームファイルシ
ステムを持つブート環境の作成」

新しいブート環境の作成の例

次の図に、さまざまな方法で新しいブート環境を作成する例を示します。

図 6–2に、クリティカルファイルシステムであるルート (/)ファイルシステムを
ディスク上の別のスライスにコピーして、新しいブート環境を作成する方法を示しま
す。アクティブなブート環境は、既存のスライス上にルート (/)ファイルシステムを
持っています。新しいブート環境は、新しいスライス上にルート (/)ファイルシステ
ムとまったく同じ複製を持ちます。ファイルシステム /swapおよび /export/home
はアクティブなブート環境と非アクティブなブート環境で共有されます。
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図 6–2非アクティブなブート環境の作成 -ルート (/)ファイルシステムのコピー

図 6–3に、クリティカルファイルシステムを分割し、ディスク上の複数のスライスに
コピーして、新しいブート環境を作成する方法を示します。アクティブなブート環境
は、既存のスライス上にルート (/)ファイルシステムを持っています。このスライス
では、ルート (/)ファイルシステム内に、/usr、/var、および /optディレクトリ
があります。新しいブート環境では、ルート (/)ファイルシステムは分割され、/usr
と /optは別のスライスに配置されています。ファイルシステム /swapと
/export/homeは両方のブート環境で共有されます。
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図 6–3非アクティブなブート環境の作成 -ファイルシステムの分割

図 6–4に、クリティカルファイルシステムをマージし、ディスク上の複数のスライス
にコピーして、新しいブート環境を作成する方法を示します。アクティブなブート環
境には、ルート (/)ファイルシステム、/usr、/var、/optがあり、各ファイルシス
テムは別々のスライス上に配置されています。新しいブート環境では、/usrと /opt
はルート (/)ファイルシステムと同一のスライス上にマージされます。ファイルシス
テム /swapと /export/homeは両方のブート環境で共有されます。
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図 6–4非アクティブなブート環境の作成 -ファイルシステムのマージ

RAID-1ボリュームファイルシステムを持つブート
環境の作成
Solaris Live Upgradeは Solarisボリュームマネージャーテクノロジを使って、
RAID-1ボリュームにカプセル化されたファイルシステムを持つブート環境を作成で
きます。Solarisボリュームマネージャーでは、ボリュームを使って確実にディスクや
データを管理できます。Solarisボリュームマネージャーでは、連結、ストライプ、そ
の他の複雑な構成が可能です。Solaris Live Upgradeでは、これらの作業の一部を実
行できます。たとえば、ルート (/)ファイルシステムの RAID-1ボリュームを作成で
きます。
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ボリュームを使用すると、複数のディスクにまたがるディスクスライスをグループ化
して、OSで単一のディスクとして扱われるようにできます。Solaris Live Upgradeで
作成できるのは、RAID-1ボリューム (ミラー)内に単一スライスの連結を持つルート
(/)ファイルシステムのブート環境だけです。これは、ブート用のスライスを 1つだ
け選択するようにブート PROMが制限されているためです。

Solaris Live Upgradeでボリュームを管理する方法
ブート環境を作成するとき、Solaris Live Upgradeを使って次の作業を行うことがで
きます。

� 単一スライスの連結 (サブミラー)を RAID-1ボリューム (ミラー)から切り離しま
す。必要な場合は、内容を保持して新しいブート環境の内容にすることができま
す。内容はコピーされないため、新しいブート環境を短時間で作成できます。ミ
ラーから切り離されたサブミラーは、元のミラーの一部ではなくなります。サブミ
ラーに対する読み取りや書き込みがミラーを介して実行されることはなくなりま
す。

� ミラーを含んだブート環境を作成します。

� 新しく作成したミラーに単一スライスの連結を 3つまで接続します。

lucreateコマンドの -mオプションを使って、新しいブート環境に対してミラーの
作成、サブミラーの切り離し、およびサブミラーの接続を行うことができます。

注 –現在のシステム上に VxVMボリュームが構成されている場合は、lucreateコマ
ンドを使用して新しいブート環境を作成できます。新しいブート環境にデータをコ
ピーすると、Veritasファイルシステム構成が失われ、新しいブート環境に UFS
ファイルシステムが作成されます。

詳細な手順 147ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を
持つブート環境の作成 (コマンド行インタ
フェース)」

インストール時の RAID-1ボリューム作成の
概要

『Solaris 10インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の第 12章「インストー
ル時の RAID-1ボリューム (ミラー)の作成 (概
要)」

Solaris Live Upgradeでは使用できない
Solarisボリュームマネージャーの複雑な構成
に関する詳細

『Solarisボリュームマネージャの管理』の第
2章「記憶装置管理の概念」
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Solarisボリュームマネージャーのタスクと Solaris Live
Upgradeの対応
Solaris Live Upgradeでは、Solarisボリュームマネージャーのタスクの一部が管理さ
れます。表 6–1に、Solaris Live Upgradeで管理できる Solarisボリュームマネー
ジャーのコンポーネントを示します。

表 6–1ボリュームクラス

用語 説明

連結 RAID-0ボリューム。複数のスライスが連結された方式では、利用可能
な最初のスライスがいっぱいになるまでそのスライスにデータが書き込
まれます。そのスライスがいっぱいになると次のスライスに連続して
データが書き込まれます。ミラーに含まれている場合を除き、連結には
データの冗長性はありません。

ミラー RAID-1ボリューム。「RAID-1ボリューム」を参照してください。

RAID-1ボリューム 同じデータのコピーを複数保持しているボリューム。RAID-1ボリュー
ムはミラーと呼ばれることもあります。RAID-1ボリュームは、サブミ
ラーと呼ばれる 1つまたは複数の RAID-0ボリュームから構成されま
す。

RAID-0ボリューム ストライプ方式または連結方式のボリューム。これらはサブミラーとも
呼ばれます。ストライプや連結は、ミラーを構築する基本構成ブロック
です。

状態データベース 状態データベースでは、Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関
する情報がディスクに保存されます。状態データベースは、複製された
複数のデータベースコピーの集まりです。各コピーは「状態データベー
スの複製」と呼ばれます。状態データベースは、既知の状態データベー
スの複製の格納場所と状態をすべて記録しています。

状態データベースの
複製

状態データベースのコピー。複製により、データベース内のデータの有
効性が保証されます。

サブミラー 「RAID-0ボリューム」を参照してください。

ボリューム システムで単一の論理デバイスとして扱われる、物理スライスやボ
リュームの集まり。アプリケーションやファイルシステムから見ると、
ボリュームは物理ディスクと同じように機能します。一部のコマンド行
ユーティリティーでは、ボリュームはメタデバイスと呼ばれます。

Solaris Live Upgradeを使用して RAID-1ボリュームを作
成する例
次の例では、新しいブート環境の RAID-1ボリュームを作成するためのコマンド構文
を示します。
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2つの物理ディスク上に RAID-1ボリュームを作成する

図 6–5は、2つの物理ディスク上に作成された RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ新
しいブート環境を示しています。この新しいブート環境とミラーは、次のコマンドで
作成されたものです。

# lucreate -n second_disk -m /:/dev/md/dsk/d30:mirror,ufs \
-m /:c0t1d0s0,d31:attach -m /:c0t2d0s0,d32:attach \
-m -:c0t1d0s1:swap -m -:c0t2d0s1:swap

このコマンドは、次のような処理を実行します。

� 新しいブート環境 second_diskを作成する。

� ミラー d30を作成し、UFSファイルシステムを構成する。

� 各物理ディスクのスライス 0に単一デバイスの連結を作成する。これらの連結に
d31 および d32 という名前を付ける。

� これら 2つの連結をミラー d30に追加する。

� ルート (/)ファイルシステムをミラーにコピーする。

� 各物理ディスクのスライス 1に、スワップ用のファイルシステムを構成する。
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図 6–5ブート環境の作成とミラーの作成

ブート環境の作成と既存のサブミラーの使用

図 6–6は、RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ新しいブート環境を示しています。こ
の新しいブート環境とミラーは、次のコマンドで作成されたものです。
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# lucreate -n second_disk -m /:/dev/md/dsk/d20:ufs,mirror \
-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:detach,attach,preserve

このコマンドは、次のような処理を実行します。

� 新しいブート環境 second_diskを作成する。

� ミラー d10を解除し、連結 d12を切り離す。

� 連結 d12の内容を保持する。ファイルシステムのコピーは行われない。

� 新しいミラー d20を作成する。これで、d10および d20という 2つの 1面ミラー
が作成される。

� 連結 d12をミラー d20に接続する。
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図 6–6ブート環境の作成と既存のサブミラーの使用
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ブート環境のアップグレード
ブート環境の作成が完了したら、そのブート環境をアップグレードできます。アップ
グレード作業の過程で、ブート環境の任意のファイルシステムに RAID-1ボリューム
(ミラー)を持たせることができます。アップグレードを行なっても、アクティブな
ブート環境内のファイルには影響ありません。準備ができたところでこの新しいブー
ト環境をアクティブ化し、このブート環境を現行のブート環境とします。

ブート環境のアップグレード手順 第 9章

RAID-1ボリュームファイルシステムを持つ
ブート環境のアップグレードの例

228ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)の
一方を切り離してアップグレードする例 (コマ
ンド行インタフェース)」

図 6–7に、非アクティブなブート環境のアップグレードの例を示します。
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図 6–7非アクティブなブート環境のアップグレード
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アップグレードする代わりに、Solarisフラッシュアーカイブをブート環境にインス
トールすることもできます。Solarisフラッシュインストール機能を使用すると、
Solaris OSの単一の参照用インストールを 1台のシステム上に作成できます。このシ
ステムはマスターシステムと呼ばれます。続いて、クローンシステムと呼ばれる多数
のシステム上にこのインストールを複製できます。この場合、非アクティブなブート
環境はクローンシステムです。Solarisフラッシュアーカイブをシステムにインストー
ルするとき、初期インストールの場合と同じように、アーカイブは既存のブート環境
にあるすべてのファイルを置き換えます。

Solarisフラッシュアーカイブのインストール手順については、174ページの「ブート
環境への Solarisフラッシュアーカイブのインストール」を参照してください。

次の図に、非アクティブなブート環境における Solarisフラッシュアーカイブのイン
ストールを示します。図 6–8は、1台のハードディスクを持つシステムを示していま
す。図 6–9は、2台のハードディスクを持つシステムを示しています。

図 6–8 Solarisフラッシュアーカイブのインストール -ハードディスク 1台
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図 6–9 Solarisフラッシュアーカイブのインストール -ハードディスク 2台

ブート環境のアクティブ化
新しいブート環境に切り替えてアクティブにする準備ができたら、新しいブート環境
をすばやくアクティブにしてリブートします。新たに作成したブート環境を初めて起
動するとき、ブート環境間でファイルの同期がとられます。ここでいう「同期」と
は、いくつかのシステムファイルやディレクトリを、直前にアクティブだったブート
環境から、ブート中のブート環境へコピーすることです。システムをリブートする
と、非アクティブなブート環境にインストールした構成がアクティブになります。こ
の時点で、元のブート環境は非アクティブブート環境となります。
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ブート環境をアクティブにする手順 181ページの「ブート環境のアクティブ化」

アクティブなブート環境と非アクティブな
ブート環境の同期についての情報

115ページの「ブート環境間でのファイルの同
期」

図 6–10に、リブート後に非アクティブなブート環境からアクティブなブート環境に
切り替わる様子を示します。

図 6–10非アクティブなブート環境のアクティブ化
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元のブート環境へのフォールバック
問題が発生する場合は、アクティブ化とリブートを行なって元のブート環境にすぐに
フォールバックできます。元のブート環境をバックアップして復元するよりも、
フォールバックの方がはるかに時間がかかりません。ブートに失敗した新しいブート
環境は保存されるので、障害を解析できます。フォールバックを実行できるのは、
luactivate を使用して新しいブート環境をアクティブにしたブート環境だけです。

以前のブート環境にフォールバックするには、次の手順に従います。

問題 操作

新しいブート環境は正常に
ブートしたが、結果に満足で
きない。

luactivateコマンドに以前のブート環境の名前を指定して
実行し、リブートします。

x86のみ – Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメ
ニューにある元のブート環境を選択してフォールバックする
ことができます。元のブート環境と新しいブート環境は、
GRUBソフトウェアに基づいている必要があります。GRUB
メニューからブートすると、古いブート環境と新しいブート
環境の間でファイルは同期されません。ファイルの同期の詳
細については、117ページの「ブート環境間での強制的な同
期」を参照してください。

新しいブート環境がブートし
ない。

フォールバックするブート環境をシングルユーザーモードで
ブートし、 luactivate コマンドを実行し、リブートしま
す。

シングルユーザーモードで
ブートできない。

次のいずれかの操作を実行します。
� DVD/CDメディアまたはネットインストールイメージか
らブートします

� フォールバックするブート環境上のルート (/)ファイルシ
ステムをマウントします

� luactivateコマンドを実行し、リブートします

フォールバックの手順については、第 10章を参照してください。

図 6–11に、リブートしてフォールバックしたときにブート環境が切り替わる様子を示
します。
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図 6–11元のブート環境へのフォールバック

ブート環境の保守
ブート環境のステータス確認、名前変更、削除など、さまざまな保守作業も行うこと
ができます。保守作業の手順については、第 11章を参照してください。
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第 7章

Solaris Live Upgrade (計画)

この章では、Solaris Live Upgradeのインストールと使用を開始する前に考慮すべき
指針と要件を説明します。43ページの「アップグレード」でアップグレード全般に関
する情報も確認してください。この章の内容は次のとおりです。

� 103ページの「Solaris Live Upgradeの要件」
� 108ページの「パッケージまたはパッチによるシステムのアップグレード」
� 109ページの「lucreateコマンドを使用したファイルシステムの作成のための指
針」

� 110ページの「ファイルシステムのスライスを選択するための指針」
� 114ページの「新しいブート環境の内容のカスタマイズ」
� 115ページの「ブート環境間でのファイルの同期」
� 118ページの「リモートシステムからの Solaris Live Upgradeの使用」

Solaris Live Upgradeの要件
Solaris Live Upgradeのインストールと使用を開始する前に、次の要件をよく理解し
てください。

Solaris Live Upgradeのシステム要件
Solaris Live Upgradeは Solarisソフトウェアに含まれています。現在の OSに Solaris
Live Upgradeパッケージをインストールする必要があります。アップグレード後の
OSのリリース番号と同じリリース番号の Solaris Live Upgradeパッケージをインス
トールする必要があります。たとえば、OSを Solaris 9リリースから Solaris 10リ
リースにアップグレードする場合、Solaris 10リリースの Solaris Live Upgrade
パッケージをインストールする必要があります。

表 7–1に、Solaris Live Upgradeでサポートされるリリースを示します。
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表 7–1サポートされる Solarisリリース

現在のリリース 互換性のあるアップグレードリリース

Solaris 8 OS Solaris 8、9、またはすべての Solaris 10リ
リース

Solaris 9 OS Solaris 9またはすべての Solaris 10リリース

Solaris 10 OS すべての Solaris 10リリース

Solaris Live Upgradeのインストール
Solaris Live Upgradeパッケージのインストールには、次を使用します。

� pkgaddコマンド。Solaris Live Upgradeパッケージは SUNWlurと SUNWluuで
す。この順序でインストールする必要があります。

� Solaris Operating System DVD、Solaris SOFTWARE - 2 CD、またはネットインス
トールイメージ上にあるインストーラ。

Solaris Live Upgradeを正しく操作するためには、次のパッチのインストールが必要
な場合があります。
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説明 参照先

注意: Solaris Live Upgradeを正しく操作するために
は、指定の OSバージョン用の特定のパッチリビジョン
のセットがインストールされている必要があります。こ
れらのパッチは、Solaris Live Upgradeのインストール
または実行の前にインストールする必要があります。

x86のみ –このパッチのセットがインストールされてい
ない場合、Solaris Live Upgradeは失敗し、次のエラー
メッセージが表示されることがあります。次のエラー
メッセージが表示されなくても、必要なパッチがインス
トールされていない場合があります。Solaris Live
Upgradeのインストールを試みる前に、SunSolveの
infodocの一覧にあるすべてのパッチがインストール済
みであることを必ず確認してください。

ERROR: Cannot find or is not executable:
</sbin/biosdev>.
ERROR: One or more patches required
by Live Upgrade has not been installed.

infodoc 72099に記載されたパッチは、随時変更される
可能性があります。これらのパッチにより、Solaris
Live Upgradeの欠陥が修正される可能性があると同時
に、Solaris Live Upgradeが依存するコンポーネントの
欠陥も修正される可能性があります。Solaris Live
Upgradeで問題が発生した場合は、最新の Solaris Live
Upgradeパッチがインストールされていることを確認
してください。

http://sunsolve.sun.comで最新のパッチリストを確認
してください。SunSolveのWebサイトで、infodoc
72099を検索してください。

Solaris 8または 9 OSを実行している場合、Solaris Live
Upgradeインストーラを実行できないことがありま
す。これらのリリースには、Java 2 Runtime
Environmentの実行に必要なパッチのセットが含まれ
ていません。Solaris Live Upgradeインストーラを実行
してパッケージをインストールするには、Java 2
Runtime Environmentの推奨パッチクラスタが必要で
す。

Solaris Live Upgradeパッケージをインストールするに
は、pkgaddコマンドを使用します。または、Java 2
Runtime Environment推奨パッチクラスタをインス
トールします。このパッチクラスタは
http://sunsolve.sun.comから入手できます。

Solaris Live Upgradeソフトウェアのインストール方法については、121ページ
の「Solaris Live Upgradeのインストール」を参照してください。

必要なパッケージ
Solaris Live Upgradeで問題がある場合は、パッケージが不足している可能性があり
ます。次の表に示されたパッケージが、使用している OSにインストールされている
ことを確認してください。これらは、Solaris Live Upgradeを使用する上で必要な
パッケージです。

Solaris 10リリースの場合:
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� 次のソフトウェアグループのいずれかをインストールする場合、これらのソフト
ウェアグループには必要なすべての Solaris Live Upgradeパッケージが含まれてい
ます。

� 全体ディストリビューションと OEMサポート
� 全体ディストリビューション
� 開発者システムサポート
� エンドユーザーシステムサポート

� 次のソフトウェアグループのいずれかをインストールする場合は、Solaris Live
Upgradeを使用する上で必要なパッケージの一部が含まれていない可能性があり
ます。

� コアシステムサポート
� 限定ネットワークシステムサポート

ソフトウェアグループについては、41ページの「ソフトウェアグループごとの推奨
ディスク容量」を参照してください。

表 7–2 Solaris Live Upgradeに必要なパッケージ

Solaris 8リリース Solaris 9リリース Solaris 10リリース

SUNWadmap SUNWadmap SUNWadmap

SUNWadmc SUNWadmc SUNWadmlib-sysid

SUNWlibC SUNWadmfw SUNWadmr

SUNWbzip SUNWlibC SUNVWlibC

SUNWgzip SUNWgzip Solaris 10 3/05のみ:
SUNWgzip

SUNWj2rt

注 – SUNWj2rtパッケージ
は、次の状況でのみ必要にな
ります。
� Solaris Live Upgradeイン
ストーラを実行して
Solaris Live Upgrade
パッケージを追加する場合

� アップグレードの際に CD
メディアを使用する場合

SUNWj2rt

注 – SUNWj2rtパッケージ
は、次の状況でのみ必要にな
ります。
� Solaris Live Upgradeイン
ストーラを実行して
Solaris Live Upgrade
パッケージを追加する場合

� アップグレードの際に CD
メディアを使用する場合

SUNWj5rt

注 – SUNWj5rtパッケージ
は、次の状況でのみ必要にな
ります。
� Solaris Live Upgradeイン
ストーラを実行して
Solaris Live Upgrade
パッケージを追加する場合

� アップグレードの際に CD
メディアを使用する場合

システム上のパッケージを確認するには、次のコマンドを入力します。

% pkginfo package_name
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Solaris Live Upgradeのディスク容量の要件
アップグレードの一般的なディスク容量の要件に従います。第 3章を参照してくださ
い。

ブート環境の作成に必要なファイルシステムのサイズを見積もるには、新しいブート
環境の作成を開始してください。サイズが計算されたところで、処理を中断できま
す。

新しいブート環境上のディスクをブートデバイスとして使用する必要があります。シ
ステムの中には、ブートデバイスとして機能するディスクを限定するものがありま
す。ブート制限が適用されるかどうかを確認するには、各システムのマニュアルを参
照してください。

新しいブート環境を作成する前に、ディスクの準備が必要になることもあります。
ディスクが正しくフォーマットされていることを次のように確認します。

� スライスがファイルシステムをコピーできるだけの十分な大きさであることを確認
します。

� ブート環境間でコピーするのではなく、共有するディレクトリが入っているファイ
ルシステムを確認します。ディレクトリを共有する場合、そのディレクトリを固有
のスライスに配置して新しいブート環境を作成する必要があります。こうすること
により、ディレクトリは、将来のブート環境と共有可能なファイルシステムになり
ます。独立したファイルシステムを作成して共有する方法についての詳細は、114
ページの「共有可能なファイルシステムのスライスを選択するための指針」を参照
してください。

RAID-1ボリューム (ミラー)を作成する場合の
Solaris Live Upgradeの要件
Solaris Live Upgradeは Solarisボリュームマネージャーのテクノロジを使用して、
RAID-1ボリューム (ミラー)を備えたファイルシステムを持つブート環境のコピーを
作成します。Solaris Live Upgradeでは、Solarisボリュームマネージャーのすべての
機能が実装されるわけではありませんが、Solarisボリュームマネージャーの次のコン
ポーネントが必要になります。
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表 7–3 Solaris Live Upgradeと RAID-1ボリュームに必要なコンポーネント

要件 説明 参照先

状態データベースを 1
つ以上、状態データ
ベースの複製を 3つ以
上作成する必要があり
ます。

状態データベースでは、Solarisボリュームマネー
ジャー構成の状態に関する情報がディスクに保存
されます。状態データベースは、複製された複数
のデータベースコピーの集まりです。各コピー
は「状態データベースの複製」と呼ばれます。状
態データベースのコピーを作成することで、単一
点障害によるデータ損失を防ぐことができます。

状態データベースの作成について
は、『Solarisボリュームマネー
ジャの管理』の第 6章「状態データ
ベース (概要)」を参照してくださ
い。

Solaris Live Upgrade
では、ルート (/)
ファイルシステムに単
一スライスの連結を持
つ RAID-1ボリューム
(ミラー)だけがサポー
トされます。

連結は RAID-0ボリュームです。複数のスライス
が連結された方式では、利用可能な最初のスライ
スがいっぱいになるまでそのスライスにデータが
書き込まれます。そのスライスがいっぱいになる
と次のスライスに連続してデータが書き込まれま
す。RAID-1ボリュームに含まれている場合を除
き、連結にはデータの冗長性はありません。

RAID-1ボリュームは、最大 3つの連結から構成
されます。

ミラー化されたファイルシステムの
作成のガイドラインについては、
111ページの「ミラー化された
ファイルシステムのスライスを選択
するための指針」を参照してくださ
い。

パッケージまたはパッチによるシステム
のアップグレード
Solaris Live Upgradeを使ってパッケージやパッチをシステムに追加できます。
Solaris Live Upgradeを使用すると、システムのダウンタイムはリブートの時間だけ
ですみます。luupgradeコマンドを使って、パッチやパッケージを新しいブート環
境に追加できます。luupgradeコマンドを使用する場合は、Solarisフラッシュアー
カイブを使用してパッチやパッケージをインストールすることもできます。

注意 – Solaris Live Upgradeでアップグレードしたりパッケージやパッチの追加・削除
を行なったりするには、パッケージやパッチが SVR4パッケージガイドラインに準拠
していなければなりません。Sunのパッケージはこのガイドラインに準拠しています
が、サードパーティーベンダーのパッケージがこれに準拠しているとは限りません。
非準拠のパッケージを追加しようとすると、アップグレード時にパッケージ追加ソフ
トウェアの障害が発生するか、アクティブブート環境が改変されてしまう可能性があ
ります。

パッケージの要件については、付録 Bを参照してください。
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インストールの種類 説明 参照先

ブート環境へのパッチの
追加

新しいブート環境を作成してから、-tオ
プションを指定して luupgradeコマンド
を実行します。

165ページの「ブート環境のオペレー
ティングシステムイメージにパッチを追加
する (コマンド行インタフェース)」

ブート環境へのパッケー
ジの追加

-pオプションを指定して luupgradeコ
マンドを実行します。

163ページの「ブート環境のオペレー
ティングシステムイメージにパッケージを
追加する (コマンド行インタフェース)」

Solaris Live Upgradeを
使った Solarisフ
ラッシュアーカイブのイ
ンストール

アーカイブには、新しいパッケージや
パッチがすでに追加されているブート環境
の完全なコピーが格納されています。この
コピーを複数のシステムにインストールで
きます。

� Solarisフラッシュアーカイブの詳しい
作成手順については、『Solaris 10イン
ストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインス
トール)』の第 3章「Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成 (作業)」を
参照してください。

� Solaris Live Upgradeを使って Solaris
フラッシュアーカイブをインストール
する方法については、174ページ
の「ブート環境への Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール」
を参照してください。

lucreateコマンドを使用したファイル
システムの作成のための指針
lucreateコマンドに -mオプションを指定することにより、新しいブート環境に作
成するファイルシステムとその数を指定できます。作成するファイルシステムの数だ
け、このオプションを繰り返し指定する必要があります。-mオプションを使って
ファイルシステムを作成する場合、次の項目に留意してください。

� -mオプションを 1個指定して、新しいブート環境のルート (/)ファイルシステム
を作成する必要があります。-mオプションを指定しないで lucreateを実行する
と、「Configuration」メニューが表示されます。「Configuration」メニューで
は、新しいマウントポイントにファイルを変更して新しいブート環境をカスタマイ
ズできます。

� 現在のブート環境にクリティカルファイルシステムがある場合、このファイルシス
テムは、-mオプションで指定しなくても新しく作成されたファイルシステムの上
位 2番目のファイルシステムにマージされます。

� 新しいブート環境には、-m オプションで指定されたファイルシステムだけが作成
されます。現在のブート環境に複数のファイルシステムがあり、新しいブート環境
にも同じ数のファイルシステムを作成する場合は、ファイルシステムごとに 1個ず
つ -mオプションを指定します。
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たとえば、-mオプションを 1回だけ使用した場合、すべてのファイルシステムが
指定の場所に格納されます。元のブート環境のすべてのファイルシステムが、-m
で指定されたファイルシステムにマージされます。-mオプションを 2回使用する
と、ファイルシステムが 2つ作成されます。ルート (/)ファイルシステム、/opt
ファイルシステム、/varファイルシステムがある場合、これらを新しいブート環
境に作成するには、それぞれに -mオプションを 1個ずつ指定します。

� マウントポイントが重複しないようにしてください。たとえば、ルート (/)ファイ
ルシステムを 2つ作成することはできません。

ファイルシステムのスライスを選択する
ための指針
ブート環境のファイルシステムを作成する場合の規則は、Solaris OSのファイルシス
テムを作成する場合と同じです。Solaris Live Upgradeでは、クリティカルファイル
システムに無効な構成を作成できてしまいます。たとえば、lucreateコマンドを入
力して、ルート (/)と /kernelに別々のファイルシステムを作成することができま
すが、このようにルート (/)ファイルシステムを分割するのは誤りです。

ディスクスライスを作成するときは、スライスがオーバーラップしないように注意し
てください。スライスのオーバーラップがあると、新しいブート環境を作成したつも
りでも、アクティブにした後ブートすることができません。こうしたオーバーラップ
は、ファイルシステムの破損の原因となります。

Solaris Live Upgradeを正しく機能させるには、アクティブブート環境の vfstab
ファイルの内容が有効で、ルート (/)ファイルシステムのエントリが少なくとも 1つ
は含まれている必要があります。

ルート (/)ファイルシステムのスライスを選択する
ための指針
非アクティブブート環境を作成する場合は、ルート (/)ファイルシステムがコピーさ
れるスライスを確認する必要があります。ルート (/)ファイルシステムのスライスを
選択する場合は、次の項目に留意してください。スライスは、次の条件を満たしてい
なければなりません。

� システムをブートできるスライスである。

� 推奨されている最小サイズ以上である。

� アクティブなルート (/)ファイルシステムとは異なる物理ディスクでも同じディス
クでもかまわない。

� VxVM (Veritas Volume Manager)のボリュームにすることができる。現在のシステ
ム上に VxVMボリュームが構成されている場合は、lucreateコマンドを使用し
て新しいブート環境を作成できます。新しいブート環境にデータをコピーすると、
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Veritasファイルシステム構成が失われ、新しいブート環境に UFSファイルシステ
ムが作成されます。

ミラー化されたファイルシステムのスライスを選
択するための指針
新しく作成するブート環境には、物理ディスクスライス、Solarisボリュームマネー
ジャーのボリューム、および Veritas Volume Managerのボリュームを自由に組み合わ
せて使用できます。新しいブート環境にコピーされるクリティカルファイルシステム
には、次のような種類があります。

� 物理スライス。

� RAID-1ボリューム (ミラー)に含まれる単一スライスの連結。ルート (/)ファイル
システムが置かれているスライスは、RAID-1ボリュームでもかまいません。

� RAID-0ボリュームに含まれる単一スライスの連結。ルート (/)ファイルシステム
が置かれているスライスは、RAID-0ボリュームでもかまいません。

新しいブート環境を作成する際、lucreate - m コマンドは、次の 3 種類のデバイス
を認識します。

� 物理スライス (/dev/dsk/cwtxdysz)

� Solarisボリュームマネージャーのボリューム (/dev/md/dsk/dnum)

� Veritas Volume Managerのボリューム (/dev/vx/dsk/volume_name)。現在のシス
テム上に VxVMボリュームが構成されている場合は、lucreateコマンドを使用
して新しいブート環境を作成できます。新しいブート環境にデータをコピーする
と、Veritasファイルシステム構成が失われ、新しいブート環境に UFSファイルシ
ステムが作成されます。

注 – Veritas VxVMのアップグレードで問題が生じる場合は、258ページの「Veritas
VxVmの実行中に Solaris Live Upgradeを使用してアップグレードするとシステムパ
ニックが発生する」を参照してください。

RAID-1ボリューム (ミラー)ファイルシステムを作成する
ための一般的な指針
次の指針を使用して、RAID-1ボリュームが使用中または再同期中でないかどうか、
あるいは Solaris Live Upgradeブート環境が使用しているファイルシステムがボ
リュームに含まれていないかをどうかを確認してください。

ボリューム名の省略形と指針については、『Solaris 10インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「カスタム JumpStartと Solaris Live Upgradeを行うときの
RAIDボリューム名の要件とガイドライン」を参照してください。
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ボリュームのステータスの確認

ミラーやサブミラーが保守を必要としている場合や使用中である場合、コンポーネン
トを切り離すことはできません。新しいブート環境を作成して detachキーワードを
使用する前に、metastatコマンドを実行してください。metastatコマンドは、ミ
ラーが再同期の処理中かどうか、または使用中かどうかを確認します。詳細は、
metastat(1M)のマニュアルページを参照してください。

ボリュームの切り離しとミラーの再同期

detachキーワードを使ってサブミラーを切り離す場合、lucreateコマンドは、デ
バイスが再同期の処理中かどうかを確認します。デバイスが再同期中である場合、サ
ブミラーを切り離すことはできず、エラーメッセージが表示されます。

再同期処理とは、次のような問題のあとで、あるサブミラーから別のサブミラーに
データをコピーする処理のことです。

� サブミラーの障害。
� システムのクラッシュ。
� オフラインであったサブミラーがオンラインに復帰。
� 新しいサブミラーの追加。

再同期処理の詳細は、『Solarisボリュームマネージャの管理』の「RAID-1ボリュー
ム (ミラー)の再同期」を参照してください。

Solarisボリュームマネージャーのコマンドの使用

非アクティブなブート環境のボリュームを操作するには、Solarisボリュームマネー
ジャーのコマンドではなく lucreateコマンドを使用します。Solarisボリュームマ
ネージャーソフトウェアにはブート環境に関する考慮はありませんが、 lucreate
コマンドでは、ブート環境を誤って破棄しないように確認が行われます。たとえば、
lucreateでは、Solarisボリュームマネージャーのボリュームの上書きや削除が防止
されます。

ただし、Solarisボリュームマネージャーを使って複雑な連結、ストライプ、ミラーな
どを作成した場合、それらのボリュームコンポーネントの操作には Solarisボリューム
マネージャーを使用する必要があります。Solaris Live Upgradeでは、これらのコン
ポーネントを認識して使用できます。Solarisボリュームマネージャーのコマンドでボ
リュームコンポーネントを作成、変更、または破棄する前に、lustatusコマンドま
たは lufslistコマンドを実行してください。これらのコマンドを使用すると、
Solaris Live Upgradeブート環境で使用されているファイルシステムがどの Solarisボ
リュームマネージャーボリュームに置かれているかを確認できます。

スワップファイルシステムのスライスを選択する
ための指針
ここでは、スワップスライスの構成に関する推奨事項と例を示します。
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新しいブート環境のスワップの構成
lucreate コマンドの -m オプションを使って、3 通りの方法でスワップスライスを
構成できます。

� スワップスライスを指定しないと、現在のブート環境のスワップスライスが新しい
ブート環境用に構成されます。

� スワップスライスを 1つ以上指定すると、それらのスワップスライスだけが新しい
ブート環境で使用されます。この場合指定したスワップスライスは 2つのブート環
境の間で共有されません。

� スワップスライスを共有すると同時に、新しいスライスを追加することもできま
す。

3通りのスワップ構成の例を次に示します。現在のブート環境では、ルート (/)
ファイルシステムが c0t0d0s0上に構成されています。スワップファイルシステムは
c0t0d0s1上に構成されています。

� 次の例では、スワップスライスを指定していません。新しいブート環境では、ルー
ト (/)ファイルシステムが c0t1d0s0上に置かれます。c0t0d0s1上のスワップ
が、現在のブート環境と新しいブート環境の間で共有されます。

# lucreate -n be2 -m /:c0t1d0s0:ufs

� 次の例では、スワップスライスを指定しています。新しいブート環境では、ルート
(/)ファイルシステムが c0t1d0s0上に置かれます。新しいスワップファイルシス
テムが c0t1d0s1上に作成されます。現在のブート環境と新しいブート環境の間
でスワップスライスは共有されません。

# lucreate -n be2 -m /:c0t1d0s0:ufs -m -:c0t1d0s1:swap

� 次の例では、スワップスライスを 1つ追加すると同時に、別のスワップスライスを
2つのブート環境で共有しています。新しいブート環境では、ルート (/)ファイル
システムが c0t1d0s0上に置かれます。新しいスワップスライスが c0t1d0s1上
に作成されます。c0t0d0s1上のスワップスライスが、現在のブート環境と新し
いブート環境の間で共有されます。

# lucreate -n be2 -m /:c0t1d0s0:ufs -m -:shared:swap -m -:c0t1d0s1:swap

スワップの使用中に起きるブート環境作成の失敗
現在のブート環境以外のブート環境によってスワップスライスが使用されている場
合、ブート環境の作成は失敗します。-sオプションを使って作成されたブート環境の
場合、代替ソースブート環境だけはスワップスライスを使用していてもかまいません
が、それ以外のブート環境が使用していてはいけません。
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共有可能なファイルシステムのスライスを選択す
るための指針
Solaris Live Upgradeは、スライスの内容を指定した新しいブート環境のスライスに
コピーします。容量とコピーにかかる時間を節約する場合は、そのスライス上に複数
のブート環境で共有できるだけの大きなファイルシステムを用意することもできま
す。ルート (/)や /varなど、OSに欠かせないクリティカルファイルシステムは必ず
コピーしてください。/homeなどの非クリティカルファイルシステムは、複数のブー
ト環境で共有できます。共有可能なファイルシステムは、ユーザーによって定義さ
れ、アクティブブート環境と新しいブート環境の両方の個々のスワップスライス上に
存在していなければなりません。必要に応じて、複数の方法でディスクを再構成でき
ます。

ディスクの再構成 例 参照先

新しいブート環境を作成する前にディスク
スライスを作成し直し、そのスライス上に
共有可能なファイルシステムを配置するこ
とができます。

たとえば、ルート (/)ファイルシステム、
/var、/homeがすべて同じスライス上にあ
る場合、ディスクを再構成して /homeを固
有のスライスに配置できます。デフォルトの
設定では、新しいブート環境を作成すると、
/homeはアクティブブート環境と新しいブー
ト環境で共有されます。

format(1M)

ディレクトリを共有する場合、そのディレ
クトリを固有のスライスに配置する必要が
あります。こうすることにより、ディレク
トリは、そのほかのブート環境と共有可能
なファイルシステムになります。
lucreate -mコマンドを実行すると、新
しいブート環境が作成され、ディレクトリ
を固有のスライスに配置することができま
す。しかし、この新しいファイルシステム
はまだ元のブート環境と共有できません。
再度 lucreate -m コマンドを実行して、
もう 1つ別のブート環境を作成する必要が
あります。この 2つの新しいブート環境で
は、ディレクトリを共有できます。

たとえば、Solaris 9リリースから Solaris 10
リリースにアップグレードし、両方の OSで
/homeを共有する場合は、lucreate -mコ
マンドを実行します。/homeを独立した
ファイルシステムとして専用のスライス上に
持つ Solaris 9リリースを作成できます。次
に、再度 lucreate -mコマンドを実行し、
そのブート環境を複製します。この 3つめの
ブート環境を Solaris 10リリースへアップグ
レードします。/homeは Solaris 9リリース
と Solaris 10リリース間で共有されます。

共有可能なファイル
システムおよびクリ
ティカルファイルシ
ステムの概要につい
ては、84ページ
の「ファイルシステ
ムのタイプ」を参照
してください。

新しいブート環境の内容のカスタマイズ
新しいブート環境を作成するときに、ディレクトリやファイルの一部を新しいブート
環境へのコピーから除外できます。ディレクトリを除外した場合は、そのディレクト
リ内にある特定のファイルやサブディレクトリが含まれるようにすることが可能で
す。これらのサブディレクトリは、新しいブート環境にコピーされます。たとえば、

114 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



/etc/mail にあるすべてのファイルとディレクトリを除外するが、
/etc/mail/staff にあるすべてのファイルとディレクトリは含まれるように指定で
きます。次のコマンドでは、staffサブディレクトリが新しいブート環境にコピーさ
れます。

# lucreate -n second_disk -x /etc/mail -y /etc/mail/staff

注意 –ファイル除外オプションは、注意して使用してください。システムに必要な
ファイルやディレクトリは削除しないでください。

次の表に、lucreateコマンドでディレクトリやファイルを除外または追加するため
のオプションを示します。

指定方法 除外用のオプション 追加用のオプション

ディレクトリまたはファイル
の名前を指定します

-x exclude_dir -y include_dir

対象のファイルやディレクト
リのリストを含むファイルを
使用します

-f list_filename

-z list_filename

-Y list_filename

-z list_filename

ブート環境の作成時にディレクトリやファイルをカスタマイズする例については、152
ページの「ブート環境の作成と内容のカスタマイズ (コマンド行インタフェース)」
を参照してください。

ブート環境間でのファイルの同期
新しいブート環境に切り替えてアクティブにする準備ができたら、新しいブート環境
をアクティブにしてリブートするだけです。新たに作成したブート環境を初めて起動
するとき、ブート環境間でファイルの同期がとられます。ここでいう「同期」とは、
前にアクティブであったブート環境にあるシステムファイルやディレクトリを、ブー
トされているブート環境にコピーすることです。変更されているファイルやディレク
トリがコピーされます。

/etc/lu/synclistへのファイルの追加
Solaris Live Upgradeでは、変更されているクリティカルなファイルがチェックされ
ます。クリティカルなファイルの内容が 2つのブート環境で異なっている場合、その
ファイルはアクティブなブート環境から新しいブート環境にコピーされます。ファイ
ルの同期は、新しいブート環境の作成後に /etc/passwdや /etc/groupなどのク
リティカルなファイルが変更された場合のために用意されています。
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/etc/lu/synclistファイルには、同期するディレクトリやファイルのリストが記
述されています。アクティブなブート環境から新しいブート環境にほかのファイルを
コピーする場合もあるでしょう。必要に応じて、ディレクトリやファイルを
/etc/lu/synclistに追加できます。

/etc/lu/synclistのリストにないファイルを追加すると、システムをブートでき
なくなる場合があります。同期処理では、ファイルのコピーとディレクトリの作成だ
けが行われます。ファイルやディレクトリの削除は行われません。

次の /etc/lu/synclistファイルの例は、このシステムで同期される標準のディレ
クトリとファイルを示しています。

/var/mail OVERWRITE
/var/spool/mqueue OVERWRITE
/var/spool/cron/crontabs OVERWRITE
/var/dhcp OVERWRITE
/etc/passwd OVERWRITE
/etc/shadow OVERWRITE
/etc/opasswd OVERWRITE
/etc/oshadow OVERWRITE
/etc/group OVERWRITE
/etc/pwhist OVERWRITE
/etc/default/passwd OVERWRITE
/etc/dfs OVERWRITE
/var/log/syslog APPEND
/var/adm/messages APPEND

次のディレクトリやファイルなどは、synclistファイルに追加してもよいで
しょう。

/var/yp OVERWRITE
/etc/mail OVERWRITE
/etc/resolv.conf OVERWRITE
/etc/domainname OVERWRITE

synclistファイルのエントリは、ファイルまたはディレクトリです。2番目の
フィールドは、ブート環境をアクティブ化するときに行われる更新の方法を示しま
す。ファイルの更新には 3通りの方法があります。

� OVERWRITE –新しいブート環境のファイルの内容を、アクティブなブート環境の
ファイルの内容で上書きします。2番目のフィールドに動作を指定しない場合は、
OVERWRITEがデフォルトの動作となります。エントリがディレクトリである場
合は、サブディレクトリもすべてコピーされます。すべてのファイルが上書きされ
ます。新しいブート環境では、ファイルの日付、モード、および所有者は前のブー
ト環境のものと同じになります。

� APPEND –新しいブート環境のファイルの末尾に、アクティブなブート環境の
ファイルの内容を追加します。この追加によってファイル内のエントリが重複する
ことがあります。ディレクトリにはAPPEND動作を指定することはできません。
新しいブート環境では、ファイルの日付、モード、および所有者は前のブート環境
のものと同じになります。

� PREPEND –新しいブート環境のファイルの先頭に、アクティブなブート環境の
ファイルの内容を追加します。この追加によってファイル内のエントリが重複する
ことがあります。ディレクトリには PREPEND動作を指定することはできませ
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ん。新しいブート環境では、ファイルの日付、モード、および所有者は前のブート
環境のものと同じになります。

ブート環境間での強制的な同期
新しく作成したブート環境で初めてブートする時に、Solaris Live Upgradeは新しい
ブート環境と以前のアクティブブート環境の同期をとります。最初にブートと同期を
行ったあとは、要求しない限り Solaris Live Upgradeは同期処理を行いません。

� CUIを使って強制的に同期を行うには、プロンプトに対して yesと入力します。

� CLI を使って強制的に同期を行うには、 luactivate コマンドの -s オプション
を使用します。

複数のバージョンの Solaris OSを使用していると、強制的に同期を行いたい場合があ
ります。emailや passwd/groupなどのファイルに加えた変更を、アクティブにす
るブート環境に反映させたい場合があります。強制的に同期を実行すると、Solaris
Live Upgradeは、同期をとるファイルの間に矛盾がないかチェックします。新しい
ブート環境がブートされ、矛盾が検出されると、警告が出されます。この場合、
ファイルの同期は行われません。このような場合でも、アクティブ化は正常に終了し
ます。新しいブート環境とアクティブなブート環境の両方で同じファイルに変更を加
えると、矛盾が発生することがあります。たとえば、元のブート環境で
/etc/passwdファイルに変更を加えます。そして、新しいブート環境で
/etc/passwdファイルに別の変更を加えた場合などです。このような場合、同期処
理では、どちらのファイルをコピーするべきか判断できません。

注意 –以前のアクティブブート環境で発生した変更にユーザーが気付いていない場合
や、それらの変更を制御できない場合もあるため、このオプションを使用する際には
十分注意してください。たとえば、現在のブート環境で Solaris 10ソフトウェアを実
行していて、強制的な同期処理を行なったあとで、Solaris 9リリースにブート環境を
戻したとします。この場合、Solaris 9リリースでファイルが変更されることがありま
す。ファイルは OSのリリースに依存しているため、Solaris 9リリースのブートは失
敗する可能性があります。Solaris 10のファイルと Solaris 9のファイルは互換性があ
るとは限らないからです。

x86: GRUBメニューを使ったブート環境
のアクティブ化
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBブートメニューにブート環境間で切り替
えを行うためのオプションの方法があります。GRUBメニューは、luactivateコマ
ンドまたは「Activate」メニューによるアクティブ化に代わるものです。
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作業 インフォメーション

GRUBメニューを使ってブート環境をアク
ティブ化する

187ページの「x86: GRUBメニューを使って
ブート環境をアクティブ化する (コマンド行イ
ンタフェース)」

GRUBメニューを使って元のブート環境に
フォールバックする

193ページの「x86:新しいブート環境のアク
ティブ化に成功した場合の GRUBメニューを
使ったフォールバック」

GRUBの概要と計画に関する情報 第 5章

GRUBの全概要とシステム管理作業について 『Solarisのシステム管理 (基本編)』

リモートシステムからの Solaris Live
Upgradeの使用
キャラクタユーザーインタフェースを tip回線などを介してリモートで表示する場合
は、必要に応じてTERM環境変数を VT220に設定してください。また、共通デスク
トップ環境 (CDE)を使用する場合は、TERM変数の値を xtermではなく dttermに
設定してください。
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第 8章

Solaris Live Upgradeによるブート環
境の作成 (作業)

この章では、Solaris Live Upgradeのインストール、メニューの使用、およびブート
環境の作成について説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 119ページの「Solaris Live Upgradeインタフェースの概要」
� 120ページの「Solaris Live Upgradeメニューの使用 (CUI)」
� 121ページの「作業マップ: Solaris Live Upgradeのインストールとブート環境の作
成」

� 121ページの「Solaris Live Upgradeのインストール」
� 124ページの「Solaris Live Upgradeの起動と停止 (キャラクタユーザーインタ
フェース)」

� 126ページの「新しいブート環境の作成」

Solaris Live Upgradeインタフェースの
概要
Solaris Live Upgradeは、キャラクタユーザーインタフェース (CUI)を介して使用す
ることもコマンド行インタフェース (CLI)で使用することも可能です。次の説明で
は、CUIと CLIの両方の場合について手順を示してあります。

インタフェースのタイプ 説明

キャラクタユーザーイン
タフェース (CUI)

CUIでは、Solaris Live Upgradeの一部の機能にアクセスできませ
ん。CUIは、複数バイトロケールおよび 8ビットロケールでは実行
できません。
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インタフェースのタイプ 説明

コマンド行インタフェー
ス (CLI)

ここで説明する CLIの手順は、Solaris Live Upgradeコマンドの基
本的な使い方を示すものです。コマンド一覧については、第 13章
を参照してください。また、これらのコマンドで使用するオプ
ションの詳細は、関連する各マニュアルページを参照してくださ
い。

Solaris Live Upgradeメニューの使用
(CUI)

図 8–1 Solaris Live Upgradeのメインメニュー

Solaris Live Upgradeキャラクタユーザーインタフェースのメニュー間の移動には、
矢印キーとファンクションキーを使用します。上下に移動する場合やフィールド内に
カーソルを置く場合は、矢印キーを使用してください。処理を実行する場合は、
ファンクションキーを使用してください。メニューの最下部には、キーボード上の
ファンクションキーを示す黒い矩形が表示されます。これらは、最初の矩形が F1、2
番目の矩形が F2という順序で並んでいます。有効になっている矩形には、「Save」
などの処理を示す語句が表示されています。「Configuration」メニューでは、矩形で
はなくファンクションキーの番号と対応する動作が表示されます。

� F3を使用すると、どのメニューの場合も作業の保存 (SAVE)が行われてそのメ
ニューが終了します。
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� F6を使用すると、どのメニューにおいても作業が取り消され (CANCEL)、変更の
保存が行われないままメニューが終了します。

� ほかのファンクションキーの動作は、メニューによって異なります。

次に説明する作業において、ファンクションキーを押すように指示されています。
キーボード上のキーが Solaris Live Upgradeメニュー上のファンクションキーと適切
に対応していない場合は、Control-Fおよび該当する番号を使用してください。

作業マップ: Solaris Live Upgradeのイン
ストールとブート環境の作成
表 8–1作業マップ: Solaris Live Upgradeの使用

作業 説明 参照先

システムにパッチをインス
トールします

Solaris Live Upgradeには、
特定のパッチリビジョン
セットが必要です

122ページの「Solaris Live
Upgradeに必要なパッチのイ
ンストール」

Solaris Live Upgrade
パッケージをインストールし
ます

OSにパッケージをインストー
ルします

121ページの「Solaris Live
Upgradeのインストール」

Solaris Live Upgradeを起動
します

Solaris Live Upgradeのメイ
ンメニューを起動します

124ページの「Solaris Live
Upgradeの起動と停止
(キャラクタユーザーインタ
フェース)」

ブート環境を作成します 非アクティブブート環境に
ファイルシステムをコピーし
て再構成します

126ページの「新しいブート
環境の作成」

Solaris Live Upgradeのインストール
現在の OSに Solaris Live Upgradeパッケージをインストールする必要があります。
アップグレード後の OSのリリース番号と同じリリース番号の Solaris Live Upgrade
パッケージをインストールする必要があります。たとえば、OSを現在使用している
Solaris 9リリースから Solaris 10リリースにアップグレードする場合、Solaris 10リ
リースの Solaris Live Upgradeパッケージをインストールする必要があります。

いくつかのパッチが必要になる場合があります。Solaris Live Upgradeパッケージを
インストールする前に、これらのパッチをインストールします。詳細については、以
下を参照してください。
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� 122ページの「Solaris Live Upgradeに必要なパッチのインストール」
� 123ページの「pkgaddコマンドを使用して Solaris Live Upgradeをインストール
する方法」

� 124ページの「Solarisインストールプログラムを使用して Solaris Live Upgradeを
インストールする方法」

Solaris Live Upgradeに必要なパッチのインストー
ル

説明 参照先

注意 – Solaris Live Upgradeを正しく操作するために
は、指定の OSバージョン用の特定のパッチリビジョン
のセットがインストールされている必要があります。
Solaris Live Upgradeをインストールまたは実行する前
に、これらのパッチをインストールする必要がありま
す。

x86のみ –このパッチのセットがインストールされてい
ない場合、Solaris Live Upgradeは失敗し、次のエラー
メッセージが表示されることがあります。次のエラー
メッセージが表示されなくても、必要なパッチがインス
トールされていない場合があります。Solaris Live
Upgradeのインストールを試みる前に、SunSolveの
infodocに記載されたすべてのパッチがすでにインス
トール済みであることを必ず確認してください。

ERROR: Cannot find or is not
executable: </sbin/biosdev>.
ERROR: One or more patches required by
Live Upgrade has not been installed.

infodoc 72099に記載されたパッチは、随時変更される
可能性があります。これらのパッチにより、Solaris
Live Upgradeの欠陥が修正される可能性があると同時
に、Solaris Live Upgradeが依存するコンポーネントの
欠陥も修正される可能性があります。Solaris Live
Upgradeで問題が発生した場合は、最新の Solaris Live
Upgradeパッチがインストールされていることを確認
してください。

http://sunsolve.sun.comで最新のパッチリストを確認
してください。SunSolveのWebサイトで、infodoc
72099を検索してください。
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説明 参照先

Solaris 8、または Solaris 9 OSを実行している場合、
Solaris Live Upgradeインストーラを実行できないこと
があります。これらのリリースには、Java 2 Runtime
Environmentの実行に必要なパッチのセットが含まれ
ていません。Solaris Live Upgradeインストーラを実行
してパッケージをインストールするには、Java 2
Runtime Environmentの推奨パッチクラスタが必要で
す。

Solaris Live Upgradeパッケージをインストールするに
は、pkgaddコマンドを使用します。または、Java 2
Runtime Environment推奨パッチクラスタをインス
トールします。このパッチクラスタは
http://sunsolve.sun.comから入手できます。

� 必要なパッチをインストールするには

1. SunSolveSMのWebサイトから、パッチリストを取得します。

2. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

3. patchaddコマンドを使用してパッチをインストールします。

# patchadd path_to_patches

4. 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするために
リブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと、Solaris Live
Upgradeは失敗します。

� pkgaddコマンドを使用して Solaris Live Upgrade
をインストールする方法

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次の順序でパッケージをインストールします。

# pkgadd -d path_to_packages SUNWlur SUNWluu

path_to_packages ソフトウェアパッケージのあるディレクトリの絶対パスを指定
します。

3. 指定したパッケージが正常にインストールされていることを確認します。

# pkgchk -v SUNWlur SUNWluu

手順

手順
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� Solarisインストールプログラムを使用して Solaris
Live Upgradeをインストールする方法

1. Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 2 CDを挿入しま
す。

2. インストーラを実行します。

� Solaris Operating System DVDを使用している場合は、インストーラのある
ディレクトリに移動し、インストーラを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools/installers
# ./liveupgrade20

Solarisインストールプログラムの GUIが表示されます。

� Solaris SOFTWARE - 2 CDを使用している場合は、インストーラを実行しま
す。

% ./installer

Solarisインストールプログラムの GUIが表示されます。

3. 「インストール形式の選択 (Select Type of Install)」パネルで「カスタム
(Custom)」をクリックします。

4. 「ロケールの選択 (Locale Selection)」パネルで、インストールする言語をク
リックします。

5. インストールするソフトウェアを選択します。

� DVDの場合、「コンポーネントの選択 (Component Selection)」パネルの「次
へ (Next)」をクリックしてパッケージをインストールします。

� CDの場合、「製品の選択 (Product Selection)」パネルの Solaris Live Upgrade
の項目で「デフォルトインストール (Default Install)」をクリックします。ま
た、ソフトウェアの選択を解除するには、ほかの製品をクリックします。

6. Solarisインストールプログラムの指示に従って、ソフトウェアをインストールし
ます。

Solaris Live Upgradeの起動と停止
(キャラクタユーザーインタフェース)
Solaris Live Upgradeのメニュープログラムの起動と停止方法について説明します。

手順
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� Solaris Live Upgradeメニューを起動する

注 –キャラクタユーザーインタフェースを tip回線などを介してリモートで表示する
場合は、必要に応じて TERM環境変数を VT220に設定してください。また、共通デス
クトップ環境 (CDE)を使用する場合は、TERM変数の値を xtermではなく dtterm
に設定してください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/lu

Solaris Live Upgradeのメインメニューが表示されます。

図 8–2 Solaris Live Upgradeのメインメニュー

手順
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� Solaris Live Upgradeのメニューを終了するには

� メインメニューの「Exit」を選択します。

新しいブート環境の作成
ブート環境を作成すると、クリティカルファイルシステムをアクティブなブート環境
から新しいブート環境にコピーできます。必要に応じてディスクを再編成し、ファイ
ルシステムをカスタマイズして、クリティカルファイルシステムを新しいブート環境
にコピーするには、CUIの「Create」メニュー、「Configuration」サブメニュー、
lucreateコマンドを使用します。

ファイルシステムは、新しいブート環境にコピーする前にカスタマイズできます。こ
のため、クリティカルファイルシステムディレクトリを親のディレクトリにマージす
ることも、親ディレクトリから分離することも可能になります。ユーザー定義の (共
有可能)ファイルシステムは、デフォルトで複数のブート環境で共有されます。ただ
し、必要に応じて共有可能なファイルシステムをコピーすることもできます。ス
ワップ (共有可能なファイルシステム)の分割やマージも可能です。クリティカル
ファイルシステムと共有可能ファイルシステムの概要については、84ページ
の「ファイルシステムのタイプ」を参照してください。

� ブート環境を作成する (キャラクタユーザーインタ
フェース)

1. メインメニューから「Create」を選択します。

「Create a Boot Environment」サブメニューが表示されます。

2. アクティブブート環境 (必要に応じて)と新しいブート環境の名前を入力し、確定
します。アクティブブート環境の名前の入力が必要なのは、最初にブート環境を作
成するときだけです。

ブート環境名は英数字で 30文字以内とします。使用できるのは英数文字だけで、
マルチバイト文字を使用することはできません。

Name of Current Boot Environment: solaris8
Name of New Boot Environment: solaris10

3. F3を押して変更を保存します。

「Configuration」メニューが表示されます。

手順

手順
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図 8–3 Solaris Live Upgradeの「Configuration」メニュー

「Configuration」メニューには次の項目があります。

� 元のブート環境は、画面の上部に表示されます。画面の下部には作成される
ブート環境が表示されます。

� 「Device」フィールドには次の情報が含まれています。

� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。

� Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnum
の形式で表されます。

� Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形
式で表されます。

� クリティカルファイルシステムの選択領域は、クリティカルファイルシステ
ムを選択するまで空白のままです。 /usr、/var、/opt などのクリティカ
ルファイルシステムは、分割可能です。ルート (/)ファイルシステムとマー
ジすることもできます。

� /exportやスワップなどの共有可能なファイルシステムは「Device」
フィールドに表示されます。これらのファイルシステムは、ソースブート環
境とターゲットブート環境の両方に同じマウントポイントを持っています。
スワップはデフォルトで共有されますが、スワップスライスの分割とマージ
(追加と削除)も行うことができます。

クリティカルファイルシステムと共有可能ファイルシステムの概要について
は、84ページの「ファイルシステムのタイプ」を参照してください。

� 「FS_Type」フィールドでは、ファイルシステムの種類を変更できます。
ファイルシステムの種類は、次のいずれかになります。
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� vxfs: Veritasファイルシステムを示します
� swap:スワップファイルシステムを示します
� ufs: UFSファイルシステムを示します

4. (省略可能)次の作業は、必要に応じて行うことができます。

� 画面上の情報をASCIIファイルに出力するには F5を押します。

� ファイルシステムのリストをスクロールするには、Control-Xを押します。

この操作で、アクティブブート環境のファイルシステムと新しいブート環境の
ファイルシステムを切り替えてスクロールできるようになります。

� 「Configuration」メニューを閉じるには、F6を押します。

� 「Configuration」メニューが表示されている場合は、変更が保存されず、
ファイルシステムは修正されません。

� 「Configuration」サブメニューが表示されている場合は、
「Configuration」メニューに戻ります。

5. F2を押して、利用できるスライスを選択します。

「Choices」メニューでは、カーソルが置かれているフィールドに対して、そのシ
ステム上で利用できるスライスが表示されます。このメニューが使用できるフィー
ルドは「Device」と「FS _Type」です。

a. 矢印キーを使用してフィールド内にカーソルを置き、スライスまたはファイル
システムの種類を選択します。

� 「Device」フィールドにカーソルを置くと、すべての空きスライスが表示さ
れます。ルート (/)ファイルシステムの場合、「Choices」メニューに表示
されるのはルート (/)ファイルシステムの制限事項を満たす空きスライスだ
けです。110ページの「ルート (/)ファイルシステムのスライスを選択する
ための指針」を参照してください。

� 「FS_Type」フィールドにカーソルを置くと、利用できるすべてのファイル
システムタイプが表示されます。

� 現在のファイルシステムには、ボールド書体のスライスを選択できます。ス
ライスのサイズは、ファイルシステムのサイズにアップグレード用に 30%
を加えた値が割り当てられます。

� ボールド書体ではないスライスは、そのファイルシステムをサポートするに
はサイズが小さすぎることを意味します。ディスクスライスを作成し直す方
法については、手順 6を参照してください。

b. Returnキーを押してスライスを選択します。

選択したスライスが「Device」フィールドに表示されるか、あるい
は「FS_Type」フィールド内でファイルシステムの種類が変化します。

6. (省略可能)空きスライスが最小要件を満たしていない場合は、F4を押して任意の
空きスライスを分割し直してください。

「Solaris Live Upgrade Slice Configuration」メニューが表示されます。
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新しいスライスを作成できるように、format(1M)コマンドが実行されます。画
面の指示に従って新しいスライスを作成してください。

矢印キーを使って、「Device」フィールドと「FS_Type」フィールド間を移動でき
ます。デバイスを選択すると、「Size (Mbytes)」フィールドに値が自動的に表示さ
れます。

a. デバイスを解放するには、Control-Dを押します。

以上の操作でスライスが利用できるようになり、「Choices」メニューに表示さ
れます。

b. F3を押して「Configuration」メニューに戻ります。

7. (省略可能)クリティカルファイルシステムを分割すると、そのファイルシステムは
別々のマウントポイントに配置されます。ファイルシステムを分割するには、次の
手順に従ってください。

(ファイルシステムのマージについては、手順 8を参照してください)。

a. 分割するファイルシステムを選択します。

/usr、/var、/optなどのファイルシステムは、それらの親ディレクトリから
分割できます。

注 –ブート環境のファイルシステムを作成する場合のルールは、Solaris OSの
ファイルシステムを作成する場合と同じです。Solaris Live Upgradeでは、ク
リティカルファイルシステムに無効な構成を作成してしまうことを回避できま
せん。たとえば、lucreateコマンドを入力して、ルート (/)と /kernelに
別々のファイルシステムを作成することができますが、このようにルート (/)
ファイルシステムを分割するのは誤りです。

b. F8を押します。

c. 新しいブート環境のファイルシステム名を入力します。例:

Enter the directory that will be a separate file system
on the new boot environment: /opt

新しいファイルシステムが検証されると、画面に新しい行が追加されます。

d. F3を押して「Configuration」メニューに戻ります。

「Configuration」メニューが表示されます。

8. (省略可能)マージを行うと、ファイルシステムは同じマウントポイントに配置され
ます。ファイルシステムをその親ディレクトリにマージするには、次の操作を行い
ます。

(ファイルシステムの分割については、手順 7を参照してください)。
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a. マージするファイルシステムを選択します。

/usr、/var、/optなどのファイルシステムをそれらの親ディレクトリにマー
ジできます。

b. F9を押します。

次の例のように、結合されるファイルシステムが表示されます。

/opt will be merged into /.

c. Returnキーを押します。

d. F3を押して「Configuration」メニューに戻ります。

「Configuration」メニューが表示されます。

9. (省略可能)スワップスライスを追加するか削除するかを決定します。

� スワップスライスを分割して新しいスライスに配置する場合は、手順 10に進み
ます。

� スワップスライスを削除する場合は、手順 11に進みます。

10. (省略可能)スワップスライスを分割するには、次の手順に従います。

a. 「Device」フィールドで、分割するスワップスライスを選択します。

b. F8を押します。

c. プロンプトに対して、次のコマンドを入力します。

Enter the directory that will be a separate filesystem on
the new BE: swap

d. F2 (Choice)を押します。

「Choice」メニューに、スワップに利用できるスライスが表示されます。

e. スワップを配置するスライスを選択します。

そのスライスが「Device」フィールドに表示され、スワップの新しいスライス
となります。

11. (省略可能)スワップスライスを削除するには、次の手順に従います。

a. 「Device」フィールドで、削除するスワップスライスを選択します。

b. F9を押します。

c. プロンプトが表示されたら「y」と入力します。

Slice /dev/dsk/c0t4d0s0 will not be swap partition.
Please confirm? [y, n]: y

このスワップスライスが削除されました。
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12.今すぐにブート環境を作成するか、あとで作成するようにスケジュールするかを決
定します。

� すぐに新しいブート環境を作成する場合は、F3を押します。

構成が保存され、構成画面が閉じます。このファイルシステムがコピーされ、
ブート環境がブート可能になり、非アクティブブート環境が作成されます。

ブート環境の作成には、システム構成に応じて、1時間以上かかる場合があり
ます。続いて、Solaris Live Upgradeメインメニューが表示されます。

� 後で作成されるようにスケジュールする場合は、次の例に示すように「y」と入
力し、続いて開始時刻と電子メールアドレスを入力します。

Do you want to schedule the copy? y
Enter the time in ’at’ format to schedule create: 8:15 PM
Enter the address to which the copy log should be mailed: someone@anywhere.com

処理の完了は、電子メールで通知されます。

時間の書式については、at(1)のマニュアルページを参照してください。

スケジュールできるのは一度に 1つのジョブだけです。

作成が完了すると、非アクティブブート環境をアップグレードできるようになりま
す。第 9章を参照してください。

� ブート環境をはじめて作成する (コマンド行インタ
フェース)
lucreateコマンドに -mオプションを指定することにより、新しいブート環境に作
成するファイルシステムとその数を指定できます。作成するファイルシステムの数だ
け、このオプションを繰り返し指定する必要があります。たとえば、-mオプションを
1回だけ使用した場合、すべてのファイルシステムが指定の場所に格納されます。元
のブート環境のすべてのファイルシステムが、-mで指定されたファイルシステムに
マージされます。-mオプションを 2回使用すると、ファイルシステムが 2つ作成さ
れます。-mオプションを使ってファイルシステムを作成する場合、次の項目に留意し
てください。

� -mオプションを 1個指定して、新しいブート環境のルート (/)ファイルシステム
を作成する必要があります。-mオプションを指定しないで lucreateを実行する
と、「Configuration」メニューが表示されます。「Configuration」メニューで
は、新しいマウントポイントにファイルを変更して新しいブート環境をカスタマイ
ズできます。

� 現在のブート環境にクリティカルファイルシステムがある場合、このファイルシス
テムは、-mオプションで指定しなくても新しく作成されたファイルシステムの上
位 2番目のファイルシステムにマージされます。
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� 新しいブート環境には、-m オプションで指定されたファイルシステムだけが作成
されます。現在のブート環境に複数のファイルシステムがあり、新しいブート環境
にも同じ数のファイルシステムを作成する場合は、ファイルシステムごとに 1個ず
つ -mオプションを指定します。たとえば、ルート (/)ファイルシステム、/opt
ファイルシステム、/varファイルシステムがある場合、これらを新しいブート環
境に作成するには、それぞれに -mオプションを 1個ずつ指定します。

� マウントポイントが重複しないようにしてください。たとえば、ルート (/)ファイ
ルシステムを 2つ作成することはできません。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のように入力して新しいブート環境を作成します。

# lucreate [-A ’BE_description’] -c BE_name \
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m ...] -n BE_name

-A ’BE_description’
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-c BE_name
アクティブブート環境に名前 BE_nameを割り当てます。このオプションは省略
可能で、最初のブート環境を作成する場合だけ使用されます。lucreateを初
めて実行する場合に -cオプションを省略すると、デフォルトの名前が作成され
ます。

デフォルトの名前は、次の基準に従って選択されます。

� 物理ブートデバイスが判別可能な場合は、その物理ブートデバイスのベース
名が現在のブート環境の名前になります。

たとえば、物理ブートデバイスが /dev/dsk/c0t0d0s0 であれば、現在の
ブート環境には c0t0d0s0という名前が与えられます。

� 物理ブートデバイスが判別不可能な場合は、uname コマンドの -s オプ
ションと -rオプションで取得される名前が組み合わされます。

たとえば、uname -sで取得される OSの名前が SunOS、uname -rで取得
されるリリース名が 5.9 であれば、現在のブート環境には SunOS5.9 とい
う名前が与えられます。

� 上記のどちらの方法でも名前を決定できない場合、現在のブート環境には
currentという名前が与えられます。

手順
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注 –最初のブート環境を作成した後は、-cオプションを指定しても無視される
か、エラーメッセージが表示されます。

� 現在のブート環境と同じ名前を指定すると、このオプションは無視されま
す。

� 現在のブート環境と異なる名前を指定すると、作成は失敗し、エラー
メッセージが表示されます。次の例は、ブート環境の名前によってエラー
メッセージが発生するようすを示しています。

# lucurr
c0t0d0s0
# lucreate -c c1t1d1s1 -n newbe -m /:c1t1d1s1:ufs
ERROR: current boot environment name is c0t0d0s0: cannot change
name using <-c c1t1d1s1>

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m ...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を vfstabで指定します。-mに引数
として指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムで
も、複数のディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプション
は、作成するファイルシステムの数だけ使用します。

� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップパー
ティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャーのボリューム名。/dev/md/dsk/dnum
の形式で表されます。

� Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/md/vxfs/dsk/dnumの
形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステム
がその親とマージされることを示します。

� fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ufs: UFSファイルシステムを示します。
� vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
� swap:スワップファイルシステムを示します。スワップマウントポイン
トはハイフン (–)で表します。

� 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアク
ションを指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変
更、論理デバイスの削除などを行うキーワードがあります。これらの
キーワードの詳細は、147ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ
ブート環境の作成 (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定
する必要があります。
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新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。

ブート環境を作成する (コマンド行)

この例では、アクティブブート環境の名前は first_diskです。-mオプションはファイ
ルシステムのマウントポイントを表します。ルート (/)ファイルシステムと /usr
ファイルシステムが作成されます。新しいブート環境の名前は second_diskです。
「mydescription」という記述は、second_diskに対応しています。新しいブート
環境 second_diskのスワップは、自動的にソースである first_diskから共有されま
す。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk -m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs \
-m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s3:ufs -n second_disk

� ブート環境を作成しファイルシステムをマージす
る (コマンド行インタフェース)

注 – lucreateコマンドに -mオプションを指定することにより、新しいブート環境
に作成するファイルシステムとその数を指定できます。作成するファイルシステムの
数だけ、このオプションを繰り返し指定する必要があります。たとえば、-mオプ
ションを 1回だけ使用した場合、すべてのファイルシステムが指定の場所に格納され
ます。元のブート環境のファイルシステムがすべて 1つのファイルシステムにマージ
されます。-mオプションを 2回使用すると、ファイルシステムが 2つ作成されま
す。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# lucreate -A ’BE_description’ \
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \
-m [...] -m mountpoint:merged:fs_options -n BE_name

-A BE_description
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定
されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。

例 8–1
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� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップパー
ティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。

/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。
� Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの
形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステム
がその親とマージされることを示します。

� fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ufs: UFSファイルシステムを示します。
� vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
� swap:スワップファイルシステムを示します。スワップマウントポイン
トはハイフン (–)で表します。

� 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアク
ションを指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変
更、論理デバイスの削除などを行うキーワードがあります。これらの
キーワードの詳細は、147ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ
ブート環境の作成 (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定
する必要があります。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。

ブート環境を作成しファイルシステムをマージする (コマンド行イ
ンタフェース)

この例の場合、現在のブート環境には、ルート (/)ファイルシステム、/usrファイル
システム、/opt ファイルシステムがあります。/opt ファイルシステムは、親
ファイルシステム /usrにマージされます。新しいブート環境の名前は second_disk
です。「mydescription」という記述は、second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \
-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s1:ufs \
-m /usr/opt:merged:ufs -n second_disk
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� ブート環境を作成しファイルシステムを分割する
(コマンド行インタフェース)

注 –ブート環境のファイルシステムを作成する場合のルールは、Solaris OSのファイ
ルシステムを作成する場合と同じです。Solaris Live Upgradeでは、クリティカル
ファイルシステムに無効な構成を作成してしまうことを回避できません。たとえば、
lucreateコマンドを入力して、ルート (/)と /kernelに別々のファイルシステム
を作成することができますが、このようにルート (/)ファイルシステムを分割するの
は誤りです。

1つのディレクトリを複数のマウントポイントに分割すると、ファイルシステム間で
ハードリンクが維持されなくなります。たとえば、/usr/stuff1/fileが
/usr/stuff2/fileにハードリンクされている場合に /usr/stuff1と
/usr/stuff2を別々のファイルシステムに分割すると、ファイル間のリンクは解除
されます。lucreateから警告メッセージが表示され、解除されたハードリンクの代
わりとなるシンボリックリンクが作成されます。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# lucreate [-A ’BE_description’] \
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options -n new_BE

-A ’BE_description’
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定
されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。

� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップパー
ティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。

/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。
� Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの
形式で表されます。
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� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステム
がその親とマージされることを示します。

� fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ufs: UFSファイルシステムを示します。
� vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
� swap:スワップファイルシステムを示します。スワップマウントポイン
トはハイフン (–)で表します。

� 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアク
ションを指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変
更、論理デバイスの削除などを行うキーワードがあります。これらの
キーワードの詳細は、147ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ
ブート環境の作成 (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定
する必要があります。

ブート環境を作成しファイルシステムを分割する (コマンド行イン
タフェース)

この例では、前述のコマンドによってルート (/)ファイルシステムを新しいブート環
境内の複数のディスクスライスに分割しています。ここでは、/usr、/var、および
/optをすべてルート (/)に置いている次のソースブート環境を想定してください。
/dev/dsk/c0t0d0s0 / です。

新しいブート環境で、次に示すように別々のスライスにマウントすることによって、
ファイルシステム /usr、/var、/optを分割します。

/dev/dsk/c0t1d0s0 /

/dev/dsk/c0t1d0s1 /var

/dev/dsk/c0t1d0s7 /usr

/dev/dsk/c0t1d0s5 /opt

「mydescription」という記述は、ブート環境名 second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \
-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t1d0s7:ufs \
-m /var:/dev/dsk/c0t1d0s1:ufs -m /opt:/dev/dsk/c0t1d0s5:ufs \
-n second_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブにす
る (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。
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� ブート環境を作成しスワップを再構成する (コマン
ド行インタフェース)
スワップスライスは、デフォルトでは複数のブート環境で共有されます。-mオプ
ションでスワップを指定「しない」場合、現在のブート環境と新しいブート環境が同
じスワップスライスを共有します。新しいブート環境のスワップを構成し直す場合
は、 -mオプションを使用してそのブート環境に対してスワップスライスの追加また
は削除を行なってください。

注 –スワップスライスを分割したりマージしたりするには、現在のブート環境 (-sオ
プションを使用した場合はソースブート環境)以外のブート環境では、スワップスラ
イスが使用中であってはならないという制限があります。ファイルシステムの種類
(スワップ、ufsなど)　にかかわらず、スワップスライスがほかのブート環境に
よって使用されている場合、ブート環境の作成は失敗します。

既存のスワップスライスを使用してブート環境を作成した後、vfstabファイルを編
集することができます。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# lucreate [-A ’BE_description’] \
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \
-m -:device:swap -n BE_name

-A ’BE_description’
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定
されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。

� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップパー
ティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。

/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。
� Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの
形式で表されます。
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� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステム
がその親とマージされることを示します。

� fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ufs: UFSファイルシステムを示します。
� vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
� swap:スワップファイルシステムを示します。スワップマウントポイン
トはハイフン (–)で表します。

� 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアク
ションを指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変
更、論理デバイスの削除などを行うキーワードがあります。これらの
キーワードの詳細は、147ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ
ブート環境の作成 (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、一意となるように指定する必要があ
ります。

スワップが別のスライスまたはデバイスに移動し、新しいブート環境が作成されま
す。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。

ブート環境を作成しスワップを再構成する (コマンド行インタ
フェース)

この例の場合、現在のブート環境には、/dev/dsk/c0t0d0s0にルート (/)、
/dev/dsk/c0t0d0s1にスワップがあります。新しいブート環境はルート (/)を
/dev/dsk/c0t4d0s0 にコピーし、 /dev/dsk/c0t0d0s1 と
/dev/dsk/c0t4d0s1の両方をスワップスライスとして使用します。
「mydescription」という記述は、ブート環境名 second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \
-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m -:/dev/dsk/c0t0d0s1:swap \
-m -:/dev/dsk/c0t4d0s1:swap -n second_disk

これらのスワップ割り当ては、second_diskからブートが行われて初めて有効にな
ります。スワップスライスが多数存在する場合は、-Mオプションを使用してくださ
い。139ページの「リストを使用してブート環境を作成しスワップを再構成する (コマ
ンド行インタフェース)」を参照してください。

� リストを使用してブート環境を作成しスワップを
再構成する (コマンド行インタフェース)
スワップスライスが多数存在する場合は、スワップリストを作成してください。
lucreateは、新しいブート環境のスワップスライスにこのリストを使用します。
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注 –スワップスライスを分割したりマージしたりするには、現在のブート環境 (-sオ
プションを使用した場合はソースブート環境)以外のブート環境では、スワップスラ
イスが使用中であってはならないという制限があります。スワップスライスのファイ
ルシステムの種類 (swap、ufs)などにかかわらず、スワップスライスがほかのブート
環境によって使用されている場合、ブート環境の作成は失敗します。

1. 新しいブート環境で使用されるスワップスライスのリストを作成します。この
ファイルの場所と名前はユーザーが決定できます。この例では、
/etc/lu/swapslicesファイルにはデバイスとスライスが挙げられています。

-:/dev/dsk/c0t3d0s2:swap
-:/dev/dsk/c0t3d0s2:swap
-:/dev/dsk/c0t4d0s2:swap
-:/dev/dsk/c0t5d0s2:swap
-:/dev/dsk/c1t3d0s2:swap
-:/dev/dsk/c1t4d0s2:swap
-:/dev/dsk/c1t5d0s2:swap

2. 次のコマンドを入力します。

# lucreate [-A ’BE_description’] \
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \
-M slice_list -n BE_name

-A ’BE_description’
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定
されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。

� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップパー
ティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。

/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。
� Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの
形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステム
がその親とマージされることを示します。

� fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ufs: UFSファイルシステムを示します。
� vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
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� swap:スワップファイルシステムを示します。スワップマウントポイン
トはハイフン (–)で表します。

� 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアク
ションを指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変
更、論理デバイスの削除などを行うキーワードがあります。これらの
キーワードの詳細は、147ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ
ブート環境の作成 (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

-M slice_list
ファイル slice_list中には、-mオプションのリストが記述されています。これら
の引数は、-mに指定されている書式で指定してください。ハッシュ記号 (#)で
始まるコメント行は無視されます。-Mオプションは、ブート環境用のファイル
システムが多数存在する場合に便利です。-mオプションと -Mオプションは一
緒に使えます。たとえば、slice_listにスワップスライスを記録しておき、-mを
使用して、ルート (/)スライスと /usrスライスを指定できます。

-mオプションと -Mオプションでは、特定のマウントポイントについて複数の
スライスを指定できます。これらのスライスを処理する場合、lucreateは利
用不可能なスライスをスキップして利用できる最初のスライスを選択します。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、一意となるように指定する必要があ
ります。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。

リストを使用してブート環境を作成しスワップを再構成する (コマ
ンド行インタフェース)
この例では、新しいブート環境のスワップは、/etc/lu/swapslicesファイルに挙
げられている一連のスライスです。「mydescription」という記述は、second_disk
に対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \
-m /:/dev/dsk/c02t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c02t4d0s1:ufs \
-M /etc/lu/swapslices -n second_disk

� ブート環境を作成し共有可能ファイルシステムを
コピーする (コマンド行インタフェース)
新しいブート環境に共有可能ファイルシステムをコピーする場合は、-mオプションを
使用してマウントポイントがコピーされるように指定してください。それ以外の場
合、共有可能なファイルシステムはデフォルトで共有され、vfstabファイルに指定
された同じマウントポイントを使用します。共有可能ファイルシステムに対する更新
は、両方の環境に適用されます。
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1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. ブート環境を作成します。

# lucreate [-A ’BE_description’] \
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options -n BE_name

-A ’BE_description’
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定
されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。

� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップパー
ティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。

/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。
� Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの
形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステム
がその親とマージされることを示します。

� fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ufs: UFSファイルシステムを示します。
� vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
� swap:スワップファイルシステムを示します。スワップマウントポイン
トはハイフン (–)で表します。

� 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアク
ションを指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変
更、論理デバイスの削除などを行うキーワードがあります。これらの
キーワードの詳細は、147ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ
ブート環境の作成 (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、一意となるように指定する必要があ
ります。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。
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ブート環境を作成し共有可能ファイルシステムをコピーする (コマ
ンド行インタフェース)

この例の場合、現在のブート環境には、ルート (/)ファイルシステムと/homeファイ
ルシステムがあります。新しいブート環境では、ルート (/)ファイルシステムがルー
ト (/)と /usrの 2つのファイルシステムに分割されます。/homeファイルシステム
は新しいブート環境にコピーされます。「mydescription」という記述は、ブート
環境名 second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \
-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s3:ufs \
-m /home:/dev/dsk/c0t4d0s4:ufs -n second_disk

� 別々のソースから単一のブート環境を作成 (コマン
ド行インタフェース)
lucreateコマンドは、アクティブブート環境内のファイルシステムに基づいてブー
ト環境を作成します。アクティブブート環境以外のブート環境に基づいてブート環境
を作成する場合は、-sオプションを指定して lucreateを実行します。

注 –新しいブート環境をアクティブにした後、フォールバックを行う必要がある場合
は、ソースブート環境ではなく以前にアクティブだったブート環境に戻ります。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. ブート環境を作成します。

# lucreate [-A ’BE_description’] -s source_BE_name
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options -n BE_name

-A ’BE_description’
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-s source_BE_name
新しいブート環境に対するソースブート環境を指定します。このソースはアク
ティブブート環境ではありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定
されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。

例 8–6
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� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップパー
ティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。

/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。
� Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの
形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステム
がその親とマージされることを示します。

� fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ufs: UFSファイルシステムを示します。
� vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
� swap:スワップファイルシステムを示します。スワップマウントポイン
トはハイフン (–)で表します。

� 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアク
ションを指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変
更、論理デバイスの削除などを行うキーワードがあります。これらの
キーワードの詳細は、147ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ
ブート環境の作成 (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定
する必要があります。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。

別々のソースから単一のブート環境を作成 (コマンド行インタ
フェース)
この例では、ソースブート環境 third_disk内のルート (/)ファイルシステムに基づ
いてブート環境を作成します。third_diskはアクティブブート環境ではありませ
ん。「mydescription」という記述は、ブート環境名 second_diskに対応してい
ます。

# lucreate -A ’mydescription’ -s third_disk \
-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -n second_disk

� Solarisフラッシュアーカイブ用の空のブート環境
の作成 (コマンド行インタフェース)
lucreateコマンドは、アクティブブート環境内のファイルシステムに基づいてブー
ト環境を作成します。lucreateコマンドに -s -オプションを指定して実行すると、
空のブート環境を短時間で作成できます。スライスは、指定のファイルシステム用に
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予約されていますが、ファイルシステムはコピーされません。このブート環境は、名
前が付けられてはいますが、実際には、Solarisフラッシュアーカイブがインストール
される時にはじめて作成されることになります。空のブート環境にアーカイブがイン
ストールされると、ファイルシステムは予約されたスライスにインストールされま
す。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 空のブート環境を作成します。

# lucreate -A ’BE_name’ -s - \
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options -n BE_name

-A ’BE_description’
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-s -
空のブート環境を作成します。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定
されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。

� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップパー
ティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。

/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。
� Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの
形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステム
がその親とマージされることを示します。

� fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ufs: UFSファイルシステムを示します。
� vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
� swap:スワップファイルシステムを示します。スワップマウントポイン
トはハイフン (–)で表します。

� 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアク
ションを指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変
更、論理デバイスの削除などを行うキーワードがあります。これらの
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キーワードの詳細は、147ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ
ブート環境の作成 (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定
する必要があります。

Solarisフラッシュアーカイブ用の空のブート環境の作成 (コマンド
行インタフェース)

この例では、ファイルシステムを一切含まないブート環境を作成します。
「mydescription」という記述は、ブート環境名 second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -s - \
-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -n second_disk

空のブート環境の作成が完了したら、フラッシュアーカイブをインストールし、アク
ティブ (ブート可能な状態)にすることができます。第 9章を参照してください。

空のブート環境の作成とアーカイブのインストールの例については、232ページ
の「空のブート環境を作成して Solarisフラッシュアーカイブをインストールする例
(コマンド行インタフェース)」を参照してください。

次の図は、空のブート環境の作成の様子を示しています。

例 8–8
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� RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境の作
成 (コマンド行インタフェース)
ブート環境を作成するとき、Solaris Live Upgradeは Solarisボリュームマネージャー
テクノロジを使って RAID-1ボリュームを作成します。ブート環境を作成するとき、
Solaris Live Upgradeを使って次の作業を行うことができます。

� 単一スライスの連結 (サブミラー)を RAID-1ボリューム (ミラー)から切り離しま
す。必要な場合は、内容を保存して新しいブート環境の内容にすることができま
す。内容はコピーされないため、新しいブート環境を短時間で作成できます。ミ
ラーから切り離されたサブミラーは、元のミラーの一部ではなくなります。サブミ
ラーに対する読み取りや書き込みがミラーを介して実行されることはなくなりま
す。

� ミラーを含んだブート環境を作成します。

� 新しく作成したミラーに単一スライスの連結を接続します。

Solaris Live Upgradeのミラー化機能を使用するには、状態データベースと状態デー
タベースの複製を作成する必要があります。状態データベースでは、Solarisボリュー
ムマネージャー構成の状態に関する情報がディスクに保存されます。
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� 状態データベースの作成については、『Solarisボリュームマネージャの管理』の
第 6章「状態データベース (概要)」を参照してください。

� Solarisボリュームマネージャーの概要と、Solaris Live Upgradeで実行できる作業
については、89ページの「RAID-1ボリュームファイルシステムを持つブート環境
の作成」を参照してください。

� Solaris Live Upgradeを使用するときには使用できない Solarisボリュームマネー
ジャーの複雑な構成の詳細については、『Solarisボリュームマネージャの管
理』の第 2章「記憶装置管理の概念」を参照してください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のように入力して新しいブート環境を作成します。

# lucreate [-A ’BE_description’] \
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...] \
-n BE_name

-A ’BE_description’
(省略可能)ブート環境名 ( BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を vfstabで指定します。-mに引数
として指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムで
も、複数のディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプション
は、作成するファイルシステムの数だけ使用します。

� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップパー
ティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャーのボリューム名。/dev/md/dsk/dnum
の形式で表されます。

� Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/md/vxfs/dsk/dnumの
形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステム
がその親とマージされることを示します。

� fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ufs: UFSファイルシステムを示します。

� vxfs: Veritasファイルシステムを示します。

� swap:スワップファイルシステムを示します。スワップマウントポイン
トはハイフン (–)で表します。
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� 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアク
ションを指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変
更、論理デバイスの削除などを行うキーワードがあります。

� mirrorを指定すると、指定したデバイスに RAID–1ボリューム (ミ
ラー)を作成できます。その後の -mオプションで attachを指定し
て、少なくとも 1つの連結を新しいミラーに接続する必要がありま
す。指定するデバイスには、正しく名前が付けられている必要があり
ます。たとえば、論理デバイスの名前 /dev/md/dsk/d10や短縮名
d10をミラー名として使用できます。デバイスの命名の詳細は、
『Solarisボリュームマネージャの管理』の「Solarisボリュームマ
ネージャコンポーネントの概要」を参照してください。

� detachを指定すると、指定したマウントポイントに関連付けられて
いるボリュームから連結を切り離すことができます。ボリュームを指
定する必要はありません。

� attachを指定すると、指定したマウントポイントに関連付けられて
いるミラーに連結を接続できます。指定した物理ディスクスライス
は、単一デバイスの連結になり、ミラーに接続されます。ディスクに
接続する連結を指定するには、デバイス名の後ろにコンマと連結の名
前を付加します。コンマと連結の名前を省略して lucreateを実行す
ると、空いているボリュームが連結用に選択されます。

lucreateで作成できるのは、単一の物理スライスから成る連結だけ
です。このコマンドでは、1つのミラーに 3つまで連結を接続できま
す。

� preserveを指定すると、既存のファイルシステムとその内容を保存
できます。このキーワードを使うと、ソースブート環境の内容をコ
ピーする処理を省略できます。内容を保存することで、新しいブート
環境を短時間で作成できます。特定のマウントポイントについて、
preserveで指定できるのは 1つの物理デバイスだけです。
preserveを指定して lucreateコマンドを実行すると、指定した
ファイルシステムに対してデバイスの内容が適切かどうかが検査され
ます。この検査は限定的なものなので、適合性を保証することはでき
ません。

preserveキーワードは、物理スライスと Solarisボリュームマネー
ジャーのボリュームの両方に使用できます。

� UFSファイルシステムが物理スライスに置かれている場合に
preserveキーワードを使用すると、UFSファイルシステムの内
容がそのスライスに保存されます。次の -mオプションの例では、
preserveキーワードを使って、物理デバイス c0t0d0s0の内容
をルート (/)ファイルシステムとして保存します。

-m /:c0t0d0s0:preserve,ufs

� UFSファイルシステムがボリュームに置かれている場合に
preserveキーワードを使用すると、UFSファイルシステムの内
容がそのボリュームに保存されます。
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次の -mオプションの例では、preserveキーワードを使って、
RAID-1ボリューム (ミラー) d10の内容をルート ( /)ファイルシ
ステムとして保存します。

-m /:d10:preserve,ufs

次の -mオプションの例では、RAID-1ボリューム (ミラー) d10が
ルート ( /) ファイルシステムとして構成されます。単一スライス
の連結 d20が現在のミラーから切り離されます。d20がミラー
d10に接続されます。ルート(/)ファイルシステムは、サブミラー
d20に保持されます。

-m /:d10:mirror,ufs -m /:d20:detach,attach,preserve

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定
する必要があります。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。

ミラーを持つブート環境の作成とデバイスの指定 (コマンド行)

この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

� 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。

� lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントの UFSファイルシステ
ムが構成されます。d10というミラーが作成されます。このミラー d10に、現在
のブート環境のルート (/)ファイルシステムがコピーされます。ミラー d10にあ
るデータはすべて上書きされます。

� 2つのスライス c0t0d0s0および c0t1d0s0は、サブミラー d1および d2とし
て指定されています。これら 2つのサブミラーは、ミラー d10に追加されます。

� 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \
-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \
-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0,d1:attach \
-m /:/dev/dsk/c0t1c0s0,d2:attach -n another_disk

ミラーを持つブート環境の作成とサブミラー名の省略 (コマンド行
インタフェース)

この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

� 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。

� lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントの UFSファイルシステ
ムが構成されます。d10というミラーが作成されます。このミラー d10に、現在
のブート環境のルート (/)ファイルシステムがコピーされます。ミラー d10にあ
るデータはすべて上書きされます。

例 8–9

例 8–10
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� 2 つのスライス c0t1d0s0 および c0t2d0s0 は、サブミラーとして指定されてい
ます。サブミラーを指定せずに lucreateコマンドを実行すると、利用可能なボ
リューム名の一覧から名前が選択されます。これら 2つのサブミラーは、ミラー
d10に接続されます。

� 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \
-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \
-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0:attach \
-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:attach -n another_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブにす
る (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。

ブート環境の作成とサブミラーの切り離し (コマンド行)
この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

� 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。

� lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントの UFSファイルシステ
ムが構成されます。d10というミラーが作成されます。

� スライス c0t0d0s0が現在のミラーから切り離されます。このスライスはサブミ
ラー d1として指定され、ミラー d10に追加されます。このサブミラーの内容であ
るルート (/)ファイルシステムは保存され、コピー処理は発生しません。スライス
c0t1d0s0はサブミラー d2として指定され、ミラー d10に追加されます。

� 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \
-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \
-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0,d1:detach,attach,preserve \
-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0,d2:attach -n another_disk

この例は、次の例のように簡略化できます。物理デバイスや論理デバイスの短縮名が
使用されています。サブミラー d1および d2の指示子は省略されています。

# lucreate -A ’mydescription’ \
-m /:d10:ufs,mirror \
-m /:c0t0d0s0:detach,attach,preserve \
-m /:c0t1d0s0:attach -n another_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブにす
る (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。

ブート環境の作成、サブミラーの切り離しと内容の保存 (コマンド
行)
この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

� 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。

� lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントの UFSファイルシステ
ムが構成されます。d20というミラーが作成されます。

例 8–11

例 8–12
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� スライス c0t0d0s0が現在のミラーから切り離され、ミラー d20に追加されま
す。サブミラーの名前は指定されていません。このサブミラーの内容であるルート
(/)ファイルシステムは保存され、コピー処理は発生しません。

� 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \
-m /:/dev/md/dsk/d20:ufs,mirror \
-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0:detach,attach,preserve \
-n another_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブにす
る (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。

2つのミラーを持つブート環境の作成 (コマンド行インタフェース)
この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

� 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。

� lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントの UFSファイルシステ
ムが構成されます。d10というミラーが作成されます。このミラー d10に、現在
のブート環境のルート (/)ファイルシステムがコピーされます。ミラー d10にあ
るデータはすべて上書きされます。

� 2つのスライス c0t0d0s0および c0t1d0s0は、サブミラー d1および d2とし
て指定されています。これら 2つのサブミラーは、ミラー d10に追加されます。

� lucreateコマンドにより、/optマウントポイントの UFSファイルシステムが
構成されます。d11というミラーが作成されます。このミラー d11に、現在の
ブート環境の /optファイルシステムがコピーされます。ミラー d11にあるデー
タはすべて上書きされます。

� 2つのスライス c2t0d0s1および c3t1d0s1は、サブミラー d3および d4として
指定されています。これら 2つのサブミラーは、ミラー d11に追加されます。

� 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \
-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \
-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0,d1:attach \
-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0,d2:attach \
-m /opt:/dev/md/dsk/d11:ufs,mirror \
-m /opt:/dev/dsk/c2t0d0s1,d3:attach \
-m /opt:/dev/dsk/c3t1d0s1,d4:attach -n another_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブにす
る (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。

� ブート環境の作成と内容のカスタマイズ (コマンド
行インタフェース)
次のオプションを使って、新しいブート環境のファイルシステムの内容を変更できま
す。ディレクトリやファイルは新しいブート環境にコピーされません。

例 8–13
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1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のように入力して新しいブート環境を作成します。

# lucreate -m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m ...] \
[-x exclude_dir] [-y include] \
[-Y include_list_file] \
[-f exclude_list_file]\
[-z filter_list] [-I] -n BE_name

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m ...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を vfstabで指定します。-mに引数
として指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムで
も、複数のディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプション
は、作成するファイルシステムの数だけ使用します。

� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップパー
ティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャーのボリューム名。/dev/md/dsk/dnum
の形式で表されます。

� Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/md/vxfs/dsk/dnumの
形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステム
がその親とマージされることを示します。

� fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。

� ufs: UFSファイルシステムを示します。
� vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
� swap:スワップファイルシステムを示します。スワップマウントポイン
トはハイフン (–)で表します。

� 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアク
ションを指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変
更、論理デバイスの削除などを行うキーワードがあります。これらの
キーワードの詳細は、147ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ
ブート環境の作成 (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

-x exclude_dir
ファイルやディレクトリを除外して、新しいブート環境にコピーされないよう
にします。このオプションのインスタンスを複数使用して、複数のファイルま
たはディレクトリを除外できます。

exclude_dirには、除外するディレクトリやファイルの名前を指定します。

手順

第 8章 • Solaris Live Upgradeによるブート環境の作成 (作業) 153



-y include_dir
指定されたディレクトリやファイルを新しいブート環境にコピーします。
ディレクトリは除外するが、個々のサブディレクトリやファイルを含める場
合、このオプションを使用します。

include_dirには、含めるサブディレクトリやファイルの名前を指定します。

-Y list_filename
リスト内のディレクトリやファイルを新しいブート環境にコピーします。
ディレクトリは除外するが、個々のサブディレクトリやファイルを含める場
合、このオプションを使用します。

� list_filenameは、リストを含むファイルのフルパスです。
� list_filenameファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要があります。
� 行でディレクトリを指定すると、そのディレクトリの下にあるすべてのサブ
ディレクトリとファイルが含まれます。行でファイルを指定すると、その
ファイルだけが含まれます。

-f list_filename
リスト内のファイルやディレクトリを除外して、新しいブート環境にコピーさ
れないようにします。

� list_filenameは、リストを含むファイルのフルパスです。
� list_filenameファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要があります。

-z list_filename
リスト内のディレクトリやファイルを新しいブート環境にコピーします。リス
ト内の各ファイルまたはディレクトリには、プラス「+」またはマイナス「-」
記号を付けます。プラスはファイルやディレクトリを含めることを、マイナス
はファイルやディレクトリを除外することを示します。

� list_filenameは、リストを含むファイルのフルパスです。
� list_filenameファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要があります。プラス
またはマイナスとファイル名との間には 1つの半角スペースが必要です。

� 行でディレクトリとプラス (+)を指定すると、そのディレクトリの下にある
すべてのサブディレクトリとファイルがコピーされます。行でファイルとプ
ラス (+)を指定すると、そのファイルだけがコピーされます。

-I
システムファイルの整合性チェックを無効にします。このオプションは慎重に
使用してください。

重要なシステムファイルをブート環境から除外してしまうことを防ぐために、
lucreateは整合性チェックを実行します。このチェックにより、システム
パッケージデータベースに登録されたすべてのファイルが検査され、そのいず
れかが除外されると、ブート環境の作成が停止します。このオプションを指定
すると、この整合性チェックが無効になります。このオプションを指定する
と、より短時間でブート環境を作成できますが、問題を検出できなくなる可能
性があります。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定
する必要があります。
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新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 9章を参照してください。

ブート環境の作成とファイルの除外 (コマンド行インタフェース)

この例では、新しいブート環境に second_diskという名前が付けられます。ソース
ブート環境には、ファイルシステムとしてルート (/)があります。新しいブート環境
では、/varファイルシステムがルート (/)ファイルシステムから分割され、別のスラ
イスに置かれます。lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントと
/varマウントポイントの UFSファイルシステムが構成されます。また、2つの /var
メールファイル root および staff は、新しいブート環境にコピーされません。
ソースブート環境と新しいブート環境の間で自動的にスワップが共有されます。

# lucreate -n second_disk \
-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -m /var/mail:c0t2d0s0:ufs \
-x /var/mail/root -x /var/mail/staff

ブート環境を作成し、ファイルを除外または含める (コマンド行イ
ンタフェース)

この例では、新しいブート環境に second_diskという名前が付けられます。ソース
ブート環境には、OS用のファイルシステムとしてルート (/)があります。ソースブー
ト環境には /mystuffというファイルシステムもあります。lucreateコマンドによ
り、ルート (/)マウントポイントと /mystuffマウントポイントの UFSファイルシス
テムが構成されます。/mystuffの 2つのディレクトリ /latestおよび /backup
だけが、新しいブート環境にコピーされます。ソースブート環境と新しいブート環境
の間で自動的にスワップが共有されます。

# lucreate -n second_disk \
-m /:/dev/dsk/c01t0d0s0:ufs -m /mystuff:c1t1d0s0:ufs \
-x /mystuff -y /mystuff/latest -y /mystuff/backup

例 8–14

例 8–15
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第 9章

Solaris Live Upgradeによるアップグ
レード (作業)

この章では、Solaris Live Upgradeを使用して非アクティブブート環境のアップグ
レードとアクティブ化を行う方法について説明します。この章の内容は次のとおりで
す。

� 158ページの「作業マップ:ブート環境のアップグレード」
� 158ページの「ブート環境のアップグレード」
� 174ページの「ブート環境への Solarisフラッシュアーカイブのインストール」
� 181ページの「ブート環境のアクティブ化」

Solaris Live Upgradeは、メニューを介して使用することもコマンド行インタフェー
スで使用することもできます。次の説明では、両方のインタフェースについて手順を
説明しています。これらの手順では、Solaris Live Upgradeの使用に関する詳しい説
明は省略しています。コマンドの詳細については、第 13章を参照してください。ま
た、コマンド行インタフェースのオプションの詳細については、各マニュアルページ
を参照してください。
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作業マップ:ブート環境のアップグレー
ド
表 9–1作業マップ: Solaris Live Upgradeを使ったアップグレード

作業 説明 参照先

ブート環境をアップグレード
するか Solarisフラッシュアー
カイブをインストールしま
す。

� OSイメージを使用して非
アクティブブート環境を
アップグレードします。

� 非アクティブブート環境
へ Solarisフラッシュアー
カイブをインストールし
ます。

� 158ページの「ブート環境
のアップグレード」

� 174ページの「ブート環境
への Solarisフ
ラッシュアーカイブのイ
ンストール」

非アクティブブート環境をア
クティブにします。

変更を有効にし、非アク
ティブブート環境をアク
ティブに切り替えます。

181ページの「ブート環境の
アクティブ化」

(省略可能)アクティブ化で問
題が発生した場合にフォール
バックします。

問題が発生する場合は元の
ブート環境をアクティブに戻
します。

第 10章

ブート環境のアップグレード
「Upgrade」メニューまたは luupgradeコマンドを使用してブート環境をアップグ
レードします。この節では、次の場所に置かれているファイルを使用して非アク
ティブブート環境をアップグレードする手順について説明します。

� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
� ローカルファイル
� ローカルテープ
� ローカルデバイス (DVDまたは CD)

アップグレードのガイドライン
最新の OSへアップグレードする間、アクティブブート環境への影響はありません。
新しいファイルは非アクティブブート環境のクリティカルファイルシステムとマージ
されますが、共有可能ファイルシステムは変更されません。
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アップグレードを行う代わりに、Solarisフラッシュアーカイブを作成して、非アク
ティブブート環境にアーカイブをインストールできます。それらの新しいファイルは
非アクティブブート環境のクリティカルファイルシステムを上書きしますが、共有可
能ファイルシステムは変更されません。174ページの「ブート環境への Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール」を参照してください。

物理ディスクスライス、Solarisボリュームマネージャーのボリューム、および
Veritas Volume Managerのボリュームがどのような組み合わせで含まれているブート
環境もアップグレードできます。ルート (/)ファイルシステム用のスライスは、
RAID–1ボリューム (ミラー)に含まれている単一スライスの連結でなければいけませ
ん。ミラー化されたファイルシステムを持つブート環境の作成手順については、
147ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境の作成 (コマンド行イン
タフェース)」を参照してください。

注 –現在のシステム上に VxVMボリュームが構成されている場合は、lucreateコマ
ンドを使用して新しいブート環境を作成できます。新しいブート環境にデータをコ
ピーすると、Veritasファイルシステム構成が失われ、新しいブート環境に UFS
ファイルシステムが作成されます。

パッケージまたはパッチによるシステムのアップグレード
Solaris Live Upgradeを使ってパッケージやパッチをシステムに追加できます。
Solaris Live Upgradeでは、現在動作しているシステムのコピーが作成されます。こ
の新しいブート環境は、アップグレードすることも、パッケージやパッチを追加する
こともできます。Solaris Live Upgradeを使用すると、システムのダウンタイムはリ
ブートの時間だけですみます。luupgradeコマンドを使って、パッチやパッケージ
を新しいブート環境に追加できます。

注意 – Solaris Live Upgradeでパッケージやパッチの追加または削除を行うには、
パッケージやパッチが SVR4パッケージガイドラインに準拠している必要がありま
す。Sunのパッケージはこのガイドラインに準拠していますが、サードパーティーベ
ンダーのパッケージがこれに準拠しているとは限りません。非準拠のパッケージを追
加しようとすると、パッケージ追加ソフトウェアの障害が発生するか、アップグレー
ド中にアクティブブート環境が改変されてしまう可能性があります。

パッケージの要件については、付録 Bを参照してください。
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表 9–2パッケージやパッチを使ったブート環境のアップグレード

インストールの種類 説明 参照先

ブート環境へのパッチ
の追加

新しいブート環境を作成してか
ら、-tオプションを指定して
luupgradeコマンドを実行しま
す。

165ページの「ブート環境のオペ
レーティングシステムイメージに
パッチを追加する (コマンド行イ
ンタフェース)」

ブート環境への
パッケージの追加

-pオプションを指定して
luupgradeコマンドを実行しま
す。

163ページの「ブート環境のオペ
レーティングシステムイメージに
パッケージを追加する (コマンド
行インタフェース)」

� ブート環境のオペレーティングシステムイメージ
をアップグレードする (キャラクタユーザーインタ
フェース)
この手順でアップグレードを行う場合は、DVDまたは結合されたインストールイ
メージを使用する必要があります。CDでインストールする場合は、162ページの「複
数の CDを使用してオペレーティングシステムイメージをアップグレードする (コマ
ンド行インタフェース)」の手順に従う必要があります。

1. Solaris Live Upgradeのメインメニューから「Upgrade」を選択します。

「Upgrade」メニューが表示されます。

2. 新しいブート環境の名前を入力します。

3. Solarisインストールイメージが置かれている場所のパスを入力します。

インストールメディアの種類 説明

ネットワークファイルシス
テム

インストールイメージが置かれているネットワークファイル
システムのパスを指定します。

ローカルファイル インストールイメージが置かれているローカルファイルシス
テムのパスを指定します。

ローカルテープ インストールイメージが置かれているローカルテープデバイ
スとテープ上の位置を指定します。

ローカルデバイス、DVD、
または CD

ローカルデバイスと、インストールイメージのパスを指定し
ます。

� SPARC: DVDまたは CDを使用する場合は、次の例のように、そのディスクへ
のパスを入力します。

/cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/s0

手順
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� 1つに結合されたイメージがネットワーク上に存在する場合は、次の例のよう
にそのネットワークファイルシステムのパスを入力します。

/net/installmachine/export/Solaris_10/os_image

4. F3を押してアップグレードします。

アップグレードが完了すると、メインメニューが表示されます。

� ブート環境のオペレーティングシステムイメージ
をアップグレードする (コマンド行インタフェー
ス)
この手順でアップグレードを行う場合は、DVDまたは結合されたインストールイ
メージを使用する必要があります。インストールに複数の CDが必要な場合は、162
ページの「複数の CDを使用してオペレーティングシステムイメージをアップグレー
ドする (コマンド行インタフェース)」の手順に従ってください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のように入力して、アップグレードするブート環境とインストールソフトウェア
のパスを指定します。

# luupgrade -u -n BE_name -s os_image_path

-u ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグ
レードします。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレク
トリのパス名を指定します。

ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグレード
する (コマンド行インタフェース)

この例では、second_diskブート環境をアップグレードします。

# luupgrade -u -n second_disk \
-s /net/installmachine/export/Solaris_10/OS_image

手順

例 9–1
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� 複数の CDを使用してオペレーティングシステム
イメージをアップグレードする (コマンド行インタ
フェース)
オペレーティングシステムイメージは複数の CD上にあるため、このアップグレード
手順を使用する必要があります。ほかの CDがある場合は、luupgradeコマンドに
-iオプションを指定してそれらの CDをインストールします。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のように入力して、アップグレードするブート環境とインストールソフトウェア
のパスを指定します。

# luupgrade -u -n BE_name -s os_image_path

-u ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグ
レードします。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレク
トリのパス名を指定します。

3. 1枚目の CDのインストーラ処理が完了したら、2枚目の CDを挿入します。

4. この手順は前述のものと同じですが、-uオプションではなく -iオプションを使
用します。メニューまたはテキストモードで、2枚目の CD上のインストーラを実
行するように選択してください。

� 次のコマンドは、メニューを使用して 2枚目の CD上のインストーラを実行し
ます。

# luupgrade -i -n BE_name -s os_image_path

� 次のコマンドは、テキストモードで 2枚目の CD上のインストーラを実行しま
す。ユーザーに入力を求めるプロンプトは表示されません。

# luupgrade -i -n BE_name -s os_image_path -O ’-nodisplay -noconsole’

-i 追加の CDがインストールされます。ソフト
ウェアは、指定されたメディア上のインス
トールプログラムを探し、そのプログラムを
実行します。インストーラプログラムは、-s
で指定します。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指
定します。

手順
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-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれ
ているディレクトリのパス名を指定します。

-O ’-nodisplay -noconsole ’ (省略可能)テキストモードで 2枚目の CD上
のインストーラを実行します。ユーザーに入
力を求めるプロンプトは表示されません。

5. インストールする CDごとに、手順 3と手順 4を繰り返します。

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。181ページ
の「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。

SPARC:複数の CDによりオペレーティングシステムイメージを
アップグレードする (コマンド行インタフェース)

この例では、second_diskブート環境をアップグレードします。インストールイ
メージは、2枚の CDに入っています。Solaris SOFTWARE - 1 CDと Solaris
SOFTWARE - 2 CDです。-uオプションでは、CDセットのすべてのパッケージを格
納するだけの領域があるかどうかを判定します。-Oオプションと -nodisplayおよ
び -noconsoleオプションを指定すると、2枚目の CDの読み取りの後にキャラクタ
ユーザーインタフェースは表示されません。これらのオプションを使用すると、情報
の入力を求められません。このインタフェースを表示する場合は、これらのオプ
ションを省略します。

Solaris SOFTWARE - 1 CDを挿入し、次のように入力します。

# luupgrade -u -n second_disk -s /cdrom/cdrom0/s0

Solaris SOFTWARE - 2 CDを挿入し、次のように入力します。

# luupgrade -i -n second_disk -s /cdrom/cdrom0 -O ’-nodisplay \
-noconsole’

インストールする各 CDについて、上記の手順を繰り返します。

� ブート環境のオペレーティングシステムイメージ
にパッケージを追加する (コマンド行インタフェー
ス)
次の手順では、新しいブート環境に対してパッケージの削除と追加を行います。

例 9–2
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注意 – Solaris Live Upgradeでアップグレードしたりパッケージやパッチの追加・削除
を行なったりするには、パッケージやパッチが SVR4パッケージガイドラインに準拠
していなければなりません。Sunのパッケージはこのガイドラインに準拠しています
が、サードパーティーベンダーのパッケージがこれに準拠しているとは限りません。
非準拠のパッケージを追加しようとすると、パッケージ追加ソフトウェアの障害が発
生するか、アクティブブート環境が改変されてしまう可能性があります。

パッケージの要件については、付録 Bを参照してください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 新しいブート環境から 1つのパッケージまたは一連のパッケージを削除するには、
次のように入力します。

# luupgrade -P -n second_disk package-name

-P 指定したパッケージをブート環境から削除することを示します。

-n BE_name パッケージを削除するブート環境の名前を指定します。

package-name 削除するパッケージの名前を指定します。複数のパッケージ名を
指定する場合は、スペースで区切ります。

3. 新しいブート環境に 1つのパッケージまたは一連のパッケージを追加するには、次
のように入力します。

# luupgrade -p -n second_disk -s /path-to-packages package-name

-p ブート環境にパッケージを追加することを示します。

-n BE_name パッケージを追加するブート環境の名前を指定します。

-s path-to-packages 追加するパッケージが含まれているディレクトリへのパスを
指定します。

package-name 追加するパッケージの名前を指定します。複数のパッケージ
名を指定する場合は、スペースで区切ります。

ブート環境のオペレーティングシステムイメージにパッケージを追
加する (コマンド行インタフェース)

この例では、second_diskブート環境に対してパッケージの削除と追加を行いま
す。

# luupgrade -P -n second_disk SUNWabc SUNWdef SUNWghi
# luupgrade -p -n second_disk -s /net/installmachine/export/packages \
SUNWijk SUNWlmn SUNWpkr

手順

例 9–3
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� ブート環境のオペレーティングシステムイメージ
にパッチを追加する (コマンド行インタフェース)
次の手順では、新しいブート環境に対してパッチの削除と追加を行います。

注意 – Solaris Live Upgradeでパッケージやパッチの追加または削除を行うには、
パッケージやパッチが SVR4パッケージガイドラインに準拠している必要がありま
す。Sunのパッケージはこのガイドラインに準拠していますが、サードパーティーベ
ンダーのパッケージがこれに準拠しているとは限りません。非準拠のパッケージを追
加しようとすると、パッケージ追加ソフトウェアの障害が発生するか、アクティブ
ブート環境が改変されてしまう可能性があります。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 新しいブート環境から 1つのパッチまたは一連のパッチを削除するには、次のよう
に入力します。

# luupgrade -T -n second_disk patch_name

-T 指定したパッチをブート環境から削除することを示します。

-n BE_name パッチを削除するブート環境の名前を指定します。

patch-name 削除するパッチの名前を指定します。複数のパッチ名を指定する
場合は、スペースで区切ります。

3. 新しいブート環境に 1つのパッチまたは一連のパッチを追加するには、次のコマン
ドを入力します。

# luupgrade -t -n second_disk -s /path-to-patches patch-name

-t ブート環境にパッチを追加することを示します。

-n BE_name パッチを追加するブート環境の名前を指定します。

-s path-to-patches 追加するパッチが含まれているディレクトリへのパスを指定
します。

patch-name 追加するパッチの名前を指定します。複数のパッチ名を指定
する場合は、スペースで区切ります。

ブート環境のオペレーティングシステムイメージにパッチを追加す
る (コマンド行インタフェース)

この例では、second_diskブート環境に対してパッチの削除と追加を行います。

手順

例 9–4
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# luupgrade -T -n second_disk 222222-01
# luupgrade -t -n second_disk -s /net/installmachine/export/packages \
333333-01 4444444-01

� ブート環境にインストールされているパッケージ
の情報を取得する (コマンド行インタフェース)
次の手順では、新しいブート環境にインストールされているパッケージの整合性を確
認します。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 新しいブート環境に新たにインストールされたパッケージの整合性を確認するに
は、次のように入力します。

# luupgrade -C -n second_disk -O "-v" package-name

-C 指定したパッケージに対して pkgchkコマンドを実行することを
示します。

-n BE_name 検査を実行するブート環境の名前を指定します。

-O pkgchkコマンドにオプションを直接渡します。

package-name 検査するパッケージの名前を指定します。複数のパッケージ名を
指定する場合は、スペースで区切ります。パッケージ名を省略す
ると、指定したブート環境にあるすべてのパッケージに対して検
査が実行されます。

“-v” コマンドを冗長モードで実行することを指定します。

ブート環境のパッケージの整合性を確認する (コマンド行インタ
フェース)

この例では、パッケージ SUNWabc、SUNWdef、および SUNWghiを検査して、これら
が正しくインストールされ損傷がないことを確認します。

# luupgrade -C -n second_disk SUNWabc SUNWdef SUNWghi

手順

例 9–5
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JumpStartプロファイルを使用したアップグレード
Solaris Live Upgradeで使用する JumpStartプロファイルを作成することができま
す。ユーザーがカスタム JumpStartプログラムに精通しているのであれば、これはカ
スタム JumpStartで使用するものと同じプロファイルです。次の手順により、
luupgradeコマンドに -jオプションを指定して使用して、プロファイルの作成、プ
ロファイルのテスト、およびインストールを行うことができます。

注意 – Solaris OSを Solarisフラッシュアーカイブとともにインストールする場合は、
アーカイブおよびインストール用メディアに同一の OSバージョンが含まれている必
要があります。たとえば、アーカイブが Solaris 10 3/05オペレーティングシステム
で、DVDメディアを使用している場合は、Solaris 10 3/05 DVDメディアを使用して
アーカイブをインストールする必要があります。OSバージョンが一致しないと、
ターゲットシステムへのインストールは失敗します。次のキーワードまたはコマンド
を使用する場合は、同一のオペレーティングシステムが必要です。

� プロファイルの archive_locationキーワード
� -s、- a、-j、および -J オプションを指定した luupgrade コマンド

詳細については、以下を参照してください。

� 167ページの「Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する」

� 171ページの「Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルをテストする」

� 173ページの「プロファイルを使用して Solaris Live Upgradeでアップグレードす
る (コマンド行インタフェース)」

� JumpStartプロファイルの作成については、『Solaris 10インストールガイド (カス
タム JumpStart/上級編)』の「プロファイルの作成」を参照してください。

� Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成す
る
ここでは、Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルの作成方法について説明
します。luupgradeコマンドに -jオプションを指定してこのプロファイルを使用
し、非アクティブブート環境をアップグレードできます。

このプロファイルの使用方法については、次の 2つの節を参照してください。

� プロファイルを使用したアップグレードについては、173ページの「プロファイル
を使用して Solaris Live Upgradeでアップグレードする (コマンド行インタフェー
ス)」を参照してください。

� プロファイルを使用した Solarisフラッシュのインストールについては、178ペー
ジの「プロファイルを使用した Solarisフラッシュアーカイブのインストール (コ
マンド行インタフェース)」を参照してください。
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1. テキストエディタを使用してテキストファイルを作成します。

ファイルにわかりやすい名前を付けます。プロファイルの名前は、システムに
Solarisソフトウェアをインストールするためにそのプロファイルをどのように使
用するかを示すものにしてください。たとえば、このプロファイルに
upgrade_Solaris_10という名前を付けます。

2. プロファイルにプロファイルキーワードと値を追加します。

Solaris Live Upgradeプロファイルで使用できるのは、次の表に示されたアップグ
レードキーワードだけです。

次の表に、Install_typeキーワードの値 upgradeまたは flash_installと
ともに使用できるキーワードを示します。

初期アーカイブ作成のキーワード 説明 参照

(必須) Install_type システムの既存の Solaris環境をアップ
グレードするか、システムに Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする
かを定義します。このキーワードには、
次の値を使用します。
� アップグレードの場合は、upgrade
� Solarisフラッシュインストールの場
合は、flash_install

� Solarisフラッシュ差分インストール
の場合は、flash_update

このキーワードで使用可能な値のリスト
については、『Solaris 10インストール
ガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「install_typeプロファイルキー
ワード」を参照してください。

(Solarisフラッシュアーカイ
ブの場合は必須)
archive_location

指定された位置から Solarisフ
ラッシュアーカイブを取得します。

このキーワードで使用可能な値のリスト
については、『Solaris 10インストール
ガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「archive_locationプロファイル
キーワード」を参照してください。

(省略可能) cluster (クラス
タの追加または削除)

システムにインストールされるソフト
ウェアグループに対してクラスタを追加
するか、または削除するかを指定しま
す。

このキーワードで使用可能な値のリスト
については、『Solaris 10インストール
ガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「clusterプロファイルキーワー
ド (ソフトウェアグループの追加)」を参
照してください。

(省略可能) geo システムにインストールする地域ロケー
ルか、あるいはシステムのアップグレー
ド時に追加する地域ロケールを指定しま
す。

このキーワードで使用可能な値のリスト
については、『Solaris 10インストール
ガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「geoプロファイルキーワー
ド」を参照してください。
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初期アーカイブ作成のキーワード 説明 参照

(省略可能)
local_customization

クローンシステムに Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする
前に、カスタムスクリプトを作成して、
クローンシステム上のローカル構成を保
存できます。local_customization
キーワードは、これらのスクリプトの格
納先ディレクトリを示します。この値
は、クローンシステム上のスクリプトへ
のパスです。

配置前および配置後スクリプトの詳細
は、『Solaris 10インストールガイド
(Solarisフラッシュアーカイブの作成と
インストール)』の「カスタムスクリプ
トの作成」を参照してください。

(省略可能) locale インストールまたはアップグレード時に
追加するロケールパッケージを指定しま
す。

このキーワードで使用可能な値のリスト
については、『Solaris 10インストール
ガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「localeプロファイルキーワー
ド」を参照してください。

(省略可能) package システムにインストールされるソフト
ウェアグループに対してパッケージを追
加するか、または削除するかを指定しま
す。

このキーワードで使用可能な値のリスト
については、『Solaris 10インストール
ガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「packageプロファイルキー
ワード」を参照してください。

次の表に、Install_typeキーワードの値 flash_updateとともに使用できる
キーワードを示します。

差分アーカイブ作成のキーワー
ド 説明 参照

(必須) Install_type システムに Solarisフラッシュアーカイブをイン
ストールすることを指定します。差分アーカイブ
を表す値は flash_update です。

このキーワードで使用可能な値の
リストについては、『Solaris 10イ
ンストールガイド (カスタム
JumpStart/上級
編)』の「install_typeプロファイ
ルキーワード」を参照してくださ
い。

(必須)
archive_location

指定された位置から Solarisフラッシュアーカイ
ブを取得します。

このキーワードで使用可能な値の
リストについては、『Solaris 10イ
ンストールガイド (カスタム
JumpStart/上級
編)』の「archive_locationプロ
ファイルキーワード」を参照して
ください。
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差分アーカイブ作成のキーワー
ド 説明 参照

(省略可能)
forced_deployment

ソフトウェアで想定されているものとは異なるク
ローンシステムに、Solarisフラッシュ差分アー
カイブを強制的にインストールします。
forced_deploymentを使用すると、クローン
システムを期待される状態にするために、新規
ファイルがすべて削除されます。ファイルを削除
して良いかどうか判断できない場合には、デ
フォルトを使用してください。デフォルトでは、
新規ファイルが削除されそうになると、インス
トールが停止します。

このキーワードの詳細は、
『Solaris 10インストールガイド
(カスタム JumpStart/上級
編)』の「forced_deploymentプロ
ファイルキーワード (Solarisフ
ラッシュ差分アーカイブのインス
トール)」を参照してください。

(省略可能)
local_customization

クローンシステムに Solarisフラッシュアーカイ
ブをインストールする前に、カスタムスクリプト
を作成して、クローンシステム上のローカル構成
を保存できます。local_customizationキー
ワードは、これらのスクリプトの格納先ディレク
トリを示します。この値は、クローンシステム上
のスクリプトへのパスです。

配置前および配置後スクリプトの
詳細は、『Solaris 10インストール
ガイド (Solarisフラッシュアーカ
イブの作成とインストー
ル)』の「カスタムスクリプトの作
成」を参照してください。

(省略可能)
no_content_check

Solarisフラッシュ差分アーカイブを使用してク
ローンシステムをインストールする場合、
no_content_checkキーワードを使用して
ファイルごとの検証を省略できます。ファイルご
との検証により、クローンシステムがマスターシ
ステムの複製であることが保証されます。クロー
ンシステムが元のマスターシステムの複製である
ことが確実である場合を除き、このキーワードの
使用は避けてください。

このキーワードの詳細は、
『Solaris 10インストールガイド
(カスタム JumpStart/上級
編)』の「no_content_checkプロ
ファイルキーワード (Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストー
ル)」を参照してください。

(省略可能)
no_master_check

Solarisフラッシュ差分アーカイブを使用してク
ローンシステムをインストールする場合、
no_master_checkキーワードを使用して
ファイルの検証を省略できます。クローンシステ
ムのファイルの検証は行われません。この検証に
より、クローンシステムが元のマスターシステム
から構築されていることが保証されます。クロー
ンシステムが元のマスターシステムの複製である
ことが確実である場合を除き、このキーワードの
使用は避けてください。

このキーワードの詳細は、
『Solaris 10インストールガイド
(カスタム JumpStart/上級
編)』の「no_master_checkプロ
ファイルキーワード (Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストー
ル)」を参照してください。

3. プロファイルをローカルシステムのディレクトリに保存します。

4. プロファイルの所有者が rootで、そのアクセス権が 644に設定されていることを
確認します。

5. (省略可能)プロファイルをテストします。

プロファイルのテスト方法については、171ページの「Solaris Live Upgradeで使
用されるプロファイルをテストする」を参照してください。

170 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



Solaris Live Upgradeプロファイルの作成
この例では、プロファイルはアップグレードパラメータを提供します。このプロ
ファイルでは、Solaris Live Upgradeの luupgradeコマンドに -uおよび -jオプ
ションを指定して、非アクティブなブート環境をアップグレードします。このプロ
ファイルでは、パッケージおよびクラスタを追加します。地域ロケールおよび追加ロ
ケールも、プロファイルに追加されます。プロファイルにロケールを追加する場合、
ブート環境がディスク容量に余裕を持って作成されていることを確認してください。

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type upgrade
package SUNWxwman add
cluster SUNWCacc add
geo C_Europe
locale zh_TW
locale zh_TW.BIG5
locale zh_TW.UTF-8
locale zh_HK.UTF-8
locale zh_HK.BIG5HK
locale zh
locale zh_CN.GB18030
locale zh_CN.GBK
locale zh_CN.UTF-8

差分アーカイブをインストールするための Solaris Live Upgradeプ
ロファイルの作成

次のプロファイルの例は、Solaris Live Upgradeでクローンシステムに差分アーカイ
ブをインストールするためのものです。差分アーカイブで指定されているファイルだ
けが、追加、削除、または変更されます。Solarisフラッシュアーカイブは、NFSサー
バーから取得されます。イメージは元のマスターシステムから構築されたものなの
で、クローンシステムのイメージの妥当性検査は行われません。このプロファイル
は、Solaris Live Upgradeの luupgradeコマンドの -uオプションと -jオプション
で使用します。

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type flash_update
archive_location nfs installserver:/export/solaris/archive/solarisarchive
no_master_check

luupgradeコマンドによる差分アーカイブのインストールについては、178ページ
の「プロファイルを使用した Solarisフラッシュアーカイブのインストール (コマンド
行インタフェース)」を参照してください。

� Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルをテスト
する
プロファイルを作成したら、luupgradeコマンドを使用してプロファイルをテスト
します。luupgradeが生成するインストール出力を調べることによって、意図した
とおりにプロファイルが動作するかをすばやく調べることができます。

例 9–6

例 9–7
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� プロファイルをテストする

# luupgrade -u -n BE_name -D -s os_image_path -j profile_path

-u ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグ
レードします。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-D luupgradeコマンドは、選択されたブート環境のディスク構
成を使用して、-jオプションと共に渡されたプロファイルオ
プションをテストします。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレク
トリのパス名を指定します。このディレクトリはインストー
ルメディア (DVD-ROMや CD-ROMなど)上でも NFSまたは
UFSディレクトリであってもかまいません。

-j profile_path アップグレード用に構成されたプロファイルのパス。プロ
ファイルは、ローカルマシンのディレクトリに存在する必要
があります。

Solaris Live Upgradeを使用したプロファイルのテスト

次の例では、プロファイル名は Flash_profileです。このプロファイルは、
second_diskという名前の非アクティブブート環境でのテストに成功します。

# luupgrade -u -n u1b08 -D -s /net/installsvr/export/u1/combined.u1wos \
-j /var/tmp/flash_profile
Validating the contents of the media /net/installsvr/export/u1/combined.u1wos.
The media is a standard Solaris media.
The media contains an operating system upgrade image.
The media contains Solaris version 10.
Locating upgrade profile template to use.
Locating the operating system upgrade program.
Checking for existence of previously scheduled Live Upgrade requests.
Creating upgrade profile for BE second_disk.
Determining packages to install or upgrade for BE second_disk.
Simulating the operating system upgrade of the BE second_disk.
The operating system upgrade simulation is complete.
INFORMATION: var/sadm/system/data/upgrade_cleanup contains a log of the
upgrade operation.
INFORMATION: var/sadm/system/data/upgrade_cleanup contains a log of
cleanup operations required.
The Solaris upgrade of the boot environment second_disk is complete.

これで、プロファイルを使用して非アクティブブート環境をアップグレードできま
す。

手順

例 9–8

172 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



� プロファイルを使用して Solaris Live Upgradeでアップグ
レードする (コマンド行インタフェース)
ここでは、プロファイルを使用した OSのアップグレード方法を、手順を追って説明
します。

プロファイルを使用して Solarisフラッシュアーカイブをインストールする場合は、178
ページの「プロファイルを使用した Solarisフラッシュアーカイブのインストール

(コマンド行インタフェース)」を参照してください。

プロファイルにロケールを追加した場合、ブート環境がディスク容量に余裕を持って
作成されていることを確認してください。

注意 – Solaris OSを Solarisフラッシュアーカイブとともにインストールする場合は、
アーカイブおよびインストール用メディアに同一の OSバージョンが含まれている必
要があります。たとえば、アーカイブが Solaris 10 3/05オペレーティングシステム
で、DVDメディアを使用している場合は、Solaris 10 3/05 DVDメディアを使用して
アーカイブをインストールする必要があります。OSバージョンが一致しないと、
ターゲットシステムへのインストールは失敗します。次のキーワードまたはコマンド
を使用する場合は、同一のオペレーティングシステムが必要です。

� プロファイルの archive_locationキーワード
� -s、- a、-j、および -J オプションを指定した luupgrade コマンド

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. プロファイルを作成します。

Solaris Live Upgradeプロファイルで使用可能なアップグレードキーワードのリス
トについては、167ページの「Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルを
作成する」を参照してください。

3. 次のコマンドを入力します。

# luupgrade -u -n BE_name -s os_image_path -j profile_path

-u ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグ
レードします。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレク
トリのパス名を指定します。このディレクトリはインストー
ルメディア (DVD-ROMや CD-ROMなど)上でも NFSまたは
UFSディレクトリであってもかまいません。
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-j profile_path プロファイルへのパス。プロファイルは、ローカルマシンの
ディレクトリに存在する必要があります。プロファイル作成
についての詳細は、167ページの「Solaris Live Upgradeで使
用されるプロファイルを作成する」を参照してください。

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。

カスタム JumpStartプロファイルを使用したブート環境のアップグ
レード (コマンド行インタフェース)

この例では、second_diskブート環境はプロファイルを使用してアップグレードさ
れます。-jオプションを使用して、プロファイルにアクセスします。このようにし
て、ブート環境をアクティブにする準備が整います。プロファイルを作成する場合
は、167ページの「Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する」を参
照してください。

# luupgrade -u -n second_disk \
-s /net/installmachine/export/solarisX/OS_image \
-j /var/tmp/profile

ブート環境への Solarisフラッシュアー
カイブのインストール
この節では、Solaris Live Upgradeを使用して Solarisフラッシュアーカイブをインス
トールする手順を説明します。Solarisフラッシュアーカイブをインストールすると、
新しいブート環境上に存在する共有ファイル以外のすべてのファイルが上書きされま
す。アーカイブは、次のメディアに格納されています。

� HTTPサーバー
� FTPサーバー -コマンド行インタフェースでのみ使用可能
� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
� ローカルファイル
� ローカルテープ
� ローカルデバイス (DVDまたは CD)

Solarisフラッシュアーカイブをインストールおよび作成する場合は、次の点に注意し
てください。

例 9–9
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説明 例

注意 – Solaris OSを Solarisフラッシュアーカ
イブとともにインストールする場合は、アー
カイブおよびインストール用メディアに同一
の OSバージョンが含まれている必要があり
ます。OSバージョンが一致しないと、ター
ゲットシステムへのインストールは失敗しま
す。次のキーワードまたはコマンドを使用す
る場合は、同一のオペレーティングシステム
が必要です。
� プロファイルの archive_locationキー
ワード

� -s、- a、-j、および -J オプションを指
定した luupgradeコマンド

たとえば、アーカイブが Solaris 10 3/05オペ
レーティングシステムで、DVDメディアを使
用している場合は、Solaris 10 3/05 DVDメ
ディアを使用してアーカイブをインストール
する必要があります。

注意 – Solarisフラッシュアーカイブは、非大
域ゾーンがインストールされている場合は適
切に作成できません。Solarisフラッシュ機能
は、Solarisゾーン機能とは互換性がありませ
ん。非大域ゾーンに Solarisフラッシュアーカ
イブを作成するか、非大域ゾーンがインス
トールされている大域ゾーンにアーカイブを
作成すると、作成されるアーカイブは、アー
カイブが配置されるときに適切にインストー
ルされません。

説明 参照先

アーカイブ記憶域と関連付けられたパスの正
しい構文の例。

『Solaris 10インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「archive_locationプ
ロファイルキーワード」を参照してくださ
い。

Solarisフラッシュのインストール機能を使用
するには、マスターシステムをインストール
し、Solarisフラッシュアーカイブを作成しま
す。

アーカイブの作成についての詳細は、
『Solaris 10インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストー
ル)』の第 3章「Solarisフラッシュアーカイブ
の作成 (作業)」を参照してください。

� ブート環境への Solarisフラッシュアーカイブのイ
ンストール (キャラクタユーザーインタフェース)

1. Solaris Live Upgradeのメインメニューから「Flash」を選択します。

「Flash an Inactive Boot Environment」メニューが表示されます。
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2. Solarisフラッシュアーカイブをインストールするブート環境の名前と、インス
トールメディアの場所を入力します。

Name of Boot Environment: Solaris_10
Package media: /net/install-svr/export/Solaris_10/latest

3. アーカイブを追加するために F1を押します。

「Archive Selection」サブメニューが表示されます。

Location - Retrieval Method
<No Archives added> - Select ADD to add archives

このメニューでは、アーカイブのリストを作成できます。アーカイブの追加または
削除を行うには、次の手順を実行します。

a. アーカイブをリストに追加する場合は F1を押します。

「Select Retrieval Method」サブメニューが表示されます。

HTTP
NFS
Local File
Local Tape
Local Device

b. 「Select Retrieval Method」メニューで、Solarisフラッシュアーカイブの場所
を選択します。

選択された媒体 プロンプト

HTTP Solarisフラッシュアーカイブのアクセスに必要となる
URL情報とプロキシ情報を指定します。

NFS Solarisフラッシュアーカイブが置かれているネットワー
クファイルシステムのパスを指定します。アーカイブの
ファイル名も指定できます。

ローカルファイル Solarisフラッシュアーカイブが置かれているローカル
ファイルシステムのパスを指定します。

ローカルテープ Solarisフラッシュアーカイブが置かれているローカル
テープデバイスとテープ上の位置を指定します。

ローカルデバイス Solarisフラッシュアーカイブが置かれているローカルデ
バイス、パス、ファイルシステムの種類を指定します。

次のような「Retrieval」サブメニューが表示されます。表示は選択されたメ
ディアによって異なります。

NFS Location:

c. 次の例のように、アーカイブのパスを入力します。

NFS Location: host:/path/to archive.flar
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d. F3を押してリストにアーカイブを追加します。

e. (省略可能)アーカイブをリストから削除する場合は F2を押します。

f. インストールするアーカイブがリストに含まれた時点で F6を押して終了しま
す。

4. F3を押して 1つまたは複数のアーカイブをインストールします。

Solarisフラッシュアーカイブがブート環境にインストールされます。ブート環境
上のファイルは、共有可能ファイルを除きすべて上書きされます。

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。182ページ
の「ブート環境のアクティブ化 (キャラクタユーザーインタフェース)」を参照して
ください。

� ブート環境へ Solarisフラッシュアーカイブをイン
ストールする (コマンド行インタフェース)

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# luupgrade -f -n BE_name -s os_image_path -a archive

-f オペレーティングシステムを Solarisフラッシュアーカイブか
らインストールすることを示します。

-n BE_name アーカイブを使用してインストールするブート環境の名前を
指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレク
トリのパス名を指定します。このディレクトリはインストー
ルメディア (DVD-ROMや CD-ROMなど)上でも NFSまたは
UFSディレクトリであってもかまいません。

-a archive Solarisフラッシュアーカイブへのパス (ローカルファイルシ
ステムでそのアーカイブが利用できる場合)。-sオプション
と -aオプションを使用して指定するオペレーティングシス
テムイメージのバージョンは、同じでなければなりません。
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ブート環境へ Solarisフラッシュアーカイブをインストールする (コ
マンド行インタフェース)

この例では、アーカイブは second_diskブート環境にインストールされます。アー
カイブはローカルシステムに存在します。-sおよび -aオプションで指定するオペ
レーティングシステムのバージョンは、どちらも Solaris 10リリースです。
second_disk上のファイルは、共有可能ファイルを除いてすべて上書きされます。

# luupgrade -f -n second_disk \
-s /net/installmachine/export/Solaris_10/OS_image \
-a /net/server/archive/Solaris_10

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。

� プロファイルを使用した Solarisフラッシュアーカ
イブのインストール (コマンド行インタフェース)
ここでは、プロファイルを使用して Solarisフラッシュアーカイブまたは差分アーカイ
ブをインストールする手順を説明します。

プロファイルにロケールを追加した場合、ブート環境がディスク容量に余裕を持って
作成されていることを確認してください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. プロファイルを作成します。

Solaris Live Upgradeプロファイルで使用可能なキーワードのリストについては、
167ページの「Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する」を参
照してください。

3. 次のコマンドを入力します。

# luupgrade -f -n BE_name -s os_image_path -j profile_path

-f オペレーティングシステムを Solarisフラッシュアーカイブか
らインストールすることを示します。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレク
トリのパス名を指定します。このディレクトリはインストー
ルメディア (DVD-ROMや CD-ROMなど)上でも NFSまたは
UFSディレクトリであってもかまいません。

例 9–10
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-j profile_path フラッシュインストール用に構成された JumpStartプロ
ファイルへのパス。プロファイルは、ローカルマシンの
ディレクトリに存在する必要があります。-sオプションのオ
ペレーティングシステムのバージョンと Solarisフ
ラッシュアーカイブのオペレーティングシステムのバー
ジョンは、同一でなければいけません。

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。

プロファイルを使用してブート環境に Solarisフラッシュアーカイ
ブをインストールする (コマンド行インタフェース)

この例では、インストールするアーカイブの場所をプロファイルで指定しています。

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type flash_install
archive_location nfs installserver:/export/solaris/flasharchive/solarisarchive

プロファイルを作成した後、luupgradeコマンドを実行してアーカイブをインス
トールできます。-jオプションを使用して、プロファイルにアクセスします。

# luupgrade -f -n second_disk \
-s /net/installmachine/export/solarisX/OS_image \
-j /var/tmp/profile

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。プロファイルを作
成する場合は、167ページの「Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成
する」を参照してください。

� プロファイルキーワードを使用した Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール (コマンド行イ
ンタフェース)
ここでは、プロファイルファイルではなく、archive_locationキーワードをコマ
ンド行で使用して、Solarisフラッシュアーカイブをインストールする手順を説明しま
す。プロファイルファイルを使用せずに、アーカイブを取得できます。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

例 9–11
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2. 次のコマンドを入力します。

# luupgrade -f -n BE_name -s os_image_path -J ’archive_location path-to-profile’

-f オペレーティングシステムを Solarisフ
ラッシュアーカイブからアップグレードす
ることを指定します。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を
指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置か
れているディレクトリのパス名を指定しま
す。このディレクトリはインストールメ
ディア (DVD-ROMや CD-ROMなど)上で
も NFSまたは UFSディレクトリであっても
かまいません。

-J ’archive_location path-to-profile’ archive_locationプロファイルキーワー
ドと、JumpStartプロファイルへのパスを指
定します。-sオプションのオペレーティン
グシステムのバージョンと Solarisフ
ラッシュアーカイブのオペレーティングシ
ステムのバージョンは、同一でなければい
けません。キーワードの値については、
『Solaris 10インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「archive_location
プロファイルキーワード」を参照してくだ
さい。

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。

プロファイルキーワードを使用した Solarisフラッシュアーカイブ
のインストール (コマンド行インタフェース)

この例では、アーカイブは second_diskブート環境にインストールされます。-J
オプションと archive_locationキーワードを使用して、アーカイブを取得しま
す。second_disk上のファイルは、共有可能ファイルを除いてすべて上書きされま
す。

# luupgrade -f -n second_disk \
-s /net/installmachine/export/solarisX/OS_image \
-J ’archive_location http://example.com/myflash.flar’

例 9–12
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ブート環境のアクティブ化
ブート環境をアクティブにすると、次のシステムリブートでブート可能になります。
新しいアクティブブート環境で何か問題が発生する場合は、元のブート環境にすぐに
戻すことができます。第 10章を参照してください。

ブート環境をアクティブ化するための要件と制限
ブート環境を正常にアクティブにするためには、そのブート環境が次の条件を満たし
ている必要があります。

説明 参照先

ブート環境のステータスは「complete」でな
ければなりません。

ステータスを確認するには、204ページの「す
べてのブート環境のステータスの表示」を参
照してください。

現在のブート環境とは別のブート環境をアク
ティブにする場合は、luumountまたは
mountを使用してそのブート環境のパー
ティションをマウントすることはできませ
ん。

lumount(1M)または mount(1M)のマニュア
ルページを参照してください。

比較処理で使用中のブート環境はアクティブ
にできません。

手順については、209ページの「ブート環境の
比較」を参照してください。

スワップを再構成する場合は、非アクティブ
ブート環境をブートする前に実行してくださ
い。デフォルトでは、すべてのブート環境が
同じスワップデバイスを共有します。

スワップを再構成する場合は、「新しいブー
ト環境を作成する」の手順 9、または 138ペー
ジの「ブート環境を作成しスワップを再構成
する (コマンド行インタフェース)」を参照し
てください。

x86のみ – Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューを使用してブート環境
を切り替えることができます。186ページの「x86: GRUBメニューを使ったブート環
境のアクティブ化」を参照してください。
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� x86: (省略可能)アクティブ化の前にブート用フ
ロッピーディスクを更新する
� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、Solaris Device Configuration Assistant (デバ
イス構成用補助)ソフトウェアは Solarisソフトウェアに含まれていないため、こ
のソフトウェアをブートする必要はありません。次の手順はスキップしてくださ
い。

� Solaris 10 3/05リリースでは、次のいずれかの手順を使用してください。

� システムが CDまたは DVDからのブートをサポートしている場合、このソフ
トウェアをブートする必要はありません。次の手順はスキップしてください。

� Solaris Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)のフロッピー
ディスクを使用してブートする場合は、ブート用フロッピーディスクを更新す
る必要があります。次の手順を使用して、既存のフロッピーディスクを上書き
するか、あるいは新しいフロッピーディスクに書き込むことにより、使用中の
リリースと一致するようにブート用フロッピーディスクを更新します。

1. Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)フロッピー
ディスクを挿入します。これは、上書きされる既存のフロッピーディスクまたは新
しいフロッピーディスクのいずれかです。

2. このリリース用の最新のイメージに、ブートフロッピーディスクを更新します。

3. ブートフロッピーディスクを取り出します。

4. 次のコマンドを入力します。

volcheck

5. このフロッピーディスクに新しいブート環境の boot/solaris/bootenv.rc
ファイルをコピーします。

cp /a/boot/solaris/bootenv.rc /floppy/floppy0/solaris/bootenv.rc

6. フロッピーディスク上の入力デバイスと出力デバイスをチェックして、それらが正
しいことを確認します。正しくない場合はそれらを更新してください。

このようにして、新しいブート環境をアクティブにする準備が整います。

� ブート環境のアクティブ化 (キャラクタユーザーイ
ンタフェース)
新しく作成したブート環境で初めてブートする時に、Solaris Live Upgradeは新しい
ブート環境と以前のアクティブブート環境の同期をとります。ここでいう「同期」と
は、いくつかのクリティカルなシステムファイルやディレクトリを、以前にアク
ティブだったブート環境から、ブート中のブート環境へコピーすることです。Solaris
Live Upgradeでは、強制的に同期を行うようにプロンプトで指定しない限り、2回目
以降のブート時には同期は行われません。

手順
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同期の詳細については、115ページの「ブート環境間でのファイルの同期」を参照し
てください。

x86のみ – Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューを使用してブート環境
を切り替えることができます。186ページの「x86: GRUBメニューを使ったブート環
境のアクティブ化」を参照してください。

1. Solaris Live Upgradeのメインメニューで「Activate」を選択します。

2. アクティブにするブート環境の名前を入力します。

Name of Boot Environment: Solaris_10
Do you want to force a Live Upgrade sync operations: no

3. ファイルの同期を実行することも、実行せずに処理を続けることもできます。

� Returnキーを押して継続します。

ブート環境の最初のブートでは、ファイルの同期が自動的に行われます。

� ファイルの同期を実行できますが、この機能は慎重に使用してください。同期
するファイルに、それぞれのブート環境のオペレーティングシステムが対応し
ていなければなりません。ファイルの同期を実行する場合は、次のように入力
します。

Do you want to force a Live Upgrade sync operations: yes

注意 –以前のアクティブブート環境で発生した変更にユーザーが気付いていな
い場合や、それらの変更を制御できない場合もあるため、同期を使用する際に
は十分注意してください。たとえば、現在のブート環境で Solaris 10ソフト
ウェアを実行していて、強制的な同期処理を行なったあとで、Solaris 9リリー
スにブート環境を戻したとします。この場合、Solaris 9リリースでファイルが
変更されることがあります。ファイルは OSのリリースに依存しているため、
Solaris 9リリースのブートは失敗する可能性があります。Solaris 10のファイル
と Solaris 9のファイルは互換性があるとは限らないからです。

4. F3を押して、アクティブ化の処理を開始します。

5. Returnキーを押して継続します。

新しいブート環境は、次のリブート時にアクティブになります。

6. 非アクティブブート環境をリブートしてアクティブにします。

# init 6

手順

第 9章 • Solaris Live Upgradeによるアップグレード (作業) 183



� ブート環境をアクティブにする (コマンド行インタ
フェース)
ブート環境をアクティブにするには、使用しているリリースに応じて次の手順を使用
します。

� SPARCシステムの場合、すべてのリリースで、次の手順を使用します。

� x86システムの場合:

� Solaris 10 3/05リリースの場合、次の手順を使用します。

x86のみ – Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューを使用してブート環境
を切り替えることができます。186ページの「x86: GRUBメニューを使ったブート環
境のアクティブ化」を参照してください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のように入力して、ブート環境をアクティブにします。

# /sbin/luactivate BE_name

BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

3. リブートします。

# init 6

注意 –リブートには initか shutdownコマンドを使用してください。rebootや
halt、uadminコマンドを使用すると、ブート環境の切り替えは行われません。
以前にアクティブであったブート環境が再びブートされます。

ブート環境をアクティブにする (コマンド行インタフェース)

この例では、次のリブート時に second_diskブート環境がアクティブになります。

# /sbin/luactivate second_disk
# init 6

手順
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� ブート環境をアクティブにしてファイルを同期さ
せる (コマンド行インタフェース)
新しく作成したブート環境で初めてブートする時に、Solaris Live Upgradeは新しい
ブート環境と以前のアクティブブート環境の同期をとります。ここでいう「同期」と
は、いくつかのクリティカルなシステムファイルやディレクトリを、以前にアク
ティブだったブート環境から、ブート中のブート環境へコピーすることです。Solaris
Live Upgradeでは、強制的に同期を行うように luactivateコマンドの -sオプ
ションで指定しない限り、2回目以降のブート時には同期は行われません。

同期の詳細については、115ページの「ブート環境間でのファイルの同期」を参照し
てください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のように入力して、ブート環境をアクティブにします。

# /sbin/luactivate -s BE_name

-s 以前にアクティブであったブート環境と新しいブート環境のファイル
を同期します。ブート環境の最初のアクティブ化ではファイル間の同
期が行われますが、それ以降のアクティブ化では -sオプションを指
定しない限りファイルの同期は行われません。

注意 –以前のアクティブブート環境で発生した変更にユーザーが気付
いていない場合や、それらの変更を制御できない場合もあるため、こ
のオプションを使用する際には十分注意してください。たとえば、現
在のブート環境で Solaris 10ソフトウェアを実行していて、強制的な
同期処理を行なったあとで、Solaris 9リリースにブート環境を戻した
とします。この場合、Solaris 9リリースでファイルが変更されること
があります。ファイルは OSのリリースに依存しているため、Solaris
9リリースのブートは失敗する可能性があります。Solaris 10のファイ
ルと Solaris 9のファイルは互換性があるとは限らないからです。

BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

3. リブートします。

# init 6
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ブート環境をアクティブにする (コマンド行インタフェース)

この例では、次のリブート時に second_diskブート環境がアクティブになり、
ファイルの同期がとられます。

# /sbin/luactivate -s second_disk
# init 6

x86: GRUBメニューを使ったブート環境のアク
ティブ化
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューにブート環境間で切り替えを行
うためのオプションの方法があります。GRUBメニューは、luactivateコマンドま
たは「Activate」メニューによるアクティブ化 (ブート)に代わるものです。GRUBメ
ニューの使用には、次のような制限があります。

� ブート環境の最初のアクティブ化は、luactivateコマンドまたは「Activate」メ
ニューを使って行う必要があります。最初のアクティブ化のあと、ブート環境が
GRUBメニューに表示されます。そのあと、ブート環境を GRUBメニューから
ブートすることができます。

� GRUBメニューを使ってブート環境に切り替えると、同期処理は省略されます。
ファイルの同期の詳細は、117ページの「ブート環境間での強制的な同期」のリン
クを参照してください。

注意 –ブート環境をアクティブ化したあとは、BIOSディスク順序を変更しないでくだ
さい。この順序を変更すると、GRUBメニューが無効になる可能性があります。この
問題が発生した場合は、ディスク順序を元の順序に変更すれば、GRUBメニューが修
正されます。

表 9–3 x86: GRUBメニューを使ったアクティブ化の概要

作業 説明 参照先

ブート環境のはじめ
てのアクティブ化

ブート環境をはじめてアクティブ化する場合は、
luactivate コマンドまたは「Activate」メニューを
使用する必要があります。次回のブート時には、その
ブート環境の名前が GRUBメインメニューに表示され
ます。それにより、GRUBメニューで適切なエントリ
を選択して、このブート環境に切り替えることができ
ます。

� 187ページの「x86: GRUBメ
ニューを使ってブート環境を
アクティブ化する (コマンド行
インタフェース)」

� 67ページの「x86: GRUBベー
スのブート (概要)」
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表 9–3 x86: GRUBメニューを使ったアクティブ化の概要 (続き)
作業 説明 参照先

ファイルの同期 はじめてブート環境をアクティブ化すると、現在の
ブート環境と新しいブート環境の間でファイルが同期
されます。以降のアクティブ化では、ファイルは同期
されません。GRUBメニューを使ってブート環境間で
切り替えを行なった場合も、ファイルは同期されませ
ん。-sオプションを指定して luactivateコマンド
を使用すると、強制的に同期処理を実行できます。

185ページの「ブート環境をアク
ティブにしてファイルを同期させ
る (コマンド行インタフェース)」

Solaris 10 1/06リ
リースより前に作成
されたブート環境

ブート環境が Solaris 8、9、または 10 3/05リリースで
作成されている場合、このブート環境は、必ず
luactivateコマンドまたは「Activate」メニューを
使ってアクティブ化する必要があります。これらの古
いブート環境は、GRUBメニューには表示されませ
ん。

GRUBメニューエ
ントリの編集または
カスタマイズ

menu.lstファイルには、GRUBメニューに表示され
る情報が含まれています。このファイルは、次の理由
のために修正することができます。
� Solaris OS以外のオペレーティングシステムのため
に GRUBメニューエントリに追加する。

� ブート動作をカスタマイズする。たとえば、ブート
を詳細モードに変更したり、自動的に OSをブート
するデフォルトの時間を変更したりできます。

注 – GRUBメニューを変更する場合は、menu.lst

ファイルを見つける必要があります。詳細な手順につ
いては、75ページの「x86: GRUBメニューの
menu.lst ファイルの検出 (作業)」を参照してくださ
い。

注意 – Solaris Live Upgradeエントリを変更する場合
は、GRUB menu.lstファイルを使用しないでくださ
い。変更すると、Solaris Live Upgradeが失敗する可能
性があります。menu.lstファイルを使用してブート
動作をカスタマイズすることはできますが、推奨され
るカスタマイズの方法は eepromコマンドを使用する
ことです。menu.lstファイルを使用してカスタマイ
ズすると、ソフトウェアのアップグレード中に Solaris
OSエントリが変更される場合があります。ファイルへ
の変更は失われる可能性があります。

� 67ページの「x86: GRUBベー
スのブート (概要)」

� 『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の第 11章「GRUBベース
のブート (手順)」

� x86: GRUBメニューを使ってブート環境をアク
ティブ化する (コマンド行インタフェース)
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューを使って 2つのブート環境間で
の切り替えを行うことができます。次の制限に注意してください。
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� ブート環境の最初のアクティブ化は、 luactivate コマンドまたは「Activate」
メニューを使って行う必要があります。最初のアクティブ化のあと、ブート環境が
GRUBメニューに表示されます。そのあと、ブート環境を GRUBメニューから
ブートすることができます。

� 注意 - GRUBメニューを使ってブート環境を切り替えると、同期処理が省略されま
す。ファイルの同期の詳細は、117ページの「ブート環境間での強制的な同期」の
リンクを参照してください。

注 –ブート環境が Solaris 8、9、または 10 3/05リリースで作成されている場合、この
ブート環境は、必ず luactivateコマンドまたは「Activate」メニューを使ってアク
ティブ化する必要があります。これらの古いブート環境は、GRUBメニューには表示
されません。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. システムをリブートします。

# init 6

GRUBメインメニューが表示されます。Solarisと、Solaris Live Upgradeブート環
境である second_diskという、2つのオペレーティングシステムがリストされま
す。failsafeエントリは、なんらかの理由で主 OSがブートしない場合の回復用
です。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)
+-------------------------------------------------------------------+
|Solaris |
|Solaris failsafe |
|second_disk |
|second_disk failsafe |
+-------------------------------------------------------------------+
Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press
enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before
booting, or ’c’ for a command-line.

3. ブート環境をアクティブ化するには、矢印キーを使用して目的のブート環境を選択
し、Returnキーを押します。

選択したブート環境がブートされ、アクティブなブート環境になります。

手順
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第 10章

障害回復:元のブート環境へのフォー
ルバック (作業)

この章では、アクティブ化によって発生した問題を解決する方法について説明しま
す。

アップグレードのあとに障害が検出されたり、アップグレードされたコンポーネント
にアプリケーションが対応できない場合は、次のいずれかの手順 (プラットフォーム
によって異なる)を使って元のブート環境にフォールバックしてください。

� SPARCシステムの場合:

� 190ページの「SPARC:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合の
フォールバック」

� 190ページの「SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のフォール
バック」

� 191ページの「SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージ
を使って元のブート環境にフォールバックする」

� x86システムの場合:

� Solaris 10 1/06以降のリリースで GRUBメニューを使用している場合:

� 193ページの「x86:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合の
GRUBメニューを使ったフォールバック」

� 194ページの「x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合の GRUBメ
ニューを使ったフォールバック」

� Solaris 10 3/05リリースの場合:

� 199ページの「x86:別のディスクに存在するブート環境をフォールバックす
る」

� 200ページの「x86:同じディスクに存在するブート環境をフォールバックす
る」
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SPARC:元のブート環境へのフォール
バック (コマンド行インタフェース)
元のブート環境には、次の 3つの方法でフォールバックできます。

� 190ページの「SPARC:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合のフォー
ルバック」

� 190ページの「SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のフォール
バック」

� 191ページの「SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを
使って元のブート環境にフォールバックする」

� SPARC:新しいブート環境のアクティブ化に成功し
た場合のフォールバック
新しいブート環境のアクティブ化に成功したが、その結果に満足できない場合は、こ
の手順を使用します。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# /sbin/luactivate BE_name

BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

3. リブートします。

# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

� SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合
のフォールバック
� 新しいブート環境のブートに失敗した場合で、元のブート環境をシングルユーザー
モードでブートできる場合は、この手順を使って元のブート環境にフォールバック
します。

手順
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� メディアやネットインストールイメージからブートする場合は、191ページ
の「SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを使って元の
ブート環境にフォールバックする」を参照してください。

1. OKプロンプトで、Solaris Operating System DVD、Solaris SOFTWARE - 1
CD、ネットワーク、またはローカルディスクからマシンをシングルユーザーモー
ドで起動します。

OK boot device_name -s

device_name システムをブートするデバイスの名前を指定します (たとえば、
/dev/dsk/c0t0d0s0)。

2. 次のコマンドを入力します。

# /sbin/luactivate BE_name

BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

� このコマンドを実行してもプロンプトが表示されない場合は、191ページ
の「SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを使って元
のブート環境にフォールバックする」へ進みます。

� プロンプトが表示される場合は、次の手順に進んでください。

3. プロンプトに対して、次のコマンドを入力します。

Do you want to fallback to activate boot environment <disk name>
(yes or no)? yes

フォールバックによるアクティブ化が正常に行われたことを示すメッセージが表示
されます。

4. リブートします。

# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

� SPARC: DVD、CD、またはネットワークインス
トールイメージを使って元のブート環境にフォー
ルバックする
DVD、CD、ネットインストールイメージ、またはブート可能な別のディスクから
ブートするには、この手順を使用します。この場合、以前のアクティブブート環境か
らルート (/)スライスをマウントする必要があります。そのあとで、ブート環境の切
り替えを行う luactivateコマンドを実行してください。リブートすると、以前の
アクティブブート環境が再び起動されます。

手順
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1. OKプロンプトで、Solaris Operating System DVD、Solaris SOFTWARE - 1
CD、ネットワーク、またはローカルディスクからマシンをシングルユーザーモー
ドで起動します。

OK boot cdrom -s

または、

OK boot net -s

または、

OK boot device_name -s

device_name オペレーティングシステムのコピーが格納されているディスクおよ
びスライスの名前を指定します (たとえば、
/dev/dsk/c0t0d0s0)。

2. 必要に応じて、フォールバックブート環境のルート (/)ファイルシステムの整合性
を確認します。

# fsck device_name

device_name フォールバックするブート環境のディスクデバイスにあるルート
(/)ファイルシステムの名前を指定します。デバイス名の形式は、
/dev/dsk/cwtxdyszです。

3. アクティブブート環境のルート (/)スライスをディレクトリ (/mntなど)にマウン
トします。

# mount device_name /mnt

device_name フォールバックするブート環境のディスクデバイスにあるルート
(/)ファイルシステムの名前を指定します。デバイス名の形式は、
/dev/dsk/cwtxdyszです。

4. アクティブブート環境のルート (/)スライスから、次のように入力します。

# /mnt/sbin/luactivate

前の稼働ブート環境がアクティブになり、結果が示されます。

5. /mntをマウント解除します。

# umount /mnt

6. リブートします。

# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

手順
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x86:元のブート環境へのフォールバック
元のブート環境にフォールバックするには、ご使用の環境にもっとも適した手順を選
択してください。

リリース 参照先

Solaris 10 1/06以降のリリース � 193ページの「x86:新しいブート環境のアクティブ
化に成功した場合の GRUBメニューを使ったフォー
ルバック」

� 194ページの「x86:ブート環境のアクティブ化に失
敗した場合の GRUBメニューを使ったフォール
バック」

� 197ページの「x86:ブート環境のアクティブ化に失
敗した場合の GRUBメニューと DVDまたは CDを
使ったフォールバック」

Solaris 10 3/05リリース � 199ページの「x86:新しいブート環境のアクティブ
化に成功した場合のフォールバック」

� 199ページの「x86:別のディスクに存在するブート
環境をフォールバックする」

� 200ページの「x86:同じディスクに存在するブート
環境をフォールバックする」

� x86:新しいブート環境のアクティブ化に成功した
場合の GRUBメニューを使ったフォールバック
� Solaris 10 3/05リリースを使用している場合は、この手順は使用しないでくださ
い。使用しているシステムに応じて、次のいずれかの手順を参照してください。

� 199ページの「x86:別のディスクに存在するブート環境をフォールバックす
る」

� 200ページの「x86:同じディスクに存在するブート環境をフォールバックす
る」

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、新しいブート環境のアクティブ化に成功した
が、その結果に満足できない場合は、この手順を使用します。GRUBメニューを
使用すれば、元のブート環境にすばやく切り替えることができます。

注 –切り替えるブート環境は、GRUBソフトウェアで作成された GRUBブート環
境でなければなりません。
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1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. システムをリブートします。

# init 6

GRUBメニューが表示されます。Solaris OSは、元のブート環境です。
second_diskブート環境は正常にアクティブ化されていて、GRUBメニューに表
示されます。failsafeエントリは、なんらかの理由で主エントリがブートしな
い場合の回復用です。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)
+-------------------------------------------------------------------+
|Solaris |
|Solaris failsafe |
|second_disk |
|second_disk failsafe |
+-------------------------------------------------------------------+
Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press
enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before
booting, or ’c’ for a command-line.

3. 元のブート環境をブートするには、矢印キーを使用して元のブート環境を選択し、
Returnキーを押します。

新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合のフォールバック
# su
# init 6

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)
+-------------------------------------------------------------------+
|Solaris |
|Solaris failsafe |
|second_disk |
|second_disk failsafe |
+-------------------------------------------------------------------+
Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press
enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before
booting, or ’c’ for a command-line.

元のブート環境である Solarisを選択します。

� x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合の
GRUBメニューを使ったフォールバック
� Solaris 10 3/05リリースを使用している場合は、この手順は使用しないでくださ
い。使用しているシステムに応じて、次のいずれかの手順を参照してください。

手順

例 10–1

194 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



� 199ページの「x86:別のディスクに存在するブート環境をフォールバックす
る」

� 200ページの「x86:同じディスクに存在するブート環境をフォールバックす
る」

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、ブート中に障害が発生した場合、次の手順を
使用して元のブート環境にフォールバックします。この例では、GRUBメニュー
は適切に表示されますが、新しいブート環境のブートに失敗します。デバイスは
/dev/dsk/c0t4d0s0です。元のブート環境 c0t4d0s0がアクティブブート環境
になります。

注意 – Solaris 10 3/05リリースでは、以前のブート環境と新しいブート環境が異なる
ディスク上にある場合に推奨されるフォールバック方法には、BIOSでのハードディス
クのブート順序の変更が含まれていました。Solaris 10 1/06以降のリリースでは、
BIOSディスク順序を変更する必要はなく、変更しないことを強くお勧めします。
BIOSディスク順序を変更すると、GRUBメニューが無効になることがあり、ブート
環境がブートできなくなることがあります。BIOSディスク順序が変更されている場合
は、この順序を元の設定に戻せば、システムの機能が復元されます。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. GRUBメニューを表示するには、システムをリブートします。

# init 6

GRUBメニューが表示されます。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)
+-------------------------------------------------------------------+
|Solaris |
|Solaris failsafe |
|second_disk |
|second_disk failsafe |
+-------------------------------------------------------------------+
Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press
enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before
booting, or ’c’ for a command-line.

3. GRUBメニューから、元のブート環境を選択します。ブート環境は、GRUBソフ
トウェアで作成されている必要があります。Solaris 10 1/06リリースより前に作成
されたブート環境は、GRUBブート環境ではありません。ブート可能な GRUB
ブート環境がない場合は、この手順と、197ページの「x86:ブート環境のアク
ティブ化に失敗した場合の GRUBメニューと DVDまたは CDを使ったフォール
バック」の手順をスキップしてください。

4. GRUBメニューを編集して、シングルユーザーモードでブートします。

手順
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a. GRUBメインメニューを編集するには、eと入力します。

GRUB編集メニューが表示されます。

root (hd0,2,a)
kernel /platform/i86pc/multiboot
module /platform/i86pc/boot_archive

b. 矢印キーを使用して、元のブート環境のカーネルエントリを選択します。

c. ブートエントリを編集するには、eと入力します。

GRUB編集メニューにカーネルエントリが表示されます。

grub edit>kernel /boot/multiboot

d. -sと入力し、Enterキーを押します。

次の例では、-sオプションの配置に注意してください。

grub edit>kernel /boot/multiboot -s

e. シングルユーザーモードでブート処理を開始するには、bと入力します。

5. 必要に応じて、フォールバックブート環境のルート (/)ファイルシステムの整合性
を確認します。

# fsck mount_ point

mount_point 信頼性のあるルート (/)ファイルシステム

6. 元のブート環境のルートスライスをいずれかのディレクトリ (/mntなど)にマウン
トします。

# mount device_name /mnt

device_name フォールバックするブート環境のディスクデバイスにあるルート
(/)ファイルシステムの名前を指定します。デバイス名の形式は、
/dev/dsk/cwtxdyszです。

7. アクティブブート環境のルートスライスから、次のように入力します。

# /mnt/sbin/luactivate

前の稼働ブート環境がアクティブになり、結果が示されます。

8. /mntをマウント解除します。

# umount /mnt

9. リブートします。

# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。
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� x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合の
GRUBメニューと DVDまたは CDを使った
フォールバック
� Solaris 10 3/05リリースを使用している場合は、この手順は使用しないでくださ
い。使用しているシステムに応じて、次のいずれかの手順を参照してください。

� 199ページの「x86:別のディスクに存在するブート環境をフォールバックす
る」

� 200ページの「x86:同じディスクに存在するブート環境をフォールバックす
る」

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、ブート中に障害が発生した場合、次の手順を
使用して元のブート環境にフォールバックします。この例では、新しいブート環境
のブートに失敗しています。また、GRUBメニューも表示されません。デバイス
は /dev/dsk/c0t4d0s0です。元のブート環境 c0t4d0s0がアクティブブート
環境になります。

注意 – Solaris 10 3/05リリースでは、以前のブート環境と新しいブート環境が異なる
ディスク上にある場合に推奨されるフォールバック方法には、BIOSでのハードディス
クのブート順序の変更が含まれていました。Solaris 10 1/06以降のリリースでは、
BIOSディスク順序を変更する必要はなく、変更しないことを強くお勧めします。
BIOSディスク順序を変更すると、GRUBメニューが無効になることがあり、ブート
環境がブートできなくなることがあります。BIOSディスク順序が変更されている場合
は、この順序を元の設定に戻せば、システムの機能が復元されます。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. Solaris Operating System DVD (x86版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86
版)を挿入します。

3. DVDまたは CDからブートします。

# init 6

GRUBメニューが表示されます。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)
+-------------------------------------------------------------------+
|Solaris |
|Solaris failsafe |
+-------------------------------------------------------------------+
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Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press
enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before
booting, or ’c’ for a command-line.

4. GRUBメニューを編集して、シングルユーザーモードでブートします。

a. GRUBメインメニューを編集するには、eと入力します。

GRUB編集メニューが表示されます。

root (hd0,2,a)
kernel /platform/i86pc/multiboot
module /platform/i86pc/boot_archive

b. 矢印キーを使用して、元のブート環境のカーネルエントリを選択します。

c. ブートエントリを編集するには、eと入力します。

エディタにカーネルエントリが表示されます。

grub edit>kernel /boot/multiboot

d. -sと入力し、Enterキーを押します。

次の例では、-sオプションの配置に注意してください。

grub edit>kernel /boot/multiboot -s

e. シングルユーザーモードでブート処理を開始するには、bと入力します。

5. 必要に応じて、フォールバックブート環境のルート (/)ファイルシステムの整合性
を確認します。

# fsck mount_ point

mount_point 信頼性のあるルート (/)ファイルシステム

6. 元のブート環境のルートスライスをいずれかのディレクトリ (/mntなど)にマウン
トします。

# mount device_name /mnt

device_name フォールバックするブート環境のディスクデバイスにあるルート
(/)ファイルシステムの名前を指定します。デバイス名の形式は、
/dev/dsk/cwtxdyszです。

7. アクティブブート環境のルートスライスから、次のように入力します。

# /mnt/sbin/luactivate
Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0
(yes or no)? yes

前の稼働ブート環境がアクティブになり、結果が示されます。

8. /mntをマウント解除します。

# umount device_name
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device_name フォールバックするブート環境のディスクデバイスにあるルート
(/)ファイルシステムの名前を指定します。デバイス名の形式は、
/dev/dsk/cwtxdyszです。

9. リブートします。

# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

� x86:新しいブート環境のアクティブ化に成功した
場合のフォールバック
� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、この手順は使用しないでください。193ペー
ジの「x86:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合の GRUBメニューを
使ったフォールバック」を参照してください。

� Solaris 10 3/05リリースでは、新しいブート環境のアクティブ化には成功したが、
その結果に満足できない場合は、この手順を使用します。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# /sbin/luactivate BE_name

BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

3. リブートします。

# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

� x86:別のディスクに存在するブート環境をフォー
ルバックする
� Solaris 10 1/06以降では、この手順は使用しないでください。194ページの「x86:
ブート環境のアクティブ化に失敗した場合の GRUBメニューを使ったフォール
バック」を参照してください。
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� Solaris 10 3/05リリースでは、ブート環境のルート (/)ファイルシステムが別の物
理ディスク上にある場合は、次の手順を使用して元のブート環境にフォールバック
します。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. システムをリブートし、該当する BIOSメニューに入ります。

� ブートデバイスが SCSIの場合は、SCSIコントローラのマニュアルを参照して
SCSI BIOSへ入る方法を確認してください。

� ブートデバイスがシステム BIOSで管理されている場合は、システム BIOSの
マニュアルを参照してシステム BIOSへ入る方法を確認してください。

3. 該当する BIOSのマニュアルに従って、元のブート環境のブートデバイスに戻るよ
うにブートデバイスを変更します。

4. BIOSの変更を保存します。

5. ブート処理を開始するために、BIOSメニューを閉じます。

6. b -s と入力して、シングルユーザー状態でマシンをブートします。

7. 次のコマンドを入力します。

# /sbin/luactivate

8. リブートします。

# init 6

� x86:同じディスクに存在するブート環境をフォー
ルバックする
� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、この手順は使用しないでください。194ペー
ジの「x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合の GRUBメニューを使った
フォールバック」を参照してください。

� Solaris 10 3/05リリースでは、root (/)ファイルシステムが同じ物理ディスク上に
ある場合は、次の手順を使用して元のブート環境にフォールバックします。この場
合、以前のアクティブブート環境からルート (/)スライスをマウントする必要があ
ります。そのあとで、ブート環境の切り替えを行う luactivateコマンドを実行
してください。リブートすると、以前のアクティブブート環境が再び起動されま
す。

手順
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1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. システムのブート方法を決定します。

� Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDからブートす
る場合は、そのディスクを挿入します。この場合、システムの BIOSが DVD
または CDからのブートをサポートしている必要があります。

� ネットワークからブートする場合は、PXE (Preboot Execution Environment)
ネットワークブートを使用してください。システムは PXEをサポートするもの
でなければなりません。システムの BIOS設定ツールまたはネットワークアダ
プタの構成設定ツールを使用して、PXEを使用するようにシステムを設定しま
す。

� フロッピーディスクからブートする場合は、システムのフロッピーディスクド
ライブに Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)
フロッピーディスクを挿入します。

x86のみ – 182ページの「x86: (省略可能)アクティブ化の前にブート用フ
ロッピーディスクを更新する」の手順に従って、Solaris Operating System
DVD (x86版)または Solaris SOFTWARE - 2 CD (x86版)からフロッピーディス
クへ Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)ソフトウェアをコ
ピーできます。

画面の指示に従って進み、「Current Boot Parameters」メニューを表示します。

3. b -s と入力して、シングルユーザー状態でマシンをブートします。

4. 必要に応じて、フォールバックブート環境のルート (/)ファイルシステムの整合性
を確認します。

# fsck mount_ point

mount_point 信頼性のあるルート (/)ファイルシステム

5. アクティブブート環境のルートスライスをディレクトリ (/mntなど)にマウントし
ます。

# mount device_name /mnt

device_name フォールバックするブート環境のディスクデバイスにあるルート
(/)ファイルシステムの名前を指定します。デバイス名の形式は、
/dev/dsk/cwtxdyszです。

6. アクティブブート環境のルートスライスから、次のように入力します。

# /mnt/sbin/luactivate
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前の稼働ブート環境がアクティブになり、結果が示されます。

7. /mnt/sbinのマウントを解除します。

# umount device_name

device_name フォールバックするブート環境のディスクデバイスにあるルート
(/)ファイルシステムの名前を指定します。デバイス名の形式は、
/dev/dsk/cwtxdyszです。

8. リブートします。

# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。
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第 11章

Solaris Live Upgradeブート環境の管
理 (作業)

この章では、ブート環境のファイルシステムを最新の状態に維持したり、ブート環境
を削除するなど、さまざまな管理作業について説明します。この章の内容は次のとお
りです。

� 203ページの「Solaris Live Upgrade管理作業の概要」
� 204ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」
� 206ページの「以前に構成されたブート環境の更新」
� 208ページの「スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り消
し」

� 209ページの「ブート環境の比較」
� 211ページの「非アクティブブート環境の削除」
� 212ページの「アクティブブート環境の名前の表示」
� 213ページの「ブート環境の名前の変更」
� 215ページの「ブート環境名に関連付ける説明の作成または変更」
� 218ページの「ブート環境の構成の表示」

Solaris Live Upgrade管理作業の概要
表 11–1 Solaris Live Upgrade管理作業の概要

作業 説明 参照先

(省略可能)ステータスを表示しま
す。

� ブート環境の状態 (アクティブ、
アクティブ化の処理中、アク
ティブになるようにスケジュー
ルされている、比較処理中)を表
示します。

� 204ページの「すべてのブート環
境のステータスの表示」
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表 11–1 Solaris Live Upgrade管理作業の概要 (続き)
作業 説明 参照先

� アクティブブート環境と非アク
ティブブート環境を比較しま
す。

� 209ページの「ブート環境の比
較」

� アクティブブート環境の名前を
表示します。

� 212ページの「アクティブブート
環境の名前の表示」

� ブート環境の構成を表示しま
す。

� 218ページの「ブート環境の構成
の表示」

(省略可能)非アクティブブート環境
を更新します。

ファイルシステムの構成を変更する
ことなく、アクティブブート環境か
らファイルシステムを再度コピーし
ます。

206ページの「以前に構成された
ブート環境の更新」

(省略可能)その他の作業。 � ブート環境を削除します。 � 211ページの「非アクティブブー
ト環境の削除」

� ブート環境の名前を変更しま
す。

� 213ページの「ブート環境の名前
の変更」

� ブート環境の名前に関連付ける
説明を作成または変更します。

� 215ページの「ブート環境名に関
連付ける説明の作成または変
更」

� スケジュールされているジョブ
を取り消します。

� 208ページの「スケジュールされ
た処理 (作成/アップグレー
ド/コピー)の取り消し」

すべてのブート環境のステータスの表示
ブート環境についての情報を表示するには、「Status」メニューまたは lustatusコ
マンドを使用してください。ブート環境を指定しない場合は、システム上のすべての
ブート環境のステータス情報が表示されます。

各ブート環境について、次の詳細情報が表示されます。

� Name –各ブート環境の名前。

� Complete –コピー処理、作成処理とも進行中ではなく、ブート環境をブートでき
る状態であることを示します。作成処理またはアップグレード処理が進行中で
あったり失敗した場合などは、ステータスは未完了として示されます。たとえば、
あるブート環境のコピー処理が進行中であるか、コピー処理がスケジュールされて
いる場合は、そのブート環境は未完了とみなされます。

� Active –アクティブブート環境であるかどうかを示します。
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� ActiveOnReboot –システムの次のリブート時にそのブート環境がアクティブにな
るかどうかを示します。

� CopyStatus –ブート環境の作成またはコピーの状態 (作成またはコピーがスケ
ジュールされている、アクティブ、またはアップグレード中)を示します。ステー
タスが SCHEDULEDの場合、Solaris Live Upgradeのコピー、名前変更、アップグ
レードの各処理を行うことはできません。

� すべてのブート環境のステータスを表示する
(キャラクタユーザーインタフェース)

� メインメニューから「Status」を選択します。

次のような表が表示されます。

boot environment Is Active Active Can Copy
Name Complete Now OnReboot Delete Status
------------------------------------------------------------------------
disk_a_S9 yes yes yes no -
disk_b_S10database yes no no yes COPYING
disk_b_S9a no no no yes -

注 –この例では、disk_b_S9aと disk_b_S10databaseに対してコピー、名前
変更、アップグレードの各処理を行うことができません。これは、disk_b_S9a
は未完了の状態で、disk_b_S10databaseは Solaris Live Upgradeによる処理中
だからです。

� すべてのブート環境のステータスを表示する (コマ
ンド行インタフェース)

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# lustatus BE_name

BE_name ステータスを表示する非アクティブブート環境の名前を指定します。
BE_nameを省略すると、lustatusによりシステム内のすべてのブー
ト環境のステータスが表示されます。

手順

手順

第 11章 • Solaris Live Upgradeブート環境の管理 (作業) 205



この例では、すべてのブート環境のステータスが表示されます。

# lustatus
boot environment Is Active Active Can Copy
Name Complete Now OnReboot Delete Status
------------------------------------------------------------------------
disk_a_S9 yes yes yes no -
disk_b_S10database yes no no yes COPYING
disk_b_S9a no no no yes -

注 – disk_b_S9aと disk_b_S10databaseに対してコピー、名前変更、アップ
グレードの各処理を行うことができません。これは、disk_b_S9aは未完了の状
態で、disk_b_S10databaseは Solaris Live Upgradeによる処理中だからです。

以前に構成されたブート環境の更新
「Copy」メニューまたは lumakeコマンドを使用して、以前に構成されたブート環
境の内容を更新できます。アクティブ (ソース)ブート環境のファイルシステムがター
ゲットブート環境にコピーされます。ターゲット上にあったデータは破棄されます。
コピー元のブート環境のステータスは、「complete」である必要があります。ブート
環境のステータスを確認する方法については、204ページの「すべてのブート環境の
ステータスの表示」を参照してください。

コピー作業はあとで行われるようにスケジュールできます。スケジュールできるのは
一度に 1つのジョブだけです。スケジュールされたコピー処理を取り消す方法につい
ては、208ページの「スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り
消し」を参照してください。

� 以前に構成されたブート環境を更新する (キャラク
タユーザーインタフェース)

1. メインメニューから「Copy」を選択します。

2. 更新する非アクティブブート環境の名前を入力します。

Name of Target Boot Environment: solaris8

3. コピー処理を継続するか、またはあとでコピーが実行されるようにスケジュールし
ます。

手順
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� コピーを継続するには、Returnキーを押します。

以上の手順で、非アクティブブート環境が更新されます。

� あとでコピーが実行されるようにスケジュールするには、「y」と入力し、時
刻 (atコマンドの書式を使用)と、結果の送信先電子メールアドレスを指定し
ます。

Do you want to schedule the copy? y
Enter the time in ’at’ format to schedule copy: 8:15 PM
Enter the address to which the copy log should be mailed:
someone@anywhere.com

時間の書式については、at(1)のマニュアルページを参照してください。

以上の手順で、非アクティブブート環境が更新されます。

スケジュールされたコピー処理を取り消す方法については、208ページの「ス
ケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り消し」を参照して
ください。

� 以前に構成されたブート環境を更新する (コマンド
行インタフェース)
この手順では、以前に作成されたブート環境上の古いファイルを上書きしてソース
ファイルをコピーします。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# lumake -n BE_name [-s source_BE] [-t time] [-m email_address]

-n BE_name ファイルシステムを書き換えるブート環境の名前を指定しま
す。

-s source_BE (省略可能)ターゲットブート環境にコピーするファイルシステ
ムがあるソースブート環境の名前を指定します。このオプ
ションを省略すると、lumakeは現在のブート環境をソースと
して使用します。

-t time (省略可能)指定されたブート環境上のファイルを指定された時
刻に上書きするバッチジョブを設定します。時刻は、at(1)の
マニュアルページに指定されている書式で入力します。
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-m email_address (省略可能)コマンドが完了した時点で、ここで指定する電子
メールアドレスに lumakeの出力を送ります。email_addressは
チェックされません。このオプションは、-tと併用する必要
があります。

以前に構成されたブート環境を更新する (コマンド行インタフェー
ス)

この例では、first_diskのファイルシステムが second_diskにコピーされます。
処理が完了した時点で、電子メールが Joe@anywhere.com宛に送信されます。

# lumake -n second_disk -s first_disk -m joe@anywhere.com

first_disk 上のファイルが second_disk にコピーされ、通知の電子メールが送
信されます。スケジュールされたコピー処理を取り消す方法については、208ページ
の「スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り消し」を参照して
ください。

スケジュールされた処理 (作成/アップグ
レード/コピー)の取り消し
ブート環境のスケジュールされた処理 (作成、アップグレード、コピー)は、その処理
の開始前に取り消すことができます。GUIでは、「Create a Boot Environment」、
「Upgrade a Boot Environment」、または「Copy a Boot Environment」メニューを
使用して、特定の時間に処理が実行されるようにスケジュールすることができます。
CLIでは、lumakeコマンドを使用して、処理をスケジュールできます。システムで
スケジュールできるジョブは一度に 1つだけです。

� スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コ
ピー)を取り消す (キャラクタユーザーインタ
フェース)

1. メインメニューから「Cancel」を選択します。

2. 取り消しが可能なブート環境の一覧を表示するには、F2を押します。

3. 取り消すブート環境を選択します。

これで、指定されている時刻に処理は実行されなくなります。

例 11–1
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� スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コ
ピー)を取り消す (コマンド行インタフェース)

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# lucancel

これで、指定されている時刻に処理は実行されなくなります。

ブート環境の比較
アクティブブート環境とその他のブート環境の相違を確認するには、「Compare」メ
ニューまたは lucompareコマンドを使用します。比較をするためには、非アク
ティブブート環境は完了状態で、コピー処理がスケジュールされていない必要があり
ます。204ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」を参照してくださ
い。

lumountまたは mountを使用してマウントされたパーティションのあるブート環境
は、指定できません。

� ブート環境を比較する (キャラクタユーザーインタ
フェース)

1. メインメニューから「Compare」を選択します。

2. 「Compare to Original」または「Compare to an Active Boot Environment」を選
択します。

3. F3を押します。

手順
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4. 次に示すように、元の (アクティブ)ブート環境の名前、非アクティブブート環境
の名前、およびファイルのパスを入力します。

Name of Parent: solaris8
Name of Child: solaris8-1
Full Pathname of the file to Store Output: /tmp/compare

5. F3を押してファイルに保存します。

「Compare」メニューに次の属性が表示されます。

� 「モード」。

� 「リンクの数」。

� 「所有者」。

� 「グループ」。

� チェックサム -指定されたブート環境内のファイルとこれに対応するアク
ティブブート環境内のファイルが、前述したすべてのフィールドにおいて一致
する場合だけ、チェックサムを計算します。すべて一致するがチェックサムは
異なるという場合には、異なるチェックサムが比較対象ファイルのエントリに
付加されます。

� 「サイズ」。

� いずれか一方のブート環境だけに存在するファイル。

6. F3を押して「Compare」メニューに戻ります。

� ブート環境を比較する (コマンド行インタフェー
ス)

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/lucompare -i infile

または

# /usr/sbin/lucompare -t -o outfile BE_name

-i infile infile中に指定されたファイルを比較します。比較するファイルは、
絶対パスで指定する必要があります。ファイルのエントリがディレク
トリである場合、比較はディレクトリに対して再帰的に行われます。
このオプションまたは -tのいずれか一方を使用できます (両方は使
用できません)。
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-t バイナリ以外のファイルだけを比較します。この比較では、ファイル
ごとに file(1)コマンドを使用してそのファイルがテキストファイル
であるかを確認します。ユーザーは、このオプションまたは -iのい
ずれか一方を使用できます (両方は使用できません)。

-o outfile 相違についての出力を outfileにリダイレクトします。

BE_name アクティブブート環境と比較するブート環境の名前を指定します。

ブート環境の比較 (コマンド行インタフェース)

この例では、 first_diskブート環境 (ソース)と second_diskブート環境が比較
され、結果がファイルに出力されます。

# /usr/sbin/lucompare -i /etc/lu/compare/ \
-o /var/tmp/compare.out second_disk

非アクティブブート環境の削除
「Delete」メニューまたは ludeleteコマンドを使用してブート環境を削除してくだ
さい。次の制限に注意してください。

� アクティブブート環境および次のリブートでアクティブになるブート環境は、削除
できません。

� 削除するブート環境は完了状態でなければなりません。完了状態のブート環境と
は、ステータスを変更する処理が終了している環境を指します。ブート環境のス
テータスを確認する方法については、204ページの「すべてのブート環境のステー
タスの表示」を参照してください。

� lumountを使用してファイルシステムをマウントしているブート環境を削除する
ことはできません。

� x86のみ: Solaris 10 1/06以降のリリースでは、アクティブな GRUBメニューがあ
るブート環境を削除することはできません。ブート環境を再使用するには、
lumakeコマンドまたは luupgradeコマンドを使用します。アクティブな GRUB
メニューがあるブート環境の確認については、75ページの「x86: GRUBメニュー
の menu.lst ファイルの検出 (作業)」を参照してください。
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� 非アクティブブート環境を削除する (キャラクタ
ユーザーインタフェース)

1. メインメニューから「Delete」を選択します。

2. 削除する非アクティブブート環境の名前を入力します。

Name of boot environment: solaris8

指定された非アクティブブート環境が削除されます。

� 非アクティブブート環境を削除する (コマンド行イ
ンタフェース)

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# ludelete BE_name

BE_name 削除する非アクティブブート環境の名前を指定します。

非アクティブブート環境の削除 (コマンド行インタフェース)

この例では、ブート環境 second_diskが削除されます。

# ludelete second_disk

アクティブブート環境の名前の表示
現在のブート環境の名前を表示するには、「Current」メニューまたは lucurrコマ
ンドを使用してください。システム上に構成されたブート環境がない場合は、「No
Boot Environments are defined」というメッセージが表示されます。lucurrで表示
されるのは現在のブート環境の名前だけです。次のブート時にアクティブになるブー
ト環境の名前は表示されません。ブート環境のステータスを確認する方法について
は、204ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」を参照してください。
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� アクティブブート環境の名前を表示する (キャラク
タユーザーインタフェース)

� メインメニューから「Current」を選択します。

アクティブブート環境の名前または「No Boot Environments are defined」という
メッセージが表示されます。

� アクティブブート環境の名前を表示する (コマンド
行インタフェース)

� 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/lucurr

アクティブブート環境の名前の表示 (コマンド行インタフェース)

この例では、現在のブート環境の名前が表示されます。

# /usr/sbin/lucurr
solaris8

ブート環境の名前の変更
ブート環境の名前の変更は、ブート環境の Solarisリリースを別のリリースにアップグ
レードする場合などに便利です。たとえば、オペレーティングシステムのアップグ
レード処理後に、ブート環境の名前を solaris8から solaris10に変更できます。

非アクティブブート環境の名前を変更する場合は、「Rename」メニューまたは
lurenameコマンドを使用してください。
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x86のみ – Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューは、「Rename」メ
ニューまたは lurename コマンドを使用すると自動的に更新されます。更新された
GRUBメニューでは、ブートエントリのリストにブート環境の名前が表示されます。
GRUBメニューの詳細については、117ページの「x86: GRUBメニューを使ったブー
ト環境のアクティブ化」を参照してください。

GRUBメニューの menu.lstファイルの検出については、75ページの「x86: GRUB
メニューの menu.lst ファイルの検出 (作業)」を参照してください。

表 11–2ブート環境の命名の制約

制約 参照先

名前の長さは、30文字以内にする必要があります。

名前は、英数字またはほかのASCII文字 (UNIXシェル
で特別な意味を持つ文字を除く)だけで構成できます。

sh(1)の「クォート」の節を参照してください。

名前に使用できるのは、8ビットで表現できるシングル
バイトの文字だけです。

名前は、システム上で一意となるように指定する必要が
あります。

ブート環境の名前を変更するためには、そのステータス
が「complete」である必要があります。

ブート環境のステータスを確認する方法については、
204ページの「すべてのブート環境のステータスの表
示」を参照してください。

lumountまたは mountを使用してファイルをマウント
しているブート環境の名前は、変更できません。

� 非アクティブブート環境の名前を変更する (キャラ
クタユーザーインタフェース)

1. メインメニューから「Rename」を選択します。

2. 名前を変更するブート環境を指定し、続いて新しい名前を入力します。

3. F3を押して変更を保存します。
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� 非アクティブブート環境の名前を変更する (コマン
ド行インタフェース)

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# lurename -e BE_name -n new_name

-e BE_name 変更する非アクティブブート環境の名前を指定します。

-n new_name 非アクティブブート環境の新しい名前を指定します。

この例では、second_diskが third_diskに変更されます。

# lurename -e second_disk -n third_disk

ブート環境名に関連付ける説明の作成ま
たは変更
ブート環境名に説明を付けることができます。この説明によって名前が置き換わるこ
とはありません。ブート環境名は長さと文字に制限がありますが、この説明は長さ、
内容に制限がありません。シンプルなテキストでも、gifファイルのような複雑なも
のでもかまいません。この説明は、次の時点で作成できます。

� ブート環境を作成する時点 (-Aオプション指定で lucreateコマンドを使用する)
� ブート環境の作成後 (ludescコマンドを使用する)

lucreateコマンドで -Aオプションを使用す
る方法の詳細

131ページの「ブート環境をはじめて作成する
(コマンド行インタフェース)」

ブート環境の作成後に説明を作成する方法の
詳細

ludesc(1M)

手順
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� テキストを使用してブート環境名の説明を作成ま
たは変更する方法

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/ludesc -n BE_name ’BE_description’

-n BE_name ’ BE_description’ ブート環境名と、ブート環境名に関連付ける新し
い説明を指定します。

テキストを使用してブート環境名に説明を加える

この例では、second_diskというブート環境に説明が加えられています。この説明
は、単一引用符で囲まれたテキストで記述されます。

# /usr/sbin/ludesc -n second_disk ’Solaris 10 test build’

� ファイルを使用してブート環境名の説明を作成ま
たは変更する方法

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/ludesc -n BE_name -f file_name

-n BE_name ブート環境名を指定します。

file_name ブート環境名に関連付ける説明が書かれているファイルを指定し
ます。

ファイルを使用してブート環境名に説明を加える

この例では、second_diskというブート環境に説明が加えられています。説明は、
gifファイル内に入っています。

# /usr/sbin/ludesc -n second_disk -f rose.gif
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� テキストで記述された説明からブート環境名を確
認する方法
次のコマンドにより、指定した説明に関連付けられたブート環境の名前が戻されま
す。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/ludesc -A ’BE_description’

-A ’BE_description’ ブート環境名に関連付ける説明を指定します。

説明からブート環境名を確認する

この例では、説明を指定して -Aオプションを使用することでブート環境名
second_diskを確認しています。

# /usr/sbin/ludesc -A ’Solaris 10 test build’
second_disk

� ファイル内の説明からブート環境名を確認する方
法
次のコマンドは、ファイルに関連付けられているブート環境名を表示します。ファイ
ルにはブート環境の説明が含まれます。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/ludesc -f file_name

-f file_name ブート環境の説明を含むファイルの名前を指定します。
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ファイル内の説明からブート環境名を確認する

この例では、-fオプションと、説明を含むファイルの名前を使用することでブート環
境の名前 second_diskを確認しています。

# /usr/sbin/ludesc -f rose.gif
second_disk

� 名前からブート環境説明を確認する方法
この手順では、コマンドで名前を指定したブート環境の説明が表示されます。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/ludesc -n BE_name

-n BE_name ブート環境名を指定します。

ブート環境名から説明を確認する

この例では、ブート環境名を指定して -nオプションを使用することで説明を確認し
ています。

# /usr/sbin/ludesc -n second_disk
Solaris 10 test build

ブート環境の構成の表示
ブート環境の構成を表示するには、「List」メニューまたは lufslistコマンドを使
用してください。出力される情報は、ブート環境マウントポイントごとの、ディスク
スライス (ファイルシステム)、ファイルシステムの種類、およびファイルシステムの
サイズです。

例 11–8
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� 非アクティブブート環境の構成を表示する (キャラ
クタユーザーインタフェース)

1. メインメニューから「List」を選択します。

2. 構成を表示するブート環境の名前を入力します。

Name of Boot Environment: solaris8

3. F3を押します。

次の例ではリストを表示しています。

Filesystem fstype size(Mb) Mounted on
------------------------------------------------------------------
/dev/dsk/c0t0d0s1 swap 512.11 -
/dev/dsk/c0t4d0s3 ufs 3738.29 /
/dev/dsk/c0t4d0s4 ufs 510.24 /opt

4. F6を押して「List」メニューに戻ります。

� ブート環境の構成を表示する (コマンド行インタ
フェース)

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

# lufslist -n BE_name

BE_name ファイルシステムの詳細を表示するブート環境の名前を指定します。

次の例ではリストを表示しています。

Filesystem fstype size(Mb) Mounted on
------------------------------------------------------------------
/dev/dsk/c0t0d0s1 swap 512.11 -
/dev/dsk/c0t4d0s3 ufs 3738.29 /
/dev/dsk/c0t4d0s4 ufs 510.24 /opt

手順
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第 12章

Solaris Live Upgrade (例)

この章では、新しいブート環境を作成、アップグレード、およびアクティブ化して、
これを新たな稼動環境にする例を示します。この章の内容は次のとおりです。

� 221ページの「Solaris Live Upgradeによるアップグレードの例 (コマンド行インタ
フェース)」

� 228ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離してアップグレードす
る例 (コマンド行インタフェース)」

� 231ページの「既存のボリュームから Solarisボリュームマネージャー RAID-1ボ
リュームへの移行例 (コマンド行インタフェース)」

� 232ページの「空のブート環境を作成して Solarisフラッシュアーカイブをインス
トールする例 (コマンド行インタフェース)」

� 234ページの「Solaris Live Upgradeによるアップグレードの例 (キャラクタユー
ザーインタフェース)」

Solaris Live Upgradeによるアップグ
レードの例 (コマンド行インタフェース)
この例では、Solaris 9リリースを実行しているシステムで、lucreateコマンドを使
用して新しいブート環境を作成します。この新しいブート環境を、luupgradeコマ
ンドを使用して Solaris 10にアップグレードします。アップグレードしたブート環境
を、luactivateコマンドによってアクティブ化します。この節では、以前のブート
環境にフォールバックする例も示します。
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必要なパッチをインストールする方法

説明 参照先

注意 – Solaris Live Upgradeを正しく操作するために
は、指定の OSバージョン用の特定のパッチリビジョン
のセットがインストールされている必要があります。
Solaris Live Upgradeをインストールまたは実行する前
に、これらのパッチをインストールする必要がありま
す。

x86のみ – Solaris 10 1/06以降のリリースでは、この
パッチのセットがインストールされていないと、Solaris
Live Upgradeが失敗し、次のエラーメッセージが表示
されることがあります。次のエラーメッセージが表示さ
れなくても、必要なパッチがインストールされていない
場合があります。Solaris Live Upgradeのインストール
を試みる前に、SunSolveの infodocに記載されたすべ
てのパッチがすでにインストール済みであることを必ず
確認してください。

ERROR: Cannot find or is not
executable: </sbin/biosdev>.
ERROR: One or more patches required by
Live Upgrade has not been installed.

infodoc 72099に記載されたパッチは、随時変更される
可能性があります。これらのパッチにより、Solaris
Live Upgradeの欠陥が修正される可能性があると同時
に、Solaris Live Upgradeが依存するコンポーネントの
欠陥も修正される可能性があります。Solaris Live
Upgradeで問題が発生した場合は、最新の Solaris Live
Upgradeパッチがインストールされていることを確認
してください。

http://sunsolve.sun.comで最新のパッチリストを確認
してください。SunSolveのWebサイトで、infodoc
72099を検索してください。

Solaris 8、または Solaris 9 OSを実行している場合、
Solaris Live Upgradeインストーラを実行できないこと
があります。これらのリリースには、Java 2 Runtime
Environmentの実行に必要なパッチのセットが含まれ
ていません。Solaris Live Upgradeインストーラを実行
してパッケージをインストールするには、Java 2
Runtime Environmentの推奨パッチクラスタが必要で
す。

Solaris Live Upgradeパッケージをインストールするに
は、pkgaddコマンドを使用します。または、Java 2
Runtime Environmentの推奨パッチクラスタをインス
トールします。このパッチクラスタは
http://sunsolve.sun.comから入手できます。

次の手順に従って必要なパッチをインストールします。

SunSolveのWebサイトから、パッチ一覧を取得します。

# patchadd /net/server/export/patches
# init 6
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アクティブブート環境で Solaris Live Upgradeを
インストールする方法
1. Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 2 CDを挿入します。

2. 使用しているメディアに合わせて操作を行います。

� Solaris Operating System DVDを使用している場合は、インストーラのある
ディレクトリに移動し、インストーラを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools/Installers
# ./liveupgrade20

Solarisインストールプログラムの GUIが表示されます。
� Solaris SOFTWARE - 2 CDを使用している場合は、インストーラを実行しま
す。

% ./installer

Solarisインストールプログラムの GUIが表示されます。

3. 「インストール形式の選択 (Select Type of Install)」パネルで「カスタム
(Custom)」をクリックします。

4. 「ロケールの選択 (Locale Selection)」パネルで、インストールする言語をクリック
します。

5. インストールするソフトウェアを選択します。

� DVDの場合、「コンポーネントの選択 (Component Selection)」パネルの「次
へ (Next)」をクリックしてパッケージをインストールします。

� CDの場合、「製品の選択 (Product Selection)」パネルの Solaris Live Upgrade
の項目で「デフォルトインストール (Default Install)」をクリックします。ま
た、このソフトウェアの選択を解除するには、ほかの製品をクリックします。

6. Solarisインストールプログラムの指示に従って、ソフトウェアをインストールし
ます。

ブート環境を作成する方法
-cオプションを使用して、ソースブート環境に c0t4d0s0という名前を付けます。
ソースブート環境の名前設定は最初のブート環境を作成するときだけ必要です。-cオ
プションによる命名の詳細は、「ブート環境をはじめて作成する」の手順 2を参照し
てください。

新しいブート環境の名前は c0t15d0s0です。-Aオプションを使用して、このブート
環境名に関連付ける説明を作成します。

ルート (/)ファイルシステムを新しいブート環境にコピーします。また、ソースブー
ト環境のスワップスライスは共有せずに、新しいスワップスライスを作成します。

# lucreate -A ’BE_description’ -c c0t4d0s0 -m /:/dev/dsk/c0t15d0s0:ufs\
-m -:/dev/dsk/c0t15d0s1:swap -n c0t15d0s0
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非アクティブブート環境をアップグレードする方
法
非アクティブブート環境の名前は c0t15d0s0です。アップグレードに使用するオペ
レーティングシステムイメージはネットワークから取得します。

# luupgrade -n c0t15d0s0 -u -s /net/ins-svr/export/Solaris_10 \
combined.solaris_wos

ブート環境がブート可能か確認する方法
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了したかどうかを報告します。
lustatusコマンドは、ブート環境がブート可能であるかどうかも報告します。

# lustatus
boot environment Is Active Active Can Copy
Name Complete Now OnReboot Delete Status
------------------------------------------------------------------------
c0t4d0s0 yes yes yes no -
c0t15d0s0 yes no no yes -

非アクティブブート環境をアクティブにする方法
luactivateコマンドを使用して c0t15d0s0ブート環境をブート可能にします。続
いてシステムをリブートします。これで c0t15d0s0がアクティブブート環境になり
ます。c0t4d0s0ブート環境は非アクティブになります。

# luactivate c0t15d0s0
# init 6

(省略可能)ソースブート環境へフォールバックす
る方法
新しいブート環境のアクティブ化の状況に応じて、フォールバックのための手順を次
の中から選択します。

� SPARCシステムの場合:

� アクティブ化が正常に行われたが元のブート環境に戻すという場合は、例 12–1
を参照してください。

� アクティブ化に失敗したが、元のブート環境からブート可能な場合は、例 12–2
を参照してください。

� アクティブ化に失敗し、メディアまたはネットインストールイメージを使用し
て元のブート環境に戻る必要がある場合は、例 12–3を参照してください。
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� x86システムで、Solaris 10 1/06以降のリリースの場合および GRUBメニューを使
用する場合:

� アクティブ化に失敗し、GRUBメニューは適切に表示されるが新しいブート環
境のブートに失敗する場合は、例 12–4を参照してください。

� アクティブ化に失敗し、GRUBメニューが表示されない場合は、例 12–5を参
照してください。

例 12–1 SPARC:ブート環境作成は正常に完了したが元のブート環境にフォールバックさせる
場合

この例では、新しいブート環境のアクティブ化が正常に完了したにもかかわらず、元
の c0t4d0s0ブート環境をアクティブブート環境として復元しています。デバイス名
は first_diskです。

# /sbin/luactivate first_disk

# init 6

例 12–2 SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のフォールバック

この例では、新しいブート環境のブートに失敗しています。シングルユーザーモード
で元のブート環境 c0t4d0s0からブートさせるために、OKプロンプトを表示させる
必要があります。

OK boot net -s
# /sbin/luactivate first_disk
Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0
(yes or no)? yes
# init 6

元のブート環境 c0t4d0s0がアクティブブート環境になります。

例 12–3 SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを使って元のブート
環境にフォールバックする

この例では、新しいブート環境のブートに失敗しています。元のブート環境からは
ブートできないためメディアまたはネットインストールイメージを使用する必要があ
ります。デバイスは /dev/dsk/c0t4d0s0です。元のブート環境 c0t4d0s0がアク
ティブブート環境になります。

OK boot net -s
# fsck /dev/dsk/c0t4d0s0
# mount /dev/dsk/c0t4d0s0 /mnt
# /mnt/sbin/luactivate
Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0
(yes or no)? yes
# umount /mnt

# init 6

例 12–4 x86: GRUBメニューを使用して元のブート環境にフォールバックする

次の例では、Solaris 10 1/06以降のリリースで、GRUBメニューを使用してフォール
バックする手順を示します。
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例 12–4 x86: GRUBメニューを使用して元のブート環境にフォールバックする (続き)

この例では、GRUBメニューは適切に表示されますが、新しいブート環境のブートに
失敗します。フォールバックを可能にするため、元のブート環境はシングルユーザー
モードでブートされます。

1. GRUBメニューを表示するにはシステムをリブートします。

# init 6

GRUBメニューが表示されます。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)
+-------------------------------------------------------------------+
|Solaris |
|Solaris failsafe |
|second_disk |
|second_disk failsafe |
+-------------------------------------------------------------------+
Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press
enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before
booting, or ’c’ for a command-line.

2. GRUBメニューから、元のブート環境を選択します。ブート環境は、GRUBソフ
トウェアで作成されている必要があります。Solaris 10 1/06リリースより前に作成
されたブート環境は、GRUBブート環境ではありません。ブート可能な GRUB
ブート環境がない場合は、例 12–5に進んでください。

3. 次のように入力して、GRUBメニューを編集します。e。

4. 矢印キーを使用して kernel /boot/multiboot を選択し、e と入力します。
GRUB編集メニューが表示されます。

grub edit>kernel /boot/multiboot

5. -sと入力して、シングルユーザーモードでブートします。

grub edit>kernel /boot/multiboot -s

6. ブートして、ブート環境をマウントします。次に、それをアクティブ化します。

# b
# fsck /dev/dsk/c0t4d0s0
# mount /dev/dsk/c0t4d0s0 /mnt
# /mnt/sbin/luactivate
Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0
(yes or no)? yes
# umount /mnt

# init 6

例 12–5 x86: DVDまたは CDを使用して GRUBメニューで元のブート環境にフォール
バックする

次の例では、Solaris 10 1/06以降のリリースにおいて DVDまたは CDを使用して
フォールバックする手順を示します。

この例では、新しいブート環境のブートに失敗しています。また、GRUBメニューは
表示されません。フォールバックを可能にするため、元のブート環境はシングルユー
ザーモードでブートされます。
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例 12–5 x86: DVDまたは CDを使用して GRUBメニューで元のブート環境にフォール
バックする (続き)

1. Solaris Operating System DVD (x86版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)
を挿入します。

2. DVDまたは CDからブートします。

# init 6

GRUBメニューが表示されます。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)
+-------------------------------------------------------------------+
|Solaris |
|Solaris failsafe |
+-------------------------------------------------------------------+
Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press
enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before
booting, or ’c’ for a command-line.

3. 次のように入力して、GRUBメニューを編集します。e。

4. 矢印キーを使用して kernel /boot/multiboot を選択し、e と入力します。
GRUB編集メニューが表示されます。

grub edit>kernel /boot/multiboot

5. -sと入力して、シングルユーザーモードでブートします。

grub edit>kernel /boot/multiboot -s

6. ブートして、ブート環境をマウントします。次に、アクティブ化してリブートしま
す。

Edit the GRUB menu by typing: e
Select the original boot environment by using the arrow keys.
grub edit>kernel /boot/multiboot -s
# b
# fsck /dev/dsk/c0t4d0s0
# mount /dev/dsk/c0t4d0s0 /mnt
# /mnt/sbin/luactivate
Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0
(yes or no)? yes
# umount /mnt

# init 6
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RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切
り離してアップグレードする例 (コマン
ド行インタフェース)
この例では、次の作業の手順を示します。

� 新しいブート環境に RAID-1ボリューム (ミラー)を作成します
� ミラーの一方を切り離し、アップグレードします
� ミラー (連結)の他方を新しいミラーに接続します

図 12–1は、3つの物理ディスクから成る現在のブート環境を示します。

図 12–1 RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離し、アップグレードする

1. ミラーを持つ新しいブート環境 second_diskを作成します。

次のコマンドは、次のような処理を実行します。

� lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントの UFSファイルシス
テムが構成されます。d10というミラーが作成されます。このミラー d10に、
現在のブート環境のルート (/)ファイルシステムがコピーされます。ミラー
d10にあるデータはすべて上書きされます。

� 2 つのスライス c0t1d0s0 および c0t2d0s0 は、サブミラーとして指定され
ています。これら 2つのサブミラーは、ミラー d10に接続されます。

# lucreate -c first_disk -n second_disk \
-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \
-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:attach \
-m /:/dev/dsk/c0t2d0s0:attach

2. ブート環境 second_diskをアクティブ化します。

# /sbin/luactivate second_disk
# init 6
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3. 別のブート環境 third_diskを作成します。

次のコマンドは、次のような処理を実行します。

� lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントの UFSファイルシス
テムが構成されます。d20というミラーが作成されます。

� スライス c0t1d0s0が現在のミラーから切り離され、ミラー d20に追加されま
す。このサブミラーの内容であるルート (/)ファイルシステムは保持され、コ
ピー処理は発生しません。

# lucreate -n third_disk \
-m /:/dev/md/dsk/d20:ufs,mirror \
-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:detach,attach,preserve

4. 新しいブート環境 third_diskをアップグレードします。

# luupgrade -u -n third_disk \
-s /net/installmachine/export/Solaris_10/OS_image

5. アップグレードされたブート環境にパッチを追加します。

# luupgrade -t n third_disk -s /net/patches 222222-01

6. ブート環境 third_diskをアクティブ化して、このブート環境からシステムを実
行します。

# /sbin/luactivate third_disk
# init 6

7. ブート環境 second_diskを削除します。

# ludelete second_disk

8. 次のコマンドは、次のような処理を実行します。

� ミラー d10を消去します。

� c0t2d0s0 の連結の数を調べます。

� metastat コマンドで見つけた連結を、ミラー d20 に接続します。
metattach コマンドは、新しく接続した連結と、ミラー d20 の連結とを同期
します。連結にあるデータはすべて上書きされます。

# metaclear d10
# metastat -p | grep c0t2d0s0
dnum 1 1 c0t2d0s0
# metattach d20 dnum

num metastatコマンドで見つかった連結の数。

これで、新しいブート環境 third_diskがアップグレードされ、この環境からシステ
ムが実行されます。third_diskには、ミラー化されたルート (/)ファイルシステム
が含まれています。

図 12–2は、上記の例のコマンドでミラーを切り離してアップグレードする手順の全体
を示しています。
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図 12–2 RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離し、アップグレードする (続き)
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既存のボリュームから Solarisボリュー
ムマネージャー RAID-1ボリュームへの
移行例 (コマンド行インタフェース)
Solaris Live Upgradeでは、RAID–1ボリューム (ミラー)上に新しいブート環境を作
成できます。現在のブート環境のファイルシステムは、次のいずれかです。

� 物理ストレージデバイス
� Solarisボリュームマネージャーの制御下の RAID–1ボリューム
� Veritas VXFS制御下のボリューム

ただし、新しいブート環境のターゲットは、Solarisボリュームマネージャー RAID-1
ボリュームでなければなりません。たとえば、ルート(/)ファイルシステムのコピー
用に指定するスライスは、/dev/vx/dsk/rootvol となります。rootvol はルート
(/)ファイルシステムを含むボリュームです。

この例では、現在のブート環境のルート (/)ファイルシステムは Solarisボリュームマ
ネージャーボリューム以外のボリューム上にあります。新しいブート環境では、
Solarisボリュームマネージャー RAID-1ボリュームである c0t2d0s0上にルート (/)
ファイルシステムが作成されます。lucreateコマンドは、現在のボリュームを
Solarisボリュームマネージャーボリュームに移行させるコマンドです。新しいブート
環境の名前は svm_beです。lustatusコマンドを使用すると、新しいブート環境の
アクティブ化とリブートの準備ができているかどうかがわかります。ブート環境がア
クティブ化され、現在のブート環境になります。

# lucreate -n svm_be -m /:/dev/md/dsk/d1:mirror,ufs \
-m /:/dev/dsk/c0t2d0s0:attach
# lustatus
# luactivate svm_be
# lustatus
# init 6
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空のブート環境を作成して Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする
例 (コマンド行インタフェース)
次の手順を 3段階に分けて説明します。

� 空のブート環境の作成
� アーカイブのインストール
� ブート環境をアクティブにし、現在実行中のブート環境にする

lucreateコマンドは、アクティブブート環境内のファイルシステムに基づいてブー
ト環境を作成します。lucreateコマンドに -s -オプションを指定して実行すると、
空のブート環境を短時間で作成できます。スライスは、指定のファイルシステム用に
予約されていますが、ファイルシステムはコピーされません。このブート環境は、名
前が付けられてはいますが、実際には、Solarisフラッシュアーカイブがインストール
される時にはじめて作成されることになります。空のブート環境にアーカイブがイン
ストールされると、ファイルシステムは予約されたスライスにインストールされま
す。その後、ブート環境をアクティブ化します。

空のブート環境を作成する方法
最初の手順で、空のブート環境を作成します。指定されたファイルシステム用にスラ
イスが予約されますが、現在のブート環境からファイルシステムがコピーされること
はありません。新しいブート環境の名前は second_diskです。

# lucreate -s - -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs \
-n second_disk

これで、ブート環境に Solarisフラッシュアーカイブを格納する準備ができました。

図 12–3は、空のブート環境の作成の様子を示しています。
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図 12–3空のブート環境の作成

新しいブート環境へ Solarisフラッシュアーカイブ
をインストールする方法
2番目の手順では、前の例で作成した second_diskブート環境に、アーカイブをイ
ンストールします。アーカイブはローカルシステムに存在します。-sおよび -aオプ
ションで指定するオペレーティングシステムのバージョンは、どちらも Solaris 10リ
リースです。アーカイブの名前は Solaris_10.flarです。

# luupgrade -f -n second_disk \
-s /net/installmachine/export/Solaris_10/OS_image \
-a /net/server/archive/Solaris_10.flar

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。
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新しいブート環境をアクティブ化する方法
最後の手順では、luactivateコマンドを使用して、second_diskブート環境を
ブート可能な状態にします。続いてシステムをリブートします。これで
second_diskがアクティブブート環境になります。

# luactivate second_disk
# init 6

� 空のブート環境の詳しい作成手順については、144ページの「Solarisフ
ラッシュアーカイブ用の空のブート環境の作成 (コマンド行インタフェース)」を参
照してください。

� Solarisフラッシュアーカイブの詳しい作成手順については、『Solaris 10インス
トールガイド (Solarisフラッシュアーカイブの作成とインストール)』の第 3
章「Solarisフラッシュアーカイブの作成 (作業)」を参照してください。

� ブート環境をアクティブ化したり、元のブート環境にフォールバックしたりする詳
細な手順については、第 10章を参照してください。

Solaris Live Upgradeによるアップグ
レードの例 (キャラクタユーザーインタ
フェース)
この例では、Solaris 9リリースを実行しているシステム上に新しいブート環境を作成
します。この新しいブート環境を Solaris 10リリースにアップグレードします。続い
て、アップグレードしたブート環境をアクティブにします。

アクティブブート環境で Solaris Live Upgradeを
インストールする方法
1. Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 2 CDを挿入します。

2. インストーラを実行します。

� Solaris Operating System DVDを使用している場合は、インストーラのある
ディレクトリに移動し、インストーラを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools/Installers
# ./liveupgrade20

Solarisインストールプログラムの GUIが表示されます。
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� Solaris SOFTWARE - 2 CDを使用している場合は、インストーラを実行しま
す。

% ./installer

Solarisインストールプログラムの GUIが表示されます。

3. 「インストール形式の選択 (Select Type of Install)」パネルで「カスタム
(Custom)」をクリックします。

4. 「ロケールの選択 (Locale Selection)」パネルで、インストールする言語をクリック
します。

5. インストールするソフトウェアを選択します。

� DVDの場合、「コンポーネントの選択 (Component Selection)」パネルの「次
へ (Next)」をクリックしてパッケージをインストールします。

� CDの場合、「製品の選択 (Product Selection)」パネルの Solaris Live Upgrade
の項目で「デフォルトインストール (Default Install)」をクリックします。ま
た、ソフトウェアの選択を解除するには、ほかの製品をクリックします。

6. Solarisインストールプログラムの指示に従って、ソフトウェアをインストールし
ます。
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必要なパッチをインストールする方法

説明 参照先

注意 – Solaris Live Upgradeを正しく操作するために
は、指定の OSバージョン用の特定のパッチリビジョン
のセットがインストールされている必要があります。
Solaris Live Upgradeをインストールまたは実行する前
に、これらのパッチをインストールする必要がありま
す。

x86のみ – Solaris 10 1/06以降のリリースでは、この
パッチのセットがインストールされていないと、Solaris
Live Upgradeが失敗し、次のエラーメッセージが表示
されることがあります。次のエラーメッセージが表示さ
れなくても、必要なパッチがインストールされていない
場合があります。Solaris Live Upgradeのインストール
を試みる前に、SunSolveの infodocに記載されたすべ
てのパッチがすでにインストール済みであることを必ず
確認してください。

ERROR: Cannot find or is not executable:
</sbin/biosdev>.
ERROR: One or more patches required by
Live Upgrade has not been installed.

infodoc 72099に記載されたパッチは、随時変更される
可能性があります。これらのパッチにより、Solaris
Live Upgradeの欠陥が修正される可能性があると同時
に、Solaris Live Upgradeが依存するコンポーネントの
欠陥も修正される可能性があります。Solaris Live
Upgradeで問題が発生した場合は、最新の Solaris Live
Upgradeパッチがインストールされていることを確認
してください。

http://sunsolve.sun.comで最新のパッチリストを確認
してください。SunSolveのWebサイトで、infodoc
72099を検索してください。

Solaris 8、または Solaris 9 OSを実行している場合、
Solaris Live Upgradeインストーラを実行できないこと
があります。これらのリリースには、Java 2 Runtime
Environmentの実行に必要なパッチのセットが含まれ
ていません。Solaris Live Upgradeインストーラを実行
してパッケージをインストールするには、Java 2
Runtime Environmentの推奨パッチクラスタが必要で
す。

Solaris Live Upgradeパッケージをインストールするに
は、pkgaddコマンドを使用します。または、Java 2
Runtime Environmentの推奨パッチクラスタをインス
トールします。このパッチクラスタは
http://sunsolve.sun.comから入手できます。

これらの手順に従って必要なパッチをインストールします。

SunSolveのWebサイトから、パッチ一覧を取得します。

# patchadd /net/server/export/patches
# init 6
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ブート環境を作成する方法
この例では、ソースブート環境の名前は c0t4d0s0です。ルート (/)ファイルシステ
ムを新しいブート環境にコピーします。また、ソースブート環境のスワップスライス
は共有せずに、新しいスワップスライスを作成します。

1. キャラクタユーザーインタフェースを表示します。

# /usr/sbin/lu

Solaris Live Upgradeのメインメニューが表示されます。

2. メインメニューから「Create」を選択します。

Name of Current Boot Environment: c0t4d0s0
Name of New Boot Environment: c0t15d0s0

3. F3を押します。

「Configuration」メニューが表示されます。

4. スライスを選択するために、「Configuration」メニューで F2を押します。

「Choices」メニューが表示されます。

5. ディスク c0t15d0からルート (/)ファイルシステム用としてスライス 0を選択し
ます。

6. 構成メニューで、分割するスワップスライスを選択して c0t15d0上にスワップ用
の新しいスライスを作成します。

7. スワップ用のスライスを選択するために、F2を押します。「Choices」メニューが
表示されます。

8. 新しいスワップスライスとして、ディスク c0t15d0からスライス 1を選択しま
す。

9. F3を押して新しいブート環境を作成します。

非アクティブブート環境をアップグレードする方
法
次に、この新しいブート環境をアップグレードします。アップグレードに使用する新
しいバージョンのオペレーティングシステムは、ネットワークイメージから取得しま
す。

1. メインメニューから「Upgrade」を選択します。

Name of New Boot Environment: c0t15d0s0
Package Media: /net/ins3-svr/export/Solaris_10/combined.solaris_wos

2. F3を押します。

第 12章 • Solaris Live Upgrade (例) 237



非アクティブブート環境をアクティブにする方法
c0t15d0s0ブート環境をブート可能にします。続いてシステムをリブートします。
これで c0t15d0s0がアクティブブート環境になります。c0t4d0s0ブート環境は非
アクティブになります。

1. メインメニューから「Activate」を選択します。

Name of Boot Environment: c0t15d0s0
Do you want to force a Live Upgrade sync operations: no

2. F3を押します。

3. Returnキーを押します。

4. 次のコマンドを入力します。

# init 6

フォールバックが必要な場合は、前述の例のコマンド行による作業を行います。
224ページの「(省略可能)ソースブート環境へフォールバックする方法」.
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第 13章

Solaris Live Upgrade (コマンドリ
ファレンス)

次の表に、コマンド行で入力できるコマンドを示します。Solaris Live Upgradeに
は、次の表に示すすべてのコマンド行ユーティリティーのマニュアルページが含まれ
ています。

Solaris Live Upgradeのコマンド

作業 コマンド名

非アクティブブート環境をアクティブにしま
す。

luactivate(1M)

スケジュールされた処理 (コピーまたは作成)
を取り消します。

lucancel(1M)

アクティブブート環境を非アクティブブート
環境と比較します。

lucompare(1M)

非アクティブブート環境を更新するために
ファイルシステムをコピーし直します。

lumake(1M)

ブート環境を作成します。 lucreate(1M)

アクティブブート環境に名前を付けます。 lucurr(1M)

ブート環境を削除します。 ludelete(1M)

ブート環境の名前に記述を追加します。 ludesc(1M)

各ブート環境のクリティカルファイルシステ
ムを表示します。

lufslist(1M)
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作業 コマンド名

ブート環境内のすべてのファイルシステムを
マウントできるようにします。このコマンド
を使用すると、ブート環境がアクティブでな
い時にそのブート環境内のファイルを変更で
きます。

lumount(1M)

ブート環境の名前を変更します。 lurename(1M)

すべてのブート環境のステータスを表示しま
す。

lustatus(1M)

ブート環境に存在するすべてのファイルシス
テムのマウントを解除します。このコマンド
を使用すると、ブート環境がアクティブでな
い時にそのブート環境内のファイルを変更で
きます。

luumount(1M)

非アクティブブート環境上の OSをアップグ
レードするか、あるいは非アクティブブート
環境上にフラッシュアーカイブをインストー
ルします。

luupgrade(1M)
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パート III 付録

このパートでは、リファレンス情報について説明します。
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付録 A

問題発生時の解決方法 (作業)

この章では、Solaris 10ソフトウェアのインストール時に発生する可能性のあるエラー
メッセージと一般的な問題の一覧を示し、それぞれの問題の解決方法を示します。ま
ず、次のリストを使用して、インストールプロセスのどこで問題が発生したか確認し
てください。

� 243ページの「ネットワークインストールの設定に関する問題」
� 244ページの「システムのブートに関する問題」
� 251ページの「Solaris OSの初期インストール」
� 253ページの「Solaris OSのアップグレード」

注 –この付録で「ブート可能なメディア」と記載されている場合、これはインストー
ルプログラムおよび JumpStartインストールを意味します。

ネットワークインストールの設定に関す
る問題
Unknown client “host_name”
原因: add_install_clientコマンドの引数に指定した host_nameがネームサー
ビス内のホストではありません。

説明:ホスト host_nameをネームサービスに追加し、add_install_clientコマ
ンドを実行し直してください。
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システムのブートに関する問題

メディアからのブート時のエラーメッセージ

le0: No carrier - transceiver cable problem
原因:システムがネットワークに接続されていません。

対処方法:ネットワークに接続せずに使用しているシステムの場合は、この
メッセージは無視してください。ネットワークに接続されているシステムの場合
は、Ethernetが正しく接続されているかどうか確認してください。

The file just loaded does not appear to be executable
原因:ブート用の適切な媒体が見つかりません。

対処方法:インストールサーバーからネットワークを介して Solaris 10をインストー
ルするように正しく設定されているか確認します。たとえば、次のような確認を行
います。

� Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE CDのイメージをイ
ンストールサーバーにコピーした場合は、設定時にシステムのプラットフォー
ムグループを正しく指定したかどうかを確認します。

� DVDまたは CDメディアを使用する場合は、Solaris Operating System DVDま
たは Solaris SOFTWARE - 1 CDがインストールサーバー上にマウントされてい
てアクセスできることを確認します。

boot: cannot open <filename> (SPARC システムのみ)
原因: PROMの boot -fileの値を明示的に指定したときに発生するエラーです。

注 – filenameは、対象となるファイルの名前です。

対処方法:次の手順を実行します。

� PROMの boot-fileの値を (無指定)に設定変更します。
� diag-switchが offと trueに設定されているか確認します。

Can’t boot from file/device
原因:インストールメディアがブート可能なメディアを見つけることができませ
ん。

対処方法:次の条件が満たされているか確認します。

� DVD-ROMまたは CD-ROMドライブがシステムに適切に取り付けられ、電源
が入っている。
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� Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDがドライブに
挿入されている。

� ディスクに傷や埃が付いていない。

WARNING: clock gained xxx days -- CHECK AND RESET DATE! (SPARC シス
テムのみ)
説明:これは参考情報です。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。

Not a UFS file system (x86 システムのみ)
原因: Solaris 10ソフトウェアをインストールしたとき (Solarisインストールプログ
ラムまたはカスタム JumpStartを使って)、ブートドライブを選択しませんでし
た。Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)フ
ロッピーディスクを使用するか、BIOSを編集してシステムをブートする必要があ
ります。

対処方法:次の手順を実行します。

� Solaris 10 3/05リリースの場合は、Solaris 10 3/05 Device Configuration
Assistant (デバイス構成用補助)フロッピーディスクをシステムのブートフ
ロッピーディスクドライブ (通常はドライブA)に挿入します。Solaris 10 3/05
Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)フロッピーディスクへの
アクセス方法については、『Solaris 10インストールガイド (ネットワークイン
ストール)』の「x86版 Solaris 10 3/05:ブートソフトウェアのフロッピーディス
クへのコピー」を参照してください。

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、ブートする BIOSを選択します。詳細は、
BIOSのマニュアルを参照してください。

メディアからのブート時の一般的な問題

システムがブートしない。
説明:初めてカスタム JumpStartサーバーを設定する場合、エラーメッセージを返
さないブート問題が発生することがあります。システムについての情報およびシス
テムがどのようにブートするかを調べるには、-vオプションを指定してブートコ
マンドを実行してください。-vオプションを使用すると、ブートコマンドは画面
に詳しいデバッグ情報を表示します。

注 –このフラグを指定しなくてもメッセージは出力されますが、システムログ
ファイルが出力先となります。詳細については、syslogd(1M)を参照してくださ
い。

対処方法: SPARCシステムの場合、okプロンプトで次のコマンドを入力します。
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ok boot net -v - install

x86 システムの場合、インストールプログラムにより「Select type of
installation」が表示されたら、次のコマンドを入力します。

b - -v install

Toshiba SD—M 1401 DVD-ROM が搭載されたシステムで DVD メディアからのブー
トが失敗する
説明:使用しているシステムにファームウェアバージョン 1007の Toshiba
SD-M1401 DVD-ROMが搭載されている場合、システムは Solaris Operating
System DVDからブートできません。

対処方法: 111649–03以降のパッチを適用して Toshiba SD-M1401 DVD-ROMドライ
ブのファームウェアを更新します。このパッチ 111649–03は sunsolve.sun.comか
ら入手できます。

メモリー増設用以外の PC カードを挿入すると、システムがハングまたはパニックを
起こす。(x86 システムのみ)
原因:メモリー増設用以外の PCカードは、ほかのデバイスが使用するのと同じメ
モリーリソースを使用できません。

対処方法:この問題を解決するには、PCカードのマニュアルを参照してアドレス範
囲を確認してください。

ブート前の段階で、Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デ
バイス構成用補助) フロッピーディスクが、システムの IDE BIOS プライマリドラ
イブを検出できなかった。(x86 システムのみ)
対処方法:次の手順を実行します。

� 古いドライブを使用している場合、サポートされていないことがあります。
ハードウェアのマニュアルを参照してください。

� リボンケーブルと電源ケーブルが正しく接続されているか確認します。ハード
ウェアのマニュアルを参照してください。

� 1台のドライブだけがコントローラに接続されている場合、ジャンパを設定し
て、そのドライブをマスタードライブとして指定します。一部のドライブで
は、単一マスター用のジャンパ設定が、スレーブと一緒に動作するマスター用
のジャンパ設定と異なる場合があります。未使用のコネクタがケーブルの終端
にあるときに発生する信号障害を抑制するために、ケーブルの終端にあるコネ
クタにドライブを接続します。

� 2台のドライブがコントローラに接続されている場合、1台のドライブをマス
ター (またはスレーブと一緒に動作するマスター)としてジャンパ設定し、もう
1台のドライブをスレーブとしてジャンパ設定します。

� 1台目のドライブがハードディスクで、2台目のドライブが CD-ROMドライブ
の場合、ジャンパを設定して、どちらかのドライブをスレーブドライブとして
指定します。どちらの物理ドライブをスレーブドライブとして指定してもかま
いません。
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� 単一のコントローラ上の 2つのドライブで問題が継続して発生する場合、一度
に 1つのドライブを接続して、各ドライブの動作を確認します。ドライブをマ
スターまたは単一マスターとしてジャンパ設定し、IDEリボンケーブルの終端
にあるドライブコネクタを使用してドライブを接続します。各ドライブが動作
することを確認して、次にドライブをもう一度マスターとスレーブの構成に
ジャンパ設定します。

� ドライブがディスクドライブの場合、BIOS設定画面を使用して、ドライブタイ
プ (シリンダ、ヘッド、セクターの数を示す)が正しく構成されていることを確
認します。一部の BIOSソフトウェアは、ドライブタイプを自動的に検出する
機能を持っています。

� ドライブが CD-ROMドライブの場合、BIOS設定画面を使用して、ドライブタ
イプを CD-ROMドライブとして構成します (BIOSソフトウェアがこの機能を
持っている場合のみ)。

� ほとんどのシステムでは、MS-DOS CD-ROMドライバがインストールされて
いる場合、IDEの CD-ROMドライブはMS-DOSでしか認識されません。別の
ドライブで試してみてください。

ブート前の段階で、Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デ
バイス構成用補助) フロッピーディスクが、システムの IDE ディスクまたは
CD-ROM ドライブを検出できなかった。(x86 システムのみ)
対処方法:次の手順を実行します。

� Solaris 10 3/05リリースの場合、ディスクが BIOSで無効になっているときは、
Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)フ
ロッピーディスクを使用してハードディスクから起動します。Solaris 10 3/05
Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)へのアクセス方法につい
ては、『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインストール)』の「x86
版 Solaris 10 3/05:ブートソフトウェアのフロッピーディスクへのコピー」を参
照してください。

� システムがディスクを持っていない場合は、ディスクレスクライアントにしま
す。

システムがプロンプトを出す前にハングする。(x86 システムのみ)
対処方法:サポートされていないハードウェアです。ハードウェアのマニュアルを
参照してください。

ネットワークからのブート時のエラーメッセージ

WARNING: getfile: RPC failed: error 5 (RPC Timed out).
説明:インストールクライアントのブート要求に対して、ネットワーク上の複数の
サーバーが応答したときに発生するエラーです。インストールクライアントの接続
先のブートサーバーが間違っているため、インストールは停止します。次の原因が
考えられます。

原因: 1このインストールクライアントが登録された /etc/bootparamsファイル
が複数のサーバーに存在する可能性があります。
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対処方法: 1ネットワーク上の複数のサーバーの /etc/bootparamsエントリにイ
ンストールクライアントが登録されていないか調べます。複数のサーバーに登録が
されている場合は、インストールに使用するインストールサーバー（またはブート
サーバー）以外のサーバーの /etc/bootparamsファイルから登録を削除しま
す。

原因: 2複数の /tftpbootまたは /rplbootディレクトリにこのインストールク
ライアントが登録されている可能性があります。

対処方法: 2ネットワーク上の複数のサーバーの /tftpbootまたは /rplboot
ディレクトリにインストールクライアントが登録されていないか調べます。複数の
サーバーに登録されている場合は、インストールに使用するインストールサーバー
（またはブートサーバー）以外のサーバーの /tftpbootまたは /rplboot
ディレクトリから、クライアントの登録を削除します。

原因: 3あるサーバーの /etc/bootparamsファイルにこのインストールクライア
ントが登録されており、別のサーバーの /etc/bootparamsファイルで、すべて
のシステムがプロファイルサーバーにアクセスできるように記述されている可能性
があります。次に示すようにすべてのシステムがプロファイルサーバーにアクセス
できるように記述しています。

* install_config=profile_server:path

このエラーは、NISまたは NIS+の bootparamsテーブルにこのような行が存在
していても発生します。

対処方法: 3ワイルドカードエントリが名前サービスの bootparamsマップまたは
テーブル ( * install_config= など) にある場合は、そのエントリを削除し、
ブートサーバーの /etc/bootparams ファイルに追加します。

No network boot server. Unable to install the system. See
installation instructions. (SPARC システムのみ)
原因:このエラーは、ネットワークからインストールしようとしているシステムで
発生します。このシステムは、適切に設定されていません。

対処方法:ネットワークを介してインストールするようにシステムが適切に設定さ
れているか確認します。『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインス
トール)』の「CDイメージを使用してネットワークからインストールするシステ
ムの追加」を参照してください。

prom_panic: Could not mount file system (SPARC システムのみ)
原因:このエラーはネットワークから Solarisをインストールしようとしてブートソ
フトウェアが次のものを見つけられない場合に発生します。

� Solaris Operating System DVDまたはインストールサーバー上の Solaris
Operating System DVDイメージコピー

� Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはインストールサーバー上の Solaris
SOFTWARE - 1 CDイメージコピー

対処方法:インストール用のソフトウェアがマウントされ共有されるように設定し
てあることを確認します。
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� インストールサーバーの DVD-ROMまたは CD-ROMドライブから Solarisを
インストールする場合は、Solaris Operating System DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDが CD-ROMドライブに挿入されてマウントされているこ
と、および /etc/dfs/dfstabファイルで共有されるように設定してあること
を確認します。

� インストールサーバーのディスク上にある Solaris Operating System DVDイ
メージまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDイメージのコピーからインストールす
る場合は、そのコピーのディレクトリパスが /etc/dfs/dfstabファイル内で
共有されていることを確認します。

Timeout waiting for ARP/RARP packet...(SPARC システムのみ)
原因: 1クライアントはネットワークを介してブートしようとしていますが、認識
してくれるシステムを見つけることができません。

対処方法: 1システムのホスト名が NISまたは NIS+のネームサービスに登録されて
いることを確認します。また、ブートサーバーの /etc/nsswitch.confファイ
ル内の bootparamsの検索順序を確認します。

たとえば、/etc/nsswitch.confファイル内にある次の行は、JumpStartまたは
Solarisインストールプログラムが最初に NISマップから bootparams情報を探す
ことを示しています。ここで情報が見つからない場合、インストーラはブートサー
バーの /etc/bootparamsファイルを調べます。

bootparams: nis files

原因: 2クライアントの Ethernetアドレスが不正です。

対処方法: 2インストールサーバーの /etc/ethersファイルにあるクライアントの
Ethernetアドレスが正しいことを確認します。

原因: 3カスタム JumpStartインストールでは、特定のサーバーをインストール
サーバーとして使用するようにプラットフォームグループを
add_install_clientコマンドによって指定します。add_install_client
を使用する際に不正な構成値を使用すると、この問題が発生します。たとえば、イ
ンストールするマシンが sun4uであるのに誤って i86pcと指定した場合などが考
えられます。

対処方法: 3正しいアーキテクチャー値を使用して add_install_clientを実行
し直します。

ip: joining multicasts failed on tr0 - will use link layer
broadcasts for multicast (x86 システムのみ)
原因:このエラーメッセージは、トークンリングカードを使ってシステムをブート
したときに表示されます。Ethernetのマルチキャストとトークンリングのマルチ
キャストの動作は異なります。ドライバはこのエラーメッセージを返して、マルチ
キャストアドレスが無効なことを知らせます。

対処方法:このエラーメッセージは無視してください。マルチキャストがうまく動
作しなければ、IPは代わりにレイヤーブロードキャストを使用し、インストール
は失敗しません。

付録 A •問題発生時の解決方法 (作業) 249



Requesting Internet address for Ethernet_Address (x86 システムのみ)
原因:クライアントはネットワークを介してブートしようとしていますが、認識し
てくれるシステムを見つけることができません。

対処方法:システムのホスト名がネームサービスに登録されていることを確認しま
す。システムのホスト名が NISまたは NIS+のネームサービスに登録されている
のに、システムがこのエラーメッセージを表示し続ける場合は、リブートしてくだ
さい。

RPC: Timed out No bootparams (whoami) server responding; still
trying... (x86 システムのみ)
原因:クライアントはネットワークからブートしようとしていますが、インストー
ルサーバー上の /etc/bootparamsファイルにエントリを持つシステムを見つけ
ることができません。

対処方法:インストールサーバー上で add_install_clientを実行します。これ
により /etc/bootparamsファイルに適切なエントリが追加され、クライアント
がネットワークからブートできるようになります。

Still trying to find a RPL server... (x86 システムのみ)
原因:システムはネットワークからブートしようとしていますが、サーバーではこ
のシステムをブートするように設定されていません。

対処方法:インストールサーバー上で、インストールするシステム用に
add_install_clientを実行します。add_install_clientコマンドは、必
要なネットワークブートプログラムを含む /rplbootディレクトリを設定しま
す。

CLIENT MAC ADDR: FF FF FF FF FF FF (DHCP によるネットワークインストー
ルのみ)
原因: DHCPサーバーが正しく構成されていません。このエラーは、DHCPマネー
ジャ内でオプションやマクロが正しく定義されていない場合に発生する可能性があ
ります。

対処方法: DHCPマネージャで、オプションおよびマクロが正しく定義されている
ことを確認します。ルーターオプションが定義されており、その値がネットワーク
インストールで使用するサブネットを正しく表していることを確認します。

ネットワークからのブート時の一般的な問題

システムはネットワークを介してブートされるが、指定したインストールサーバー以
外のシステムからブートされる。
原因:このクライアントが登録された /etc/bootparamsエントリと
/etc/ethersエントリが別のシステム上に存在します。

対処方法:ネームサーバー上で、インストールするシステムの /etc/bootparams
エントリを更新します。このエントリは、次の構文に従う必要があります。
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install_system root=boot_server:path install=install_server:path

また、サブネット内で複数のサーバーの bootparamsファイルにインストールク
ライアントが登録されていないか確認します。

システムがネットワークからブートしない (DHCP によるネットワークインストール
のみ)。
原因: DHCPサーバーが正しく構成されていません。このエラーは、システムが
DHCPサーバーのインストールクライアントとして構成されていない場合に発生
することがあります。

対処方法: DHCPマネージャーソフトウェアで、クライアントシステムのインス
トールオプションとマクロが定義されていることを確認します。詳細については、
『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインストール)』の「DHCPサービ
スによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を参照してください。

Solaris OSの初期インストール
初期インストールが失敗する
対処方法: Solarisのインストールが失敗する場合、インストールを再実行する必要
があります。インストールを再実行するには、Solaris Operating System DVD、
Solaris SOFTWARE - 1 CD、またはネットワークを利用してシステムをブートする
必要があります。

Solarisソフトウェアが部分的にインストールされたあとでは、このソフトウェア
のインストールを解除することはできません。バックアップからシステムを復元す
るか、Solarisインストールの処理をもう一度行う必要があります。

/cdrom/Solaris_10/SUNWxxxx/reloc.cpio: Broken pipe
説明:このエラーメッセージは参考情報であり、インストールには影響しません。
パイプへ書き込みをしたときに読み取りプロセスが存在しないと、この状況が発生
します。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。

WARNING: CHANGE DEFAULT BOOT DEVICE (x86 システムのみ)
原因:これは参考情報です。システムの BIOSに設定されているデフォルトブート
デバイスが、ブート時に Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス
構成用補助)フロッピーディスクを必要とするように設定されている可能性があり
ます。

対処方法:インストールを続行します。Solaris 10 3/05 Device Configuration
Assistant (デバイス構成用補助)フロッピーディスクを必要としないデバイスに
Solarisソフトウェアをインストールし終わったら、必要に応じて、BIOSに指定さ
れたシステムのデフォルトのブートデバイスを変更します。
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� x86: IDEディスクの不良ブロックの検査
IDEディスクドライブは、Solarisソフトウェアがサポートするほかのドライブのよう
に、不良ブロックを自動的に無効にしません。IDEディスク上に Solarisをインストー
ルする前に、ディスクを検査することをお勧めします。IDEディスクの検査を行うに
は、次の手順に従います。

1. インストールメディアに応じた方法でブートします。

� Solaris 10 3/05リリースの場合は、シングルユーザーモードでメディアから
ブートします。

# b -s

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、次の手順に従います。

a. インストールメディアからブートします。

b. インストールタイプの選択を求めるプロンプトが表示されたら、オプション
6「Single user shell」を選択します。

2. format(1M)プログラムを起動します。

# format

3. ディスク面の検査をする IDEディスクドライブを指定します。

# cxdy

cx コントローラ番号

dy デバイス番号

4. fdiskパーティションが存在するかどうかを確認します。

� Solaris fdiskパーティションがすでに存在する場合は、手順 5に進みます。

� Solaris fdiskパーティションが存在しない場合、fdiskコマンドを使用して
ディスク上に Solarisパーティションを作成します。

format> fdisk

5. 次のように入力して、表面解析を開始します。

format> analyze

6. 次のように入力して、現在の設定を確認します。

analyze> config

7. (省略可能)次のように入力して、設定を変更します。

analyze> setup

手順
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8. 次のように入力して、不正ブロックを探します。

analyze> type_of_surface_analysis

type_of_surface_analysis read、write、または compareを指定します。

formatが不良ブロックを発見すると、それらの再マッピングを実行します。

9. 次のように入力して、解析を終了します。

analyze> quit

10.再マッピングするブロックを指定するかどうか決定します。

� 指定しない場合は、手順 11へ進みます。

� する場合は、次のコマンドを入力します。

format> repair

11.次のように入力して、formatプログラムを終了します。

quit

12.マルチユーザーモードでメディアを再起動します。

� Solaris 10 3/05リリースの場合は、次のコマンドを入力します。

ok b

� Solaris 10 1/06以降のリリースの場合は、次のコマンドを入力します。

# exit

Solaris OSのアップグレード

アップグレード時のエラーメッセージ

No upgradable disks
原因: /etc/vfstabファイルのスワップエントリが原因でアップグレードに失敗
しました。

対処方法: /etc/vfstabファイルの次の行をコメントにします。

� アップグレードしないディスク上のスワップファイルとスライスを指定してい
る行

� 存在しないスワップファイルを指定している行
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� 使用していないスワップスライスを指定している行

usr/bin/bzcat not found
原因:パッチクラスタが必要なために Solaris Live Upgradeが失敗しています。

対処方法: Solaris Live Upgradeのインストールでパッチを使用する必要が生じまし
た。http://sunsolve.sun.comで最新のパッチリストを確認してください。
SunSolveのWebサイトで、infodoc 72099を検索してください。

Upgradeable Solaris root devices were found, however, no suitable
partitions to hold the Solaris install software were found.
Upgrading using the Solaris Installer is not possible. It might be
possible to upgrade using the Solaris Software 1 CDROM. (x86 システ
ムのみ)
原因:十分な容量がないため、Solaris SOFTWARE - 1 CDでアップグレードできま
せん。

対処方法:アップグレードするには、512Mバイト以上のスワップスライスを作成す
るか、別のアップグレード方法 (Solaris Operating System DVDの Solarisインス
トール、ネットインストールイメージ、JumpStartなど)を選択します。

アップグレード時の一般的な問題

システム上にアップグレード可能なバージョンの Solaris ソフトウェアが存在する
にもかかわらず、アップグレードオプションが提供されない。
原因: 1 /var/sadmディレクトリがシンボリックリンクであるか、別のファイルシ
ステムからマウントされたディレクトリです。

対処方法: 1 /var/sadmディレクトリをルート (/)または /varファイルシステム
に移動します。

原因: 2 /var/sadm/softinfo/INST_RELEASEファイルが存在しません。

対処方法: 2 次の形式で新しく INST_RELEASE ファイルを作成します。

OS=Solaris
VERSION=x
REV=0

x
システム上の Solarisソフトウェアのバージョン

原因: 3 /var/sadm/softinfoに SUNWusrが存在しません。

対処方法: 3初期インストールを行う必要があります。この Solarisソフトウェアは
アップグレードできません。
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md ドライバの停止または初期化に失敗する
対処方法:次の手順を実行します。

� ファイルシステムが RAID-1ボリュームでない場合は、vsftabファイル内で
コメントにします。

� ファイルシステムが RAID-1ボリュームであれば、ミラーを解除し、インス
トールし直します。ミラー化の解除については、『Solarisボリュームマネー
ジャの管理』の「RAID-1ボリュームの削除 (ミラー化の解除)」を参照してく
ださい。

Solaris インストールプログラムがファイルシステムをマウントできないため、
アップグレードに失敗する。
原因:アップグレード時に、スクリプトは、アップグレード対象のルート (/)
ファイルシステム上に、システムの /etc/vfstabファイルに記載されているす
べてのファイルシステムをマウントしようとします。インストールプログラムが
ファイルシステムをマウントできない場合、失敗して終了します。

対処方法:システムの /etc/vfstabファイル内のすべてのファイルシステムがマ
ウントできることを確認します。/etc/vfstabファイル内のマウントできない、
あるいは問題の原因になっている可能性があるファイルシステムは、すべてコメン
トにします。Solarisインストールプログラムはアップグレード中、コメントにし
たファイルシステムをマウントしません。アップグレードされるソフトウェアを含
む、システムベースのファイルシステム (たとえば /usr)はコメントにできませ
ん。

アップグレードが失敗する
説明:システムにアップグレードに対応できるだけの十分なディスク容量がありま
せん。

原因: 46ページの「ディスク容量の再配置を使用するアップグレード」を参照して
ディスク容量に問題がないかを確認し、自動配置機能による領域の再配置を行わず
に解決できるかどうかを調べます。

RAID-1 ボリュームのルート (/) ファイルシステムのアップグレードに関連する問
題
対処方法: Solarisボリュームマネージャー RAID-1ボリュームのルート (/)ファイ
ルシステムを使用してアップグレードする際に問題が発生する場合は、『Solaris
ボリュームマネージャの管理』の第 25章「Solarisボリュームマネージャの障害追
跡 (作業)」を参照してください。

� 問題発生後にアップグレードを継続する方法
アップグレードに失敗し、システムをブートできない場合があります。このような状
況は、電源の故障やネットワーク接続の障害などが発生した場合に起こる可能性があ
ります、制御できない場合に発生します。

1. Solaris Operating System DVD、Solaris SOFTWARE - 1 CD、またはネットワー
クを利用してシステムをリブートします。

手順
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2. インストール用のアップグレードオプションを選択します。

Solarisインストールプログラムは、システムが部分的にアップグレードされてい
るか判断し、アップグレードを継続します。

x86: GRUBを使用する場合の Solaris Live Upgrade
に関する問題
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、x86システムで Solaris Live Upgradeと GRUB
ブートローダーを使用すると次のようなエラーが発生する可能性があります。

ERROR: The media product tools installation directory
path-to-installation-directory does not exist.

ERROR: The media dirctory does not contain an operating system
upgrade image.
説明:これらのエラーメッセージは、新しいブート環境をアップグレードするため
に luupgradeコマンドを使用するときに発生します。

原因:古いバージョンの Solaris Live Upgradeが使用されています。システムにイ
ンストールした Solaris Live Upgradeパッケージは、メディアおよびメディアに記
録されているリリースと互換性がありません。

対処方法: Solaris Live Upgradeパッケージは、常にアップグレードするリリースの
ものを使用してください。

例:次の例のエラーメッセージは、システムの Solaris Live Upgradeパッケージの
バージョンがメディアのパッケージのバージョンと異なることを示しています。

# luupgrade -u -n s10u1 -s /mnt
Validating the contents of the media </mnt>.
The media is a standard Solaris media.
ERROR: The media product tools installation directory

</mnt/Solaris_10/Tools/Boot/usr/sbin/install.d/install_config> does
not exist.

ERROR: The media </mnt> does not contain an operating system upgrade
image.

ERROR: Cannot find or is not executable: </sbin/biosdev>.

ERROR: One or more patches required by Solaris Live Upgrade has
not been installed.
原因: Solaris Live Upgradeで必要とされる 1つ以上のパッチが、システムにインス
トールされていません。このエラーメッセージでは、欠落しているすべてのパッチ
を認識しているわけではありません。

対処方法: Solaris Live Upgradeを使用する前に、必要なパッチすべてを必ずインス
トールしてください。http://sunsolve.sun.comを参照して、最新のパッチリスト
を使用しているかどうか確認してください。SunSolveのWebサイトで、infodoc
72099を検索してください。
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ERROR: Device mapping command </sbin/biosdev> failed. Please
reboot and try again.
原因: 1 Solaris Live Upgradeが、以前の管理作業が原因でデバイスをマップできま
せん。

対処方法: 1システムをリブートして、もう一度 Solaris Live Upgradeを実行します

原因: 2システムをリブートしても同じエラーメッセージが表示される場合は、2つ
以上の同一ディスクがあります。デバイスのマッピングコマンドがそれらのディス
クを区別できません。

対処方法: 2ディスクの一方に、新しいダミーの fdiskパーティションを作成しま
す。fdisk(1M)のマニュアルページを参照してください。そのあとで、システム
をリブートします。

Cannot delete the boot environment that contains the GRUB menu
原因: Solaris Live Upgradeには、ブート環境に GRUBメニューが含まれる場合は
ブート環境を削除できないという制限があります。

対処方法: lumake(1M)コマンドおよび luupgrade(1M)コマンドを使用してブー
ト環境を再使用します。

The file system containing the GRUB menu was accidentally remade.
However, the disk has the same slices as before. For example, the
disk was not re-sliced.
原因: GRUBメニューを含むファイルシステムは、システムをブート可能な状態に
維持するために不可欠です。Solaris Live Upgradeコマンドは、GRUBメニューを
破棄しません。ただし、Solaris Live Upgradeコマンド以外のコマンドを使用して
GRUBメニューのあるファイルシステムを誤って再作成または破棄すると、回復
ソフトウェアは GRUBメニューの再インストールを試みます。回復ソフトウェア
は、次のリブート時に GRUBメニューを同じファイルシステムに戻します。たと
えば、ファイルシステムで newfsまたは mkfsコマンドを使用し、誤って GRUB
メニューを破棄してしまったとします。GRUBメニューを正しく復元するには、
スライスが次の条件を満たす必要があります。

� マウント可能なファイルシステムが含まれている
� スライスが以前に存在していた Solaris Live Upgradeブート環境の一部である

システムをリブートする前に、必要であればスライスを修正します。

対処方法:システムをリブートします。GRUBメニューのバックアップコピーが自
動的にインストールされます。

The GRUB menu’s menu.lst file was accidentally deleted.
対処方法:システムをリブートします。GRUBメニューのバックアップコピーが自
動的にインストールされます。
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� Veritas VxVmの実行中に Solaris Live Upgradeを
使用してアップグレードするとシステムパニック
が発生する
Veritas VxVMの実行中に Solaris Live Upgradeを使用してアップグレードを行う場
合、次の手順でアップグレードを行わないと、リブート時にシステムパニックが発生
します。この問題は、パッケージが Solarisの最新のパッケージガイドラインに従って
いない場合に発生します。

1. 非アクティブブート環境を作成します。126ページの「新しいブート環境の作成」
を参照してください。

2. 非アクティブブート環境をアップグレードする前に、非アクティブブート環境上の
既存の Veritasソフトウェアを無効にする必要があります。

a. 非アクティブブート環境をマウントします。

# lumount inactive_boot_environment_name mount_point

次に例を示します。

# lumount solaris8 /mnt

b. 次の例のように、vfstab上に存在するディレクトリに移動します。

# cd /mnt/etc

c. 次の例のように、非アクティブブート環境の vfstabファイルをコピーしま
す。

# cp vfstab vfstab.501

d. 次の例のように、コピーされた vfstab内のすべての Veritasファイルシステ
ムエントリをコメントにします。

# sed ’/vx\/dsk/s/^/#/g’ < vfstab > vfstab.novxfs

各行の最初の文字が #に変わり、その行がコメント行になります。このコメン
ト行は、systemファイルのコメント行とは異なります。

e. 次の例のように、変更した vfstabファイルをコピーします。

# cp vfstab.novxfs vfstab

f. 次の例のように、非アクティブブート環境の systemファイルがあるディレク
トリに移動します。

# cd /mnt/etc

g. 次の例のように、非アクティブブート環境の systemファイルをコピーしま
す。

# cp system system.501

手順
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h. drv/vxを含むすべての forceload:エントリをコメントアウトします。

# sed ’/forceload: drv\/vx/s/^/*/’ <system> system.novxfs

各行の最初の文字が *に変わり、その行がコメント行になります。このコメン
ト行は、vfstabファイルのコメント行とは異なります。

i. 次の例のように、Veritas install-dbファイルを作成します。

# touch vx/reconfig.d/state.d/install-db

j. 非アクティブブート環境のマウントを解除します。

# luumount inactive_boot_environment_name

3. 非アクティブブート環境をアップグレードします。第 9章を参照してください。

4. 非アクティブブート環境をアクティブにします。181ページの「ブート環境のアク
ティブ化」を参照してください。

5. システムをシャットダウンします。

# init 0

6. 非アクティブブート環境をシングルユーザーモードでブートします。

OK boot -s

vxvmまたは VXVMを含むメッセージとエラーメッセージがいくつか表示されます
が、これらは無視してかまいません。非アクティブブート環境がアクティブになり
ます。

7. Veritasをアップグレードします。

a. 次の例のように、システムから Veritas VRTSvmsaパッケージを削除します。

# pkgrm VRTSvmsa

b. Veritasパッケージがあるディレクトリに移動します。

# cd /location_of_Veritas_software

c. システムに最新の Veritasパッケージを追加します。

# pkgadd -d ‘pwd‘ VRTSvxvm VRTSvmsa VRTSvmdoc VRTSvmman VRTSvmdev

8. 元の vfstabと systemファイルを復元します。

# cp /etc/vfstab.original /etc/vfstab
# cp /etc/system.original /etc/system

9. システムをリブートします。

# init 6
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x86:既存のサービスパーティションが存在しない
システムでは、デフォルトでサービスパー
ティションが作成されない
診断・サービスパーティションの存在しないシステム上に Solaris 10 OSをインストー
ルすると、インストールプログラムがデフォルトでサービスパーティションを作成し
ない場合があります。Solarisパーティションと同じディスクにサービスパー
ティションを作成する場合、Solaris 10 OSをインストールする前にサービスパー
ティションを作り直す必要があります。

サービスパーティションが存在しているシステムに Solaris 8 2/02 OSをインストール
した場合、インストールプログラムがサービスパーティションを保持しなかった可能
性があります。サービスパーティションを保持するように fdiskブートパー
ティションレイアウトを手動で編集しなかった場合、インストールプログラムはイン
ストール時にサービスパーティションを削除しています。

注 – Solaris 8 2/02 OSのインストール時にサービスパーティションの保持を明示的に
指定しなかった場合、サービスパーティションを作り直して Solaris 10 OSにアップグ
レードすることができなくなる可能性があります。

Solarisパーティションを含むディスクにサービスパーティションを含めたい場合、次
のいずれかの方法を選択してください。

� ネットワークインストールイメージまたは Solaris
Operating System DVDからのソフトウェアのイン
ストール
ソフトウェアを、ネットインストールイメージからインストールするか、ネットワー
ク経由で Solaris Operating System DVDからインストールする場合、次の手順を実行
します。

1. ディスクの内容を削除します。

2. インストールする前に、システムの診断用 CDを使用してサービスパー
ティションを作成します。

サービスパーティションの作成方法の詳細は、ハードウェアのマニュアルを参照し
てください。

3. ネットワークからシステムをブートします。

「fdiskパーティションのカスタマイズ」画面が表示されます。

手順
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4. 「デフォルト」をクリックし、デフォルトのブートディスクパーティションレイア
ウトを読み込みます。

インストールプログラムにより、サービスパーティションが保持され、Solaris
パーティションが作成されます。

� Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはネットワークイ
ンストールイメージからのインストール
Solarisインストールプログラムを使用して、Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはブート
サーバー上のネットワークインストールイメージからインストールを実行するには、
次の手順を実行します。

1. ディスクの内容を削除します。

2. インストールする前に、システムの診断用 CDを使用してサービスパー
ティションを作成します。

サービスパーティションの作成方法の詳細は、ハードウェアのマニュアルを参照し
てください。

3. インストールプログラムにより、Solarisパーティションの作成方法を選択するよ
う求められます。

4. システムをブートします。

5. 「残りのディスクを使用して Solaris パーティションを配置します」を選択し
ます。

インストールプログラムにより、サービスパーティションが保持され、Solaris
パーティションが作成されます。

6. インストールが完了します。

手順
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付録 B

その他の SVR4パッケージ要件 (リ
ファレンス)

この付録は、パッケージ (特に Sun以外のパッケージ)のインストールや削除を行うシ
ステム管理者を対象としています。ここで説明するパッケージ要件に従うことによ
り、次のことが可能になります。

� 現在稼働中のシステムへの変更を防いで、Solaris Live Upgradeによるアップグ
レードと、非大域ゾーンやディスクレスクライアントの作成・管理とを可能にしま
す。

� カスタム JumpStartなどのインストールプログラムを使用する場合に、パッケージ
を対話式にしないで自動インストールを可能にします。

この章の内容は次のとおりです。

� 263ページの「稼働中の OSに対する変更の防止」
� 267ページの「インストール中およびアップグレード中のユーザー操作の回避」

稼働中の OSに対する変更の防止
この節で説明する要件に従えば、現在稼働中の OSは変更されません。

絶対パスの使用
オペレーティングシステムのインストールが成功するには、Solaris Live Upgradeの
非アクティブブート環境などの代替ルート (/)ファイルシステムをパッケージが認識
して、それに従う必要があります。

パッケージの pkgmapファイル (パッケージマップ)には、絶対パスを指定できます。
これらのパスが存在する場合、そのファイルは、pkgaddコマンドの -Rオプション
との相対パスに書き込まれます。絶対パスと相対 (再配置可能)パスの両方を含む
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パッケージは、代替ルート (/)ファイルシステムにもインストールできます。絶対
ファイルであれ再配置可能ファイルであれ、その前には $PKG_INSTALL_ROOTが付
加されるため、pkgaddによるインストールでは、すべてのパスが正しく解釈されま
す。

pkgadd -Rコマンドの使用
pkgadd -Rオプションを使ってパッケージをインストールしたり、pkgrm -Rオプ
ションを使ってパッケージを削除する場合には、パッケージが、動作中のシステムを
変更してはいけません。この機能は、カスタム JumpStart、Solaris Live Upgrade、非
大域ゾーン、およびディスクレスクライアントで使用されます。

さらに、pkgadd -Rオプションを使ってパッケージをインストールしたり、pkgrm
-Rオプションを使ってパッケージを削除する場合には、パッケージに同梱のスクリプ
トで、動作中のシステムを変更してはいけません。インストールスクリプトを作成す
る場合には、参照するディレクトリやファイルの前に $PKG_INSTALL_ROOT 変数を
付加する必要があります。パッケージでは、書き込むすべてのディレクトリやファイ
ルの前に $PKG_INSTALL_ROOTを付加する必要があります。さらに、パッケージで
は、$PKG_INSTALL_ROOT接頭辞を付加せずにディレクトリを削除すべきではありま
せん。

表 B–1に、スクリプト構文の例を示します。

表 B–1インストールスクリプト構文の例

スクリプトタイプ 正しい構文 正しくない構文

Bourne
シェル「if」ス
テートメントの一
部

if [ -f ${PKG_INSTALL_ROOT}\
/etc/myproduct.conf ] ; then

if [ -f /etc/myproduct.conf ] ; \
then

ファイルの削除
/bin/rm -f ${PKG_INSTALL_ROOT}\
/etc/myproduct.conf

/bin/rm -f /etc/myproduct.conf

ファイルの変更
echo "test=no" > ${PKG_INSTALL_ROOT}\
/etc/myproduct.conf

echo "test=no" > \
/etc/myproduct.conf

$PKG_INSTALL_ROOT と $BASEDIR の相違点の
概要
$PKG_INSTALL_ROOTは、パッケージを追加しようとするマシンのルート (/)ファイ
ルシステムの場所です。この値は、pkgaddコマンドの -R引数の後にセットされま
す。たとえば、次のコマンドを実行すると、パッケージのインストール時に
$PKG_INSTALL_ROOTの値は /aになります。
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# pkgadd -R /a SUNWvxvm

$BASEDIRは、再配置可能なパッケージオブジェクトがインストールされる「再配置
可能」なベースディレクトリを指しています。ここにインストールされるのは、再配
置可能オブジェクトだけです。再配置可能でないオブジェクト (pkgmapファイルに
「絶対」パスが指定されているオブジェクト)は、必ず、非アクティブブート環境か
らの相対位置にインストールされます。$BASEDIRからの相対位置ではありません。
再配置可能なオブジェクトがないパッケージは、絶対パッケージ (再配置不可)と呼ば
れます。その場合、$BASEDIRは未定義であるため、これをパッケージに添付されて
いるスクリプトで使用することはできません。

たとえば、パッケージの pkgmapファイルに次のエントリがあるとします。

1 f none sbin/ls 0555 root sys 3541 12322 1002918510
1 f none /sbin/ls2 0555 root sys 3541 12322 2342423332

さらに、pkginfo ファイルには、 $BASEDIR が次のように指定されているとしま
す。

BASEDIR=/opt

このパッケージを次のコマンドでインストールすると、 lsは、 /a/opt/sbin/ls
としてインストールされますが、ls2は、 /a/sbin/ls2としてインストールされま
す。

# pkgadd -R /a SUNWtest

スクリプト作成のガイドライン
パッケージ処理のスクリプトを作成するときは、現在稼働中の OSへの変更を防ぐた
めに、OSに依存しないようにしてください。スクリプトには、パッケージのインス
トールや削除の実行中に行うアクションを定義します。事前に決められたプロシー
ジャー名で作成できるスクリプトが 4つあります。preinstall、postinstall、
preremove、および postremoveです。

表 B–2スクリプト作成のガイドライン

ガイドライン

Solaris Live
Upgradeへ
の影響

非大域ゾーン
への影響

スクリプトは Bourneシェル (/bin/sh)で書き込む必要があります。pkgaddコマンド
は、スクリプトの実行時にインタープリタとして Bourneシェルを使用します。

○ ○

スクリプトはプロセスの開始や停止を行なったり、psや trussなどのコマンドの出力
に依存したりしてはいけません。psや trussはオペレーティングシステムに依存し、
稼働中のシステムに関する情報を報告します。

○ ○

スクリプトでは、expr、cp、lsなどの標準的な UNIXコマンドや、シェルスクリプト
の作成を容易にするそのほかのコマンドを自由に使用できます。

○ ○
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表 B–2スクリプト作成のガイドライン (続き)

ガイドライン

Solaris Live
Upgradeへ
の影響

非大域ゾーン
への影響

パッケージはサポートされているすべてのリリースで動作する必要があるため、スクリ
プトで呼び出すコマンドはこれらすべてのリリースで利用可能なものでなければなりま
せん。したがって、Solaris 8リリースのあとで追加または削除されたコマンドは使用で
きません。

特定のコマンドまたはオプションが Solaris 8、9、または 10リリースでサポートされて
いるかどうかを調べるには、http://docs.sun.comで該当するバージョンの Solaris
Reference Manual Collectionを参照してください。

○

ディスクレスクライアントの互換性維持
パッケージでは、パッケージ自体が提供しているコマンドを実行してはいけません。
これは、ディスクレスクライアントの互換性を維持するためであると同時に、まだイ
ンストールされていない共有ライブラリを必要とするコマンドの実行を避けるためで
す。

パッケージの検証
すべてのパッケージは pkgchkの検証にパスしなければなりません。パッケージを作
成したらインストールする前に、次のコマンドでパッケージをチェックする必要があ
ります。

# pkgchk -d dir_name pkg_name

dir_name パッケージがあるディレクトリの名前を指定します。

pkg_name パッケージの名前を指定します。

例 B–1パッケージをテストする

パッケージを作成したら、pkgaddコマンドに -R dir_nameオプションを指定して、
これを代替ルート (/)ファイルシステムにインストールしてテストする必要がありま
す。さらに、この処理が終わったら、次のように、pkgchkコマンドでパッケージが
正しいかチェックします。

# pkgadd -d . -R /a SUNWvxvm
# pkgchk -R /a SUNWvxvm

エラーが表示されないことを確認します。

例 B–2 /export/SUNWvxvmにあるパッケージをテストする

たとえば、パッケージが /export/SUNWvxvmにあるなら、コマンドを次のように指
定します。

266 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月

http://docs.sun.com


例 B–2 /export/SUNWvxvmにあるパッケージをテストする (続き)

# pkgchk -d /export SUNWvxvm

エラーが表示されないことを確認します。

ファイルの作成、変更、削除を行うときに、ほかのコマンドでパッケージを検証する
こともできます。次にコマンド例を示します。

� たとえば、パッケージが正しく動作するかどうかを dircmpや fssnapコマンド
を使って検証できます。

� さらに、psコマンドでは、パッケージによりデーモンの開始や停止が行われてい
ないことを確認することによってデーモンに対する要件準拠を確認できます。

� truss、pkgadd -v、および pkgrm コマンドで、パッケージインストールの実行
要件に準拠しているかどうかを確認できます。ただし、これが常に機能するとはか
ぎりません。次の例では、trussコマンドは、読み取り専用ディレクトリおよび
$TEMPDIR以外のディレクトリへのアクセス情報をすべて除外し、指定された非
アクティブブート環境以外のディレクトリへの読み取り専用でないアクセス情報の
みを表示します。

# TEMPDIR=/a; export TEMPDIR
# truss -t open /usr/sbin/pkgadd -R ${TEMPDIR} SUNWvxvm \
2>&1 > /dev/null | grep -v O_RDONLY | grep -v \
’open("’${TEMPDIR}

インストール中およびアップグレード中
のユーザー操作の回避
次の Solaris標準ユーティリティーを使用するときは、ユーザーの情報入力なしに、
パッケージの追加や削除が行われる必要があります。

� カスタム JumpStartプログラム
� Solaris Live Upgrade
� Solarisインストールプログラム
� Solarisゾーン

パッケージをテストして、ユーザー操作なしでインストールされるようにするには、
pkgadd -aコマンドで新しい管理ファイルを設定します。-aオプションは、デ
フォルトの管理ファイルの代わりにユーザー定義の管理ファイルを使用することを意
味します。デフォルトのファイルを使用すると、情報の入力が必要になることがあり
ます。管理ファイルを作成すれば、pkgaddでこのようなチェックを省略し、ユー
ザーの確認なしでパッケージをインストールすることができます。詳細については、
admin(4)または pkgadd(1M)のマニュアルページを参照してください。
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次の例では、pkgaddコマンドによる管理ファイルの扱いを示します。

� 管理ファイルを指定しないと、pkgaddは
/var/sadm/install/admin/defaultを使用します。このファイルを使用する
と、ユーザーの入力が必要になることがあります。

# pkgadd

� コマンド行に相対的な管理ファイルを指定すると、pkgaddは
/var/sadm/install/adminからこのファイル名を探して使用します。この例
では相対的な管理ファイルの名前が nocheckであるため、pkgaddは
/var/sadm/install/admin/nocheckを使用します。

# pkgadd -a nocheck

� 絶対パスでファイルを指定すると、 pkgaddはこれを使用します。この例では、
pkgaddは /tmp内で nocheck管理ファイルを検索します。

# pkgadd -a /tmp/nocheck

例 B–3インストール管理ファイル

次に示すのは、pkgaddユーティリティーでユーザーの入力をほとんど必要としない
インストール管理ファイルの例です。パッケージがシステムで利用可能な容量を超え
た容量を必要としない限り、 pkgadd ユーティリティーはこのファイルを使用して、
ユーザーに情報の入力を求めることなくインストールを実行します。

mail=
instance=overwrite
partial=nocheck
runlevel=nocheck
idepend=nocheck
space=ask
setuid=nocheck
confiict=nocheck
action=nocheck

basedir=default

参照先
パッケージの要件および特定のコマンドの構文については、次の情報を参照してくだ
さい。

パッケージの要件の詳細およ
び用語の定義

『Application Packaging Developer’s Guide』の第 6
章「Advanced Techniques for Creating Packages」
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パッケージの追加と削除およ
びインストール管理ファイル
に関する基本情報

『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 16章「ソフトウェア
の管理 (概要)」

この付録に記載されている
個々のコマンドの詳細につい
て参照するマニュアルページ

dircmp(1)、fssnap(1M)、ps(1)、または truss(1)、
pkgadd(1M)、pkgchk(1M)、または pkgrm(1M)

Solaris Live Upgradeの概要 第 6章

カスタム JumpStartの概要 『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の第 5章「カスタム JumpStart (概要)」

Solarisゾーンの概要 『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源管理と
Solarisゾーン)』の第 16章「Solarisゾーンの紹介」
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用語集

3DES Triple-Data Encryption Standard (Triple DES)の略。168ビットの鍵を
提供する対称鍵暗号化方法。

AES Advanced Encryption Standardの略。対称 128ビットブロックのデー
タ暗号技術。米国政府は、2000年の 10月に暗号化標準としてこのア
ルゴリズムの Rijndael方式を採用しました。DESに代わる米国政府の
標準として、AESが採用されています。

bootlog-cgi WANブートインストール時に、リモートクライアントのブートおよ
びインストールのコンソールメッセージをWebサーバーで収集し保存
できるようにする CGIプログラム。

certstore 特定のクライアントシステムに関するデジタル証明書を格納している
ファイル。SSLネゴシエーションの際、クライアントは証明書ファイ
ルをサーバーに提供するよう要求されることがあります。サーバーは
このファイルを使ってクライアントの識別情報を確認します。

CGI Common Gateway Interfaceの略。外部プログラムが HTTPサーバー
と通信するためのインタフェース。CGIを使用するプログラムは、
CGIプログラムまたは CGIスクリプトと呼ばれます。通常サーバーで
は処理されないフォームや解析されない出力を、CGIプログラムが処
理したり解析したりします。

DES Data Encryption Standardの略。対称鍵暗号化方法の 1つ。1975年に
開発され、ANSIにより 1981年にANSI X.3.92として標準化されまし
た。DESでは 56ビットの鍵を使用します。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol (動的ホスト構成プロトコル)の
略。アプリケーション層のプロトコル。TCP/IPネットワーク上の
個々のコンピュータつまりクライアントが、中央管理を行なっている
指定の DHCPサーバーから IPアドレスなどのネットワーク構成情報
を抽出できるようにします。この機能は、大規模な IPネットワークの
保持、管理によるオーバーヘッドを削減します。

/etc 重要なシステム構成ファイルや保守コマンドが収められているディレ
クトリ。
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/etc/netbootディレ
クトリ

WANブートインストールに必要なクライアント構成情報とセキュリ
ティーデータが格納されている、WANブートサーバー上のディレク
トリ。

/export OSサーバー上のファイルシステムで、ネットワーク上のほかのシステ
ムと共有されます。たとえば、/exportファイルシステムには、
ディスクレスクライアント用のルート (/)ファイルシステムとス
ワップ空間、それにネットワーク上のユーザーのホームディレクトリ
を収めることができます。ディスクレスクライアントは、起動と実行
の際に OSサーバー上の /exportファイルシステムに依存します。

fdiskパーティション x86ベースのシステム上にある特定のオペレーティングシステム専用
のディスクドライブの論理パーティション。Solarisソフトウェアをイ
ンストールするには、x86システム上に 1つ以上の Solaris fdisk
パーティションを設定する必要があります。x86ベースのシステムで
は、1台のディスクに最大 4つの fdiskパーティションを作成できま
す。これらのパーティションは、個別のオペレーティングシステムを
インストールして使用できます。各オペレーティングシステムは、独
自の fdiskパーティション上に存在しなければなりません。個々のシ
ステムの Solaris fdisk パーティションの数は、1 台のディスクにつ
き 1つに限られます。

GRUB x86のみ: GRUB (GNU GRand Unified Bootloader)は、簡単なメ
ニューインタフェースを備えたオープンソースのブートローダーで
す。メニューには、システムにインストールされているオペレー
ティングシステムのリストが表示されます。GRUBを使用すると、
Solaris OS、Linux、またはMicrosoft Windowsなどのさまざまなオペ
レーティングシステムを、簡単にブートすることができます。

GRUB編集メニュー x86のみ: GRUBメインメニューのサブメニューであるブートメ
ニュー。このメニューには、GRUBコマンドが表示されます。これら
のコマンドを編集して、ブート動作を変更できます。

GRUBメインメニュー x86のみ:システムにインストールされているオペレーティングシステ
ムがリストされたブートメニュー。このメニューから、BIOSまたは
fdiskパーティションの設定を変更することなく、簡単にオペレー
ティングシステムをブートできます。

HMAC メッセージ認証を行うためのキー付きハッシュ方法。HMACは秘密共
有鍵と併用して、MD5、SHA-1などの繰り返し暗号化のハッシュ関
数で使用します。HMACの暗号の強さは、基になるハッシュ関数のプ
ロパティーによって異なります。

HTTP (Hypertext Transfer Protocolの略)リモートホストからハイパーテキス
トオブジェクトをフェッチするインターネットプロトコル。このプロ
トコルは TCP/IPにもとづいています。

HTTPS HTTPのセキュリティー保護されたバージョン。SSL (Secure Sockets
Layer)を使って実装されます。
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IPv6 IPv6は、現在のバージョン IPv4 (バージョン 4)から拡張されたイン
ターネットプロトコル (IP)のバージョン (バージョン 6)です。定めら
れた移行方法を使用して IPv6を採用すると、現在の運用を中断する必
要はありません。また、IPv6には、新しいインターネット機能用のプ
ラットフォームも用意されています。

IPv6の詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』のパー
ト I「システム管理の概要: IPサービス」を参照してください。

IPアドレス インターネットプロトコル (Internet Protocol、IP)アドレス。TCP/IP
では、ネットワーク上の個々のホストを識別する 32ビットの一意の数
値。IPアドレスは、4つの数をピリオドで区切った形式になります
(例: 192.168.0.0)。通常、IPアドレスの各部は 0～225の番号ですが、
最初の番号は 224未満とし、最後の番号は 0以外にする必要がありま
す。

IPアドレスは、論理的に次の 2つの部分に分割されます。ネットワー
ク (市外局番のようなもの)とネットワーク上のシステム (電話番号の
ようなもの)です。たとえば、クラスAの IPアドレス内の数字
は「network.local.local.local」を表し、クラス Cの IPアド
レス内の数字は「network.network.network.local」を表しま
す。

クラス 範囲 (xxxは 0から 255までの数字) 使用できる IPアドレス数

クラスA 1.xxx.xxx.xxx - 126.xxx.xxx.xxx 1,600万以上

クラス B 128.0.xxx.xxx - 191.255.xxx.xxx 65,000以上

クラス C 192.0.0.xxx - 223.255.255.xxx 256

JumpStartインストール インストール方法の 1つ。出荷時にインストールされている
JumpStartソフトウェアを使用することによって、Solarisソフト
ウェアをシステムに自動インストールできます。

JumpStartディレクトリ カスタム JumpStartインストールの実行に必要なファイルが含まれて
いるディレクトリ。プロファイルフロッピーディスクを使用してイン
ストールする場合は、フロッピーディスク上のルートディレクトリが
JumpStartディレクトリとなります。カスタム JumpStartインストー
ル用にプロファイルサーバーを使用する場合、必要なカスタム
JumpStartファイルをすべて格納するサーバー上のディレクトリが
JumpStartディレクトリとなります。

Kerberos 強力な秘密鍵暗号方式を使用して、クライアントとサーバーが、セ
キュリティー保護されていないネットワーク接続で相互を認識できる
ようにするネットワーク認証プロトコル。
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keystore クライアントとサーバーとで共有される鍵を格納しているファイル。
WANブートインストール時に、クライアントシステムは鍵を
使って、サーバーから送信されるデータやファイルの整合性の確認と
復号化を行います。

LAN local area networkの略。接続用のハードウェアとソフトウェアを介し
て通信できる、近接したコンピュータシステムの集まり。

LDAP Lightweight Directory Access Protocolの略。LDAPネームサービスク
ライアントとサーバー間の通信に使用される標準の拡張可能なディレ
クトリアクセスプロトコル。

MD5 Message Digest 5の略。デジタル署名などのメッセージ認証に使用す
る繰り返し暗号化のハッシュ関数。1991年に Rivest氏によって開発さ
れました。

menu.lstファイル x86のみ:システムにインストールされているすべてのオペレーティン
グシステムがリストされたファイル。このファイルの内容は、GRUB
メニューに表示されるオペレーティングシステムの一覧を記述したも
のです。GRUBのメニューから、BIOSまたは fdiskパーティションの
設定を変更することなく、簡単にオペレーティングシステムをブート
できます。

NIS SunOS 4.0 (以上)のネットワーク情報サービス。ネットワーク上のシ
ステムとユーザーに関する重要な情報が収められている分散型ネット
ワークデータベース。NISデータベースは、マスターサーバーとすべ
てのスレーブサーバーに格納されています。

NIS+ SunOS 5.0 (以上)のネットワーク情報サービス。NIS+は、SunOS 4.0
(以上)のネットワーク情報サービスである NISに代わるものです。

/opt Sun以外のソフトウェア製品や別製品のソフトウェア用のマウントポ
イントが収められているファイルシステム。

OSサーバー ネットワーク上のシステムにサービスを提供するシステム。ディスク
レスクライアントにサービスを提供するには、OSサーバーは、ディス
クレスクライアントごとに、ルート (/)ファイルシステムとスワップ
領域 (/export/root、/export/swap)用のディスク容量が必要で
す。

RAID-1ボリューム 同じデータのコピーを複数保持しているボリューム。RAID-1ボ
リュームは、サブミラーと呼ばれる 1つまたは複数の RAID-0ボ
リュームから構成されます。RAID-1ボリュームはミラーと呼ばれる
こともあります。

RAID-0ボリューム ストライプ方式または連結方式のボリューム。これらはサブミラーと
も呼ばれます。ストライプや連結は、ミラーを構築する基本構成ブ
ロックです。
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rules.okファイル rulesファイルから生成されたファイル。カスタム JumpStartインス
トールソフトウェアは、rules.okファイルを使ってシステムとプロ
ファイルを照合します。checkスクリプトを使用して rules.ok
ファイルを作成しなくてはなりません。

rulesファイル 自動的にインストールするシステムの各グループまたは単一のシステ
ムのルールを含んでいるテキストファイル。各ルールは 1つ以上のシ
ステム属性に基づいてシステムグループを識別します。rulesファイ
ルは、各グループをプロファイル (Solarisソフトウェアをどのように
してグループ内の個々のシステムにインストールするかを定めたテキ
ストファイル)にリンクします。ルールファイルは、カスタム
JumpStartインストールで使用されます。「プロファイル」も参照し
てください。

Secure Sockets Layer (SSL)クライアントとサーバーの間にセキュリティー保護された接続
を確立するソフトウェアライブラリ。HTTPのセキュリティー保護さ
れたバージョンである HTTPSを実装するために使用されます。

SHA1 Secure Hashing Algorithmの略。このアルゴリズムは、長さが 264未
満の入力に対して演算を行い、メッセージダイジェストを生成しま
す。

Solaris DVDまたは CD
イメージ

システムにインストールされる Solarisソフトウェア。Solaris DVDや
CDから、または Solaris DVDや CDイメージをコピーしたインス
トールサーバーのハードディスク上から利用できます。

Solaris Live Upgrade アクティブブート環境が稼動している間に複製ブート環境のアップグ
レードを行うことにより、稼動中の環境のダウンタイムをなくすこと
を可能にするアップグレード方法。

Solarisインストール グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行インタ
フェース (CLI)を備えたインストールプログラム。ウィザードパネル
に、Solarisソフトウェアやサードパーティソフトウェアをインストー
ルする手順が示されます。

Solarisゾーン ソフトウェアによるパーティション分割技術。オペレーティングシス
テムのサービスを仮想化し、隔離された安全なアプリケーション実行
環境を提供します。非大域ゾーンを作成すると、そのアプリケー
ション実行環境で実行されるプロセスは、ほかのゾーンとは隔離され
ます。このように隔離することで、あるゾーンで実行中のプロセス
が、ほかのゾーンで実行中のプロセスを監視したり操作したりするこ
とを防ぐことができます。「大域ゾーン」と「非大域ゾーン」も参照
してください。

Solarisフラッシュ マスターシステムと呼ぶシステムからファイルのアーカイブを作成す
る Solarisインストール機能。このアーカイブを使ってほかのシステム
のインストールを行うと、そのシステムの構成はマスターシステムと
同じになります。「アーカイブ」も参照してください。

sysidcfgファイル システムを事前設定する特殊な一連のシステム構成キーワードを指定
するファイル。
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truststore 1つ以上のデジタル証明書を格納しているファイル。WANブートイン
ストール時に、クライアントシステムは truststoreファイル内の
データを参照して、インストールを実行しようとしているサーバーの
識別情報を確認します。

URL Uniform Resource Locatorの略。サーバーやクライアントがドキュメ
ントを要求するために使用するアドレス方式。URLはロケーションと
も呼ばれます。URLの形式は protocol://machine:port/documentです。

たとえば、http://www.example.com/index.htmlは URLの一
例です。

/usr スタンドアロンシステムまたはサーバー上のファイルシステム。標準
UNIXプログラムの多くが格納されています。ローカルコピーを保持
する代わりに、大きな /usrファイルシステムをサーバーと共有する
ことにより、システム上で Solarisソフトウェアをインストールおよび
実行するために必要なディスク容量を最小限に抑えることができま
す。

/var システムの存続期間にわたって変更または増大が予想されるシステム
ファイルが格納されている (スタンドアロンシステム上の)ファイルシ
ステムまたはディレクトリ。これらのファイルには、システムログ、
viファイル、メールファイル、uucpファイルなどがあります。

WAN wide area networkの略。複数のローカルエリアネットワーク (LAN)
または地理的に異なる場所にあるシステムを、電話、光ファイバ、衛
星などの回線を使って接続するネットワーク。

wanboot-cgiプログラ
ム

WANブートインストールで使用されるデータとファイルの取得と転
送を行う CGIプログラム。

wanboot.confファイ
ル

WANブートインストールに必要な構成情報とセキュリティー設定値
を指定するテキストファイル。

wanbootプログラム WANブートインストールの実行に必要な、WANブートミニルート、
クライアント構成ファイル、およびインストールファイルを読み込
む、二次レベルのブートプログラム。WANブートインストールで
は、wanbootバイナリが、ufsbootまたは inetboot二次ブートプ
ログラムと同様の処理を実行します。

WANブートインストー
ル

HTTPまたは HTTPSを使って広域ネットワーク (WAN)を介してソフ
トウェアをブートしインストールできるインストール方式。WAN
ブートインストールでは、暗号化された Solarisフラッシュアーカイブ
をパブリックネットワークを介して転送し、リモートクライアントに
対してカスタム JumpStartインストールを実行できます。

WANブートサーバー WANブートインストールで使用される構成ファイルとセキュリ
ティーファイルを提供するWebサーバー。

WANブートミニルート WANブートインストールを実行するために変更されたミニルート。
WANブートミニルートには、Solarisミニルートにあるソフトウェア
のサブセットが格納されます。「ミニルート」も参照してください。
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アーカイブ マスターシステムからコピーされたファイルの集合体。このファイル
には、アーカイブの名前や作成した日付など、アーカイブの識別情報
が含まれています。アーカイブをシステムにインストールすると、シ
ステムはマスターシステムとまったく同じ構成になります。

更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分
のみを含む Solarisフラッシュアーカイブを、差分アーカイブとして使
用することも可能です。差分アーカイブには、クローンシステムで保
持、変更、または削除するファイルが含まれます。差分更新により、
指定されたファイルだけが更新されます。また、差分更新を使用可能
なシステムは、更新前のマスターイメージとの整合性を保持するソフ
トウェアを含むシステムのみに限定されます。

アップグレード ファイルを既存のファイルとマージし、可能な場合には変更を保存す
るインストール。

Solaris OSのアップグレードでは、Solaris OSの新しいバージョンが
システムのディスク上の既存のファイルにマージされます。アップグ
レードでは、既存の Solaris OSに対して行なった変更は可能な限り保
存されます。

アップグレードオプ
ション

Solarisインストールプログラムによって提示されるオプション。
アップグレード時には、新しいバージョンの Solarisとディスク上の既
存のファイルが結合されます。前回 Solarisをインストールしてから加
えられたローカルの変更内容は、できる限り残されます。

暗号化 認められたユーザー以外は情報を使用できないように、情報を判読不
可能にして保護する処理。暗号化は鍵と呼ばれるコードに基づいて行
われ、この鍵は情報の復号化に使用されます。「復号化」も参照して
ください。

一次ブートアーカイブ システムで Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイ
ブ。このブートアーカイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれること
もあります。「ブートアーカイブ」を参照してください。

インストールサーバー インストール用に、Solaris DVDまたは CDのイメージをネットワー
ク上のほかのシステムに提供するサーバー (「メディアサーバー」と
も呼ばれる)。Solaris DVDまたは CDのイメージをサーバーのハード
ディスクにコピーすることによってインストールサーバーを作成でき
ます。

エンドユーザーシステム
サポート

コアシステムサポートソフトウェアグループのほかに、エンドユー
ザーに推奨するソフトウェアが収められているソフトウェアグルー
プ。これには共通デスクトップ環境 (CDE)や DeskSetソフトウェアが
含まれます。

開始スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で
指定され、Solarisソフトウェアがシステムにインストールされる前に
作業を実行します。このスクリプトは、カスタム JumpStartインス
トールでのみ使用できます。
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開発者システムサポート エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループのほかに、ソ
フトウェア開発用ライブラリ、インクルードファイル、マニュアル
ページ、およびプログラミングツールが収められているソフトウェア
グループ。

鍵 データの暗号化および復号化に使用されるコード。「暗号化」も参照
してください。

カスタム JumpStart ユーザーが定義するプロファイルに基づいて、Solarisソフトウェアを
システムに自動的にインストールする方法。ユーザーやシステムの種
類ごとに、カスタマイズされたプロファイルを作成できます。カスタ
ム JumpStartインストールは、ユーザーが作成する JumpStartインス
トールです。

カスタムプローブファイ
ル

rulesファイルと同じ JumpStartディレクトリに存在しなければなら
ないファイルで、次の 2つのタイプの関数を含む Bourneシェルスク
リプト。含む 2つのタイプは、プローブと比較です。プローブ関数は
作業を実行して、必要な情報を収集したり、定義に対応した SI_環境
変数を設定します。プローブ関数は、プローブキーワードになりま
す。比較関数は、対応するプローブ関数を呼び出してプローブ関数の
出力を比較し、キーワードが一致する場合は 0、キーワードが一致し
ない場合は 1を返します。比較関数はルールキーワードになります。
「rulesファイル」も参照してください。

共有可能ファイルシステ
ム

/export/homeや /swapのようなユーザー定義のファイルシステ
ム。Solaris Live Upgradeの使用時に、アクティブブート環境と非ア
クティブブート環境によって共有されます。共有可能ファイルシステ
ムは、アクティブブート環境の vfstab内と非アクティブブート環境
の vfstab内に同じマウントポイントを持ちます。このため、アク
ティブブート環境内の共有ファイルを更新すると、非アクティブブー
ト環境のデータも更新されます。共有可能ファイルシステムはデ
フォルトで共有されますが、ユーザーが宛先スライスを指定すること
もできます。この場合、そのファイルシステムがコピーされます。

クライアント 通信用のクライアントサーバーモデルでは、計算機能や大容量のメモ
リーといったサーバーの資源にリモートアクセスするプロセスがクラ
イアントに相当します。

クラスタ パッケージ (ソフトウェアモジュール)を論理的に集めたもの。Solaris
ソフトウェアは「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞれがク
ラスタと「パッケージ」から構成されています。

クリティカルファイルシ
ステム

Solaris OSが必要とするファイルシステム。Solaris Live Upgradeを使
用するとき、これらのファイルシステムは、アクティブブート環境と
非アクティブブート環境それぞれの vfstabでは独立したマウントポ
イントになります。root (/)、/usr、/var、/optなどがクリティカ
ルファイルシステムの例です。これらのファイルシステムは、必ず
ソースブート環境から非アクティブブート環境にコピーされます。
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クローンシステム Solarisフラッシュアーカイブを使用してインストールされたシステ
ム。クローンシステムは、マスターシステムと同一のインストール構
成になります。

限定ネットワークシステ
ムサポート

ソフトウェアグループの 1つ。Solarisシステムのブートおよび実行に
必要な最小限のコードが含まれ、ネットワークサービスのサポートも
制限されます。限定ネットワークシステムサポートは、テキストベー
スのマルチユーザーコンソールと、システム管理ユーティリティーを
提供します。このソフトウェアグループを使用すると、システムで
ネットワークインタフェースを認識できますが、ネットワークサービ
スがアクティブになることはありません。

コアソフトウェアグルー
プ

システムで Solaris OSを起動して実行するのに必要な最小限のソフト
ウェアが収められているソフトウェアグループ。コアには共通デスク
トップ環境 (CDE)を実行するために必要ないくつかのネットワーク用
ソフトウェアとドライバが含まれます。CDEソフトウェアは、コアに
は含まれません。

公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される暗号化鍵。

公開鍵暗号化 2つの鍵を使用する暗号方式。その 1つは、全員が知っている公開
鍵、もう 1つは、メッセージの受取人だけが知っている非公開鍵で
す。

更新 システムにインストールを実行して同じタイプのソフトウェアを変更
することまたはそのインストール自体。アップグレードとは異なり、
更新によりシステムがダウングレードされる場合があります。初期イ
ンストールとは異なり、更新を実行するには同じタイプのソフト
ウェアがあらかじめインストールされていなければなりません。

コマンド行 コマンドで始まる文字列。多くの場合、コマンドの後には引数 (オプ
ション、ファイル名、式などの文字列)が続き、行末 (EOL)文字で終
わります。

サーバー 資源を管理し、クライアントにサービスを提供するネットワークデバ
イス。

サブネット 経路指定を簡単にするため、1つの論理ネットワークを小さな物理
ネットワークに分割する方式。

サブネットマスク サブネットアドレス指定のため、インターネットアドレスからビット
を選択するために使用されるビットマスク。マスクは 32ビット。イン
ターネットアドレスのネットワーク部分と、ローカル部分の 1個以上
のビットを選択します。

サブミラー 「RAID-0ボリューム」を参照してください。

差分アーカイブ 更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分
のみを含む Solarisフラッシュアーカイブ。差分アーカイブには、ク
ローンシステムで保持、変更、または削除するファイルが含まれま
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す。差分更新により、指定されたファイルだけが更新されます。ま
た、差分更新を使用可能なシステムは、更新前のマスターイメージと
の整合性を保持するソフトウェアを含むシステムのみに限定されま
す。

時間帯 グリニッジ標準時間を基準に地球の表面を 24の地域に経度分割したも
の。

システム構成ファイル (system.conf) WANブートインストールで使用する sysidcfg
ファイルおよびカスタム JumpStartファイルの場所を指定するテキス
トファイル。

終了スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で
指定され、Solarisソフトウェアがシステムにインストールされてか
ら、システムがリブートされるまでの間に作業を実行します。このス
クリプトは、カスタム JumpStartインストールで使用します。

状態データベース Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関する情報をディスクに
保存するデータベース。状態データベースは、複製された複数のデー
タベースコピーの集まりです。各コピーは「状態データベースの複
製」と呼ばれます。状態データベースは、既知の状態データベースの
複製の格納場所と状態をすべて記録しています。

状態データベースの複製 状態データベースのコピー。複製により、データベース内のデータの
有効性が保証されます。

初期インストール 現在実行中のソフトウェアを上書きするか、空のディスクを初期化す
るインストール。

Solaris OSの初期インストールでは、システムのディスクが Solaris
OSの新しいバージョンで上書きされます。システム上で Solaris OS
が稼動していない場合は、初期インストールを行う必要があります。
アップグレード可能な Solaris OSがシステム上で稼動している場合
は、初期インストールを行うとディスクが上書きされ、OSやローカル
の変更内容は保持されません。

ジョブ コンピュータシステムで実行されるユーザー定義の処理。

スーパーユーザー システム上ですべての管理タスクを実行する特権を持つ、特殊なユー
ザー。スーパーユーザーは全ファイルの読み取り権とアクセス権、全
プログラムの実行権を持ち、任意のプロセスに終了シグナルを送るこ
とができます。

スタンドアロン ほかのマシンからのサポートを一切必要としないコンピュータ。

スライス ソフトウェアごとに分割される、ディスク領域の区分。

スワップ領域 再ロードが可能になるまでメモリー領域の内容を一時的に保持するス
ライスまたはファイル。/swapまたは swapファイルシステムとも呼
ばれます。

全体ディストリビュー
ション

Solaris 10のリリース全体が含まれているソフトウェアグループ。
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全体ディストリビュー
ションと OEMサポート

Solaris 10のリリース全体と、OEMのための追加ハードウェアサポー
トを含むソフトウェアグループ。Solarisを SPARC搭載サーバーシス
テムにインストールする場合は、このソフトウェアグループを推奨し
ます。

ゾーン 「非大域ゾーン」を参照してください。

ソフトウェアグループ Solarisソフトウェアの論理グループ (クラスタとパッケージ)。Solaris
のインストール時には、次のいずれかのソフトウェアグループをイン
ストールできます。コアシステムサポート、エンドユーザーシステム
サポート、開発者システムサポート、または全体ディストリビュー
ションです。また、SPARCシステムのみ、全体ディストリビュー
ションと OEMサポートもインストールできます。

大域ゾーン Solarisゾーンでは、大域ゾーンはシステムのデフォルトのゾーンであ
り、システム全体での管理に使用されるゾーンでもあります。非大域
ゾーンの構成、インストール、管理、およびアンインストールは、大
域ゾーンからのみ行うことができます。物理デバイス、ルーティン
グ、動的再構成 (DR)といったシステムインフラストラクチャーの管
理は、大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで実行され
るプロセスは、適切な権限が付与されていれば、ほかのゾーンに関連
付けられているオブジェクトにもアクセスできます。「Solarisゾー
ン」と「非大域ゾーン」も参照してください。

チェックサム 一連のデータ項目を合計した結果。一連のデータ項目を検査するため
に使用されます。データ項目は、数値でも、文字列でもよく、文字列
の場合はチェックサム計算時に数値として扱われます。チェックサム
の値から、2つのデバイス間の情報交換が正しく行われたかを確認で
きます。

ディスク (disc) 磁気ディスク (disk)に対する光学式ディスク。CD (コンパクトディス
ク)業界では共通の綴りを使用します。たとえば、CD-ROMや
DVD-ROMは光学式ディスクです。

ディスク (disk) 1枚以上の磁性体の円盤から成るメディアであり、ファイルなどの
データを格納する同心トラックとセクターで構成されます。「ディス
ク (disc)」も参照してください。

ディスク構成ファイル ディスクの構造 (たとえば、バイト/セクター、フラグ、スライス)を
表現するファイル。ディスク構成ファイルにより、単一システムから
pfinstallを使用して、サイズの異なるディスクのプロファイルを
テストできます。

ディスクレスクライアン
ト

ディスク記憶装置を持たないためサーバーに依存するクライアント。

デジタル証明書 移転や偽造の不可能なデジタルファイルで、通信する両者によって信
頼済みの第三者機関から発行されたもの。

電源管理システム 30分間アイドル状態が続くとシステムの状態を自動的に保存し、電源
を切断するソフトウェア。米国環境保護庁の省電力 (Energy Star)ガイ
ドライン第 2版に準拠したシステム (sun4u SPARCシステムなど)に
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Solarisソフトウェアをインストールすると、デフォルトで電源管理ソ
フトウェアがインストールされます。リブート後、電源管理ソフト
ウェアを有効にするかどうかを確認するメッセージが表示されます。

Energy Starガイドラインでは、システムまたはモニターを使用してい
ない場合は、自動的に「休眠状態」(30ワット以下の消費)に入ること
が要求されます。

ドキュメントルート
ディレクトリ

Webサーバーにアクセスするユーザーに公開されるファイル、画像、
およびデータが格納されている、Webサーバーマシン上の階層のルー
ト。

ドメイン インターネットのネーミング階層の一部。ドメインは管理ファイルを
共有する、ローカルネットワーク上のシステムグループを表します。

ドメイン名 ローカルネットワーク上のシステムグループに割り当てられた名前で
あり、管理ファイルを共有します。ネットワーク情報サービス (NIS)
のデータベースが正常に動作するためにはドメイン名が必要です。ド
メイン名は、ピリオドで区切られた一連の構成要素名から構成されま
す (たとえば、tundra.mpk.ca.us)。ピリオドで区切られた各構成要
素名は右側に行くにしたがって、全体的な (リモートな)管理権限領域
を表します。

認証局 (CA) CAは、Certificate Authorityの略。デジタル署名および公開鍵と非公
開鍵のペアの作成に使用するデジタル証明書を発行する、公証された
第三者機関または企業。CAは、一意の証明書を付与された個人が当
該の人物であることを保証します。

ネームサーバー ネットワーク上のシステムに対してネームサービスを提供するサー
バー。

ネームサービス ネットワーク上の全システムに関する重要なシステム情報が収められ
ている分散型ネットワークデータベース。ネットワーク上のシステム
は、これを利用して相互通信を行います。ネームサービスを使用する
ことによって、ネットワーク全域にわたるシステム情報を保守、管
理、または取得できます。ネームサービスを使用しないと、各システ
ムはローカルの /etcファイルにシステム情報のコピーを保持しなけ
ればなりません。Sunは次のネームサービスをサポートしています。
LDAP、NIS、および NIS+です。

ネットワークインストー
ル

CD-ROMまたは DVD-ROMドライブがあるシステムからCD-ROMま
たは DVD-ROMドライブがないシステムにネットワークを介してソフ
トウェアをインストールする方法。ネットワークインストールを行う
には、「ネームサーバー」と「インストールサーバー」が必要です。

ネットワークに接続され
ていないシステム

ネットワークに接続されていない、またはほかのシステムに依存しな
いシステム。

282 Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2005年 12月



ネットワークに接続され
ているシステム

ハードウェアやソフトウェアを介して接続されているシステムのグ
ループ (ホスト)。通信や情報の共有が可能です。ローカルエリア
ネットワーク (LAN)とも呼ばれます。システムをネットワークに接続
するには、通常、1台以上のサーバーが必要です。

ハードリンク ディスク上のファイルを参照するディレクトリエントリ。複数のハー
ドリンクから同じ物理ファイルを参照することができます。

派生プロファイル カスタム JumpStartインストール時に、開始スクリプトによって動的
に作成されるプロファイル。

パッケージ モジュール形式でのインストールを可能にするソフトウェアの集ま
り。Solarisソフトウェアは「ソフトウェアグループ」に分割され、そ
れぞれが「クラスタ」とパッケージから構成されています。

ハッシュ 入力よりもかなり短い数値を生成する処理によって得られる数値。同
じ入力に対しては、常に同じ値が出力されます。ハッシュ関数は、
テーブル検索アルゴリズム、エラー検出、改ざん検出などに使用でき
ます。改ざん検出に使用する場合は、同じ結果を生成する別の入力を
見つけにくいようなハッシュ関数を選択します。1方向のハッシュ関
数の一例としては、MD5および SHA-1があります。たとえば、
メッセージダイジェストはディスクファイルなどの可変長入力を受け
取り、小さい値に変換します。

ハッシュ化 文字列を変換して、この元の文字列を表す値 (キー)を得る処理。

パッチアナライザ 手作業でも、Solarisインストールプログラム内でも実行できるスクリ
プト。パッチアナライザは、システムを解析し、Solaris Updateへの
アップグレードを行うことで削除されるパッチがどれであるかを判断
します。

パネル ウィンドウ、ダイアログボックス、アプレットの内容を編成するコン
テナ。パネルでは、ユーザーの入力をまとめて受け取り確認すること
ができます。ウィザードでパネルを使用することで、正しい順序で操
作を行い、目的の作業を完了することができます。

非公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される復号化鍵。

非大域ゾーン Solarisオペレーティングシステムの 1つのインスタンス内で作成され
る、仮想化されたオペレーティングシステム環境。非大域ゾーンで
は、システムのほかの部分と相互に作用することなく、1つ以上のア
プリケーションを実行できます。非大域ゾーンはゾーンとも呼ばれま
す。「Solarisゾーン」と「大域ゾーン」も参照してください。

ファイルサーバー ネットワーク上のシステムに対して、ソフトウェアやファイルの記憶
領域を提供するサーバー。

ファイルシステム SunOS™オペレーティングシステムにおいて、ユーザーがアクセスで
きるファイルおよびディレクトリから成るツリー構造のネットワーク
のこと。

ファンクションキー F1、F2、F3などの名前が付いた 10個以上のキーボードキー。これら
のキーにはそれぞれ特定の機能が割り当てられています。
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ブート メモリーにシステムソフトウェアを読み込んで起動すること。

ブートアーカイブ x86のみ:ブートアーカイブは、Solaris OSのブートに使用されるクリ
ティカルなファイルの集まりです。これらのファイルは、ルート (/)
ファイルシステムがマウントされる前、システムの起動中に必要で
す。システムは、2つのブートアーカイブを維持管理しています。

� システムで Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカ
イブ。このブートアーカイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれる
こともあります。

� 一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用され
るブートアーカイブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイ
ルシステムをマウントすることなくシステムを起動します。GRUB
メニューでは、このブートアーカイブはフェイルセーフと呼ばれま
す。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成する
ことであり、通常、一次ブートアーカイブがシステムのブートに使
用されます。

ブート環境 Solaris OSを操作する上で重要な必須ファイルシステム (ディスクスラ
イスおよびマウントポイント)の集まり。ディスクスライスは、同じ 1
つのディスク上に存在することも、分散された複数のディスク上に存
在することもあります。

アクティブなブート環境とは、現在ブートしている環境を指します。
単一のアクティブなブート環境からだけブートできます。アクティブ
でないブート環境とは、現在ブートしていないが、次回のリブート時
にアクティブ化できる状態にある環境のことを指します。

ブートサーバー 同じネットワークのサブネット上のクライアントシステムに、起動に
必要なプログラムと情報を提供するサーバーシステム。インストール
サーバーの存在するサブネットが、Solarisソフトウェアをインストー
ルする必要があるシステムと異なる場合、ネットワークを介してイン
ストールするにはブートサーバーが必要です。

ブートローダー x86のみ:ブートローダーは、システムの電源を入れた後に最初に実行
されるソフトウェアプログラムです。このプログラムがブートプロセ
スを開始します。

フェイルセーフブート
アーカイブ

x86のみ:一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使
用されるブートアーカイブ。このブートアーカイブは、ルート (/)
ファイルシステムをマウントすることなくシステムを起動します。こ
のブートアーカイブは、GRUBメニューではフェイルセーフと呼ばれ
ます。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成する
ことであり、通常、一次ブートアーカイブがシステムのブートに使用
されます。「ブートアーカイブ」を参照してください。

フォーマット データを一定の構造にしたり、データを保存できるようにディスクを
セクターに分割したりすること。
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フォールバック 以前に動作していた環境に戻すこと。ブート環境のアクティブ化の処
理中や、ブート対象として指定されたブート環境に問題または望まし
くない動作が発生する場合にはフォールバックを行います。

復号化 符号化されたデータを平文に変換する処理。「暗号化」も参照してく
ださい。

プラットフォームグルー
プ

特定のソフトウェア用にベンダーが定義するハードウェアプラット
フォームのグループ。たとえば i86pcや sun4cなどです。

プラットフォーム名 uname -i コマンドによって出力される情報。たとえば Ultra 60 のプ
ラットフォーム名は、SUNW,Ultra-60です。

プローブキーワード インストールにカスタム JumpStartを使用する場合、システムに関す
る属性情報を抽出する構文要素。プローブキーワードでは、ルールに
必要な一致条件の設定およびプロファイルの実行は必要ありません。
「ルール」も参照してください。

プロファイル カスタム JumpStartを使用する場合に、Solarisソフトウェアのインス
トール方法を定義するテキストファイル。たとえば、プロファイルで
インストールするソフトウェアグループを定義します。各ルールは、
そのルールが一致したときにシステムがインストールされる方法を定
義してあるプロファイルを指定します。通常は、ルールごとに異なる
プロファイルを作成します。しかし、複数のルールで同じプロファイ
ルを使用することも可能です。「rulesファイル」も参照してくださ
い。

プロファイルサーバー すべての重要なカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクト
リに持つサーバー。

プロファイルフロッピー
ディスク

すべての重要なカスタム JumpStartファイルを、そのルートディレク
トリ (JumpStartディレクトリ)に持つフロッピーディスク。

ホスト名 システムがネットワーク上のほかのシステムから識別される名前。こ
の名前は、特定のドメイン (通常、これは 1つの組織内にあることを
意味する)内にある全システム間で固有でなければなりません。ホス
ト名は、文字、数字、マイナス符号 (-)を任意に組み合わせて作成で
きますが、先頭と末尾にマイナス符号は使用できません。

ボリューム システムで単一の論理デバイスとして扱われる、物理スライスやボ
リュームの集まり。アプリケーションやファイルシステムから見る
と、ボリュームは物理ディスクと同じように機能します。

一部のコマンド行ユーティリティーでは、ボリュームはメタデバイス
と呼ばれます。一般的な UNIX用語では、擬似デバイスまたは仮想デ
バイスとも呼ばれます。

ボリュームマネージャー DVD-ROM、CD-ROM、およびフロッピーディスク上のデータへのア
クセスを管理および実行するための手段を提供するプログラム。
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マウント マウント要求を行うマシンのディスクまたはネットワーク上のリモー
トディスクから、ディレクトリにアクセスするプロセス。ファイルシ
ステムをマウントするには、ローカルシステム上のマウントポイント
と、マウントするファイルシステム名 (たとえば /usr)が必要です。

マウント解除 マシンに接続されたディスクまたはネットワーク上のリモートディス
ク上のディレクトリへのアクセスを解除するプロセス。

マウントポイント リモートマシン上に存在するファイルシステムのマウント先となる、
ワークステーション上のディレクトリ。

マスターシステム Solarisフラッシュアーカイブを作成するシステム。このシステム構成
がアーカイブに保存されます。

マニフェストセクション クローンシステムの検証に使用される Solarisフラッシュアーカイブの
セクション。マニフェストセクションには、クローンシステムに保
持、追加または削除されるシステム上のファイルが一覧表示されま
す。このセクションは、情報提供専用です。このセクションは、
ファイルを内部形式でリストするため、スクリプトの記述には使用で
きません。

ミニルート 起動可能な最小の Solarisルート (/)ファイルシステム。ミニルートに
は、カーネルと、Solaris環境をハードディスクにインストールするた
めに必要な最小限のソフトウェアが含まれます。ミニルートは、初期
インストールでマシンにコピーされるファイルシステムです。

ミラー 「RAID-1ボリューム」を参照してください。

メタデバイス 「ボリューム」を参照してください。

メディアサーバー 「インストールサーバー」を参照してください。

矢印キー 数値キーパッド上にある方向を示す 4つのキーの 1つ。

ユーティリティー コンピュータを購入すると通常無料で提供される、標準プログラム。

ルート 複数の項目から成る階層構造の最上位。ルートは、ほかのすべての項
目を子孫として持つ唯一の項目です。「ルートディレクトリ」また
は「ルート (/)ファイルシステム」を参照してください。

ルートディレクトリ ほかのすべてのディレクトリの元となる最上位ディレクトリ。

ルート (/)ファイルシス
テム

ほかのすべてのファイルシステムの元となる最上位ファイルシステ
ム。ルート (/)ファイルシステムはほかのすべてのファイルシステム
がマウントされる元となり、マウント解除されることはありません。
ルート (/)ファイルシステムには、カーネル、デバイスドライバ、シ
ステムの起動 (ブート)に使用されるプログラムなど、システムの稼働
に不可欠なディレクトリやファイルが含まれています。

ルール 1つ以上のシステム属性をプロファイルに割り当てる一連の値。ルー
ルは、カスタム JumpStartインストールで使用されます。
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連結 RAID-0ボリューム。複数のスライスが連結された方式では、利用可
能な最初のスライスがいっぱいになるまでそのスライスにデータが書
き込まれます。そのスライスがいっぱいになると次のスライスに連続
してデータが書き込まれます。ミラーに含まれている場合を除き、連
結にはデータの冗長性はありません。「RAID-0ボリューム」も参照
してください。

ロケール 同一の言語、風俗、慣習、文化などを共有する地理上または政治上の
地域圏 (コミュニティー)。たとえば、米国英語のロケールは en_US、
英国英語のロケールは en_UKです。

論理デバイス システムで単一のデバイスとして扱われる、1つまたは複数のディス
ク上にある物理スライスの集まり。論理デバイスは、Solarisボリュー
ムマネージャーではボリュームと呼ばれます。アプリケーションや
ファイルシステムから見ると、ボリュームは物理ディスクと同じよう
に機能します。
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